
地域活性化人材育成事業・2023年度

SPARC教育プログラム

山口県立大学

SPARC教育プログラム

山口県立大学

SPARC教育プログラム

山口県立大学

論集・報告書  Vol.1

地
域
活
性
化
人
材
育
成
事
業
・
２
０
２
３
年
度　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム　
論
集
・
報
告
書　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１

地
域
活
性
化
人
材
育
成
事
業
・
２
０
２
３
年
度　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム　
論
集
・
報
告
書　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１

山
口
県
立
大
学

山
口
県
立
大
学

地
域
活
性
化
人
材
育
成
事
業
・
２
０
２
３
年
度　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム　
論
集
・
報
告
書　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１

地
域
活
性
化
人
材
育
成
事
業
・
２
０
２
３
年
度　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム　
論
集
・
報
告
書　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１

地
域
活
性
化
人
材
育
成
事
業
・
２
０
２
３
年
度　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム　
論
集
・
報
告
書　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
１



地域活性人材育成事業・2023 年度

SPARC 教育プログラム論集・報告書 Vol.1





巻 頭 言

県立大学は、����ʢྩ࿨̐ʣ年度に文部科学লʮ地域活性化ޱࢁ
人材育成事業～ SPARC ～ʯに申請し、݄̔��೔付けで採択され
ました。採択事業໊は、ʮͻとや地域ʢまち・文化・教育ʣのXFMM�
CFJOHにݙߩする文系%9人材の育成ʯであり、事業の主װ大学は
私立大学が連携して行う事業でެࠃ。大学となっていますޱࢁ
あり、ຊ学とޱࢁ学ܳ大学が参ըし３大学が連携して取り組Ήこと
としています。

３大学で組織するʮ一ൠ社団法人やま͙ちڞ૑大学ίϯιーγ
アムʢ(FOFSBM�*ODPSQPSBUFE�ATTPDJBUJPO�CPOTPSUJVN�PG�)JHIFS�&EVDBUJPO�*OTUJUVUJPOT�GPS�
CP�CSFBUJOH�:BNBHVDIJʣʯを設ஔʢ����年��݄ʣし、教育プロάϥムのఏڙや教員の૬ޓ
೿ݣ等、教育Ϧιースを૬ޓにิ׬しながらʮSPARC教育プロάϥムʯ等の新たな取り組み
を展開しています。

ຊ学は、ʮ人間性のଚ重ʯʮ生活者のࢹ点の重ࢹʯʮ地域社会とのڞ生ʯʮࡍࠃ化へのର応ʯ
の̐つの教育理೦のもと、����年ʢྩ࿨̐年ʣにࡦ定したʮޱࢁ県立大学ক来ߏ想ʯを;まえ、
人ݮޱগ・গࢠ高ྸ化の進行や%9等にର応するため、県内།一の県立大学としての໋࢖を
果たすべく様々なܭըを進めているところです。このক来ߏ想の実ݱに向けて、ޱࢁ大学・
点から%9ࢹ学ܳ大学が３大学連携で取り組Ήຊ事業ʕʮ人間中心のޱࢁ・県立大学ޱࢁ
を実践し、ͻとや地域の課題ղܾのためにݙߩできる人材ʢ文系%9人材ʣʯの育成ʕは、
この中֩をなす事業となります。

文系%9人材育成は、S5&A.教育を進めるとڞに、文系と理系教育の༥合からʮ地域社会
の未来を୲う地域活性化人材ʯのあるべきϞデルと考えます。ຊ事業の初年度と̎年໨に
あたる����ʢྩ࿨̐ʣ年度から����ʢྩ࿨̑ʣ年度にかけて、さま͟まな取り組みを行って
きました。このʮSPARC教育プロάϥム論ू・報告ॻʯでは、その成果を広くެ開する
໨的でฤूいたしました。����ʢྩ࿨̕ʣ年度までଓくຊ事業の最初の̎年度分をまとめた
ຊॻの発行をػに、さらに前進させていくॴଘです。

ຊ学ならびに౰֘事業にରし、みなさまのご支援・ご協力をࣀりますよう、今後とも
どうͧよろしくおئい申し上げます。

����ʢྩ࿨̒ʣ年３݄

ࢠ県立大学学௕ɹా中�マΩޱࢁ

˞SPARCɿSVQFSFNJOFOU�PSPHSBN�GPS�ADUJWBUJOH�RFHJPOBM�CPMMBCPSBUJPO�のུশ
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はじめに

จ9%ܥ人材の育成
SPARC 推進室長　岩野 雅子

̍．ຊॻのߏ成に͍ͭͯ
このʮSPARC教育プロάϥム論ू・報告ॻ�7PM��ʯは、����ʢྩ࿨̐ʣ年度に開࢝したຊ

事業の最初の̎年間の取り組みをまとめたものです。����ʢྩ࿨̐ʣ年݄̔のຊ事業採択
後、��݄にSPARC推進室を開設して以来、３大学間の協議、学内に事業をप知するため
のχϡーζレλーの発行、΢ェϒαイトの開設等を行い、����年度は試行科໨の企ըӡ営・
ධՁ、ࡍࠃ文化学部࠶ฤのための'%等に取り組んできた଍੻の一部のه࿥となります。

第１部にはデーλαイΤϯス教育やデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯと地域活性化人材
ʢ文系%9人材ʣ、A*と情報ྙ理、学習؅理γステム開発、自વ言ޠॲ理技術を活用した
レϙートධՁ、*C5を活用したΦϯϥイϯ教育などに関する論文を掲ࡌしています。

第̎部には、����年度に行ったSPARC教育プロάϥムの४උや試行的実ࢪのي੻を
;まえ、地域学、%9による課題ղܾʢPBLʣ、試行した科໨のධՁに関するݚ究ϊートを
掲ࡌしています。

第３部は、����ʢྩ࿨̐ʣ年݄̑に開࠵されたΩックΦϑγϯϙジ΢ムでのຊ学関܎者
のه࿥、����ʢྩ࿨̐ʣ年度・����ʢྩ࿨̑ʣ年度にຊ学が行ったւ外の協定大学とのPBL
γϯϙジ΢ムのه࿥などを掲ࡌしています。

、県立大学のSPARC推進室には໊̐のಛ೚教員、໊̎のίーデΟネーλーޱࢁ、ࡏݱ
１໊の事຿ิॿ員の໊̓ܭがۈ຿し、その他、݉ ຿で職຿を行う教員・職員として室௕１໊、
෭室௕໊̎をؚめた��໊がSPARC推進室のӡ営を୲っています。この΄か、λクスϑΥース
チームなどにՃわる教員・職員３໊、ࡍࠃ文化学部࠶ฤに関܎する教職員��໊なども入れ
ると、૯੎で��໊にの΅る教職員が関܎して事業を進めていることになります。

̎．̏大学ڞ௨のʮ文9%ܥ人材ʯ育成
学ܳ大学という３大学が連携して取り組Ή事業は、ʮͻとޱࢁ・県立大学ޱࢁ・大学ޱࢁ

や地域ʢまち・文化・教育ʣのXFMM�CFJOHにݙߩする文系%9人材の育成ʯです。%Sʢデーλ
αイΤϯスʣといった学ݚࡍ究ྖ域、%9ʢデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯʣやA*ʢ人工
知能ʣなどの技術ֵ新・情報ֵ໋が進Ή今೔、高等教育ػ関には理系の人材育成がٻめら
れています。ಉ時に、人間を中心にਾえ、人としての޾෱な生き方というࢹ点から分野ԣஅ
的で෯広い知ࣝをもち、新しい技術や情報の活用についても学びながら地域社会の未来を
考える力をもった文理༥合ܕの人材の育成も重ཁになっています。この文理༥合ܕの人材
は、ʮ理系的な知ࣝやスΩルʯとʮ文系的な知ࣝとスΩルʯについて、どのようなઐ໳分野ʢ例ɿ
工学、理学、法学、経ࡁ学、社会学、教育学、文学等ʣで教育課ఔをฤ成していくかにより、
さま͟まなλイプの学部等が஀生しています。

３大学が育成するʮ文系%9人材ʯは、人文系の学問ྖ域に、理系の知ࣝとスΩルを習ಘ
するྖ域を入れるλイプになります。ʮͻとʯやʮ人が生き暮らす地域社会ʯが身体的・ਫ਼ਆ

1͸͡Ίに：จܥ %9 人材の育成



的・社会的によりྑい状況にあることを໨ࢦして、企業や組織の中で働き・学び・生きる
力をもった人材となります。３大学がఏ出した申請ॻには、ʮ教育未来૑଄会議では、未来
を支える人材育成においてࡏりたい社会像を実ݱするための重ཁなࢹ点として、一人一人
の多様な޾せと社会શ体の๛かさʢXFMM�CFJOHʣをڍげている。޾せには、経ࡁ的な๛かさ
だけでなく、ਫ਼ਆ的な๛かさや݈߁もؚまれ、文化と教育はその基盤となる。ʯとॻいてい
ます。

先進ॾࠃの中において૬ର的に人々の޾෱度が௿く、生࢈性も௿いと言われる೔ຊ社会
にあって、人ݮޱগやগࢠ化・高ྸ化やաૄ化・若者ྲྀ出・社会的ឺのرബ化というෛの
スύイϥル状況からൈけ出せない地方社会には、大きな課題があります。そのような中、
地方౎ࢢのࠃ立大学ʢޱࢁ大学ʣが主װ校になり、そのϦιースをެ立大学ʢޱࢁ県立大学ʣ
や私立大学ʢޱࢁ学ܳ大学ʣへとఏڙしつつ、ެ立大学や私立大学の強みもٯにࠃ立大学に
ఏڙするというܗでߏ想したຊ事業は、３大学が協力しながらʮ文系%9人材ʯを育成する
というڞ௨の໨ඪを掲げています。

̏．文9%ܥ人材の༗͢る̒ͭのྗ
３大学がڞ௨して育成するʮ文系%9人材ʯは、地域社会の課題を見定め、人や人が暮らす

地域社会のXFMM�CFJOHの考え方に立って%9ʢデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯʣを実践
し、ʮͻとや地域ʢまち・文化・教育ʣの課題ղܾのためにݙߩできるʯ力を有しています。
۩体的には、文系%9人材が有する力を次の̒つと定めています。
ᶃ物事を၆ᛌʢϝλʣ的にଊえ思考する力
ɹ̰ɿ෯広い基ૅ教ཆと思考法
ɹ̱ɿ地域課題ղܾにࢿする基ૅ的ઐ໳知 ʢࣝ分野ԣஅ的に学習ʣ
ᶄ知的࢈ࡒに関する知ࣝ
ᶅデーλαイΤϯスに関する基ૅ知ࣝ・技能
ᶆ地域のಛ性やಛ৭を理ղし、自ら課題をந出できる力
ᶇ課題ղܾにおいて%9を実践できる知ࣝ・ଶ度
ᶈ課題にରして、身につけた知ࣝや技能を活用してղܾに向けた企ը・立Ҋができ、他者

と協働してղܾをਤることができる力
これら̒つの力を育成する教育プロάϥムをʮSPARC教育プロάϥムʯとݺびます。

上هの̒つの力を育てるʮSPARC教育プロάϥムʯは、３大学ڞ௨でʮS5&A.人材育成
系ྻʯʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻʯという̎つのϑレームワークからߏ成されます。
・S5&A.人材育成系ྻɿ分野ԣஅ的教ཆ、分野ԣஅ的ઐ໳、知的࢈ࡒ教育、デーλαイ

Τϯス教育という̐つの࿮組みの中に、３大学がそれͧれのಛ৭
を活かした科໨をஔきます。

・%9による地域課題ղܾPBL系ྻɿ地域学、%9教育、地域課題ղܾPBLという３つの
࿮組みの中に、３大学がそれͧれのಛ৭を活かした科໨をஔき
ます。

ʮSPARC教育プロάϥムʯのϑレームワークや࿮組みは３大学間でڞ௨のものを࢖い
つつ、そこに実ࡍに౰てはめる科໨は３大学のಛ৭を;まえたҟなるものとしています。

2 地域活性人材育成事業・2023 年度　SPARC 教育プログラム論集・報告書 Vol.1



̐．࿈ܞ։ઃՊ໨
上هでࣔしたʮSPARC教育プロάϥムʯにஔかれる科໨は３大学でҟなりますが、ຊ事業

のಛ৭の一つがそれͧれの強みをڞ有し合うという点にあります。連携開設科໨は、一つ
の大学が他の大学にఏڙする科໨です。ޱࢁ大学からは̓科໨、ޱࢁ県立大学からは̐科
໨がఏڙされる༧定で、その科໨を活用するか൱かは３大学それͧれがܾ定します。
・S5&A.人材育成系ྻの中でޱࢁ大学がఏڙする科໨ɿ知的࢈ࡒ入໳、人工知能֓論、

౷ܭ学֓論、デーλ科学のための基ૅ਺学、デーλ科学と社会ᶗ、デーλ科学と社会ᶘ
・S5&A.人材育成系ྻの中でޱࢁ県立大学がఏڙする科໨ɿ地域文化論、デβイϯ思考論、

ίϛϡχテΟデβイϯ論
・%9による地域課題ղܾPBL系ྻの中でޱࢁ大学がఏڙする科໨ɿ%9֓論
・%9による地域課題ղܾPBL系ྻの中でޱࢁ県立大学がఏڙする科໨ɿ地域学

連携開設科໨のӡ営については、３大学がຊ事業のために設立したʮ一ൠ社団法人やま
͙ちڞ૑大学ίϯιーγアムʯのもとで、理事会ٴび連携教育プロάϥムҕ員会がӡ営の
基ຊ方਑を協議することとされています。また、۩体的には連携教育プロάϥムҕ員会の
Լに設ஔされた連携教育関܎λスクϑΥースチーム等ʢ連携開設科໨に関するݕ౼チーム、
SPARC�L.Sߏஙチーム、高大接ଓ推進チーム、ϦΧレϯト教育推進チーム、教学*Rチーム、
PBL実ࢪ部会ʣがৄࡉを協議ௐ੔して、ಉプロάϥムҕ員会にఏҊするというܗをとって
います。

連携開設科໨の開設に向けて、３大学間で学年ྐྵや時間ׂなどをௐ੔し、さらには、科໨
ӡ営や科໨ධՁ等のルールを定めるための協議が進んでいます。

ಉ։ઃՊ໨ڞ．̑
上هの連携開設科໨とはผに、ʮSPARC教育プロάϥムʯの３年次最後のஈ֊で３大学

がそれͧれ開設する科໨が、ʮ%9による課題ղ ʢܾPBLʣʯです。ʮSPARC教育プロάϥムʯ
で身につける力を౷合し、地域社会に出て企業や組織団体等と連携しながら実践的に活用・
応用して、実ࡍの地域課題のղܾに向けて取り組Ή科໨となります。����ʢྩ࿨̑ʣ年度
に試行し、その結果を����ʢྩ࿨̒ʣ年݄̎��೔に、新ޱࢁӺԣの,%%*ҡ新ϗールに
おいて３大学ڞಉで発表しました。ޱࢁ県立大学が連携した企業は̓社で、取り組んだ
テーマは̔つ。̔つのチームがプレθϯテーγϣϯとϙスλー発表を行いました。この
論ू・報告ॻのฤू発行には間に合わないため、この結果については次年度の論ू・報告ॻ
に掲ࡌを༧定しています。

9人材ʯのೝఆ%ܥ大学におけるʮ文ཱݝޱࢁ．̒
連携教育プロάϥムҕ員会ではʮSPARC教育プロάϥムʯで育成する文系%9人材を

アセスϝϯトプϥϯにもとͮいてೝ定します。����ʢྩ࿨̐ʣ年度に開࢝したຊ事業の
ʮSPARC教育プロάϥムʯは、����ʢྩ࿨̑ʣ年度・����ʢྩ࿨̒ʣ年度の試行を経て、
����ʢྩ࿨̓ʣ年度以߱にຊ֨࢝ಈをし、����ʢྩ࿨̕ʣ年度຤には最初のʮ文系%9人材ʯ
ೝ定者を出す༧定です。

県立大学の文系%9人材は、ʮ地域社会の未来をϦデβイϯし、人々の暮らしの%9ޱࢁ
推進にݙߩできる人材ʯと定ٛし、ࡍࠃ文化学部࠶ฤと関連ͮけて人材ཆ成を行います。

3͸͡Ίに：จܥ %9 人材の育成



デジλルスΩルを活用して地域社会のࡍࠃ化やάローόル化にର応できる人材、県内企業
や団体等が行うւ外展開やネットワークߏஙにݙߩできる人材など、人間の生活を重ࢹする
文系のࢹ点を活かし、理系の知ࣝやスΩルमಘも入れた文理༥合ܕのΧϦΩϡϥムを用意
して、地域課題ղܾに向けてデジλル技術を活用し新しい社会のしくみやՁ஋を૑଄する
力を࣋つ人材の育成に取り組Ήこととしています。それが、学生や教職員と地域社会との
連携のもとで、地域社会のχーζに応えるʮ地域ݙߩ大学ʯとしてのຊ学の໋࢖です。

文系%9人材を育成するʮSPARC教育プロάϥムʯをࡍࠃ文化学部の土୆にਾえ、その
上に、ࡍࠃ文化学科・文化૑଄学科・情報社会学科ʢ設ஔܭը中ʣڞ௨の科໨܈をஔき、
さらに、３学科のಛ৭あるઐ໳教育を展開するという三૚ߏ଄で教育課ఔをฤ成する༧定
です。����ʢྩ࿨̓ʣ年に開࢝する新ΧϦΩϡϥムʢ༧定ʣでは、学部学科のデΟプロマ
ϙϦγーʢଔ業ೝ定・学Ґत༩の方਑ʣでࣔす身につける力の中に、ʮSPARC教育プロά
ϥムʯで育成する̒つの力を組みࠐみます。人生の௕いΩϟϦア育成の道のりの中で、社会
人としての第一าを౿み出すब職・進学活ಈに向けて、大学３年次ऴྃ時にʮ文系%9人材ʯ
のೝ定を行う༧定です。
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ୈ１部

SPARC教育プログラムɹ論จ





̍．͸͡Ίに

����年、アϝϦΧのμートマス大学で開かれたμートマス会議にて、人工知能ݚ究の
先ۦけである+PIO�.DCBSUIZにより、A*ʢASUJpDJBM� *OUFMMJHFODFʣがఏএされた。しかし
ながら、��年ఔ度経աした今でもなお、人間の知能の定ٛも未֬定であることも૬まって、
人工知能の定ٛは未だ֬定していない。あるݚ究者は、h 人工的に࡞られた、知能を࣋つ
実ଶ。҃いは、知能自体をݚ究する分野 とɦ定ٛしており、また他のݚ究者はh 明֬には
定ٛできないʱともड़べている。その様な中、A*のڞ௨の定ٛとしては、h 推論、ೝࣝ、൑அ
など人間とಉ͡知的なॲ理能力を࣋つػցʢ情報ॲ理γステムʣɦ がڍげられている。A*の
ॲ理ʣに୺を発するが、デーλをϦアルλイムに取ಘޠ情報のॲ理ʢ自વ言ޠ究は大量の言ݚ
するセϯα技術の進าや、そのデーλを֨ೲするデーλベース技術の進า、そしてそれら
大量のデーλをసૹする௨৴技術の進าに支えられて、ز度かのݚ究のఀ଺ʢౙの時୅ʣ
を৐り越えながら、ۙ年ܹٸにݚ究や実用の෯を֦大している。技術の進าに൐い、大量
のデーλ、いわΏるϏッάデーλをॲ理する、҃いは活用する技術開発も進み、ۙ年は
新たなՁ஋や考え方、ߋには生き方を、Ϗッάデーλの活用により૑଄するஈ֊に進みつつ
ある。ࠃは、来るべきその世界をSPDJFUZ���とఏএし、೔ຊのデジλル社会のক来像として
世界に発৴している。その۩体的な成果が見られ࢝めている分野においては、デジλル
技術を用いて࢓事や業界のあり方に大きなมֵがىきており、そのมֵは%9ʢ%JHJUBM�
5SBOTGPSNBUJPOʣとݺばれている。ຊ学は����年度より、文部科学লの地域活性化人材育成
事業ʢSPARCɿSVQFSFNJOFOU�PSPHSBN�GPS�ADUJWBUJOH�RFHJPOBM�CPMMBCPSBUJPOʣに採択され、
その中で、h ͻとや地域ʢまち・文化・教育ʣのXFMM�CFJOHにݙߩする文系%9人材の育成 をɦ
進めることをఏএしている。科学技術の進展は໨֮ましく、%9自体のあり方も೔々ม๴
を਱げている、そのような中、౰事業でఏএされている文系%9人材の定ٛもࠔ೉であり、
未だ定ٛはᐆດなままである。後ड़するが、ຊ来%9は手ஈではなく໨ඪであるため、文系
%9人材の定ٛにおいても、最ऴ的な人材像の明֬化を行わなければ、今後の事業活ಈや
ఏڙすべき教育内༰の方向性も定まらない。ैって、ຊ論文においては、文系%9人材の
定ٛを試み、その結論が、౰事業によりഐ出される人材がਅに活༂できる社会基盤ߏஙの
一ॿとなれば޾いである。

̎．%9のಠりา͖ͱ%9の֓೦のᛙখ化

%9という言༿は、����年に情報学のݚ究者である΢ϝΦ大学の&SJL�SUPMFSNBOとAOOB�
CSPPO�'PSTにより、最初にఏএされたと言われている１ʣ。その論文内では、h 5IF�EJHJUBM�

地域ഐग़ܕ人材の育成ͱͦのඞཁ性
จԽ学ՊࡍࠃจԽ学部ࡍࠃ

阿部 真育
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USBOTGPSNBUJPO�DBO�CF�VOEFSTUPPE�BT�UIF�DIBOHFT�UIBU�UIF�EJHJUBM� UFDIOPMPHZ�DBVTFT�PS�
JOqVFODFT� JO�BMM�BTQFDUT�PG�IVNBO� MJGF�ʱと%9を定ٛしており、(PPE� MJGFの定ٛ自体も
%9はมえる可能性があるとड़べている。重ཁなこととしては、%9が手ஈではなく໨ඪ

ʢ໨的ʣであるとड़べられているところである。また、h DIBMMFOHF� JOIFSFOU� JO�UIF�EJHJUBM�
USBOTGPSNBUJPO�BT�B�DPOTFRVFODF�PG� UIF�EFWJDF�QBSBEJHN
� JT� UP� UBLF�BO�BDUJWF�TUBODF�
BHBJOTU�B�EFWFMPQNFOU�MFBEJOH�UP�BO�FWFSZEBZ�SFBMJUZ�EPNJOBUFE�CZ�DPNNPEJUJFTʱとも
ड़べられており、ࡏݱのܹٸなA*の発展によるϑェイクχϡース等の൙ཞなど、ϝデΟア
等ではࢹௌ者のڪාをઞる報道がྑくされているが、*P5やA*などといった情報γステムに、
ա৒なڪා心を๊かないスλϯスも大事であるとड़べている。ա৒なڪා心をॿ௕したయܕ
的な事例としては、����年ࠒにϝデΟアがසൟに掲ࡌしたʰA*の୆಄によりʠফえる�
なくなる職業ʡɦ というίϯテϯπʢ以Լ、A*ίϯテϯπʣである。A*ίϯテϯπは、CBSM�
BFOFEJLU�'SFZと.JDIBFM�A��0TCPSOFによるʠ5IF�GVUVSF�PG�FNQMPZNFOU��)PX�TVTDFQUJCMF�
BSF�KPCT�UP�DPNQVUFSJTBUJPO ʡの論文̎ʣに୺を発する。

論文内では、DPNQVUBSJTBUSJPOによってޮ཰化されಘる職業の֬཰一ཡをิ଍ࢿྉとして
ࣔしているのみにも߆らͣ、ফえる職業などという表ݱにมわっているॴが、A*ίϯテϯπ
のڪろしいॴである。��世ل後半のイΪϦスの第１次࢈業ֵ໋において、๰੷ػの୆಄に
より職をୣわれることをةዧしたࢢຽがػցをյした、ʠϥッμイトӡಈʡをىこしたのと
ಉ様に、A*ίϯテϯπの掲ࡌをൽ੾りにA*の開発に関して大きな社会ӡಈがおこり、ネΦ・
ϥッμイトӡಈとݺばれているʢデジλル・ϥッμイトӡಈやαイόー・ϥッμイトӡಈ
ともݺばれるʣ。.JDIBFM�A��0TCPSOFຊ人も後೔、これ΄どӨڹを༩えると思っていなかった
とޠっており、実ࡍに論文の中では、クϦΤイテΟϏテΟやަবや説ಘといったιーγϟル
スΩルが今後よりඞཁになるであろうという、極めて人間的な部分のඞཁ性を結論として
ड़べていたが、その点についての言ٴはϝデΟアでは΄とんどなされていない。

A*に୅表されるように、定ٛが成されていないものにも関わらͣ、その技術の一部がద用
された社会γステム基盤や੡඼が、世の中に広く展開されਁಁしたࡍに、技術にରするࢍ成・
൓ର問わͣ大きな社会ӡಈをҾきىこす。つまり、A*のような未定ٛの言ޠの直ۙの方向性
をܾ定してしまうのは、໨に見える੡඼であり、その੡඼そのものが新たなA*の定ٛの
中に組みࠐまれる。このݱ৅は%9という言ޠにおいても生͡ており、����年に初めてఏ言
されて以߱、%9の定ٛはྲྀಈ的にม化している。しかしながら、A*とҟなり%9の定ٛ
は未だに֓೦的な部分が多く、����年の*%C�+BQBO社やྩ࿨３年૯຿ল情報௨৴നॻに
おいては、h 企業が外部Τίγステムʢࢢ、٬ސ৔ʣのഁյ的なม化にର応しつつ、内部
Τίγステムʢ組織、文化、ै業員ʣのมֵをݗҾしながら、第３のプϥットϑΥームʢクϥ
΢υ、ϞϏϦテΟ、ϏッάデーλアφϦテΟクス、ιーγϟル技術ʣをར用して、新しい
੡඼やαーϏス、新しいϏジネスϞデルを௨して、ネットとϦアルの྆面での٬ސΤクス
ϖϦΤϯスʢ経験、体験ʣのมֵをਤることでՁ஋を૑出し、ڝ૪上の༏Ґ性を֬立する
ことʱと定ٛされている。����年の定ٛにൺべて、۩体的な内༰が੝りࠐまれているが、
かなりϏジネスدりにภっていることがಡみ取れる。ߋに����年には経࢈ࡁ業লが、h 企業
がϏジネス環境のܹしいม化にର応し、デーλとデジλル技術を活用して、٬ސや社会の
χーζを基に、੡඼やαーϏス、ϏジネスϞデルをมֵするとڞに、業຿そのものや、
組織、プロセス、企業文化・風土をมֵし、ڝ૪上の༏Ґ性を֬立することʱと定ٛされ

8 地域活性人材育成事業・2023 年度　SPARC 教育プログラム論集・報告書 Vol.1



ている。����年とൺֱして表ݱとࢹ点が࠶度ม化していることがಡみ取れる。この間、٬ސ
のݸผຬ଍度向上を໨ࢦすC9ʢCVTUPNFS�&YQFSJFODFɿ٬ސ体験ʣという言༿や、人材഑ஔ
やొ用の最ద化を໨ࢦす)R9ʢ)VNBO�RFTPVSDFT�5SBOTGPSNBUJPOɿ人事มֵʣといった、
Ϗッάデーλを用いた業຿最ద化の新たな֓೦や࢓事の૑出や重ཁ度の向上が見られた
ため、そのྲྀれをټんで定ٛがߋ新されている。そのように様々なαーϏスが೔々生まれて
いく中、来るべきক来に向けた%9の第一ٛ的な໨ඪを取りまとめた%9レϙートが、
ฏ成��年݄̓̕೔に経࢈ࡁ業লからެ表３ʣされ、ྩ࿨̐年݄̓には%9レϙート���に
アップデートされている̐ʣ。%9レϙートެ表のࡍからۓ٤の課題とされ、%9レϙート���
においてもܧଓ課題としてڍげられていたものが、ʠ����年の ʢ֑ਤ１ʣʡのର応であった。
����年の֑とは、ࡏݱ様々な企業で用いられている、業຿؅理や人事؅理等といった基װ
γステムの大ن໛վஙが༧想される時ظが����年であり、基װγステムの部分最ద化を
໨的としたෳ਺回のվྑશてを೺Ѳしている人材のෆ଍、社内γステム؅理者の高ྸ化、
にू中して発生するࠒする0Sのαϙートऴྃなどが����年࡞にはγステムがਖ਼ৗにಈߋ
ことを意ຯしている。また、それらγステムのӡ用においてܧଓ的に発生するϏッάデーλ
にରするαーόーෛՙの૿大などもฒ行して生͡、ૣٸなର応がഭられている。

しかしながら、ۓ٤のର応がٻめられている事ฑの΄とんどは、γステムにಛ化した内༰
であり、デジλル技術を用いた社会มֵよりも、γステムのߋ新がٻめられているように
見डけられる。ۙ年のA*ݚ究やA*を活用した業຿は、人間が出来ることをػցがどの
ように୅ସできるかについて໛ࡧをするのが一つの方向性であったために、関わるステーク
ϗルμー間でのೝࣝのͣれが生͡ることがكであったのにରして、%9はそれ自体がຊ来
は໨ඪであるため、アプローチの࢓方が大量にあり、۩体的な方਑ܾ定がࠔ೉となって
いる。そのため、大きな༧ࢉが୹ظ間でফඅされಘる大ن໛γステムվमは、%9が実ݱ

図１　202�年の֑の説明（経済࢈業লDXレポートからのൈਮ）
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した۩体的な未来像をイϝージする上でඇৗに࢖いউ手がྑいものであった。その結果と
して%9の֓೦自体のᛙ小化が生͡、その֓೦がࠃのレϙートでެ開されたことで、デϑΝ
クトスλϯμートになりつつある。

̏．ຊདྷの%9΁のճؼのͨΊのҰఏҊ

前ड़した௨り、%9の֓೦がᛙ小化されつつある中、ࡏݱのԆ௕ઢ上で発展が進んでは、
ক来を୲う若者も��਺年後にಉ͡課題のղܾを強いられることとなる。そのため、%9を
γステムվमではなく໨ඪとする、ຊ来の%9に回ؼするために、ຊ来໨ࢦすべき%9の
されるݱされた前後において、業຿のޮ཰化が実ݱ定ٛをվめて試みる。まͣ、%9が実࠶
のみでは、業຿自体の࡞業手ॱにมֵがىきておらͣ、࡞業ޮ཰化γステムのಋ入やݱ行
γステムのվमにա͗ない。そこで、業຿のదਖ਼化により࢓事の進めやすい環境がߏங
されるという֓೦をఏҊする。業຿のޮ཰化とҟなり、業຿のదਖ਼化が実ݱされるには、
業຿自体のඞཁ性のݕ࠶౼や業຿ϑローの࠶੔理がඞཁであり、୯にγステムをಋ入する
ことでղܾしない。さらに、業຿に関わるશてのステークϗルμーとのௐ੔や業຿໨的の
、状業຿におけるল力すべき事ฑのあͿり出しではなくݱ有化がඞཁとなり、結果的にはڞ
人が時間をౌして実ࢪしなくてはならない事ฑの明֬化がٻめられる。その方਑に最も
ۙい理೦を、トーマス・)・μベϯϙートが����年に科学的経営とশしてఏҊしている̑ʣ。
۩体的には、Լの'0RC&という؍点が重ཁであるとड़べている。
・'BDUɿ事実に基ͮいた意思ܾ定
・0SHBOJ[BUJPOɿアφϦストなどのඞཁな人材・ݯࢿの組織化
・RFWJFXɿϏジネスの仮説と分ੳϞデルにରするܧଓ的な見直し
・CVMUVSFɿデーλ分ੳとʮテストして֬かめてみようʯという姿੎を支࣋する文化
・&NCFEEJOHɿ主なϏジネスྖ域におけるデーλ分ੳプロセスの組みࠐみ

̑つの؍点શて、ʮデーλに基ͮく科学的経営を行う上でඞཁなཁૉはγステムではなく
ώトだʯとड़べている点が重ཁである。その前ఏのԼで、஝積されたデーλの有ޮ活用も
重ཁであるとड़べられている。ैって、ຊ来の%9への回ؼを実ݱする上で、組織内の人事
഑ஔを見直し、もしඞཁな人材がෆ଍している৔合は、ෆ଍している分野を୲౰する人材
の能力開発や人材育成の࢓組みがඞཁとなる。ࡏݱ、人材がෆ଍している分野はこれまで
見աごされてきたか҃いはແࢹされてきた分野であることが多く、౰વ事業਱行には試行
ࢿ໛投نஙや人材育成に関する小ߏる環境܎がඞཁとされる。そのため、業຿దਖ਼化にޡࡨ
にରする׮༰性とࣦഊを積極的に推঑する度量を、組織文化にࠜ付かせることがඇৗに重ཁ
である。また、仮に大ن໛投ࢿを行って業຿を਱行したとしても、方向性にޡりが൑明
したり、業຿のదਖ਼化にܨがっていなければ、௕ظ的に見てෛ࠴しか生まないため、؅理
レベルは౰વながら、ݱ৔レベルにおいても、਱行を中ࢭするという൑அ力を࣋ち合わせて
おくඞཁがある。

̐．文9%ܥ人材のʠ͋る΂͖࿦ʡ͔ Βの୤٫

ྩ࿨３年３݄��೔にֳ議ܾ定された、第̒ظ科学技術・イϊベーγϣϯ基ຊܭը̒ʣでは、
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自વ科学と人文・社会科学を༥合したʮ૯合知ʯの重ཁ性がᨳわれている。人文・社会科学
ड़ه究へのγステムಋ入といったݚめられているが、教育ٻը内にてܭ究の%9もಉ基ຊݚ
のみであり、前ड़したᛙ小化した%9がここでも࿐見している。初等中等教育にも、この
Өڹが৭ೱく見え࢝めている。ʮ情報ʯのඞཤम化等に൐う学習ࢦಋཁྖのߋ新において、
プロάϥϛϯά的思考が強くٻめられるようになった̓ʣ。プロάϥϛϯά的思考はݩ来、
論理的思考にۙいものであるにもかかわらͣ、初等中等教育ݱ৔や大学入学ڞ௨テストに
おいては、プロάϥϛϯάを理ղしているか൱かといった֓೦にऩଋしつつある。プロά
ϥϛϯά的思考を教育するຊ来のྲྀれであれば、શての教員が教育可能であるが、プロά
ϥϛϯάにಛ化した教育とೝࣝされているがために、情報教員がෆ଍、҃いはෆࡏの高校に
おいて、理科や਺学の教員が情報教育を行わ͟るをಘないという状況にؕっている。高等
教育においてもಉ様な状況が見られる。高等教育においては、情報という֓೦は初等中等
教育よりもࡉ分化され、情報をѻう教員શてが、あらΏる情報関連や分ੳの知ࣝのશてを
࣋ち合わせていることはありಘない。第̒ظ科学技術・イϊベーγϣϯ基ຊܭըにて、文系
理系の֓೦のফࣦや人文・社会科学ݚ究の%9がٻめられているにもかかわらͣ、人文・
社会科学系の教員が関わる情報関連や%9に関するݚ究の進展は、理工系ݚ究者がڵຯを
࣋ちແঈγステム等が開発・ެ開されている分野においてのみ見られるఔ度である。ࠃが
推進する਺理・デーλαイΤϯス・A*教育プロάϥムೝ定੍度̔ʣにおいても、౰初は応用
基ૅレベルにおいても文系理系問わないデーλαイΤϯス教育がٻめられていたが、ۙ 年、
情報ҩ理工系のみにಛ化したೝ定੍度に方਑ม׵されており、この分野への人文・社会
科学系ݚ究者のܧଓ的な知ࣝ未मಘやίϛットϝϯトのফ極性がݦஶに表れている。その
ため、%9という֓೦を人文・社会科学系ݚ究者が後発的に用いるࡍに、情報ҩ理工系
違いした方਑が取られる。その結果、文系%9人材にצ究者が定ٛした֓೦がਖ਼しいとݚ
、りのᛙ小化した能力のみがண໨されدめられる能力として、工学よりも極めて情報工学ٻ
文系%9人材は情報工学の知ࣝを࣋つべきといった、前時୅的なʠあるべき論ʡがԣ行して
いる。この܏向はશࠃ的にも見られ、ۙ年情報工学دりの教育ΧϦΩϡϥムをചりにして
いる学部や学科がࠃ内に૿ٸしている。この考え方は、ࠃのิॿ༧ࢉを取るという、ۙࢹ
化を༠発して各大学の֚ܗ的な高等教育のࠃ的なઓ術としてはਖ਼しいが、શظ的かつ୹؟
ಛ৭はബれ、௕ظ的なӡ営֫ۚࢿಘにܨがる可能性は௿いと考えられる。

̑．%9人材ͱڞにເݟるੈք

文系%9人材は、来るべき௒গࢠ高ྸ化や多छ多様な文化ݍとの時ۭ間を越えたプロジェ
クト実ࢪなど、ղܾすべき課題をࠜຊ的にղܾできる人材であることがٻめられ、その
ような人材をഐ出することが地域もؚめた育成ଆの੹຿と言える。トーマス・)・μベϯ
ϙートのఏএした'0RC&とのର応も組みࠐんだܗで、これから生͡る事৅の一部とその
事৅にର応する上で%9人材ʢ文系のみならͣ理系もؚΉʣがどのような能力をٻめられるか
について、ਤ̎に੔理した。ਤ̎のࠨଆが、これから生͡る事৅の一部であり、ӈଆが
%9人材にඞཁとされる力を説明している。
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図２　DX人材に求められるྗ

人生���年時୅と言われてٱしいが、直ۙにഭった௒গࢠ高ྸ化社会においては、これ
までݸ人に஝積されたઐ໳的知ࣝ以外をվめて学びなおす、ϦΧレϯトやϦスΩϦϯάの
、会が、ຊ人が๬Ή๬まないに関わらͣ、新たに生͡ることとなる。0&C%のௐ査においてػ
೔ຊの社会人の学習意ཉの௿さはසൟにࣔされており、デジλルネイテΟϒの%9人材が
高ྸ者にରするࢦೆ的໾ׂに立ち、新たな教育をఏڙすることで、学習ػ会の૑଄と学習
意ཉのৢ成を໨ࢦすඞཁ性が問われると考えられる。つまり、これからは若年૚への教育
ఏڙだけでなく高ྸ者への教育ఏڙも重ཁ性が૿すと考えられる。ただしそのࡍ、Լの能力
が%9人材にٻめられる。
・様々な世୅的എܠにରする理ղ力
・先୺技術をあらΏる世୅に理ղさせるର話力
・先人の࣋つצと経験の中から論理的事実をந出する力
・ഐ出した人材を次のࢦಋ者にするૌٻ力

この中で最も重ཁな力は、教育ఏڙした高ྸ者を次のࢦಋ者にするૌٻ力と言える。
௒গࢠ高ྸ化の世界においては、教育ఏڙଆはいつまでもಉ͡組織にରしてઐଐして教育
ఏڙしଓけるとは限らͣ、様々な組織をॊೈに行き来し、教育を展開していくඞཁがある。
展開をՃ଎する上で重ཁなのが、高ྸ者ଆが次のࢦಋ者になるという意ࣝがৢ成されること
であるが、これまで஝積したઐ໳的知ࣝ以外に関する教育ࢦಋ者になるという事に関して
は、様々なࠔ೉がଘࡏし、時間をཁすると考えられる。一方で、文系理系の֓೦がଘࡏする
のは、中等教育の一部と高等教育のみであり、গなくとも社会において理系文系という
۠分で業຿や人材が分けられることはなく、教育する内༰自体にରしては、文系理系の
学問分野に関܎なくಉ等に理ղされる可能性は高いと考えられる。ただ、この理ղ度に
関しては、౰人が社会人時୅にどのような業຿਱行や自ݚݾᮎを行ってきたかにґଘする
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ところである。
ۙ年、௨৴技術や௕ڑ཭Ҡಈ技術の発展に൐い、一つの企業やプロジェクトに多छ多様

な文化的എܠやॅډ地域の人材が഑ஔされている。さらに、スλートアップ企業等の୆಄
で大企業であっても、ΦϑΟスを物理的に࣋たない企業も多਺ଘࡏしている。その様な
状況においては、ࠃ内で多਺ࢄ見され、ۙ年はւ外でも࿐見するようになったॎׂり組織

ʢւ外ではαイロ組織ともݺばれるʣは、ࡏݱのٸ଎な業຿αイクルにೃછΉことは出来ͣ
౫ଡされつつある。

また、企業や組織にଐさͣともαϒスクϦプγϣϯなどでऩ入をಘることも౰たり前に
なりつつあるࡏݱにおいて、各文化のಛ௃を理ղした上で、世界中から業຿਱行するための
チームをूめて、その文化ຖに業຿໨ඪに関する理ղが進Ήように業຿内༰をಡみସえた
上で、業຿やプロジェクトでٻめられている各人の໾ׂを説明できる能力がٻめられる。
また各人の働き方のスλイルにରしてもॊೈにର応できることも重ཁである。さらに、ۙ年
はू積回࿏の小ܕ化の物理限界がۙͮいており、デジλルから量ࢠへのม׵が੝んにڣば
れている。このような最新の技術ಈ向にもਫ਼௨し、その技術がどのように進Ή可能性が
あり、今後生まれてくる技術をどのように業຿਱行に活用すべきかといったಎ࡯力もซせて
重ཁとなる。

これらの能力は、若手のみならͣこれからの世界を生きるશてのώトにٻめられている
能力と言える。その能力こそ、文系%9人材が࣋つべき基盤能力と言える。ॎׂり組織を
す͙にมֵすることは、ݱ実的に΄΅ෆ可能であるが、地域にࠜ付きステークϗルμー間
を؇やかにܨげることは、地域にଘࡏする大学が最もಘ意とすることである。そのため、
大学という強大なϋϒを有ޮ活用し、ࠃ・県・企業・地域が協働して、ʮ多様な文化への
深い理ղを࣋ち、ࠃ੶を問わͣٻ心力を発شするʯ、地域ഐ出ܕ人材を育成する社会基盤
域ʯやྖڞり方は、ۙ年ʮࡏஙが文系%9人材育成のۙ道と言える。このような組織のߏ

ʮίレクテΟϒ・イϯύクトʯ̕ʣとݺばれており、文系%9人材とເ見る世界のͻとつと
言える。

̒．文9%ܥ人材Λ育成͢るଆにٻΊΒΕる͜ͱ

ʠ文系%9ʡという໊শはΩーワーυのͻとつにա͗ͣ、ʠ文系ʡやʠ%9ʡという言༿もࠃの
レϙート等のࡌه内༰からؑみて、ক来ফࣦしಘる֓೦である。ຊ論文にてड़べたような
໨ඪをୡ成するための活ಈの෯を、このΩーワーυによりڱめられるのはຊ຤స౗であり、
そのような状況にؕる事をආけるためには、গなくとも定ٛがྲྀಈ的な%9に関する基ૅ的
な知 ʢࣝ情報工学的な知ؚࣝΉʣは関܎者օが自主的かつ໢ཏ的にमಘし、関܎者間での
意思ૄ௨が出来る状況にしておくඞཁがある。文系%9人材を育成する取組ではあるが、
ຊ取組の関܎者自体の人材育成に関する試行ޡࡨのαイクルを܁りฦすことが؊ཁであり、
ຊ取組が進める文系%9人材育成のスϐーυ以上に、ٸ଎かつ論理的にそのαイクルを
回せるか൱かがຊ取組の行く຤を઎うと考えられる。
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֓ཁ

ຊ論文では、アルゴϦζムやプロάϥム、A*１等が社会に応用されるࡍに問題となる
ྙ理性についてࢦఠし、A*をຽ主的プロセスで開発することのඞཁ性を明らかにする。
第一に、デーλやアルゴϦζムというՁ஋中立的なڹきを࣋つ言༿が、実のところ社会に
ଘࡏするステレΦλイプの୅理表ݱとなっていることをࢦఠする。第二に、ステレΦλイプ
が問題となる理༝について、性ࠩผにおける性的Ϟϊ化の議論を௨͡てࣔし、プロάϥム
にもྨࣅした問題点があることをࢦఠする。第三に、性的Ϟϊ化をڐ༰できないこととಉ͡
理༝でアルゴϦζムを社会にద用することのڐ༰できなさをࢦఠする。第四に、アルゴ
ϦζムによってステレΦλイプが強化されてしまうことをࣔす。最後に、ڐ༰できるアルゴ
Ϧζムのあり方として、ຽ主的プロセスを௨͡たアルゴϦζムのඞཁ性を主ுする。

̍　"*に಺แ͞Ε͍ͯるόΠΞε

Ωϟγー・Φχールʦ１ʧはʠ8FBQPOT�PG�.BTT�%FTUSVDUJPOʡをも͡ってʠ8FBQPOT�PG�
.BUI�%FTUSVDUJPOʡという表ݱをアルゴϦζムにରして用いている。一見するとൽ೑が
རいているだけの表ݱだが、そのように表ݱしたい理༝も౿まえるならば、ൽ೑どころでは
なく的֬なݱ୅社会への൷൑となっていることにͮؾくことになる。

、を経て࡞୅では、大量にऩूしたデーλを、アルゴϦζムというあるछの਺学的なૢݱ
その結果を؍٬的な新たなデーλとみなし、新たなデーλに基ͮいて次の行ҝをܾ定する
ことが౰たり前となっている。デーλそのものもՁ஋中立的であり、਺学的なૢ࡞もՁ஋
中立的であり、そこからಋき出される結果も౰વのことながらՁ஋中立的であるという前ఏ
がここにはଘࡏしている。Ձ஋中立的という言༿は、Կかಛ定の立৔や主ுから、また
୭かのળѱ൑அからಠ立しているというఔ度のことを意ຯする。言い׵えるならば、デーλ
やアルゴϦζムやその出力結果は୭のརӹを୅表するわけでもないし、؍٬的な൑அのࠜڌ
となるというということである̎。

１ɹຊ論文では、あるछのॲ理を手ଓき化したものをアルゴϦζム、アルゴϦζムをίϯϐϡーλ上で実ࢪできるように
したものをプロάϥム、推論を行なう�֬཰ࢉܭを行なうプロάϥムをA*として用いる。

̎ɹデーλに؍٬性がৗにあるわけではないということはԿ度もࢦఠされている。たとえば技術者向けの教科ॻである
ʰデーλαイΤϯスٛߨ ʦɦ��ʧʦQQ������ʧでも、デーλが࢖える৔面についてはࢦఠと஫意がなされている。また私
たちはʮ؍٬的なデーλʯという表ݱに違࿨ײを֮えないくらいには、デーλというのはዞ意的でありうるということ
がڞ௨ೝࣝとなっているといえる。そのఔ度にはデーλにରする৴པ性がԼがっていることも事実であるし、その意ຯ
では݈શな社会になりつつあるとも言えるだろう。

A*ྙཧͱプラΠόγーのؔ܎
จԽ学ՊࡍࠃจԽ学部ࡍࠃ

吉永 敦征
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的な൑அを基にしてさらにさま͟まな൑அが؍٬、人のબ択から੓࣏的なܾ定までݸ
なされ、ԿかがܾめられԿかが実行されれば、そのときにܾ定された行ҝは؍٬的であり
間違いがແいためʮਖ਼しい行ҝʯの֨ࢿを࣋つことになる。ਖ਼しさを表すものとして、すな
わち行ҝのൣن性をࣔすものとして、デーλやアルゴϦζムがଘࡏすることになり、これ
らはൣن性であるがΏえに、人々がԿらかの行ҝをਖ਼౰化するࡍには౰֘のൣن性にैわ
なければならないという強い߆ଋ力を発شすることになる。

このൣن性はݱ୅の私たちに強く内面化させられており、Կかを主ுをするࡍにはデーλ
がඞཁとされ、参照していないデーλがあれば؍٬的でないと言われ、さらにデーλ化
できないことについてはԿをすることもڐされもせͣ、また他人の主ுにもʮデーλはԿ
かʯをٻめるという۩合に、このൣن性を基におޓいの行ҝをଋറし合うήームにۈしんで
いる。

8.%という表ݱがあͿり出しているのがこのൣن性である。いかにして਺学がݥةな
ฌثになりうるのかは、*.PAC5とݺばれる教ࢣධՁ用のプロάϥムの紹介を௨͡て
行われている。ެ立学校の学業成੷のਫ४が上がらないことをݒ೦したワγϯトϯ%Cࢢ௕
が教育վֵを実ࢪするためにಋ入したプロάϥムの໊শである。

ワγϯトϯ%Cは、プϦϯストϯにڌ点のある੓ࡦ਺理ݚ究ॴʢ.BUIFNBUJDB�PPMJDZ�
RFTFBSDI�.RPʣとίϯαルλϯトܖ໿を結び、ධՁγステムを考Ҋした。.PRが
取り組んだ課題は、学۠内の学生の学習進௙度をଌ定したうえで、学力の向上・௿Լ
にରする୲౰教ࢣのݙߩ度をࢉ出することだった。もちろん、؆୯にできることでは
ない。学生の成੷には、その学生の社会経ࡁ的なഎܠから学習ো֐のӨڹにࢸるまで、
਺多くのม਺が関܎するということは、.PRのݚ究員も知っていた。アルゴϦζム
を࡞成するࡍには、そのような状況の違いをׂりҾく࢓組みがඞཁであり、それも、
ෳࡶ化の一Ҽになったʦ１ʧʦQ���ʧ。

*.PAC5をಋ入後、ධՁスίアが学۠内のԼҐ̎�に入る教ࢣはղޏされ、その਺は年々
૿えていくことになった。教育にかかる੫ۚをઅ໿し、ྑい教ࢣを࢒し教育ޮ཰を高める
という໨ඪが֬実に実ݱされていった。だが、このプロάϥムでղޏされた教ࢣの中に、
生徒たちからの৴པがಞい༏लとされていた教ࢣがいたのである。

ここでプロάϥムが行なっていることをৄࡉに分ੳしたい。このプロάϥムの中では、
ର৅となるݸ人がどのような人物であるかについての一ଆ面だけを取り出され、よい教ࢣ
というデーλ上のύλーϯとൺֱされる。そして、デーλ上のύλーϯこそがਖ਼しい教ࢣ
とされているため、ύλーϯと合கしていれば༏लとධՁされ、ύλーϯと合கしていな
ければ༏लでない教ࢣとධՁされる。

つまり、１ɽݸ人を情報の発৴ݯと仮定し、̎ɽݸ人からアルゴϦζムにैって情報を
取り出し、３ɽこれまでにࢉܭされたྑい教ࢣの基४を४උし、̐ɽ取り出した情報がྑい
教ࢣの基४に合கするかݕ証し、̑ɽݸ人にରしてධՁをద用する、という一連のプロセス
がプロάϥム化されている。

このプロセスにおいて最も重ཁなのが３である。プロάϥム上にଘࡏするྑい教ࢣの
基४は、これまでに஝積されたさま͟まなデーλを基にࢉ出しύλーϯ化されධՁ基४と
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なっている。これをʮデーλ人֨３ʯとݺͿ。ྑい教ࢣというデーλ人֨は、大量のデーλ
からアルゴϦζムによってಋき出された、Ձ஋中立的な基४となるはͣである。

成੷の向上には多くのม਺がඞཁなことは事実であるが、*.PAC5ではʮڙࢠたちに
ରするきめࡉやかな഑ྀʯはධՁ点਺としては重み付けが௿くなっており、Ήしろ、਺学と
を教える能力にରする重み付けが大きかったのではないかと推ଌされている。デーλޠࠃ
人֨と各ݸ人をൺֱしたときに、テストの点਺を向上させられていればྑい教ࢣと൑定
されるようになっていたと考えられる。

生徒たちにきめࡉやかな഑ྀを行なうʮ༏लな教ࢣʯが୲౰していたクϥスの生徒は、
その前年に教ࢣAが୲౰した生徒たちである。前年のクϥス୲౰のAは生徒たちのテストに
あるૢ࡞を行なった。Aは生徒の౴Ҋを回ऩすると、਺学とޠࠃの間違っているղ౴に
ফしゴムを࢖い౴えをॻき׵えるというૢ࡞である。Aは਺学とޠࠃのスίアがԼがる
ことで自分のධՁがԼがることをڪれ、生徒たちの౴Ҋをॻき׵えることを௨͡て自らの
ධՁを上げたʮෆਖ਼を行なう教ࢣʯであった。ෆਖ਼に点਺を上げさせられた生徒たちは自分
たちの実力以上の点਺を֫ಘしていたのだから、次年度にどれだけ努力して能力を高めたと
しても、その৳び཰は௿くなるのは౰વであり、結果的に次年度を୲౰したʮ༏लな教ࢣʯ
のスίアがԼがることはආけられなかった。それΏえにղޏされたのである。

この事例から理ղできることに、アルゴϦζムやデーλが問題となるʮਖ਼しさʯが̎つ
ଘࡏすることがある。１つは、ऩूされるデーλのਖ਼しさであり、もう１つはデーλ人֨
を࢖用することのਖ਼しさである。

̍．̍ 　σʔλのਖ਼͠͞
*.PAC5の例では、生徒が試験をडけた結果の成੷デーλという一見するとૢ࡞ෆ可能と

思われるデーλを用いていた。だが、テストの結果ではなく、テストの結果が出る前ஈ֊
でデーλがૢ࡞されてしまう可能性については考ྀされていないためにʮ༏लな教ࢣʯが
ղޏされʮෆਖ਼を行なう教ࢣʯがޏ用されるという意ਤせ͟る結果が生͡ている。

一ൠ的にデーλは、ίϯϐϡーλー上のデーλベースに஝積され؅理されているが、デーλ
ベースにྙ理的問題があることはデϘϥ・ジϣϯιϯが行なった思考実験によってࢦఠ
されている。

あなたがंでՈを出ると、࡯ܯがあなたのंを௥੻しは͡めたとしよう。࡯ܯは
あなたにϐストルやϥイϑルを向け、ंから出てくるように໋ྩする。׭ܯはあなたの
身体ݕ査をする。もしあなたがύχックになり、ٙ われるようなಈ࡞をしてしまえば、
ԥられ、あるいはॐࡴされるかもしれない。׭ܯは、あなたが౪んだ自ಈंに৐って
いると৴͡ており、そのंはあなたのもので、それは以前に౪まれたのだが、先ि発見
されて、地ݩの࡯ܯからฦしてもらったのだというऍ明にࣖをିさない。あなたがंが
౪まれたことを௨報したときに、その情報はデーλベースに入れられ、ྡ のभのύトΧー

３ɹ越ஐʦ��ʧʦQQ��������ʧはʮ情報のଋとしてのݸ人�デーλ人֨ʯと定ٛし、これまでのݸ人の行ಈཤྺなどを౿まえた
よりݸผ化されたプロϑΝイルを意ຯするޠとして用いている。言༿のࢦしࣔす内༰に若ׯのࠩҟはあるが、プロϑΝ
イルがݸ人をن定してしまうという、ൣن性にภりが生͡るという点をࢦఠする上ではಉ一のݱ৅をࣔࢦしている。
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からར用できるようにされたのである。しかし、明らかに、そのंが発見されたという
情報はデーλベースには入れられていなかったようである。࡯ܯがޡりを֬ೝするには
１೔かかり、その間あなたはཹஔॴに入れられることになる。あなたがԿもѱいこと
をしなかったとしても、あなたはデーλベースのෆਖ਼֬な情報によって֐されること
があるのだʦ３ʧʦQ����ʧ。

この例はデーλベースのߋ新がෆे分であることにىҼする問題をࢦఠしているが、
ந৅度を上げてデーλベースの情報内༰のਖ਼֬さの問題とಡみସえれば、１ɽデーλの取ಘ
のਖ਼しさ、̎ɽデーλのߋ新のਖ਼しさ、３ɽデーλのඥ付けのਖ਼しさというようにさらなる
分ੳが可能である̐。*.PAC5ではʮ１ʯに問題があり、౪೉ंの例ではʮ̎ʯに問題がある。
マイφϯόーΧーυではʮ３ʯに問題が発生しているʦ̎ʧ。

デーλのਖ਼しさについては、デーλの取ಘやొ࿥などの࡞業をਖ਼֬に行えばよいのだと
いう൓論がす͙に想定されるが、その൓論は的をࣹていないと言わ͟るをえない。ྙ理的
な問題はʮਖ਼֬さʯではなくʮਖ਼しさʯに付ਵしているからである。

౪೉ंの例をもう一度考えてみると、どれだけ౰人がंのਖ਼౰なॴ有者であると主ு
しようとも、࡯ܯはデーλベースの情報を第一ٛ的にਖ਼しいと主ுしていることがわかる。
デーλベースをࠜڌとしてʮਖ਼しさʯが൑定され、౰人の主ுはʮਖ਼しくないʯと൑定される。
ਅにʮਖ਼しいʯのは౰人であるにも߆らͣ、である。*.PAC5でもಉ様に、どれだけ教員
が自分を༏लな教ࢣであると主ுしようとも、そこにଘࡏするデーλをࠜڌとして教員の
主ுはਖ਼しくなくなる。

つまりਖ਼しさというൣن性がデーλに༩えられており、デーλが審ڃとされ、私たち
人間からはਖ਼しさがണୣされているのである。マイφϯόーΧーυのӡ用で考えた৔合、
もしデーλのඥ付けが間違えており୭かのอݥ情報が私にඥ付けられていたとして、පӃ
の૭ޱで私がどれだけその間違いをࢦఠしようとも私はڰ人ѻいされてऴわるだろう。
デーλこそがਖ਼しいのであるから、デーλに意見を言うこと自体がෆਖ਼なのである。

̍．̎ 　σʔλ人֨のਖ਼͠͞
多くの議論を経るなかで、多様なධՁの考え方を取りࠐみ、よりྑいධՁのための൑அ

基४を࡞成することは可能かもしれない。だが、私たちはશ知ではない。自分たちのධՁ
基४が間違っているという可能性はৗに࢒っている。+�S�ϛルは表ݱの自༝について分ੳ
した後にਅ理について次のようにࢦఠする。

人間は間違いをおかすものであること、人間のਅ理の大部分は半ਅ理にす͗ない
こと、あらΏる൓ର意見をちΌんと;まえた上でないか͗り、意見の一கは๬ましい
ものではないこと、ਅ理をશ面的にೝࣝする能力が人間にඋわらないか͗り、意見の
多様性はѱではなくળであること。以上は、人間の意見にばかりでなく、人間の行ҝに
ついてもあてはまるݪ理なのである。ʦ��ʧʦQQ��������ʧ

̐ɹ๨れられるݖརを考ྀするなら、ここにはさらに、ʮ̐ɽ࡟আされるʯという߲໨がඞཁとなる。
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ϛルは、աڈにどれだけਖ਼しいと৴͡られていたことであっても、後世になるとその
ਖ਼しさが༳ら͙こともࢦఠしている。たとえどれだけਖ਼しいとされたධՁ基४があったと
しても、それはあくまでその時点でのධՁ基४でしかない。ධՁ基४がৗに見直されな
ければならないことは、ධՁ基४という事ฑに性質として組みࠐまれているのである。
さらにࡏݱのධՁ基४がক来にも࢖えると言うためには、それをӬଓ的に用いることが
できるという理༝をもඞཁとし、さらなるਖ਼౰化を行わなければならなくなる。

これらのධՁ基४の性質を౿まえれば、ධՁ基४を࡞り上げることにもྙ理的な問題が
ଘࡏすることも分かるだろう。ͻとたびつくられたධՁ基४はアルゴϦζムとなりプロά
ϥム化され私たちの行ҝをスίア化し、そのスίアにもとͮいて私たちの行ҝをʮળいʯ

ʮѱいʯとن定できるൣن性を֫ಘする。プロάϥムは私たちをデーλ人֨とൺֱし、デーλ
人֨的に๬ましい行ҝを私たちが行なうように、私たちの自༝に੍限をかけることになる。

私たちは自༝にࢄาをすることができる世界にଘࡏしている。ࢄาをするにあたって
୭かにڐ可をとるඞཁもແければ、୭かが私たちをࢭめるݖ限も࣋たない。あるとき以߱、
าࢄาについてのධՁがなされるようになった世界を想定してみよう。その世界ではʮࢄ
をするというのは໨の前のことにू中できない、஫意力がࢄອであることのஹީであり、
੖らしをしなければԿ事をも成し਱げることができないਫ਼ਆ力のऑさをࣔしているʯとؾ
いう理༝付けがなされ、ब職活ಈをするࡍの重ཁなスίアとしてࢉܭされる。そこではࢄา
をすることはҾきଓき自༝である一方、私たちからはࢄาをするというબ択ࢶが実質的に
ແくなってしまう。

をೝࣝする࡞ೝࣝプロάϥムが人をಛ定し、身体のಈإ、しࡏΧϝϥが֗中にଘࢹ؂
プロάϥムがʮࢄาʯをಛ定できるࡏݱ、私たちがԿをしているのかはす͙に൑明する。
、าをできる人は、すでに༟෱であったり、企業で働かなくてもよい身分であったりࢄ
人生を半分߱りているなど、ධՁ基४がద用されることにݣؾわなくてもよい人々に
限定されることになる。それ以外の多くの人々は自ら進んでධՁ基४を内面化することに
なる。つまり、デーλ人֨をߏஙするということ自体がݸ人の生き方にૢ࡞をՃえること
になるのである。

ここで重ཁなことは、ධՁ基४をつくるということが私たちの自༝と関連することであり、
私たちは社会の中でԿがڐされ、Կをࢭېするのかを私たち自身でܾめるݖརを࣋っている
ということである。ධՁ基४をつくり、それをアルゴϦζム化し、プロάϥムをつくると
いうことは、すなわち私たちの自ܾݾ定に関わることであり、私たちの自཯がӨڹをडける
ことなのである。

̎　εςϨΦλΠϓにΑるϞϊ化

次に、性的Ϟϊ化という考え方の議論を紹介することを௨͡て、アルゴϦζムによる自༝
の৵֐の問題を理ղするための手がかりとしたい。性的Ϟϊ化とは、ϑェϛχζムの文຺
で࢈み出された表ݱであり、大まかにはʮஉ性中心的な社会׳行ʢՈ෕௕੍ʣにおけるঁ性
のྴଐ的地Ґを説明する֓೦ʦ��ʧʦQ����ʧʯを意ຯしている。؟の前にଘࡏしている人間
から、道ಙ的ଘࡏ者という地Ґをണୣし、ૢ࡞可能なର৅とすることや、ૢ࡞可能なର৅
とみなす意ࣝを࣋つということである。
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Ϟϊ化にはʮ人をϞϊとしてѻうことʯとʮ人をϞϊとして見ることʯの̎つの؍点から
議論を行なうྲྀれがある。前者は、૬手を人間としてではなく、性的なϞϊとして取りѻう
ことを議論するものであり、人間を道۩として取りѻってしまうことについて分ੳが行わ
れている。後者は、૬手を人間として理ղせͣ、性的なϞϊのみとしてೝࣝし性的なଘࡏ者
として以外には૬手をೝࣝしないという、ঁ性の道ಙ的地Ґが௿くなっていることについて
議論を行っている。前者の୅表的な論者はマーα・ψスό΢ムであり、後者の୅表的な
論者はΩϟαϦϯ・マッΩϊϯである。

̎．̍ 　ಓ۩తऔりѻ͍
人をϞϊとして取りѻうことが道۩的取りѻいである。ঁ性とஉ性の間の性的なෆฏ等の

問題のࠜݯには、உ性の性的໨的をୡ成するためにঁ性を性の道۩とするʮϞϊ化ʯがଘࡏ
しているというのが道۩的取りѻいの主ுである。

他者を道۩として取りѻうことの֐ѱについてここで多くを説明するඞཁはないだろう。
୭かをౕྴとすること、人身ചങすること、૬手の意思やײ情をແࢹすること、他者から
理༝なくইつけられることなどを想定すれば、他者を道۩的にѻうこと、他者から道۩的に
取りѻわれることのѱさの理ղにはे分である。

性ࠩผがѱいことの理༝は、ঁ性を性的な道۩として࢖用していたということ、すなわち
ঁ性を道۩として取りѻっていることのѱさにؐݩして説明されている。۩体的に、性的な
道۩とすることの問題点はݸ��のཁૉに分ੳされている̑。

１ɽ道۩化ʢ自分の໨的をୡ成するために用いることʣ
̎ɽ自཯性の൱定ʢ૬手を自཯性や自ܾݾ定をܽいたものとしてѻうことʣ
３ɽෆ活性化ʢ૬手を能ಈ性や主体性をܽくものとしてѻうことʣ
̐ɽަ׵可能化ʢ୭でもよいものとしてѻうことʣ
̑ɽ৵ऻ可能化ʢ૬手をᆝଛしてもよいものとしてѻうことʣ
̒ɽॴ有物化ʢ૬手をॴ有物のようにѻうことʣ
̓ɽ主؍性の൱定ʢ૬手の経験やײ情を考ྀしなくてもよいものとしてѻうことʣ
̔ɽ身体の重ࢹʢ性的ಛ௃のある身体の部Ґのみを重ཁࢹすることʣ
̕ɽルッΩζムʢඒしい身体をଚ重し、そうでない身体をพࢹすることʣ
��ɽαイレϯγϯάʢফԻ化ɿঁ性の意見や発言をฉかなくてもよいとすることʣ

ψスό΢ムはʮこれらのཁૉの間にはෳࡶな連関があるけれども、どれかのཁૉが他の
いͣれかのཁૉをؚ意するものではないʦ̓ʧʦQ����ʧʯとしʮそれͧれが道۩的取りѻい
のಛ௃であるが、ৗにすべてのཁૉでもってର৅を取りѻってはいない̒ʯとड़べている。
またʮ人のϞϊ化についてはそれͧれのཁૉがे分৚݅となるのか、またはෳ਺のཁૉが
ඞཁ৚݅となるのかについては言ٴしたくない̓ʯとड़べている。なͥならʮϞϊ化とは
ൺֱ的ΏるやかなDMVTUFS�UFSNであり、いͣれかのཁૉのಛ௃をもってϞϊ化のे分৚݅と

̑ɹψスό΢ムʦ̓ʧは̓つのཁૉのみをڍげている。̓つのཁૉの༁ޠについてはテΟϞ・Ϣッテϯʦ̑ʧを参考とした。
。ʦ��ʧを参考としているޱߐりの３つのཁૉは࢒
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なっているとする৔合もあれば、Ϟϊ化がద用されるときにෳ਺のಛ௃がଘࡏすることも
多いから̔ʯだとしている。

ψスό΢ムは、どれかのཁૉがඞཁ৚݅となっているわけではないとड़べるが、おそらく、
これらཁૉの中でʮ自཯性の൱定ʯが中心的な֓೦だと思われる。それ以外のཁૉは、自཯性
の൱定からಋき出される೿生的な֓೦となっていると考えられるからである。૬手を自分の
思うようにするということは、そのまま૬手のײ情を൱定することʢ主؍性の൱定ʣとなる
し、自分の໨的のためなら୭でもよいのだと考えることは૬手の人֨の固有性を൱定する
ことʢަ׵可能化ʣとなる。඼がྑい行ないではないが、道۩であるならͧん͟いにѻう
こともあるだろうʢ৵ऻ可能化ʣ。そもそも࢖ってもࣺててもߏわないものとするʢॴ有物
化ʣためには、૬手に意ࢤがあってはならないʢ主؍性の൱定ʣものである̕。私たちが
道۩をධՁするときにはʮこのϖϯはॻき心地がྑいʯというような表ݱをするのとಉ様
に、人間をԿらかのあるಛ௃でのみهड़してしまうときには૬手を人֨として見なして
いないと言えるだろう。さらにはʮデβイϯがྑいϖϯだʯというように、૬手の人֨では
なく身体的ಛ௃にのみ言ٴすることもあるかもしれない。ॻき心地がѱくなったϖϯを࡯؍
してम理することなどせͣʮϖϯがյれたʯと言ってす͙にࣺてることは、ঁ性の੠を
ฉかͣに൓߅的なঁ性をແࢹすることとಉ͡である。

しかしながらϞϊ化におけるྙ理的問題は、道۩的に取りѻうこと自体にଘࡏするのでは
ない。私たちは೔ৗ的に他人をϞϊとして取りѻっている。ߨԋをґཔする、ߘݪをґཔ
する、ҕ員をґཔするなど、೔ৗ生活をগしでもৼりฦれば、社会生活を営Ή上で他人を

ʮԿらかの໨的を実行するための手ஈʯとしていることにؾがつくだけでなく、その手ஈと
なること自体にتびを͡ײる৔合もあることにもͮؾくだろう。ߨԋをґཔされる、ߘݪを
ґཔされる、ҕ員にब೚することなどには自ଚײ情がຬたされる৔合もあるだろう。ʮ私の
ことを୯なるߨԋ者としてしか見ていないʯというײ情が生͡るとしたら、自分の意思を
ແࢹされてߨԋをԡし付けられた৔合であろう。道۩的な取りѻいの問題とは、自཯した
ଘࡏ者として意思がଚ重されない点にଘࡏするのであり、そのときの取りѻい方のみに限定
されるといえる。

̎．̎ 　Ϟϊͱͯ͠ݟる͜ͱ
૬手をϞϊとして見ているとき、その前ఏには૬手をฏ等に取りѻうඞཁがແいものだ

とする意ࣝがଘࡏする。ฏ等なものとして見なしているものは道ಙ的ଘࡏ者と言われ、Կを
道ಙ的ଘࡏ者とみなすのかはྺ࢙的、文化的、社会的にҟなっている。೑৯をこれまで
行なってきた私たちは、యܕ的にはڇやಲなどを私たちとಉ͡道ಙ的ଘࡏ者とはみなして
いない。私たちはಈ物を৯ྉとするが、道ಙ的ଘࡏ者と見なしている人間を৯ྉとはしない
ことからも、ಈ物のଘࡏ者としての地Ґが人間とはҟなっていることは明നである。かつて
はഽの৭によって、生まれ育ったࠃの違いによって道ಙ的ଘࡏ者の地Ґがҟなっていた

̒ɹibid,�Q����
̓ɹibid,�Q����
̔ɹibid,�Q����
̕ɹ上هの��のཁૉについてのよりৄࡉなղ説についてはޱߐʦ��ʧを参照のこと。
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こともあるし、ґવとして性ผによって地Ґがҟなっていることもप知の事実である。
一方で、ಈ物のݖརがঃ々にೝめられつつあるࡏݱ、私たちが࣋つのとಉ͡ようなݖར

をಈ物も࣋つのだというように人々はೝࣝをมえつつある。これはಈ物にରする私たちの
社会的な意ຯͮけがม化していることを意ຯする。୯に人間の道۩としてಈ物をѻうこと
から、ڞ生する஥間としてのಈ物に接するというようにม化している。この社会的な意ຯ
付けがม化することで、ର৅を道۩と見なすか、ର৅を私たちとಉ͡だと見なすのかもҟ
なってくる。これまでの社会でঁ性をϞϊ化していたということは、ঁ性を道۩とする
社会的意ຯ付けがଘࡏしていたのであり、このことをࢦఠするのが、性的Ϟϊ化のもう１つ
の議論である。

。がこのように話しかけてきたとしようڇを୯なる道۩としてೝࣝしているときに、仮にڇ
ʮ私はもっとษ強して大学に進学し、社会的֨ࠩのੋਖ਼に取り組みたいのですʯ。このときの
私たちの൓応は༰қに想像できるだろう。では、ঁ性がಉ͡ことを言ったとき、私たちは
どのように൓応するだろうか。

૬手の主ுをडけ入れるときの৚݅は、１ɽ૬手がそれをする能力があるଘࡏ者なのか
どうかであり、̎ɽ૬手をそのようなものとଊえ、そのことを私たちがೝࣝしているかに
ґଘしている。ঁ性にはษ強はඞཁないという社会的意ຯͮけをし、ঁ性をそのようにೝࣝ
している人物にとっては、ڇにରする൓応をঁ性にରして行なうだろうし、社会的意ຯ
付けがҟなっている৔合には、ঁ性の主ுをडけ入れてධՁするだろう。

テΟϞ・Ϣッテϯは、自ݾఏࣔと社会的໾ׂと社会的なೝ知の関܎を次のようにまとめて
いる。

私たちは、ݸ々の文຺に応͡てҟなる࢓方で自ݾをఏࣔするが、そのࡍには、౰の
文຺において自分にڐ༰されていて、他人に理ղ可能な社会的໾ׂを想定したうえで
自ݾをఏࣔすることになる。たとえ自ݾఏࣔがうまくいっているときであっても、私
たちはʤ自分がଧち出すʥ社会的໾ׂを一から࡞り上げているわけではない。私たち
は、೔々そうした໾ׂのいくつかを組み合わせ、できる限り自分向きにあつらえ、自分
のものにしているかもしれないが、そうしたときでも私たちʤの自ݾఏࣔʥはそれらの
໾ׂが他人から理ղ可能なものであることにґଘしている。なͥなら他人がೝ知可能な
社会的໾ׂにまったく関連がない生き方は、ೝ知してもらうことができないからだ。
そのような生き方は、他人にとってෆ可ղであり、Ձ஋あるものとみなされないので、
੔合的な自ݾイϝージをܗ成しఏࣔするためにඞཁとなる、他人からのೝ知をಘられ
ないのであるʦ̑ʧʦQ����ʧ。

ঁ性の意見や意思をαイレϯγϯάしてもߏわないという社会的意ຯ付けを行なっている
人物は、自分が理ղする以外の໾ׂを୲おうとするঁ性を理ղできないし、そのような
ঁ性をೝ知することさえできないだろう��。

̎．̏ 　Ϟϊ化ͱϓϥΠόγʔ
ର৅をϞϊとして取りѻうこと、ର৅をϞϊとして見なすこと、これら̎つのࢦఠには

。௨するཁҼがあるڞ
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道۩的な取りѻいの問題点は、道۩とすることではなく、道۩とすることにಉ意して
いるかどうかであり、これはݸ人の自཯をଚ重しているかどうかという点にґଘしている。
自཯したݸ人は道۩的には取りѻわれない。しかし、私たちには他者のために道۩になる
ことのتびがあることから分かるように、ಉ意して道۩になること、すなわち自཯が重ཁ
であることがࡍ立って理ղできる。

道۩として見なすことの問題点は、૬手を自཯的な人間としてೝࣝしないという点にある。
૬手がଚ重されるべきଘࡏであるとೝࣝされていたなら、私たちは૬手をそのように取り
ѻうだろう。仮に૬手を自཯したݸ人とみなした上でなお、ඇ道ಙ的なѻいをするので
あれば、そこにはѱ意かແ知があるはͣだ。また、私たちに自༝を༩えてくれるからと
いって、私たちを自཯したଘࡏと考えているわけではないこともある。׮大なଶ度でౕྴに
自༝をఏڙする主人が、ౕྴを自཯的なݸ人としてଚ重しているわけではないだろうという
こともす͙に理ղできるだろう。このέースをडけ入れないためには、ౕྴが自分でબ択
できていないという点を、すなわちݸ人の自཯をଚ重しているかどうかという点を重ཁࢹ
するඞཁがあることがわかる。

྆方の主ுにとって重ཁなのは、自཯的なݸ人という֓೦であり、このことを明֬にする
実質的な内༰がࣔされなければならない。ݸ人はԿができれば、ݸ人にԿが分഑されて
いれば、言い׵えれば、Կが৵֐されない状況であればݸ人が自཯していると言いಘるの
かの۩体的なهड़がඞཁであるが、それはຊ論のൣғを大きく௒えるため、ここでは、
一ൠ的にڞ有されているだろうʮ自཯した主体ʯというఔ度の理ղにཹめておきたい。

また、自཯した主体であるとは、自༝な自ܾݾ定ができることであり、他者からのׯবを
डけないということでもある。この意ຯでの自཯した主体であるということはプϥイόγー
とಉٛとなる。つまり、Ϟϊ化ということはプϥイόγーの৵֐と言い׵えることが可能
である。

��ɹ�この議論をडけ入れるための前ఏとしてʮステレΦλイプを๊いてしまえば行ҝにӨڹするʯという主ுが入りࠐんで
いることに஫意したい。この前ఏをडけ入れてしまうと、人はͻとたび性的なステレΦλイプを๊いてしまえば、
໨の前のঁ性を性的にしか見ることができͣ、性的な道۩として取りѻってしまうことがඞવ的であるという主ுを
डけ入れることになる。この৔合には、Կをするのかはݸ人がܾ定することだというݸ人に自༝意ࢤがଘࡏするという
主ுは൱定されることになる。

ɹɹ�この立৔にରして、ステレΦλイプを๊くのには問題がແいという主ுが考えられる。ݸ人がさま͟まな৴೦を࣋つ
ことは思想・ྑ心の自༝としてอোされていることがらであり、自分がどのようなステレΦλイプを๊くのかという
のは他者からڲਖ਼されるべきものではないし、৴೦と行ҝの間にはΪϟップがあるからである。この主ுをબ択する
৔合ʮどのようなステレΦλイプを๊いているのかʯということとʮステレΦλイプをద用することʯの間には直接的な
つながりがແくなり、問題となることはʮステレΦλイプをద用することʯをબ択して実行することとなる。すなわち、
自༝意ࢤの໾ׂを大きくଊえることになる。

ɹɹ�ಉ様の議論の࿮組みはデーλの取りѻいにରしても࡯؍可能である。ಗ໊化されたϏッάデーλを基に、人々の関܎性
やύλーϯをந出すること自体を問題ࢹする主ுが一方でଘࡏする。方や、ύλーϯ自体に問題はແく、かかるύλーϯ
がݸ人にద用されるときに問題が生͡るとする主ுもଘࡏする。

ɹɹ�人が๊いているステレΦλイプと行ҝの間に強いつながりがあるのか、それともどのようなステレΦλイプを๊こう
とも行ҝはそれと関܎なく自༝でありえるのかという̎つの主ுのどちらがݱ実的なのかということ自体は経験的に
実証するඞཁがあるだろう。Ճえて、どちらの主ுをબ択すべきなのかというൣن的な問いも重ཁである。この̎つ
の問いへの回౴を明֬にしないまま、ステレΦλイプを๊いている৔合に行ҝがม化するという主ுには৻重でなけ
ればならない。
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̏　"*ͱεςϨΦλΠϓのڧ化

̏．̍ 　ࣾձతҙຯのԡ͠෇けͱεςϨΦλΠϓ
私たちが自ݾఏࣔ者となるための৚݅は、第一に自ݾఏࣔ者になれる能力がඞཁであり、

第二に自ݾఏࣔにඞཁな社会的意ຯがར用できることである。たとえ能力を有していたと
しても、社会的意ຯに੍限がかかっていたとするなら、私たちは自ݾఏࣔ者にはなれない。

ʮঁ性には教育はඞཁないʯと多くの人が৴͡ている社会では、大学に進学をر๬しようと
も、その能力があるとしてもʮ進学するঁ性ʯという社会的意ຯがఏڙされていない以上、
他人からその行ҝの意ຯを理ղされることがない。

ここで、ԡし付けられている社会的意ຯはステレΦλイプそのものである。自分が໨ࢦす
自ݾとなるためにさま͟まな努力を行ない、自ݾをఏࣔしようとも૬手が自分をೝ知せͣ、
自分の一ଆ面しかೝࣝしないとき、私のଘࡏはステレΦλイプによってن定されてしまって
いることになる。ݸ性はফࣦし、あるू団にଐするものとしてのみೝࣝされ、ू団の身分が
ԡし付けられฏ等な社会的立৔がଛなわれるのである。

性的Ϟϊ化という文຺においては、身体の重ࢹやルッΩζムによってঁ性にରしてその
性質以外の見方がଛなわれ、ঁ性をಛ定の性質を結びつけてのみ理ղされるということに
なる。ঁ性を性的Ϟϊ化するஉ性は、ঁ性自身をແࢹして、ঁ性の自ݾఏࣔにおけるセク
γϡアϦテΟにのみ஫໨している。

ステレΦλイプがଘࡏする社会において人としてೝࣝしてもらうには、૬手がडけ入れて
いるステレΦλイプにద応するしかない。そのステレΦλイプにద応した్୺に、૬手は
私をೝࣝすることになる。その結果として、౰֘社会において人間としてೝ知され生活が
できるようになる。ステレΦλイプからҳ୤するためには、Կかを行なうとき、Կかを
主ுするとき、Կかにチϟレϯジするときに、その౎度みͣからのਖ਼౰性を主ுし、૬手に
डけ入れてもらうඞཁが出てくる。これはෛうඞཁのない࿑ۤをステレΦλイプのର৅と
なっているというだけでԡし付けられていることになる。

もしঁ性自らがステレΦλイプにద応して生きていくબ択をしたときには、ঁ性は自分の
意思でܾ定したのだからঁ性の自཯はอোされていると見なしたくなるかもしれない。これ
はステレΦλイプにద応して生きてΏく道であるが、この৔合にはঁ性もステレΦλイプ
の࠶生࢈にՃ୲してしまうことになる。なͥなら、自分の行ҝがステレΦλイプのまさに
する࢈生࠶化させてࡏݦ的なৼる෣いであったなら、そのことによって社会的意ຯをܕྨ
ことになり、結果的にपғの人々のステレΦλイプを強化し、ステレΦλイプがਖ਼しいのだ
というೝࣝをਖ਼౰化させるࠜڌとなってしまうからである。その中でのৼる෣いはステレΦ
λイプの強化にしかならない。この意ຯで、ステレΦλイプがଘࡏする社会においては、
自཯的な主体性や社会的なฏ等を֫ಘすることは೉しいものとなら͟るをえない��。

��ɹ�この議論のύλーϯには自༝意ࢤを࣋つということのࠔ೉さが内ࡏしている。自分の意ࢤでબ択したことも、બ択さ
せられたことになってしまうからである。たとえば、ྑݡ࠺฼というステレΦλイプがଘࡏしている社会では、自ら
๬んでྑݡ࠺฼になろうとも、それが自༝意ࢤによってなされたのではなく、ࠩผߏ଄にద応しただけとղऍされる
ことになる。自分の自༝な意ࢤでྑݡ࠺฼になることはできないのである。この意ຯでステレΦλイプにैうという
自༝はありえないݬ想となる。
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ステレΦλイプを๊いている人々とのަྲྀをஅつことで、自཯性を֬อしようとする道も
あるかもしれない。この方法が成立するのは、ެの৔での発言にステレΦλイプがؚまれて
いないような৔合に限られる。ݸ人的な付き合いをୀけたとしても、社会から自分の身を
ୀけることはできない。生活をするうえでඞͣ社会との接点が生͡てくる。仮に੓ܾࡦ定の
৔で、੓࣏Ոの発言にステレΦλイプがؚまれていた৔合にはެ的に自཯性がଛなわれて
いくことになる。いかに自分が他人との付き合いを੍限していたとしてもである。

ステレΦλイプへのରॲ法についてテΟϞ・Ϣッテϯは第３の道をఏҊしている。

他人がステレΦλイプに基ͮいてܗ成した自分のイϝージを൱定するような、ύϒ
Ϧック・イϝージのߏஙを試みるという道である��。

新たなύϒϦック・イϝージが生まれることで、ݸ人が୲わされる社会的意ຯの੍限が
յれ、ݸ人が୲うことができる社会的意ຯが๛かになってΏく。αイレϯγϯάにର߅し、
੠を上げること、੠を上げଓけることが౰事者にとって自཯的な主体を回෮する道であり、
੠をௌくことがपғの人々にٻめられているଶ度である。社会的意ຯは、その社会のߏ成員
によって議論され、次第にม化していくことが一ൠ的である。ಈ物のݖརの議論が஫໨
されることで、೑৯へのٙ問を࣋つ人々も૿えるし、ಈ物৯をආけるためにഓཆ೑から
ࠛ஬৯までλϯύク質をઁ取するためのさま͟まな方ࡦも考えられるようになってきて
いる。ঁ性がαイレϯγϯάにର߅することで、自཯性を回෮しつつあることも実例となる
だろう。

؇やかではあるかもしれないが、このようなม化がىこる社会的意ຯにはॊೈさがある
が、プロάϥムはそうではない。プロάϥムには設ܭされた以外のಈ࡞をڐ༰しないという
強੍力があるからである。

̏．̎ 　ΞϧΰϦζϜͱεςϨΦλΠϓ
技術が࣋つ強੍力についてଜాは΢Οφーの議論をҾ用している。

χϡーϤークからอཆ地のͻとつであるロϯάアイϥϯυにࢸる高଎道࿏には多くの
のަ௨ڞެ、られているため࡞は、高さ੍限が大ม௿くڮがかかっている。それらのڮ
者ʢR�Ϟーθスʣܭόスは௨աすることができない。この高଎道࿏の設ܕ関である大ػ
は、௿ॴಘ者૚のࠇ人たちをロϯάアイϥϯυからഉআすることを意ਤしてこのような
なものに޶଄は一見すると、まったくແߏஙを行ったのである。この高଎道࿏のݐ
見えるが、ݐங物のߏ଄自体が社会的なࠩผという意ຯを体ݱしており、それをʮ׬ᘳʯ
に実ݱしている。ʦ̔ʧʦQ����ʧ

これは技術が意ਤせ ʢͣ意ਤしてʣ私たちの行ҝをίϯトロールすることの例ࣔとなって
おり、この事例は௨শʮϞーθスのڮʯとݺばれている。

Ϟーθスのڮにおいては、όスが道࿏を௨行できない以上、そこから先へҠಈするという

��ɹibid,�Q����
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行ҝが੍限されている。ここでは໭るという以外の行ҝがڐ༰されていない。ݐஙという
大がかりな物理的૷ஔを用いることで実ݱしている事ଶであり୭もが؆୯に໛฿できるもの
ではない。しかしながらݱ୅社会ではプロάϥムが行ҝの੍限を実ݱしうる物理的な੍໿
をもたらすものとしてػ能するようになっている。

����年、ࠇ人のஉঁがアップローυしたࣸਅが(PPHMFによってʮHPSJMMBʯとλά付け
される出来事が発生したʦ̐ʧ。(PPHMFが開発したA*プロάϥムは、ར用者がアップローυ
したࣸਅを൑ผし、自ಈ的に分ྨするػ能を有していたが、その分ྨがޡったのである。
(PPHMFは、ݪҼについて言ٴしプロάϥムの見直しにண手することをʮHPSJMMBʯとޡೝࣝ
されたஉঁにฦ౴している��。

すでにA*についてೃછみがある人ならば、この事݅に、デーλのόイアスやアルゴ
Ϧζムのόイアスをࢦఠしたくなるだろう。A*に学習させるࠇ人のإのデーλෆ଍で
あったり、結果としてإの学習がෆे分であったことや、プロάϥムに用いられていた
ը像の֊ௐやޫ量のॲ理がෆे分であったことなどをࢦఠし、よりࣝผ能力の高いA*を
開発するという方向にྲྀれていくことは想像に೉くないし、実ࡍにそうなるだろう。

もちろん、技術的な問題点をղܾすることは、行わなければならない一連の࡞業の１つで
ある。だがこの問題を技術的なことにؐݩするだけでऴわりにしてはならない。ਅに取り
組まなければならないのは、この技術をݱ୅社会にద用してもྑいかどうかという問に
౴えることである。

。ೝࣝプロάϥムと入ୀ出؅理が連ಈする社会を想像することで問題点はクϦアになるإ
いたるところにA*がಋ入され、A*がਖ਼نのར用者をೝࣝし、A*がೝࣝするもののみが
可されたۭ間にҠಈできるようになっている社会である。そこでは、A*がೝࣝするものڐ
のみがʮ人間ʯであり、いくらإೝࣝするΧϝϥの前でฃಆしようともA*がೝࣝしなければ

ʮ入室できませんʯという文ࣈが表われるだけである。このA*をಋ入すれば、あるछの人々
のҠಈを੍限するػ能が意ਤせͣに実૷されてしまうことになる。A*はΧϝϥの前にଘࡏ
しているものを人間ではなくゴϦϥとೝࣝするのだから൶を開くはͣがない。ίϯϐϡーλ
の出力と൶のಈ࡞が連ಈしている以上、どこかのίϯϐϡーλの中でಈいているプロάϥム
をվมしない限りܾして൶が開かれることはない。

A*を用いることで、物理的に大がかりなߏ଄物を࡞らなくてもʮϞーθスのڮʯをいとも
؆୯に実ݱできることになる。多छ多様なセϯαーが生活ۭ間のࢸるところに設ஔされ、
それらがԿらかのプロάϥムによってίϯトロールされることが౰たり前になりつつある
世界に私たちはଘࡏしている。いつ、どこにʮϞーθスのڮʯがՍけられてしまうのかさえ
見௨すことができない状況である。人間をゴϦϥとޡ൑定してしまったA*の開発のഎܠ
にはʮ自分たちのإをೝࣝできれば、人間をೝࣝするのにे分だʯというA*開発者がແ意ࣝ
に๊いているステレΦλイプのଘࡏがӐえる。このステレΦλイプこそがࡏݱのϞーθス
のڮとなっている。

プロάϥムによる自༝の੍໿について、ローレϯス・レッγάʦ̕ʧはアーΩテクチϟと
໊付けてその問題をࢦఠしている。Ϟーθスのڮの৔合には、໨の前に௨行を๦げる物理的
にڊ大なݐ଄物があることが、ࠩ ผをされるଆにも明֬に意ࣝされる。レッγάのࢦఠは、

��ɹ未だにゴϦϥを൑定するA*は一ൠにはఏڙされておらͣ、ྶ௕ྨではΩπネβルのみがݕ出可能であるʦ��ʧ
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ࠩผされるଆにࠩผされていることを明֬に意ࣝさせない可能性について言ٴしている点
がै来とはҟなっている。

ब職活ಈのࡍ、入力する大学໊に応͡て表ࣔされるΤϯトϦー可能な企業਺がมわるなど
の、いわΏるʮ学ྺϑΟルλーʦ��ʧʯのଘࡏがまことしやかにޠられている。ϑΟルλー
は他人とൺֱして࢝めて分かることであり自分のίϯϐϡーλのը面しか見ない人物に
とっては、そのようなબผが行われているということは分からない。੍໿をडけて参Ճ
させられているڝ૪を自༝なڝ૪だと৴͡させられてब職活ಈをଓけるだろう。

ಉ様に、すでに私たちはԿらかの੍限をडけており、私たちの行ҝのબ択可能性がଛな
われているが、そのことにまったくͮؾいておらͣ、いかなるෆ自༝さを͡ײていないと
いう৔面��を想定することが可能であり、すでにその世界にॱ応して生きている可能性が
ある。この状況では、プロάϥムによる੍限にͮؾくことはとてもࠔ೉である。

大な૷ஔを用意しなくても、人々がແ自֮的に੍限をडけるということまでڊというڮ
をプロάϥムによって実ݱできてしまうということに意ࣝを向けなければならない。

̏．̏ 　ΞϧΰϦζϜにΑるεςϨΦλΠϓのڧ化
PSFEPPM社は൜ࡑ༧ଌγステムを開発しているϏッάデーλ関連の企業である。൜ࡑ༧ଌ

γステムは、աڈの൜ࡑデーλから൜ࡑがىきる৔ॴをࢉܭし、地ਤ上に഑ஔされた۠ը
のどこをύトロールすればよいかをఏࣔするプロάϥムからߏ成されている。ϖϯγル
όχアभのレデΟϯάという֗ではPSFEPPMを����年にಋ入し、その後の１年間にॅډ৵入
の݅਺がݮ���গしたという発表がなされた。

൜ࡑ༧ଌγステムではプϥイόγーに഑ྀしたデーλऩूも考ྀされており、ऩूされる
デーλには人छやຽ଒に関するデーλはؚまれておらͣ、൜ࡑのछྨ、発生৔ॴ、発生೔時
のデーλに限定されている。൜ࡑ発生の֬཰が高い৔ॴに׭࡯ܯを഑ஔすることで事݅の
発生を્ࢭできる༧๷ޮ果と、൜ࡑが発生したࡍのਝ଎なର応が可能となる。

PSFEPPMのγステムの༧ଌでは、ର৅とする൜ࡑのൣғの設定が可能となっている。１つ
はࡴ人、์Ր、๫行などの重ࡑにಛ化した༧ଌであり、もう１つはܰ൜ࡑもର৅とした、
たとえば物ޤいやগ量のༀ物のചങ・࢖用などのඇ๫力的な൜ࡑまでൣғを広げた༧ଌで
ある。仮にܰ൜ࡑまでを༧ଌさせると、༧ଌされた۠ըには多くの׭ܯが഑උされることに
なる。その結果、多छ多様なܰ൜ࡑが発見されることになり、その۠ըでのୁั者਺が
૿える。するとさらに౰֘۠ըでの൜ࡑ༧ଌの֬཰が上ঢし、多くの׭ܯが഑උされる
という॥環が発生し、౰֘地域は൜ࡑ者にҲれているというデーλが஝積されることになる。
発生した൜ࡑのデーλなので、؍٬的なデーλだとみなしたくなるかもしれないが、ܰ൜ࡑ
に手をછめるਅのݪҼはශࠔであり、౰֘地۠のॅ人は、ࠇ人とώスύχック系が大半を
઎める৔合がある。つまり۠ըデーλは、人छの୅理デーλでしかなく、۠ըをಛ定する
ということは人छをಛ定するということとಉ等の意ຯを࣋つことになっている。

൜ࡑ༧ଌプロάϥムの໋ྩにैっている人物からすれば、自分がʮภ見を๊いているʯ

��ɹ�ॱ 応的બ考ܗ成をしている状況において、自分がいかなる֐ѱをඃっているのかというٙ問は極めて఩学的で重ཁな
問いである。ঁ性ࠩผのステレΦλイプを୭もٙ問に思わͣにडけ入れている社会の中で生きているঁ性は、Կらか
の֐ѱをඃっているのかという問題とಡみସえてもよいだろう。
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などとは思わ ʮͣ؍٬的なデーλの༧ଌに஧実であるʯと考えるだろう。実ࡍには、その
プロάϥム自体がʮࠇ人とώスύχック系は൜ࡑを൜すʯというステレΦλイプを҉に表ݱ
したものであるにも߆らͣである。

Ωϟγー・ΦχールはPSFEPPMについて次のようにࢦఠしている。

ශしい人々ばかりが職຿質問され、ୁัされ、ܐ຿ॴにૹられる。શ員とまでは
言わないが、多くの࡯ܯॺ௕は、そうすることが൜ࡑ๾໓のための།一の合理的方法
だと考えている。ශしい人々がॅΉ۠ըを地ਤ上にුかび上がらせることが、൜ࡑと
ಆうことなのだと。そして今、൴らのそのようなೝࣝはϏッάデーλにۦಈされる
最先୺テクϊロジーによって一૚強化され、そのプロセスにਫ਼ີさとʮ科学ʯのཁૉが
Ճえられている。

そして私たちは、自分たちがѻっているπールは科学的かつެฏであると৴͡ࠐみ、
ශしい人々を൜ࡑ者に࢓立て上げるのだ。ʦ１ʧʦQ����ʧ

ύトロールする۠ըのॅຽを஫意深く࡯؍するなら、ެԂで৸そべることからスマϗで
ࣸਅをࡱӨすることでも൜ࡑ行ҝとධՁすることが可能となるため、いたるところで൜ࡑ
を発見することができる。スマϗでのࣸਅࡱӨは౪ࡱとೝࣝされるかもしれないし、৸そ
べりは໎࿭行ҝとみなされるかもしれない。これはର৅を൜ࡑ者༧උ܉というࢹ点でॅຽ
を࡯؍するからである。ެԂで஥ກま͡くϐクχックをしている਌ࢠは、ળྑなࢢຽと
いうࢹ点で࡯؍すればඍসましい೔ৗでしかないが、൜ࡑ者というࢹ点で見れば、ެڞの
৔を઎ڌし໎࿭行ҝをしているとすることになるだろう。ର৅のධՁ結果の違いは൜ࡑ者
というステレΦλイプを๊いていることで発生するのである。

あの۠ըは൜ࡑの発生཰が高いのだからというೝࣝを࣋ち、そのࢹ点でのみ人々を見る
ように࢓向けるプロάϥムは、私たちにステレΦλイプをԡし付け、人々にରしಛ定の
社会的意ຯを࣋つようにଅしステレΦλイプを࠶生࢈しているのである。プロάϥムは
ঁ性をϞϊ化する࢓組みとಉ͡ことをより強固に、よりີݫに実行しているのである。

̐　ϓϥΠόγʔに഑ྀͨ͠ྙཧతͳ"*のඞཁ性

性的Ϟϊ化の議論は、૬手を性的なϞϊとして取りѻうことと、૬手をデーλとして取り
ѻうことが、また、૬手を性的なର৅としてのみೝࣝすることと、૬手をデーλ人֨として
のみ取りѻうことがύϥレルにର応していることをࣔしている。

の前でରቂしている人物を、情報を取ಘするための情報のू積体として取りѻい、取ಘ؟
された情報を基にʮかくかくしか͡かの人物ʯというධՁを行ない、その人物に૬応しい
ର応をすることは、໨の前の人物を性的な໨的を実ݱするための道۩として取りѻい、性的
な໨的のためのϞϊであるとೝࣝしそれに૬応しいର応をするʢ性的なこと以外のର応を
行わないʣということとྨࣅ性があることは明らかである。

人は話をすることができるし、話し合いをするաఔで内面化されたステレΦλイプに
き、自らの考えをมえることもある。その一方でプロάϥムは、ܾまった手ଓきを実行ͮؾ
するのみで、人間の意見をฉいてはくれないし、プロάϥムがਵ時มߋされるということも
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ありえない。そしてプロάϥムがൣن性を࣋っている以上、私たちの主ுがडけ入れられる
こともありえない。プロάϥムのಈ࡞にൣن性が༩えられてしまえば、プロάϥムがಈ࡞
しているその時、その৔ॴで私たちにできることはԿもないのである。

̐．̍ 　"*ͱൣن性のؔ܎
A*はその性質上、人間を人間としてではなく、人間をデーλ人֨と見なしてର৅となる

人物にରするԿらかのૢ࡞を行なう。إをデーλとしてந出し、デーλベースにొ࿥され
ているإだとը像ೝࣝされれば൶を開く、ޠࠃと਺学の点਺が上がっていればޏ用をܧଓ
するという۩合にである。

デーλ人֨は人間のϞϊ化とಉٛである以上、A*が行なうのは、人間を道۩として取り
ѻうこと、人間としてೝࣝするかどうかをܾ定することに他ならない。私たちが性的Ϟϊ
化によって、私たち自身ではなく道۩として他者に取りѻわれるときには、私たちの自཯
がແࢹされていることとಉ様に、A*によるϞϊ化が行われているとき、私たちのプϥイό
γーが৵֐される��のである。A*が社会のいたるところにภࡏするようになれば、レッγά
がࢦఠしているように、私たちはプϥイόγーが৵֐されているということにすらͮؾか
ない࢓方で৵֐されるのである。

ここにਖ਼ٛの問題がજんでいる。仮に、各ݸ人がデーλ人֨の取りѻいにରするҟ議
申し立てを行えるػ会が用意されており、A*がそのҟ議をଈ࠲にडけ入れて、その౎度
デーλをݕ証できる࢓組みが用意されているとしよう。そのとき、ਖ਼しさというൣن性は
私たちとγステムにฏ等に༩えられていると言える。ݱ実にはإೝࣝのΧϝϥの前で、A*
によってਖ਼ࣜなར用者とೝࣝされなければήートは開かない、ただそれだけで他にできる
ことはԿもແい。ࡏݱはਖ਼しさを分഑する࢓方がஶしくෆฏ等であり、A*にภってしまって
いるからである。

また、私たちの意思ܾ定と関わりのないところで私たちのϞϊ化をҾきىこすプロάϥム
がଘࡏすること自体にも問題がある。プロάϥムがϞϊ化と関わりがある以上、アルゴ
Ϧζムのܾ定から、プロάϥムの開発にいたるまで、プロάϥムのӨڹをडける関܎者શ員
が関༩できる࢓組みがඞཁである。このような࢓組みがଘࡏしなければ、Ϟϊ化によって
私たちの自཯が੍限されるのであり、自༝を一方的にണୣするݖརをプロάϥムを開発・
ӡ用する૬手にࠩし出すことになる。

ਖ਼しさというൣن性がプロάϥムにภって༩えられており、プϥイόγーを৵֐する自༝
がプロάϥムを࡞成するଆにภって༩えられている。これらがプロάϥムによって生͡る
。性の問題であるൣن

̐．̎ 　ྙཧతͳ"*の৚݅
アルゴϦζムが行なうことは行ҝを事前に൑定することであり、行ҝの事後に൑定する

ことを想定していない。ʮྑい教ࢣʯというデーλ人֨をこれまでのデーλを基にಋき出し、

��ɹデーλマイχϯάによる新たな情報の発見という論点から情報化によるプϥイόγー৵֐の問題がࢦఠされる৔合も
あるが、ຊߘではマイχϯάの問題については言ٴしないこととする。情報のԿがプϥイόγーに૬౰するのかはݸ人
に૬ର的であり、ݸผ事例のྻڍとݕ証という࡞業になら͟るをえͣ議論が֦ࢄしてしまうためである。
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それに合கする行ҝを行なってきたもののみがྑい教ࢣと൑定される。いかに生徒のために
なることを行なっても、事前の൑定にそ͙わない行ҝはධՁにおいて考ྀされることがない。
これは、事前の൑定に第一ٛ的なൣن性をもたせるという思想であり、その思想を前ఏと
してアルゴϦζムによる൑அをਖ਼しいと৴པしているのである。ྑい教ࢣが行なうことに
ついて人々が新たな知見をಘようとも、その時点でऩूされているݹいデーλに基ͮいた
アルゴϦζムによって൑定がԼされ、その結果についてはৼりฦることはない。

これにରして、これまでのデーλの஝積を参照するかしないかはผとして、その౎度
行ҝ者をධՁする方法も考えられるだろう。行ҝ者の意見をे分にώアϦϯάし、これまで
の取り組みを一つ一つ状況に合わせてධՁすることを௨͡てʮྑい教ࢣʯと൑定する方法で
ある。これは行ҝの事後の൑定にもൣن性をもたせるという思想である。

ここでは事前・事後の྆者のධՁ方法について、その༏ྼを論͡ることはආけたい��。
ただどちらをબ択するかでൣن性にภりが生͡てしまうということと、プロάϥムをಋ入
するというときには意ਤせͣൣن性のภりにίϛットしているという事実とڞにࢦఠする
ことにཹめておく。

また、Կにൣن性を࣋たせるのかということ自体は私たちの行ҝを੍限すること、すな
わちプϥイόγーの問題である以上、プロάϥムの࢖用だけでなく、そのܾ定プロセスにも
。組みがඞཁである࢓ຽが関༩できるࢢ

これらのことからA*を社会でӡ用するための৚݅が明らかになる。
第一に、社会的なภりを表৅しないデーλの੔උのඞཁ性である。
第二に、アルゴϦζムがภっている৔合、そのプロάϥムのಈ࡞がおかしい৔合に、

私たちのٻめに応͡てす͙にݕ証し、プロάϥムのධՁを採用しない੍度のඞཁ性である。
第三に、アルゴϦζムのܾ定や、プロάϥムの開発に、ࢢຽが参Ճする੍度のඞཁ性で

ある。
これらの৚݅がܽけている৔合には、私たちのプϥイόγーが一方的にണୣされる事ଶを

生͡させる。もちろん、すべてのA*が私たちのプϥイόγーを৵֐するというわけでは
ないが、３つの৚݅をຬたすA*は私たちのプϥイόγーを৵֐しないものとなることは
֬かである。όイアスから自༝であるようなデーλそのものについての考࡯、ऩूしても
よいデーλのબผ方法、デーλの੔合性についてར用者が֬ೝできる࢓組みの੔උ、ステ
レΦλイプとならないアルゴϦζムの開発、アルゴϦζムのݕ証方法、プロάϥムのෆඋ
にର応する方法などはίϯϐϡーλテクϊロジーの開発だけでなく人文社会科学の知ࣝも
ඞཁとなる。プロάϥムは私たちにڐ༰される自༝のൣғにӨڹを࣋つため、プロάϥムは
ຽ主的なプロセスによって開発・ӡ用されなければならない。プロάϥムをબ択した社会の
あり方を考えどのように੍度化してӡ用するのかの۩体的な方ࡦは、ϑェϛχζムや科学
技術社会論、੓࣏学や法学等のઐ໳Ոにҕねたい。

��ɹ事前の൑定が行ҝを੍໿することをࢹ؂とҐஔͮけ、情報化社会がࢹ؂社会となる問題をࢦఠする議論もଘࡏする
ʦ̒ʧ。またࢹ؂と自༝の問題をࢦఠし、情報化社会における新たな自༝のあり方をఏҊする議論を大԰ʦ��ʧは展開して
いる。これらの議論は����年୅に展開されていたものであるが、൜ࡑ༧ଌやよりਫ਼ີなA*などが出ݱしているࡏݱに
おいてはなおさらࣔࠦ的である。
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̑　݁࿦

ຊ論文では、アルゴϦζムやプロάϥム、A*等が社会に応用されるࡍに問題となるྙ理性
についてࢦఠし、A*をຽ主的プロセスで開発することのඞཁ性を明らかにした。第一に、
デーλやアルゴϦζムというՁ஋中立的なڹきを࣋つ言༿が、実のところ社会にଘࡏする
ステレΦλイプの୅理表ݱとなっていることをࢦఠし、第二に、ステレΦλイプが問題と
なる理༝について、性ࠩผにおける性的Ϟϊ化の議論を௨͡てࣔし、プロάϥムにもྨࣅ
した問題点があることをࢦఠした。第三に、性的Ϟϊ化をڐ༰できないこととಉ͡理༝で
アルゴϦζムを社会にద用することのڐ༰できなさをࢦఠし、第四に、アルゴϦζムに
よってステレΦλイプが強化されてしまうことをࣔした。以上より、ڐ༰できるアルゴ
Ϧζムのあり方として、ຽ主的プロセスを௨͡たアルゴϦζムがඞཁであることをड़べた。

文献ߟࢀ
ʦ１ʧΩϟγー・Φχールɼٱอঘࢠ༁ʰあなたを支഑し、社会をഁյする、A*・Ϗッάデーλ

の᠘ 合ɦಉ出版ɼ����
ʦ̎ʧデジλルிʮՏ野大ਉه者会見ʢྩ࿨̑年݄̑��೔ʣʯɼIUUQT���XXX�EJHJUBM�HP�KQ�

TQFFDI�NJOJTUFS����������
ʦ３ʧ%FCPSBI�(�+PIOTPOɼਫ୩խ඙・؂૱ޱߐ༁h ίϯϐϡーλྙ理学 Φɦーム社ɼ����
ʦ̐ʧl(PPHMF�TBZT�TPSSZ�GPS�SBDJTU�BVUP�UBH�JO�QIPUP�BQQ�é�5IF�(VBSEJBO�ɹIUUQT���XXX�

UIFHVBSEJBO�DPN�UFDIOPMPHZ������KVM����HPPHMF�TPSSZ�SBDJTU�BVUP�UBH�QIPUP�BQQ
ʦ̑ʧテΟϞ・Ϣッテϯɼ໦Լᰌࢠ༁ʮ性的Ϟϊ化ʯh 分ੳϑェϛχζム基ຊ論文ू ɼɦܚጯ

ٛक़大学出版会ɼ����
ʦ̒ʧデイϰΟッυ・ϥイアϯɼ઒ଜ一࿠༁h 社会ࢹ؂ ੨ɦ土社ɼ����
ʦ̓ʧ.BSUIB�C��/VTTCBVN�� l0CKFDUJpDBUJPO�z�PIJMPTPQIZ���PVCMJD�A⒎BJST��7PM���
�/P��ɼ�

������QQ��������
ʦ̔ʧଜా७一h 技術の఩学 ɼɦؠ೾ॻళɼ����
ʦ̕ʧローレϯス・レッγάɼܗࢁ・ദ໦༁h C0%& ᠳɦӭ社ɼ����
ʦ��ʧ越ஐߩʮࢹ؂社会における自༝の問題ʯh 情報ྙ理入໳ アɦイ・έイίーϙレーγϣϯɼ

����
ʦ��ʧϛルɼ੪౻ӻଇ༁h 自༝論 ɼɦޫ文社ɼ����
ʦ��ʧǷ(PPHMF`T�PIPUP�AQQ�SUJMM�CBO`U�'JOE�(PSJMMBT��AOE�/FJUIFS�CBO�AQQMF`T�é�5IF�/FX�

:PSL�5JNFT��IUUQT���XXX�OZUJNFT�DPN������������UFDIOPMPHZ�BJ�QIPUP�MBCFMT�
HPPHMF�BQQMF�IUNM

ʦ��ʧRBDIFM�SDIVUUɼ�CBUIZ�0`/FJM�੉ށ内խ人他༁h デーλαイΤϯスٛߨ ΦɦϥイϦー・
ジϟύϯɼ����

ʦ��ʧޱߐ૱ʮ性的Ϟϊ化࠶๚ʯh 究ݚ୅社会ݱ大学ࢠ౎ঁژ ɼɦ��号ɼ����ɼQ����
ʦ��ʧ大ా༤༟ʮ自༝とはԿかʯちくま新ॻɼ����
ʦ��ʧʮʮ学ྺϑΟルλーʯでৼるいམとす採用事情ʯ౦༸経ࡁΦϯϥイϯɼIUUQT���UPZPLFJ[BJ�

OFU�BSUJDMFT���������

31ୈ１部　SPARC 教育プログラム　論จ

■
̖
̞
ྙ
ཧ
と
ϓ
ϥ
Π
ό
シ
ồ
の
ؔ
܎



̍．͸͡Ίに

����年度より、ຊ学は文部科学লの地域活性化人材育成事業ʢSVQFSFNJOFOU�PSPHSBN�
GPS�ADUJWBUJOH�RFHJPOBM�CPMMBCPSBUJPO
�以ԼSPARC事業ʣに採択され、ޱࢁ大学・ޱࢁ
学ܳ大学・ຊ学の３大学が協働して、ͻとや地域ʢまち・文化・教育ʣの課題ղܾにݙߩ
できる人材の育成の取り組みを展開しているʦ１ʧ。SPARC事業関連のत業科໨では３大学
が૬ޓに科໨をఏڙし、各大学の学生はそのत業において協働しながら学習を進めると
いう取り組みが実ࢪされている。SPARC事業関連のत業科໨において、各大学の学生の
課題؅理や成੷ॲ理等を༰қにするために、３大学ڞ௨の学習؅理γステムʢLFBSOJOH�
.BOBHFNFOU�SZTUFN
�以ԼL.Sʣのߏங࡞業がࡏݱ進行中である。このڞ௨L.Sには、
世界的にもશࠃ的にも広くར用されている.PPEMFʦ̎ʧをߏஙする༧定である。ここで、ߏங
されるڞ௨L.Sはडߨ者にとってもत業ఏڙ者にとっても࢖いやすいものであることが
๬まれる。

ຊ学では、ݸࡏݱผに以ԼのL.Sがӡ用されている。
˔ɹ.PPEMFʢຊ学での໊শɿ8&BかるちΌーʣ
˔ɹ6/*7&RSAL�PASSP0R5�R9ʦ３ʧʢຊ学での໊শɿ:P6�PPSUBMʣ

これらのうち、.PPEMFについて学内ར用者のརศ性に関するॴײを分ੳすることは
３大学ڞ௨のL.Sߏஙに向けて有意ٛである。

̎．໨త

ຊ論文では、より࢖いやすいL.Sをߏஙするために、ࡏݱӡ用中であるطଘL.Sの学内
ར用者よりಘた質問や問い合わせ内༰からその࢖いやすさについて分ੳし、վળ方法の
考࡯を௨͡て今後ߏஙするL.Sにඋえるべきػ能やཁૉについてఏҊする。

ঢ়ݱଘ-.4のط．̏

ຊ学のSPARC推進室には、����年݄̐～ ��݄のظ間において学生および教職員ؚめて
合ܭ��� ʢ݅１か݄あたりฏۉ໿����݅ʣのPC関連の૬ஊやL.Sར用に関する૬ஊの問い
合わせがあった。૬ஊ内༰の分ྨ結果をਤ１にࣔす。教職員からの.PPEMF関連の૬ஊが
��݅、その他の内༰は̌݅であった。学生からの.PPEMF関連の૬ஊは̑݅、その他の内༰
は��݅であった。学生からدせられた.PPEMF関連の૬ஊ内༰は表１にࣔすように、ର৅
のίースにొ࿥されていなかったり入ることができなかったりといった؅理ଆのΤϥーに

ΑΓ͍࢖΍ֶ͍͢श؅ཧγステムのߏஙʹ͚ͯ޲
SPARC推進室

大ߴ ᔨً
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関するものが多਺であった。また、࢖用時のརศ性に関わる内༰としては、自分のఏ出ࡁの
ఏ出物内༰を֬ೝしたいというものがあった。ただし、この૬ஊ݅਺は１であった。学生
からの.PPEMFに関する૬ஊ݅਺自体গないため参考までとした。ਤ̎に教職員からの૬ஊ
内༰の分ྨ結果をࣔす。ϖーύーレス化の一環として、����年��݄よりत業だけでなく
会議におけるࢿྉڞ有γステムとして.PPEMFを࢖用することとなったため、ίース開設
およびߏ成員の参Ճ者ొ࿥に関する૬ஊ݅਺が多くなった。また、一ൠ的なૢ࡞に関する
૬ஊが次いで多かった。

図１　本学の教৬員およͼ学生からの૬ஊ಺༰෼ （ྨグラフதの਺஋は݅਺）

表１　本学の学生よりͤدられた.PPEleؔ連の૬ஊ಺༰

૬ஊ内༰ ݅਺

ίースに入れない・ొ࿥されていない ３

.PPEMFでఏ出したଔ論λイトルの文ྻࣈを֬ೝしたい １

ʮあなたの8&BかるちΌー����アΧ΢ϯトに新しいデόイスからロάイϯされ
ましたʯという内༰のϝールがසൟにಧくが大ৎ夫かʁ

１
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࡯ߟ．̐

SPARC推進室にدせられた૬ஊ内༰より、学生にとって࢖いやすいγステムとするため
には、自身のఏ出物を༰қに֬ೝできることがඞཁであろう。ただし、૬ஊ݅਺がগな
かったため参考ఔ度である。教職員からは一ൠ的なૢ࡞に関する૬ஊが��݅ʢ૯਺��݅
のうちʣあったことから、.PPEMFのϢーβイϯλーϑェースが直ײ的に分かりқいもので
ない可能性がある。.PPEMFのϢーβイϯλーϑェース自体をมߋすることはࠔ೉である
ため、ૢ࡞方法についてのΨイυػ能を用意することで࢖いやすさは向上すると考えら
れる。一Ҋとして、生成A*にॴ๬するૢ࡞方法を教えてもらう方法をࣔす。実験として、
教職員からدせられた૬ஊ内༰のうちʮ小テストでաڈの成੷デーλをফしたいʯを例に、
0QFOA*社のCIBU(P5��ʦ̐ʧと.JDSPTPGU社の.JDSPTPGU�CPQJMPUʦ̑ʧに回౴を生成させた。

図２　本学の教৬員からの૬ஊ಺༰෼ （ྨ਺஋は݅਺）

表２　教৬員よりͤدられた૬ஊ಺༰のൈਮ

૬ஊ内༰の分ྨ ۩体的な૬ஊ内༰の一部ൈਮ

ίース開設および参Ճ者ొ࿥に
関する૬ஊ

ίース開設しߏ成員の参Ճ者ొ࿥して΄しい

ロάイϯ関܎の૬ஊ .PPEMFにロάイϯできない

一ൠ的なૢ࡞に関する૬ஊ�

・小テストでաڈの成੷デーλをফしたい
・課題をϑΝイルでఏ出させたい
・ϒϥ΢βόックするとϖージの先಄にҠಈする
・༧໿؅理γステムを付けて΄しい

34 地域活性人材育成事業・2023 年度　SPARC 教育プログラム論集・報告書 Vol.1



各A*に༩えたプロϯプトと生成された回౴を以Լにࣔす。

ʲ$IBU(15� ̐ʳ
プロンプト：
NPPEMFのૢ࡞方法について質問ですɽ小テストでաڈの成੷デーλをফしたい৔合ɼどの
ようなૢ࡞をすればよいですかʁ
回答：
.PPEMFで小テストのաڈの成੷デーλをফڈする方法について説明します。ただし、
、手ॱは.PPEMFのόージϣϯや؅理者による設定によってҟなることがありますので࡞ૢ
以Լの基ຊ的な手ॱを参考にしてください。
１．�管理者または教師としてログインする：成੷デーλをফڈするには、௨ৗ、ίースの

؅理者または教ࢣのݖ限がඞཁです。
２．�対象のコースに移動する：成੷をফڈしたい小テストがؚまれているίースにアクセス

します。
３．�成績帳にアクセスする：ίース内のφϏήーγϣϯϝχϡーからʮ成੷ʯまたはʮ成੷

ாʯをબ択します。
４．�小テストを探す：成੷ா内で、成੷をফڈしたい小テストを見つけます。
５．�成績データの編集：小テストの成੷を表ࣔし、ʮฤूʯやʮૢ࡞ʯϝχϡーを探します。

ここから、ಛ定の学生の成੷を࡟আしたり、શ員の成੷をϦセットすることができます。
６．�データの削除：成੷を࡟আするΦプγϣϯをબ択し、֬ೝをٻめられたらঝೝします。
７．�変更を保存する：ඞཁに応͡て、มߋをอଘします。
以Լলུ
プロンプト：
したうえでࣔしてくださいɽࡧݕ方法は࡞ૢ
回答：
.PPEMFで小テストの成੷デーλを࡟আするには、ධ定レϙートを࢖用します。まͣ、
小テストをクϦックし、؅理���小テストの؅理���ड験結果���ධ定にアクセスします。ධ定
レϙートでは、ड験した学生のৄࡉや各問題のධ定が表ࣔされます。ここで、ಛ定のड験を
બ択して࡟আすることができます。ただし、ड験後に小テストをฤूすることはできない
ので、શてのड験を࡟আすることがඞཁな৔合もあります。

ʲ.JDSPTPGU�$PQJMPUʳ
プロンプト：
NPPEMFのૢ࡞方法について質問ですɽ小テストでաڈの成੷デーλをফしたい৔合ɼどの
ようなૢ࡞をすればよいですかʁ
回答：
.PPEMFで小テストのաڈの成੷デーλを࡟আするには、以Լの手ॱを実行しますɿ
１ɽฤूݖ限のある教ࢣまたはαイト؅理者としてίースに入る。
̎ɽʮ小テストʯϖージに入る。
３ɽʮड験݅਺��YYʯϦϯクをクϦックするʢYYは਺ࣈʣ。
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̐ɽʮレϙートをؚΉ内༰ʯセクγϣϯのʮड験者ʯプルμ΢ϯϝχϡーでʮ小テストをड験
したことのあるϢーβすべてʯをબ択する。

̑ɽʮ表ࣔΦプγϣϯʯセクγϣϯにあるʮレϙートを表ࣔするʯϘλϯをクϦックする。
̒ɽෆཁなड験結果のࠨଆにあるチェックϘックスをチェックする。
̓ɽʮબ択したड験を࡟আするʯϘλϯをクϦックする。
以Լলུ

CIBU(P5では、最初にࣔされた回౴における手ॱ３のʮ成੷ாʯという߲໨がຊ学で
ར用している.PPEMFに見౰たらなかったため、ࡧݕしてから回౴をࣔすࢫのプロϯプトを
༩えたところফڈ方法の֓ཁしかࣔされなかった。さらにやり取りを重ねるか、.PPEMFの
όージϣϯや環境などをࣔすなど、今回༩えたプロϯプトよりৄࡉで۩体的なプロϯプトを
༩えなければ΄しい情報はಘられないようだ。CIBU(P5は自༝ࣜܗのର話や૑଄的な内༰
の生成がඞཁな৔合にదしたA*であるため、今回のような基ຊ的なૢ࡞方法のΨイυ
には向いていない可能性がある。ରして、.JDSPTPGU�CPQJMPUでは、ফڈ方法の手ॱがࣔさ
れた。.JDSPTPGU�BJOHのࡧݕΤϯジϯをར用して回౴を生成するため、今回のようなૢ࡞
方法のΨイυにはదしていると考えられる。回౴にはϦϑΝレϯスも表ࣔされるため、
ϦϑΝレϯスを୧ってৄࡉを知ることもできる。また、.JDSPTPGU�CPQJMPUは.JDSPTPGUの
アΧ΢ϯトを࣋っていればແྉで࢖用できるʢ����年１݄時点ʣ点もϝϦットである。以上
より、.PPEMFの一ൠ的なૢ࡞方法のΨイυ໾として.JDSPTPGU�CPQJMPUを活用することで
.PPEMFの࢖いやすさも向上する可能性がある。

̑．·ͱΊ

ຊ論文では、����年݄̐～ ��݄のظ間においてSPARC推進室にدせられた.PPEMF
ʢࡏݱӡ用中のものʣ関連の૬ஊ内༰を基に、࢖いやすさに関する考࡯を行い、今後ߏங
するL.Sをより࢖いやすいものにするためのఏҊを行った。.PPEMFの࢖いやすさに関連
する૬ஊ内༰として多かったのは.PPEMFの一ൠ的なૢ࡞方法に関するものであったため、
。方法のΨイυ໾として.JDSPTPGU社の.JDSPTPGU�CPQJMPUを活用する方法をఏҊした࡞ૢ
.JDSPTPGU�CPQJMPUはಋ入のϋーυルが௿いためଈ時性が高く、.PPEMF自体にมߋをՃえる
ඞཁもないためద合性のྑいվળҊであると考える。

文献ߟࢀ
ʦ１ʧ地域活性化人材育成事業�SPARCɼʢ����年１݄̕೔ࡧݕʣIUUQT���ZBNBHVDIJ�TQBSD�

KQ�
ʦ̎ʧNPPEMF
ʢ����年１݄̕೔ࡧݕʣIUUQT���NPPEMF�PSH�
ʦ３ʧ6/*7&RSAL�PASSP0R5�R9
ʢ����年１݄̕೔ࡧݕʣIUUQT���XXX�KBTU�HBLVFO�

DPN�QSPEVDUT�VOJQB�
ʦ̐ʧCIBU(P5ɼʢ����年１݄��೔ࡧݕʣIUUQT���PQFOBJ�DPN�DIBUHQU
ʦ̑ʧA*を活用した8FC向け෭ૢॎ࢜cマイクロιϑトBJOHɼʢ����年１݄��೔ࡧݕʣ

IUUQT���XXX�NJDSPTPGU�DPN�KB�KQ�CJOH FQ� ̌�FT����GPSN�.A��'7
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̍．ং࿦

̍ʵ̍．͸͡Ίに
ຊ学の基盤教育で開ߨされているʮ科学と社会ʯでは、社会の中で用いられている様々な

科学や科学技術について、事例を௨して学生が理ղし、科学にڵຯを࣋ってもらうことを
໨ඪにしている。この中でもಛに私たちがຖ೔そのԸ恵にあͣかっているిؾは、ඇৗに
重ཁなイϯϑϥとなっている。

しかし、��世ل後半より、地ٿのฏؾۉԹが上ঢする地ٿԹஆ化に関しては、ࠃ連の
会議の৔でもその科学的ࠜڌやその๷ࢭ、ద応について議論がなされてきた。そのݪҼと
される人ҝݯىの二ࢎ化୸ૉをは͡めとするԹ室ޮ果Ψスのഉ出は、೔ຊにおいてはその
໿ׂ̐が発ి時にഉ出されている。１ʣ

೔ຊでは、ै来ΤネルΪーݯࢿはඇৗにগなく、中౦を࢝めとするւ外のݯࢿにཔって
きた。̎ʣしかしながら、ಛに世界の様々なฆ૪などにより情੎がෆ҆定化すると、Ձ֨の
高ಅや༌入自体もϦスクを൐い、ඇৗに੬ऑであることがࢦఠされてきた。また、����年
３݄にىきた౦೔ຊ大਒ࡂにىҼした෱ౡ第一ࢠݪ力発ిॴのര発事ނの発生により、
೔ຊࠃ内のࢠݪ力発ిॴが一੪にఀࢭされることとなり、ࠃ内ではి力ෆ଍の心഑から
広ൣにわたってઅిཁ請やܭըఀిがなされるなど、ి力の֬อにおいて大きなࠞཚを
きたした。そのため発ి時に二ࢎ化୸ૉの発生がないଠཅޫ発ిなどの࠶生可能ΤネルΪー
のٸ଎なීٴを進めるࡦࢪがとられたが、ࢁのࣼ面に広ൣにわたってଠཅޫύネルを設ஔ
することで、土࠭֐ࡂを༠発するなどのແ思ྀな༠கによる事ނ等も発生し、ಛに大ن໛
なଠཅޫ発ిॴの設ஔにはෛのイϝージがついてしまうこととなった。また、ಉ時に࠶生
可能ΤネルΪーి力の固定Ձ֨ങい取り੍度３ʣにより、一定ఔ度の࠶生可能ΤネルΪーの
生可能࠶が進んだが、そもそものങい取りのඅ用を一ൠফඅ者のి力ྉۚにٴ଎なීٸ
ΤネルΪーଅ進ො課ۚとして上৐せする੍度であり、࠶生可能ΤネルΪーのීٴとڞにి力
ྉۚのٸ଎な஋上げにܨがることとなった。このような状況からಛにଠཅޫ発ిの設ஔ
༰量の૿Ճはٸ଎にಷ化することになった。

このように今なお主ྲྀとなっている各छのՐ力発ి、二ࢎ化୸ૉのഉ出のないଠཅޫや
風力などの࠶生可能ΤネルΪーや҆શ性や์ࣹ性ഇغ物のॲ分の課題が࢒るࢠݪ力発ిに
よる発ి量のόϥϯスをどのようにしていくのか、地ٿの࣋ଓ可能性や҆શอো等の؍点
から議論されてきた。一方で����年のి力の小ച自༝化̐ʣにより、ফඅ者も各छ発ి方法
によるి力のબ択ができるようになり、ফඅ者のి力のબ択もこのి力のόϥϯスにӨڹ

テΩスτϚΠニϯグΛ༻͍ͨ೔ຊʹ͓͚Δ
ిྗのબ୒ʹؔ͢Δレϙーτの෼ੳ

ӫཆ学部ӫཆ学Պޢ؃
今村 主税
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を༩えうる状況にある。
このような社会的状況の中で、ʮ科学と社会ʯでは����年度よりશ��回のत業のうちの

̎回を中ిࠃ力ࣜג会社の協力のԼ、डߨ生にࡏݱの೔ຊのి力の状況、地ٿԹஆ化の状況
等をٛߨし、課題としてʮ೔ຊのి力をどうબ択するかʯについてレϙートを課している。
ຊݚ究では、このレϙート課題の内༰について、テΩストマイχϯάの手法を用いて、
年度の違いやडߨ生のଐ性により、レϙートのهड़内༰のม化の有ແ等についてݕ౼した。

̍ʵ̎．तۀの֓ཁ
ʢ１ʣʮ科学と社会ʯにおけるి力のબ択のҐஔ付け

ʮ科学と社会ʯはຊ学の基盤教育の科໨としてҐஔ付けられている。त業֓ཁは以Լの௨り
である。基盤教育科໨であることから、広く自વ科学や社会科学および社会の中での科学
の໾ׂの理ղをଅす内༰となっており、��回のٛߨを̐人の୲౰者で分୲するΦムχόス
。となっているٛߨのࣜܗ

त業֓ཁ
ຊत業の໨的は、自વ科学ٴび社会科学分野における重ཁな発見や出来事、時事的な

トϐックを採り上げ、そのഎܠ、社会的意ٛ、社会へのӨڹに関する基ૅ的な知ࣝを
身に付けることである。人ྨが自વと社会をどのようにೝࣝし、知ࣝ体系をߏங、発展
させてきたかの経Ңの理ղを໨ࢦすとともに、科学や科学技術にରするڵຯ・関心を
ৢ成する。त業では、科学の基ຊ的な考え方についてٛߨするとともに、社会の中で
科学が活用されている事例や科学の間違った࢖われ方の事例、社会的に課題とされて
いる様々な科学技術等について紹介する。学生には、त業への主体的で積極的な参Ճ
をظ଴する。

この科໨の中でফඅ者にి力のબ択がҕねられ、ڝ૪ݪ理の中でそのબ択の基४を考える
ことを��回のٛߨのうちの̎回のत業の中で実践している。この̎回のत業のߏ成は、
１回໨に中ిࠃ力広報の方による一ൠ的なి力の状況や೔ຊのి力の課題についておよそ
��分ఔ度のٛߨ、̎回໨ではಛに各発ి方法のϝϦット、デϝϦットについて、またࢠݪ力
発ిにおける์ࣹ性ഇغ物の問題や発ిॴやॲ分ࢪ設の༠கの課題について、ஶ者がٛߨし
ి力のબ択について考えさせた。

̎．ํ๏

̎ʵ̍．ిྗのબ୒のٛߨ಺༰
ʮి力のબ択ʯに関する̎回のٛߨ内༰を表１にࣔした。１回のٛߨは��分で、����年

から����年の̐年間において֓ねಉ様の内༰のٛߨを行った。なお１回໨のٛߨは、中ࠃ
ి力ࣜג会社広報άループの方にٛߨをしていただき、その１ि間後に̎回໨のٛߨをஶ者
が実ࢪした。
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表１．ిྗのબ୒についての講ٛ಺༰

１回໨ ̎回໨

講
義
内
容

・೔ຊのΤネルΪー自څ཰
がՈఉにಧくまでؾి・
・各発ి方法のಛ௃と二ࢎ化୸ૉഉ出量
・発ిߏ成ൺ
・ΤネルΪーϛックスの考え方
・S%(Tとの関連

・地ٿԹஆ化と各ࠃのC0�ഉ出ݮ࡟໨ඪ
力発ిॴのՔ働状況ࢠݪ・
・各छిݯผのϥイϑαイクルC0�ഉ

出量
・固定Ձ֨ങ取੍度
೩ྉαイクル֩ࢠݪ・
・์ࣹ性ഇغ物のॲ理
三法ݯి・

̎ʵ̎．学ੜϨϙʔτ
̎ʵ１の̎回のٛߨをडけたडߨ生にʮ೔ຊのΤネルΪーのબ択として、どのような発ి

方法でి力をௐୡするのがྑいと考えるかʯとの課題で�
���文ࣈఔ度のレϙートを課し、
̎回໨のٛߨの１ि間後までにຊ学の:P6�PPSUBMに࡞成したレϙートをఏ出してもらった。
分ੳに用いたडߨ生の基ຊଐ性を表１にࣔした。உঁൺは֓ね１ɿ̕のׂ合でঁ性が多い。
また年度により、ॴଐ学科のภりがあるものの֓ねશ学科の学生がडߨしていた。

表１．ड講生の಺訳

年度

性ผ 学年 学科

全
数男

性
女
性 １ ２ ３ ４

国
際
文
化

文
化
創
造

社
会
福
祉

看
護

栄
養

���� �� ��� ��� �� �� ̔ �� �� �� �� �� ���
���� �� ��� ��� �� ̕ ̓ �� �� �� �� �� ���
���� �� �� �� ̕ ̕ ̐ �� �� �� �� �� ���
���� �� ��� �� �� �� ̔ ̓ �� �� �� �� ���
ܭ �� ��� ��� ��� �� �� ��� ��� ��� ��� ��� ���

̎ʵ̏．ςΩετϚΠχϯά
डߨ者がどのような؍点や内༰で೔ຊのΤネルΪーをબ択することについて思考したのか

を探るために、ఏ出されたレϙートについて、テΩストを౷ܭ的に分ੳした。テΩスト
分ੳには,)�CPEFS�7FS��BFUB���F̑ʣを用い、以Լのཁྖで入力ϑΝイルを࡞成し、各分ੳ
に用いた。

ʢ１ʣ分ੳ用デーλの࡞成
डߨ生が:P6�PPSUBMにఏ出したレϙートをCS7ϑΝイルとして出力し、໊ࢯや学੶൪号

などのݸ人情報に౰たる部分や分ੳにෆཁな部分のテΩストを࡟আし、,)�CPSEFSの
入力ϑΝイルとして࢖用した。入力ϑΝイルを,)�CPSEFSにಡみࠐませたのち、テΩスト
チェックを実行してΤϥーがないことを֬ೝした。前ॲ理ʢܗଶૉղੳʣを行い、ந出された
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ޠを設定した。今回、強੍的にந出したޠとして強੍的にந出したいޠを֬ೝし、ෳ合ޠ
は以Լの௨りである。

ʲ強੍的にந出したޠʳ
力発ిɼਫ力発ిɼՐ力発ిɼࢠݪ生可能ΤネルΪーɼଠཅޫ発ిɼ風力発ిɼ࠶
地ٿԹஆ化ɼԹஆ化ɼީؾมಈɼC0�ഉ出量ɼC0�ɼ化ੴ೩ྉ

ʢ̎ʣىڞネットワーク分ੳ̒ʣ

の関連の強さޠに関連する୯ޠわれているස出࢖ネットワーク分ੳは、レϙートにىڞ
により、୯ޠಉ࢜がઢで結ばれて表ࣔされる。これにより、ある୯ޠとಉ時に多く࢖われる
୯ޠには、ىڞ関܎があることを意ຯする。

ʢ３ʣର応分ੳ̒ʣ

ର応分ੳは、डߨ生のレϙートが外部ม਺ʢ年度、学年、学科、性ผなどʣによって内༰
がどのようにม化したかをௐべることができる分ੳ法である。

̏．݁Ռͱ࡯ߟ

̏ʕ̍．೥౓΍学ੜのଐ性ͱϨϙʔτの಺༰のൺֱ
表̎に����年度から����年度までの各年度におけるレϙートの上Ґ��のස出ޠをࣔした。

生可能ΤネルΪーʯが各年度において多く࠶のテーマであるʮ発ిʯやʮΤネルΪーʯʮٛߨ
力発ిʯࢠݪとしてʮଠཅޫ発ిʯʮ風力発ిʯʮਫ力発ిʯʮࢶわれていた。発ి方法のબ択࢖

ʮՐ力発ిʯといったޠが多く࢖われている。また、Ր力発ిにより多く発生するʮ二ࢎ化
୸ૉʯやٛߨ内༰にもؚまれている各発ి方法のʮϝϦットʯʮデϝϦットʯといったޠも
多用されていることがわかる。これらのස出ޠから、各年度のレϙートで多用されている
言༿には年度による大きな違いは΄とんどないものと考えられる。

ਤ１に各年度のレϙートに見られたස出ޠのىڞネットワーク分ੳの結果をࣔす。各年度
のىڞネットワークਤを見ൺべると、中心性が高いʢ৭がೱいʣස出ޠはʮ発ిʯʮ考えるʯ

ʮΤネルΪーʯ等であるが、����年度のਤを見るとʮΤネルΪーʯのޠは、���� ～ ����年度
までのਤよりも中心性が明らかに௿Լしていることがわかる。

さらに����年度から����年度までのレϙートをまとめてテΩスト分ੳのର৅とし、年度
を外部ม਺にର応分ੳを行うとਤ３の結果がಘられた。この結果を見るとݪ点付ۙから
ӈ上のҐஔに����年度のレϙートにಛ௃的言༿がݱれており、ಛにʮ自分ʯというޠは、
表̎を見ても他の年度ではස出ޠの��Ґ以内には見られない。そこでʮ自分ʯのޠについて
のىڞネットワーク分ੳをするとਤ３の結果がಘられた。ʮ自分ʯのޠと直接にىڞ関܎に
あるのは、ʮి力ʯʮ࢖うʯʮબ択ʯʮ考えるʯʮ思うʯなどのޠであり、डߨ生が主体的に࢖う
ి力を考えてબ択するという意思表ࣔがされているものと考えられる。ಛに����年後半
から、ロγアの΢クϥイφ৵߈に୺を発してੴ༉やఱવΨスのՁ֨が高ಅし、զがࠃに
おいてもి力ྉۚが大෯にҾき上げられたこともӨڹしていると考えられる。アύートや
Լ॓などで一人暮らしをしている学生は、ి力Ձ֨のҾき上げによって、経ࡁ的に大きな
ෛ୲を強いられている৔合がある。このような学生がडߨしている৔合、自分でి力会社
をબべることは大きな関心事となりಘる。����年はちΐうどి力Ձ֨が上ঢしている時ظ
で、ి力の問題をडߨ生が自分事として͡ײқかったことが考えられる。
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また、内༰と学科との関連を見てみると、ਤ̐の結果がಘられた。社会෱ࢱ学科、ޢ؃
学科のडߨ生はʮϝϦットʯʮデϝϦットʯʮίストʯなど合理的に思考する学生が多かったと
推࡯される。またӫཆ学科はʮ自分ʯのޠがۙくにあることから、前ड़した主体的に考えた
डߨ生はӫཆ学科に、ࡍࠃ文化学科ではʮΤネルΪーʯʮޮ཰ʯの言༿が、文化૑଄学科に
おいては、ʮࢠݪ力発ిʯʮ҆શʯなどࢠݪ力発ిの҆શ性について言ٴしたものが多かった
ようである。ただしこれらの܏向は、学科以外の外部ม਺やଐ性に関連している可能性も
൱定できないため஫意がඞཁである。

表２．֤年౓のස出語（্Ґ�0語）
���� ���� ���� ����

ந出ޠ 出ݱ回਺ ந出ޠ 出ݱ回਺ ந出ޠ 出ݱ回਺ ந出ޠ 出ݱ回਺
発ి �
��� ΤネルΪー ��� 発ి ��� 発ి ���
ΤネルΪー �
��� 発ి ��� 思う ��� 思う ���
考える �
��� 考える ��� ೔ຊ ��� ి力 ���
方法 �
��� 思う ��� 考える ��� 方法 ���
Ր力発ి ��� 環境 ��� ΤネルΪー ��� 考える ���
生可能࠶
ɹΤネルΪー ��� બ択 ��� 方法 ��� ଠཅޫ発ి ���

೔ຊ ��� ഉ出 ��� Ր力発ి ��� ؾి ���

デϝϦット ��� 生可能࠶
ɹΤネルΪー ��� 力発ిࢠݪ ��� 環境 ���

ϝϦット ��� ଠཅޫ発ి ��� ଠཅޫ発ి ��� 生可能࠶
ɹΤネルΪー ���

ഉ出 ��� ༏先 ��� ഉ出 ��� Ր力発ి ���
環境 ��� 二ࢎ化୸ૉ ��� ؾి ��� બ択 ���

ඞཁ ��� Ր力発ి ��� 生可能࠶
ɹΤネルΪー ��� う࢖ ���

力発ిࢠݪ ��� 方法 ��� 二ࢎ化୸ૉ ��� ΤネルΪー ���
ݯࢿ ��� 力発ిࢠݪ ��� ඞཁ ��� ഉ出 ���
二ࢎ化୸ૉ ��� ྑい ��� 問題 ��� デϝϦット ���
問題 ��� Ψス ��� 環境 ��� 二ࢎ化୸ૉ ���
҆定 ��� 基४ ��� デϝϦット ��� 力発ిࢠݪ ���
可能 ��� ඞཁ ��� ి力 ��� 自分 ���
Ψス ��� Թ室 ��� ϝϦット ��� ඞཁ ���
ਫ力発ి ��� ޮ果 ��� 多い ��� ϝϦット ���
思う ��� ೔ຊ ��� 今 ��� 設ஔ ���
設ஔ ��� デϝϦット ��� څڙ ��� ҆定 ���
೩ྉ ��� Өڹ ��� 設ஔ ��� ೔ຊ ���
ଠཅޫ発ి ��� ҆શ ��� ೩ྉ ��� 風力発ి ���
ར用 ��� 風力発ి ��� 風力発ి �� 問題 ���
ίスト ��� 可能 ��� ྑい �� 可能 ���
ి力 ��� ݯࢿ ��� う࢖ �� ར用 ���
多い ��� গない ��� 事ނ �� 多い ���
গない ��� 設ஔ �� る࡞ �� څڙ ���
風力発ి ��� ҆定 �� બ択 �� ଠཅޫ ���
高い ��� ϝϦット �� গない �� ਫ力発ి ���
څڙ ��� う࢖ �� ҆定 �� 地ٿԹஆ化 ��
地熱 ��� 地ٿԹஆ化 �� 可能 �� 用࢖ ��
ؾి ��� 事ނ �� ݯࢿ �� ݯࢿ ��
બ択 ��� 高い �� 意見 �� গない ��
ੴ୸ ��� 問題 �� る͡ײ �� ύネル ��
ੴ༉ ��� ਫ力発ి �� ར用 �� Өڹ ��
ޮ果 ��� 多い �� 人 �� ྑい ��
ޮ཰ ��� ଠཅޫ �� Ψス �� 今 ��
པる ��� څڙ �� ޮ果 �� બͿ ��
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図１．֤年౓のレポート಺༰のىڞωットϫーク

ʢ̖ʣ����年

ʢ̘ʣ����年

ʢ̗ʣ����年

ʢ̙ʣ����年
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図２．全てのレポートについて年౓を֎部変਺としたରԠ෼ੳの݁Ռ

図３．「ࣗ෼」についてのىڞωットϫーク
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̏ʵ̎．ిྗのબ୒に͍ͭͯ
各発ి方法について、レϙートでのهड़内༰を知るために、ʮ࠶生可能ΤネルΪーʯ

ʮࢠݪ力発ిʯʮՐ力発ిʯʮଠཅޫ発ిʯのそれͧれのޠについて、ىڞネットワークを
分ੳした。

ਤ̑に各発ి方法の۟ޠについてのىڞネットワークਤをࣔした。ਤ ʢ̑Aʣのʮ࠶生
可能ΤネルΪーʯにىڞされている۟ޠはʮ発ిʯʮ೔ຊʯʮΤネルΪーʯʮબ択ʯなどが
多く࢖われ、೔ຊのి力のબ択として࠶生可能ΤネルΪーをهड़していることが推ଌされる。
ਤ ʢ̑Bʣのʮࢠݪ力発ిʯについては、ʮ大量ʯʮ҆定ʯʮϝϦットʯʮ二ࢎ化୸ૉʯʮഉ出ʯ

ʮগないʯなどのࢠݪ力発ిのϝϦットであるগない೩ྉで多くのి力をಘられることや
二ࢎ化୸ૉのഉ出がগないこと、さらにʮ౦೔ຊʯʮ大਒ࡂʯʮ事ނʯなど、౦೔ຊ大਒ࡂ
での事ނのことがىڞされていることがわかる。ਤ ʢ̑CʣのʮՐ力発ిʯでは、ʮ二ࢎ化୸ૉʯ

ʮഉ出ʯʮ多いʯやʮ೩ྉʯʮ༌入ʯʮཔるʯなど二ࢎ化୸ૉのഉ出が多いことや೩ྉを༌入に
པっていることなどがهड़されている。ਤ ʢ̑%ʣのʮଠཅޫ発ిʯではʮ風力発ిʯʮਫ力
発ిʯなどの他の࠶生可能ΤネルΪーやʮ環境ʯʮやさしいʯʮྑいʯʮ思うʯなどଠཅޫ発ి
は、他の࠶生可能ΤネルΪーとڞに環境にやさしい発ి方法だと考えている様ࢠがうかが
える。またʮιーϥーʯʮύネルʯʮ設ஔʯʮඅ用ʯʮ高いʯなどιーϥーύネルの設ஔඅ用が
高いことやʮఱؾʯʮࠨӈʯなどఱؾにࠨӈされやすいデϝϦットについてのࡌهも֬ೝ

図４．全てのレポートについて学Պを֎部変਺としたରԠ෼ੳの݁Ռ
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された。
以上の̐つの۟ޠのىڞネットワークをൺべてみると、いͣれも各発ి方法のϝϦットや

デϝϦットに関わる۟ޠが多く࢖用されており、多くの学生が೔ຊのిؾをબͿ方法として、
各発ి方法のϝϦットとデϝϦットをൺֱݕ౼してબ択の基४としようとしていることが
明らかとなった。しかしながら、いͣれのىڞネットワークにもʮベストϛックスʯや

ʮόϥϯスʯなどの۟ޠはݱれͣ、ి力のબ択として୯一の発ి方法ではなく、様々な方法を
うまくϛックスして、Ϧスク分ࢄをした方がྑいというような思考は見られなかった。

図５．֤発ి方法のىڞωットϫーク

ʢ̖ʣ࠶生可能ΤネルΪー

ʢ̘ʣՐ力発ి

ʢ̗ʣࢠݪ力発ి

ʢ̙ʣଠཅޫ発ి
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̐．·ͱΊ

ຊݚ究では、ෳ਺年度にわたるಉ͡内༰のٛߨにおける学生レϙートについて、テΩスト
マイχϯάの手法を用いて、年度や学生のॴଐ学科の違いによるهड़内༰のม化について
分ੳした。またಉ様に学生が೔ຊのి力をબ択するときの思考を分ੳした。

その結果、���� ～ ����年度の各年度の学生レϙートでは、೔ຊのి力のબ択に関して、
が����年になって۟ޠड़内༰の大きなม化はみられなかった。また、ʮ自分ʯというه
をडけている可能性や他の外部ཁҼにڹれたが、これは社会的情੎のӨݱにޠにස出ٸ
よってม化したとも考えられるため、ここでは大きなม化としてはଊえなかった。̐年間の
レϙートをまとめてテΩストマイχϯάで分ੳをすると学生が೔ຊのి力をબ択するとき
には、各発ి方法のϝϦットとデϝϦットを੔理し、ൺֱݕ౼してબんでいる܏向にある
ことがわかった。

テΩストマイχϯάの手法では౷ܭ的にಉ۟͡ޠが多਺࢖用されているようなレϙートを
ղੳする৔合、多くの学生がࡌهしていることは܏向としてଊえることができるが、গ਺
意見をरい上げることは೉しいと考えられる。

今後、年度によってٛߨの中心テーマを׶えてม化させてಉ͡内༰のٛߨを展開し、ಉ͡
テーマのレϙートを課した৔合にレϙートのهड़内༰に大きなม化があるのか等、のݕ౼
を重ねることにより、より教育ޮ果の高いٛߨ手法等のݕ౼ができると考えられる。

文献ߟࢀ．̑

１ʣ�Թ室ޮ果ΨスイϯベϯトϦΦϑΟスɼࠃ立環境ݚ究ॴɼ
��IUUQT���XXX�OJFT�HP�KQ�HJP�
 ���������参照

̎ʣ�ྩ ࿨̐年度版ΤネルΪーに関する年次報告ɼ経࢈ࡁ業লʢ����ʣ
３ʣ�固定Ձ֨ങ取੍度ɼݯࢿΤネルΪーிɼ

���IUUQT���XXX�FOFDIP�NFUJ�HP�KQ�DBUFHPSZ�TBWJOH@BOE@OFX�TBJFOF�LBJUPSJ�TVSDIBSHF�
IUNM
 ���������参照

̐ʣ�ి 力の小ച自༝化ɼݯࢿΤネルΪーிɼ
���IUUQT���XXX�FOFDIP�NFUJ�HP�KQ�DBUFHPSZ�FMFDUSJDJUZ@BOE@HBT�FMFDUSJD�FMFDUSJDJUZ@
MJCFSBMJ[BUJPO�XIBU�
 ���������参照

̑ʣ�ඉߞޱ一ɼテΩストܕデーλのܭ量的分ੳʕʕ̎つのアプローチのफ़ผと౷合ʕʕɼ
理論と方法
 ��ʢ１ʣ
 �������ʢ����ʣ

̒ʣ�ඉߞޱ一ɼ中ଜ߁ଇɼपཾܠɼಈかして学Ϳʂは͡めてのテΩストマイχϯάɼࣜג
会社φΧχγϠ出版ʢ����ʣ
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̍．*OUSPEVDUJPO� UP�0OMJOF� *OUFSOBUJPOBM�&YDIBOHF��"�$0*-�
1SPKFDU� CFUXFFO� "NFSJDBO� BOE� +BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�
4UVEFOUT�GPDVTJOH�PO�+BQBOFTF�6LJZP�F

5IJT�QBQFS�QSFTFOUT�UIF�DBTF�TUVEZ�PG�B���XFFL�C0*L�QSPKFDU�CFUXFFO�BO�ANFSJDBO�
VOJWFSTJUZ�BSU�DPVSTF�BOE�B�QSBDUJDBM�&OHMJTI�DPVSTF�BU�B�+BQBOFTF�VOJWFSTJUZ��SUVEFOUT�
BU�UIF�ANFSJDBO�VOJWFSTJUZ�XFSF�TUVEZJOH�ATJBO�BSU
�BOE�BT�B�GPDVT�GPS�UIJT�QSPKFDU
�UIF�
TUVEFOUT�GSPN�CPUI�DPVOUSJFT�XFSF�BTLFE�UP�XPSL�KPJOUMZ�UP�SFTFBSDI�BOE�QSFTFOU�UIFJS�
pOEJOHT�BCPVU�B�GBDFU�PG�VLJZP�F�XIJDI�JOUFSFTUFE�UIFN��5IFZ�DMBTTFT�NFU�TZODISPOPVTMZ�
GPS�FJUIFS����PS����NJOVUFT�QFS�XFFL
�BOE�TUVEFOUT�XPSLFE�JO�HSPVQT�PG���UP���TUVEFOUT�
	����TUVEFOUT� GSPN�FBDI�VOJWFSTJUZ
��AU�UIF�FOE�PG� UIF�QSPKFDU
�BO�FWBMVBUJPO�TVSWFZ�PG�
TUVEFOUT�GSPN�CPUI�DPVOUSJFT�TIPXFE�UIBU�UIF�QSPKFDU�XBT�WFSZ�SFXBSEJOH�GPS�TUVEFOUT�
GSPN�CPUI�DPVOUSJFT
�XIJMF�TPNF�TUVEFOUT�IBE�TVHHFTUJPOT� GPS� JNQSPWFNFOU� GPS� GVUVSF�
QSPKFDUT��

0OMJOF� JOUFSOBUJPOBM� MFBSOJOH�IBT�CFFO�BSPVOE�TJODF�DPNQVUFST�CFDBNF�DPNNPOQMBDF�
JO� UIF�����T
�BOE�UIFSF� JT�B�HSFBU�EFBM�PG� MJUFSBUVSF�XIJDI�DPWFST� JUT�EFWFMPQNFOU�BOE�
FYQMBJOT� UIF�CJSUI�PG�CPPSEJOBUFE�0OMJOF� *OUFSOBUJPOBM�LFBSOJOH� 	C0*L
��(SBZ� 	����
�
TVNNBSJ[FT� UIF� IJTUPSZ� PG� UIF� EFWFMPQNFOU� PG� F�MFBSOJOH� BOE� JOUFSOBUJPOBM� POMJOF�
FYDIBOHF�TJODF�UIF�XJEFTQSFBE�VTF�PG�DPNQVUFST�BSPVOE�UIF�XPSME�XIJDI�CFHBO�JO�UIF�
����T
�BOE�EJTDVTTFT�UIF�EFWFMPQNFOU�PG�C0*L�JO�UIF�FBSMZ�����T
�BT�XFMM�BT�PUIFS�TJNJMBS�
POMJOF� MFBSOJOH�FYDIBOHFT�XIJDI�IBWF�EFWFMPQFE�TJNVMUBOFPVTMZ��LJV� 	����
�HJWFT�BO�
PWFSWJFX�PG�SFTFBSDI�PO�C0*L�UP�EBUF
�BOE�QPJOUT�PVU�UIBU�NPSF�FYQFSJNFOUBM�SFTFBSDI�

A�C0*-�PSoKFDU��BO�FEVDBUJoOBl�NFUIoE�
VTJOH� *C5� Uo�HBJO�OFX�QFSTQFDUJWFT
�
LOoXlFEHF�BOE�EFFQFS� lFBSOJOH�oO�
DVlUVSF�UISoVHI�HloCBl�DoNNVOJDBUJoO�
XJUI�ANFSJDBO�TUVEFOUT
C0*-プロδΣΫτɿΞϝϦΧ人ֶੜͱのグローόϧͳίϛュニέーγϣϯΛ௨ͯ͡ɺ
จԽʹؔ͢Δ৽ͨͳࢹ఺΍஌ࣝɺਂֶ͍ͼΛಘΔͨΊの*C5Λ活༻ͨ͠教育ํ๏

'aDultZ oG IntFrDultural StuEiFs
%FpartmFnt oG IntFrDultural StuEiFs

8ilson AmZ
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■A COIL Project: an educational m
ethod using ICT to gain new perspectives, knowledge and deeper learning on culture through global com

m
unication with Am

erican students



QSPKFDUT�OFFE� UP�CF�EPOF�PO� UIF�FGGFDU� PG�C0*L�QSPKFDUT� PO� TUVEFOUT`� MBOHVBHF�BOE�
JOUFSDVMUVSBM�VOEFSTUBOEJOH�TLJMMT�BOE�UIF�PVUDPNFT�PG�C0*L�QSPKFDUT
�BT�XFMM�BT�TUVEFOUT`�
EJHJUBM�MJUFSBDZ��*LFEB���0OPSFWPMF�	����
�HJWF�B�EFUBJMFE�FYQMBOBUJPO�PG�UIF�EFWFMPQNFOU�
PG�POMJOF�JOUFSOBUJPOBM�MFBSOJOH�JO�+BQBO
�GPDVTJOH�PO�UIF�BEWBODFNFOU�PG�C0*L�FYDIBOHFT�
TUBSUJOH�JO������BOE�FYQBOEJOH�SBQJEMZ�XJUI�UIF�GPSNBUJPO�PG�UIF�+BQBO�C0*L�ATTPDJBUJPO�
JO������GPS�VOJWFSTJUJFT�JOUFSFTUFE�JO�JNQMFNFOUJOH�C0*L�QSPHSBNT��

5IF�CFOFpUT�PG�C0*L�BOE�PUIFS�UZQFT�PG�POMJOF�JOUFSOBUJPOBM�FYDIBOHF�BSF�BMTP�QPJOUFE�
PVU� JO�OVNFSPVT�TUVEJFT
� BOE�POF�PG� UIF�NPTU�DPNNPO�PCKFDUJWFT�PG� UIFTF�FYDIBOHF�
QSPHSBN� JT�HMPCBMJ[BUJPO�PG� TUVEFOUT� BOE�VOJWFSTJUJFT��.PPSF���SJNPO� 	����
� TUBUFT�
lHMPCBMJ[BUJPO�BT�BO� JOTUJUVUJPOBM�BOE�TUVEFOU�DFOUFSFE�QSJPSJUZ�BJNT� UP� UFBDI�TUVEFOUT�
UP� UIJOL� JO�OVBODFE�XBZT�BCPVU� UIFJS�PXO�NVMUJMBZFSFE
�TIJGUJOH�HMPCBM�DPOUFYU�BOE�UP�
SFDPHOJ[F�UIF�WBMVF�BOE�WJBCJMJUZ�PG�XPSMEWJFXT�EJ⒎FSFOU�GSPN�UIFJS�PXO�z�5IFTF�TLJMMT�BSF�
JO�IJHI�EFNBOE�XPSMEXJEF�BT�DPVOUSJFT�BOE�DVMUVSFT�CFDPNF�NPSF�BOE�NPSF�JOUFSUXJOFE�

5IFSF�BSF�NBOZ�WBSJBUJPOT�PG�POMJOF�JOUFSOBUJPOBM�FYDIBOHF
�JODMVEJOH�C0*L�FYDIBOHFT�
r�UIFZ�DBO�CF�WFSZ�TIPSU�FYDIBOHFT�PS�CF�JODPSQPSBUFE�JOUP�UIF�GVMM� MFOHUI�PG�B�DPVSTF
�
BMUIPVHI� UIFZ�BSF�VTVBMMZ� ����XFFLT� PO�BWFSBHF��5IFZ�DBO�CF� TZODISPOPVT
�XIFSF�
TUVEFOUT� GSPN�UXP�TFQBSBUF� MPDBUJPOT�DPNNVOJDBUF�WFSCBMMZ�PS� JO�XSJUJOH�BU� UIF�TBNF�
UJNF
�PS�BTZODISPOPVT
�JO�XIJDI�UIF�TUVEFOUT�TIBSF�WJEFPT�PS�XSJUUFO�NFTTBHFT�XJUIPVU�
NFFUJOH� UPHFUIFS� POMJOF
�XIJDI� PGUFO� PDDVST�XIFO� UIFSF� JT� B� MBSHF� UJNF�EJGGFSFODF�
CFUXFFO�UIF�UXP�MPDBUJPOT��RFHBSEMFTT�PG�UIF�MFOHUI�PS�GPSNBU
�UIFSF�BSF�NBOZ�PVUDPNFT�
GSPN�UIF�FYDIBOHFT�XIJDI�QSPWJEF�WBMVBCMF�MFBSOJOH�FYQFSJFODFT�UP�QBSUJDJQBOUT��CVTUFS�
��5VPNJOFO� 	����
� JOUSPEVDF�B�TPDJPMPHZ�CBTFE�C0*L�QSPHSBN�CFUXFFO�B�DPNNVOJUZ�
DPMMFHF� JO� UIF�6S�BOE�UXP�VOJWFSTJUJFT� JO�+BQBO
�BOE�IPX�UIF�PQQPSUVOJUZ�PG� UIJT�LJOE�
PG� lJOUFSOBUJPOBMJ[BUJPO� BU� IPNFz� DPVME� QSPWJEF� WBMVBCMF� JOUFSDVMUVSBM� DPNQFUFODZ�
EFWFMPQNFOU� UP�TUVEFOUT�XIP�BSF�VOBCMF� UP�TUVEZ�BCSPBE�PUIFSXJTF��CBSMJTMF���SBFO[�
	����
�HJWF�B�EFUBJMFE�EFTDSJQUJPO�PG�BO���XFFL�TZODISPOJ[FE�C0*L�QSPHSBN�CFUXFFO�IJHI�
TDIPPM�TUVEFOUT�JO�.FYJDP�BOE�QSF�VOJWFSTJUZ�TUVEFOUT�JO�SJOHBQPSF
�JODMVEJOH�UIF�UFBDIFS�
USBJOJOH�QSPHSBN�BOE�HPBMT�BOE�PVUDPNFT�UIBU�XFSF�QSFQBSFE�CFGPSF�UIF�DPVSTF�CFHBO
�
BOE�QPJOUJOH�PVU�CPUI�UIF�TVDDFTTFT�BOE�UIF�EJ⒏DVMUJFT�UIFZ�GBDFE�EVSJOH�JNQMFNFOUBUJPO�
BOE�JOUSPEVDJOH�EBUB�GSPN�TUVEFOUT�UBLFO�JO�QPTU�QSPHSBN�TVSWFZT�UP�BTL�TUVEFOUT�BCPVU�
UIF�CFOFpUT�BOE�DIBMMFOHFT�PG� UIF�POMJOF�QSPHSBN��(SBZ���/ZBTIBOV� 	����
�PVUMJOFE�B�
��XFFL�BTZODISPOPVT�C0*L�QSPKFDU�CFUXFFO�VOJWFSTJUZ�TUVEFOU� JO� UIF�6,�BOE�UIF�6S�
SFHBSEJOH�IFBMUIDBSF
� TPDJBM� DBSF
� BOE�QVCMJD�IFBMUI� JO� UIF� UXP�DPVOUSJFT� JODMVEFE�BO�
FWBMVBUJPO�PG�UIF�QSPHSBN�CBTFE�PO�UIF�*OUFSDVMUVSBM�,OPXMFEHF�BOE�CPNQFUFODZ�RVCSJD�
UP�FWBMVBUF� UIF�F⒎FDUJWFOFTT�PG� UIFJS�QSPHSBN��CIV���5PSJJ� 	����
�EFTDSJCF���EJ⒎FSFOU�
C0*L�QSPHSBNT
�B���XFFL�BTZODISPOPVT�QSPHSBN�BCPVU�S%(T�CFUXFFO�+BQBOFTF�BOE�
5BJXBOFTF�TUVEFOUT
�B���EBZ�WJSUVBM�pFME�TUVEZ�QSPHSBN�BCPVU�+BQBOFTF� MBOHVBHF�BOE�
DVMUVSF�CFUXFFO� +BQBOFTF� TUVEFOUT� BOE� MPDBM�WPMVOUFFS� TUBGG� JO� UIF�PIJMJQQJOFT
� BOE�
BO�&OHMJTI�DPOWFSTBUJPO�FYDIBOHF� GPS�+BQBOFTF�VOJWFSTJUZ�TUVEFOUT�BOE� UVUPST� JO� UIF�
PIJMJQQJOFT� JO�XIJDI�UIFZ�EJTDVTTFE�S%(T�BOE�PUIFS�TVCKFDUT��RFTVMUT�PG�QPTU�QSPHSBN�
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JOUFSDVMUVSBM� DPNQFUFODZ� UFTUT� TIPXFE� UIBU� BMM� UISFF�QSPHSBNT� TIPXFE� TJHOJGJDBOU�
JNQSPWFNFOU�JO�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT`�TDPSFT
�TVHHFTUJOH�UIBU�UIFSF�BSF�NBOZ�EJ⒎FSFOU�
XBZT�PG�JNQMFNFOUJOH�C0*L�QSPHSBNT��

5IJT�QBQFS�JT�B�DBTF�TUVEZ�PG�B���XFFL�C0*L�QSPHSBN�CFUXFFO�ANFSJDBO�BOE�+BQBOFTF�
TUVEFOUT
�GPDVTJOH�PO�+BQBOFTF�VLJZP�F�KPJOU�SFTFBSDI�QSFTFOUBUJPOT��5IF�QSPKFDU�BEIFSFT�
UP�UIF�LFZ�EFpOJUJPOBM�BUUSJCVUFT�PG�UIF�C0*L�GPSNBU�HJWFO�CZ�RVCJO�	����
�JO�UIBU�JU�XBT�
	�
� lFNCFEEFE� JO�B� GPS�DSFEJU�QPTUTFDPOEBSZ�MFWFM�BDBEFNJD�DPVSTFz
� 	�
� lDPEFWFMPQFE�CZ�
UXP�UFBDIFST�CBTFE�JO�EJ⒎FSFOU�DVMUVSFT�PS�MPDBUJPOTz
�	�
�lUBVHIU�CZ�UIF�TBNF�JOTUSVDUPST�
XIP�EFTJHOFE�UIF�FYDIBOHFz
�BOE�	�
�lCVJMU�BSPVOE�BOE�GPDVTFE�VQPO�DPMMBCPSBUJWF�QSPKFDU�
XPSL�CFUXFFO�EJWFSTF�TUVEFOU�DPIPSUT�z�

̎．$0*-�1SPKFDU�DPOUFOUT
�HPBMT�BOE�PVUDPNFT

C0*L�QSPKFDUT� CFUXFFO�:BNBHVDIJ�PSFGFDUVSBM�6OJWFSTJUZ� BOE�/PSUIFSO� *MMJOPJT�
6OJWFSTJUZ�IBWF�CFFO�HPJOH�PO�TJODF�����
�NBLJOH�UIJT�UIF��UI�ZFBS�PG�DPMMBCPSBUJPO��5IF�
DMBTTFT�VTFE�GPS�UIFTF�QSPKFDUT�XFSF�TFDPOE�ZFBS�ADBEFNJD�&OHMJTI�PS�PSBDUJDBM�&OHMJTI�
DMBTT� GPS�:BNBHVDIJ�PSFGFDUVSBM�6OJWFSTJUZ
� BOE�BSU�IJTUPSZ�DMBTTFT� GPS� TUVEFOUT� BU�
/PSUIFSO�*MMJOPJT�6OJWFSTJUZ
�XIJDI�XFSF�NPTUMZ�DPNQSJTFE�PG�BSU�NBKPST�BOZXIFSF�GSPN�
UIFJS�TFDPOE�ZFBS�PG�VOEFSHSBEVBUF�TUVEZ�UP�HSBEVBUF�TUVEFOUT��'PS�UIJT�ZFBS`T�QSPKFDU
�
UIFSF�XFSF����TUVEFOUT� GSPN�:BNBHVDIJ�PSFGFDUVSBM�6OJWFSTJUZ�BOE����TUVEFOUT� GSPN�
/PSUIFSO�*MMJOPJT�6OJWFSTJUZ
�TP�UIF�TUVEFOUT�XFSF�EJWJEFE�JOUP����HSPVQT�PG�����TUVEFOUT�
FBDI�	����:P6�BOE�����/*6�TUVEFOUT�JO�FBDI�HSPVQ
��

5IF�HPBMT�BOE�PVUDPNFT� GPS�FBDI�DMBTT�XFSF�TMJHIUMZ�EJ⒎FSFOU��'PS�UIF�:P6�&OHMJTI�
DMBTT
�UIF�HPBM�XBT�UP�IBWF�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT�DPNNVOJDBUJOH�JO�&OHMJTI�BOE�MFBSOJOH�
IPX�UP�DPNNVOJDBUF�NPSF�BCPVU�UIFJS�PXO�+BQBOFTF�DVMUVSF�CZ�NBLJOH�B�QSFTFOUBUJPO�
BCPVU�VLJZP�F�XJUI� UIFJS�/*6�HSPVQ�NFNCFST� JO�&OHMJTI��'PS� UIF�/*6�TUVEFOUT
� UIFJS�
NBJO�HPBM�XBT�UP� MFBSO�NPSF�EFFQMZ�BCPVU�+BQBOFTF�BSU�BOE�EJTDPWFS�IPX�VLJZP�F�XBT�
QFSDFJWFE�CZ�ZPVOH�QFPQMF�JO�+BQBOFTF�TPDJFUZ��

5IF�NBJO� UIFNF� GPS� UIF�HSPVQ�QSFTFOUBUJPOT�XBT�BTTJHOFE� UP�CF�VLJZP�F
�CVU�FBDI�
HSPVQ�XBT� BMMPXFE� UP� DIPPTF� B�QBSUJDVMBS� BSUJTU� PS� UIFNF� UP� DPWFS��(SPVQ� UIFNFT�
JODMVEFE�LBCVLJ�BOE�SIBSBLV`T�XPSLT
�CJKJOHB� 	VLJZP�F�QPSUSBJUT�PG�CFBVUJGVM�XPNFO

�
UFYUJMFT
�)PLVTBJ`T�pTIJOH�TDFOFT
�CIJOFTF�pMJBM�QJFUZ�JO�+BQBOFTF�VLJZP�F
�XBSSJPST
�HIPTUT
�
NJMJUBSZ�DISPOJDMFT
�/PI�UIFBUFS�VLJZP�F
�UIF�SIJO�)BOHB�.PWFNFOU
�NPEFSO�VLJZP�F�BOE�
UIF�CMFOEJOH�PG�FBTU�XFTU�USBEJUJPOT�JO�XPPECMPDL�QSJOUT
�BOE�UIF�EFpOJUJPO�PG�VLJZP�F

̏．1SPKFDU�4DIFEVMF

5IF� UPUBM� MFOHUI�PG� UJNF� GPS� UIF�C0*L�QSPKFDU�XBT���XFFLT� 	SFF�'JHVSF��

� GSPN�
UIF�CFHJOOJOH�PG�0DUPCFS�VOUJM� UIF�FOE�PG�/PWFNCFS
�����
�CVU� UIF�DMBTTFT�NFU�POMJOF�
TZODISPOPVTMZ
���UJNFT�GPS�POMZ����NJOVUFT�	EVF�UP�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT`�DMBTT�TDIFEVMFT�
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BOE�QSFWJPVT�DPNNJUNFOUT
�BOE���UJNFT�GPS����NJOVUFT��5IF�pSTU���TFTTJPOT�XFSF�NPTUMZ�
VTFE�BT� JDF�CSFBLJOH�TFTTJPOT
�XIFSF� UIF� TUVEFOUT� JOUSPEVDFE� UIFNTFMWFT�BOE�HPU� UP�
LOPX�FBDI�PUIFS�CFUUFS�CFGPSF�CFHJOOJOH� UIFJS� KPJOU�QSPKFDU��5IJT�XBT� GBDJMJUBUFE�CZ�
IBWJOH�BMM�UIF�TUVEFOUT�QPTU�B�QJDUVSF�BOE�B�TIPSU�TFMG�JOUSPEVDUJPO�PO�UIF�CMBTT�PBEMFU
�
XIJDI�XFSF�UIFO�DPQJFE�POUP�UIFJS�(SPVQ�PBEMFU��'PS�UIF�TFDPOE�XFFL
�UIFZ�XFSF�HJWFO�
UIF�BTTJHONFOU�PG�QPTUJOH�B�TIPSU�PPXFS�PPJOU�TMJEFTIPX�XJUI�BVEJP�FYQMBJOJOH� UIFJS�
QFSTPOBM�lQPXFS�TQPUz�	B�QMBDF�UIBU�XBT�TQFDJBM�UP�UIFN
��5IJT�OPU�POMZ�IFMQFE�UIFN�HFU�
UP�LOPX�FBDI�PUIFS�CFUUFS
�CVU�TFSWFE�BT�HPPE�QSBDUJDF�GPS�MFBSOJOH�IPX�UP�SFDPSE�TMJEFT�
GPS�UIFJS� KPJOU�QSFTFOUBUJPOT� MBUFS��'SPN�UIF�UIJSE�XFFL�PO
�TUVEFOUT�CFHBO�XPSLJOH�PO�
UIFJS�SFTFBSDI�QSPKFDU
�BTTJHOJOH�SPMFT�GPS�XIP�TIPVME�SFTFBSDI�XIBU�BOE�IPX�UIFZ�XPVME�
CFHJO�NBLJOH�UIF�TMJEFT�GPS�UIFJS�QSFTFOUBUJPOT�

FiguSe 1 　WeeLly COIL ScheEule

8FFL���r�0OMJOF� JDF�CSFBL�BDUJWJUJFT�BOE� JOUSPEVDUJPO� UP�QSPKFDU�BOE�PBEMFU� 	���
NJOVUFT


8FFL���r�BSFBLPVU�SPPNT�r� JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUZ
�EJTDVTT�HSPVQ�UPQJD�BOE� JOJUJBM�
SFTFBSDI�	���NJOVUFT


8FFL���r�BSFBLPVU� SPPNT� r� TIBSF� SFTFBSDI
� EJTDVTT�NFNCFS`T� DPOUSJCVUJPOT
�
JOUSPEVDUJPO�UP�QSFTFOUBUJPO�SFRVJSFNFOUT�	���NJOVUFT


8FFL���r�BSFBLPVU� SPPNT�r�PSHBOJ[F�PPXFS�PPJOU�QSFTFOUBUJPO� TMJEFT
� EJTDVTT�
GVSUIFS�SFTFBSDI
�BTTJHO�QSFTFOUBUJPO�QSFQBSBUJPO�UP�HSPVQ�NFNCFST�	���
NJOVUFT


8FFL���r�BSFBLPVU�SPPNT�r�'JOBM�ESBGU�PG�QSFTFOUBUJPO�	���NJOVUFT

8FFL���r�BSFBLPVU�SPPNT�r�RFDPSEFE�QSFTFOUBUJPOT�EVF�	���NJOVUFT

8FFL���r�RFWJFXT�PG�XBUDIFE�QSFTFOUBUJPOT�� QSPGFTTPST`� GJOBM� DPNNFOUT�� GJOBM�

SFqFDUJPOT���TVSWFZ�	���NJOVUFT


̐．6TJOH�1"%-&5�GPS�$MBTT�BOE�(SPVQ�XPSL

5IF�CMBTT�PBEMFU�XBT�VTFE�GPS�EFMJWFSJOH� JOTUSVDUJPOT�FBDI�XFFL
� GPS�FYQMBJOJOH�IPX�
UP�VTF�PBEMFU�BOE�IPX�UP�SFDPSE�BVEJP�PO�PPXFS�PPJOU�TMJEFT
�BOE�BT�B�QMBDF�GPS�BMM�UIF�
TUVEFOUT�UP�QPTU�UIFJS�TFMG�� JOUSPEVDUJPOT�BU� UIF�CFHJOOJOH�PG� UIF�QSPKFDU�TP�UIBU�BMM� UIF�
TUVEFOUT�DPVME�TFF�XIP�XBT�QBSUJDJQBUJOH�JO�UIF�QSPKFDU�BT�B�XIPMF�	SFF�'JHVSF��
�
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FiguSe 2 　COIL Class PaElet

(SPVQ�PBEMFUT� GPS� FBDI�HSPVQ� BMMPXFE� UIF� TUVEFOUT� UP�XPSL� UPHFUIFS�XJUI� UIFJS�
HSPVQ�NFNCFST�NPSF� DPNGPSUBCMZ
�XJUIPVU�IBWJOH� BMM� PG� UIF� TUVEFOUT� TFFJOH� UIFJS�
DPNNVOJDBUJPO�PS�QSPHSFTT� 	SFF�'JHVSF��
��&BDI�HSPVQ�PBEMFU�IBE���DPMVNOT
� UIF�p�STU�
GPS� UIF�TUVEFOUT`�TFMG�JOUSPEVDUJPOT
� UIF�TFDPOE� GPS� UIFJS�TFDPOE� JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUZ�PG�
QPTUJOH�B�PPXFS�PPJOU�WJEFP�PG� UIFJS� GBWPSJUF� lPPXFS�SQPUz
� UIF� UIJSE�DPMVNO�UP�QPTU�
DPNNFOUT�BOE� MJOLT�BCPVU�UIFJS� KPJOU�SFTFBSDI�UPQJD�BOE�UIF� GPVSUI�DPMVNO�GPS�QPTUJOH�
UIFJS�p�OBM�QSFTFOUBUJPOT��5IJT�XPSLFE�XFMM�BOE�XBT�FBTZ�UP�VOEFSTUBOE�GPS�UIF�TUVEFOUT��

FiguSe 3 　COIL GSPuQ PaElets
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AGUFS�UIF�TUVEFOUT�QPTUFE�UIFJS�p�OBM�QSFTFOUBUJPOT�PO�UIFJS�HSPVQ�PBEMFU
�UIF�QSPGFTTPS�
DPQJFE�UIFN�PWFS�UP�B�'JOBM�PSFTFOUBUJPO�PBEMFU�TP�UIBU�BMM�PG�UIF�TUVEFOUT�DPVME�XBUDI�
BOE�DPNNFOU�PO�UIF�QSFTFOUBUJPOT� JO�POF�QMBDF� 	SFF�'JHVSF��
��5IFJS�BTTJHONFOU�XBT�
UP�XBUDI�ALL�PG� UIF�QSFTFOUBUJPOT
�XSJUF�DPNNFOUT� GPS� UISFF�PS�NPSF�QSFTFOUBUJPOT
�
BOE�QSFQBSF�BO�PSBM�SFWJFX�GPS�UIF�p�OBM�QSFTFOUBUJPO�PG�POF�PUIFS�HSPVQ� 	HSPVQT�XFSF�
BTTJHOFE�UP�SFWJFX�UIF�QSFTFOUBUJPO�PG�UIF�HSPVQ�CFGPSF�UIFN�r�(SPVQ���SFWJFXFE�(SPVQ�
�`T�QSFTFOUBUJPO
���SFWJFXFE��
�FUD
��0OF�UIF�p�OBM�EBZ�PG�DMBTT
�HSPVQT�XFOU�JOUP�CSFBLPVU�
SPPNT�GPS����NJOVUFT�UP�EJTDVTT�BOE�QSFQBSF�UIF�SFWJFX�GPS�UIFJS�BTTJHOFE�QSFTFOUBUJPO�
BOE�UP�EJTDVTT�XIBU�UIFZ�HPU�PVU�PG�UIF�C0*L�QSPKFDU�BT�B�XIPMF��AGUFS�UIBU
�BMM�TUVEFOUT�
DBNF�CBDL�UPHFUIFS�BOE�QSFTFOUFE�UIFJS�SFWJFXT�BOE�UIFJS�DPNNFOUT�BCPVU� UIF�C0*L�
QSPKFDU� GPS���NJOVUFT�FBDI
� GPMMPXFE�BU� UIF�FOE�PG� UIF�DMBTT�CZ�DPNNFOUT� GSPN�FBDI�
QSPGFTTPS��AU�UIF�FOE�PG�UIF�DMBTT
�UIFZ�XFSF�HJWFO�UIF�MJOL�UP�UIF�FWBMVBUJPO�TVSWFZ�BOE�
UPME�UP�p�OJTI�JU�XJUIJO�UIF�XFFL�

FiguSe � 　COIL Final PSesentatiPn PaElet

̑．4UVEFOU�3Fq�FDUJPO�4VSWFZ

AU�UIF�FOE�PG�UIF�p�OBM�TFTTJPO
�TUVEFOUT�XFSF�HJWFO�B�p�OBM�FWBMVBUJPO�TVSWFZ�BOE�BTLFE�
UP�TVCNJU� JU�XJUIJO�B�DPVQMF�PG�EBZT��SUVEFOUT�XFSF�BTLFE�BCPVU� UIFJS�DPNNVOJDBUJPO�
BOE� UIFJS� GFFMJOHT�BCPVU� UIF�QSPKFDU�BT�B�XIPMF
� BOE�XFSF�BTLFE� UP�XSJUF�DPNNFOUT�
BCPVU�UIFJS�DPNNVOJDBUJPO
�XIFUIFS�UIF�QSPKFDU�IFMQFE�UIFN�UP�VOEFSTUBOE�NPSF�BCPVU�
+BQBOFTF�VLJZP�F
�UIFJS�PQJOJPOT�BCPVU�UIF�QSPKFDU�BT�B�XIPMF
�BOE�BOZ�TVHHFTUJPOT�UIFZ�
DPVME�NBLF�UP�JNQSPWF�UIF�QSPKFDU�JO�UIF�GVUVSF��%FUBJMFE�SFTVMUT�BSF�BT�GPMMPXT�
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TaCle 1　CPmmunicatiPn Xithin gSPuQs

.FUIPET�PG�CPNNVOJDBUJPO PBEMFU�
POMZ

*OTUBHSBN�
BOE�FNBJM

PBEMFU�
BOE�
FNBJM

PBEMFU�
BOE�

*OTUBHSBN

PBEMFU�
BOE�L*/&
�
8IBUTAQQ

PBEMFU
�
*OTUBHSBN�
BOE�FNBJM

505AL

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � �� � ��

505AL � � � �� �� � ��

8F�BTLFE�TUVEFOUT�BCPVU�UIFJS�DPNNVOJDBUJPO�NFUIPET�	SFF�5BCMF��
��8IFO�BOBMZ[FE�
UP�TFF�XIJDI�NFUIPET�PG�DPNNVOJDBUJPO�XFSF�NPTU�F⒎FDUJWF
�SFTVMUT�XFSF�JODPODMVTJWF��
5IF�BOTXFST�WBSJFE�FWFO�GSPN�NFNCFST�JO�UIF�TBNF�HSPVQ
�BOE�EPJOH�B�EFFQFS�BOBMZTJT�
UP�TFF� JG� UIFSF�XBT�B�EJGGFSFODF� JO�DPNNVOJDBUJPO�NFUIPET�CFUXFFO�HSPVQT� UIBU� GFMU�
DPNNVOJDBUJPO�BOE�HSPVQXPSL�QSPHSFTT�XBT�TV⒏DJFOU�PS�TNPPUI�WFSTVT�UIPTF�XIP�GFMU�
UIFSF�XBT�B�MBDL�PG�DPNNVOJDBUJPO�XIJDI�F⒎FDUFE�UIF�RVBMJUZ�PG�UIFJS�XPSL�TIPXFE�UIBU�
UIFSF�XBT�OP�OPUBCMF�EJ⒎FSFODF��RFHBSEJOH�NFUIPET�PG�DPNNVOJDBUJPO
�UIF�POF�UIJOH�UIBU�
XBT�DMFBS�XBT�UIBU�BMM�UIF�HSPVQT�VTFE�PBEMFU�BOE�NPTU�VTFE�BU�MFBTU�POF�PUIFS�NFUIPE�
UP�DPNNVOJDBUF�XJUI�FBDI�PUIFS
�NPTU�PGUFO�VTJOH�S/S�BQQT�TVDI�BT�L*/&�PS�8IBU`T�
AQQ
�*OTUBHSBN�PS�FNBJM�

RFHBSEJOH� UIF� GSFRVFODZ� PG� UIFJS� DPNNVOJDBUJPO
� UIF�NBKPSJUZ� PG� TUVEFOUT� GSPN�
CPUI�DPVOUSJFT� 	5BCMF��
� ��� TUVEFOUT
� ���
� GFMU� UIBU� UIFJS�DPNNVOJDBUJPO�XBT�PWFSBMM�
TBUJTGBDUPSZ�PS�GSFRVFOU�BOE�UIBU�UIFJS�XPSL�QSPHSFTTFE�SFMBUJWFMZ�XFMM
�XIJMF����TUVEFOUT�
GFMU� UIBU� UIFSF�XBT�B� MBDL�PG�DPNNVOJDBUJPO�XIJDI�FGGFDUFE�UIF�RVBMJUZ�PG� UIFJS�XPSL���
8IJMF����PVU�PG����TUVEFOUT�	���
�PG�TUVEFOUT�JT�SFMBUJWFMZ�TNBMM
�NFUIPET�GPS�JNQSPWJOH�
DPNNVOJDBUJPO�XJUIJO�UIF�HSPVQT�TIPVME�CF�DPOTJEFSFE
�BT�XFMM�BT�QPTTJCMF�XBZT�UP�LFFQ�
USBDL�PG�UIF�TUVEFOUT`�DPNNVOJDBUJPOT�XJUI�FBDI�PUIFS�JO�PSEFS�UP�EJTDPWFS�QSPCMFNT�JO�
DPNNVOJDBUJPO�BOE�XPSL�UP�TPMWF�UIFN�RVJDLMZ�

TaCle 2　CPmmunicatiPn FSeRuency Xithin GSPuQs

CPNNVOJDBUJPO�'SFRVFODZ

0VS�
DPNNVOJDBUJPO�
XBT�
JOTV⒏DJFOU
�
BOE�PVS�XPSL�
TV⒎FSFE�
CFDBVTF�PG�JU�

5IFSF�XFSF�
UJNFT�XIFO�
UIFSF�XBT�
B�MBH�JO�
DPNNVOJDBUJPO
�
CVU�PWFSBMM
�
PVS�XPSL�
QSPHSFTTFE�
SFMBUJWFMZ�
TNPPUIMZ

8F�TIPVME�
IBWF�CFFO�JO�
DPNNVOJDBUJPO�
NPSF�PGUFO
�
BOE�UIFSF�
XFSF�GSFRVFOUT�
MBHT�JO�
DPNNVOJDBUJPO
�
NBLJOH�JU�
EJ⒏DVMU�UP�
QSPHSFTT�JO�PVS�
XPSL

8F�XFSF�
JO�UPVDI�
GSFRVFOUMZ
�
BOE�XFSF�
BCMF�UP�
QSPHSFTT�
XJUI�PVS�
XPSL�
TNPPUIMZ

505AL
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RFHBSEJOH�DPNNVOJDBUJPO�XJUIJO�UIFJS�HSPVQT�	SFF�5BCMFT������

���ANFSJDBO�TUVEFOUT�
BOE����+BQBOFTF�TUVEFOUT�XSPUF�DPNNFOUT��.PTU�PG� UIFN�XFSF�QPTJUJWF�BOE�OPUFE�UIF�
JNQPSUBODF�PG� SFHVMBS�DPNNVOJDBUJPO�BOE�TQFOEJOH� UJNF�HFUUJOH� UP�LOPX�FBDI�PUIFS�
PVUTJEF�PG� UIF� KPJOU�QSPKFDU�XPSL
�XIJMF� B� GFX�PUIFS� DPNNFOUT�NFOUJPOFE� UFDIOJDBM�
QSPCMFNT�PS�OPU�CFJOH�BCMF�UP�HFU�JO�UPVDI�XJUI�FBDI�PUIFS�TV⒏DJFOUMZ��PSPWJEJOH�FNBJM�
BEESFTTFT�GPS�BMM�PG�UIF�TUVEFOUT�BU�UIF�TUBSU�PG�UIF�QSPKFDU�DPVME�FOTVSF�UIBU�BMM�PG�UIF�
TUVEFOUT�DPVME�HFU�JO�UPVDI�XJUI�FBDI�PUIFS�XIFO�OFDFTTBSZ��.PTU�HSPVQT�VTFE�S/S�TVDI�
BT�L*/&�PS�*OTUBHSBN�UP�TUBZ�JO�UPVDI
�CVU�JO�B�GFX�HSPVQT
�JU�TFFNFE�UIBU�TPNF�PG�UIF�
TUVEFOUT�XFSF�NPSF�DPNNVOJDBUJWF�UIBO�PUIFST
�BOE�pOEJOH�B�XBZ�UP�NBLF�TVSF�UIBU�
BMM�PG�UIF�TUVEFOUT�XFSF�FRVBMMZ�DPNNVOJDBUJOH�JT�TPNFUIJOH�UIBU�UIF� JOTUSVDUPST�DPVME�
GPMMPX�VQ�PO�NPSF�F⒏DJFOUMZ�JO�UIF�GVUVSF��5IF�HSPVQT�UIBU�IBE�UIF�CFTU�DPNNVOJDBUJPO�
XJUI�FBDI�PUIFS�TFFNFE�UP�FOKPZ� UBMLJOH�BCPVU� UIJOHT�PUIFS� UIBO�UIFJS�QSPKFDU�EVSJOH�
UIF�UJNFT�CFUXFFO�DMBTTFT
�TVDI�BT�UIFJS�EBJMZ� MJWFT�BOE� JOUFSFTUJOH�EJ⒎FSFODFT� JO�UIFJS�
DVMUVSFT
�FUD�

TaCle 3　CPmmunicatiPn CPmments 	AmeSican 6niWeSsity StuEents
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N
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ST
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*� GPVOE�DPNNVOJDBUJPO�NPWF�NPSF�FBTJMZ�XIFO�FWFSZPOF�XBT�SFMBYFE��LJHIUFOJOH� UIF�NPPE�
UISPVHI� MBVHIUFS�XBT�B�HSFBU�IFMQ�HFUUJOH�FWFSZPOF� UP�PQFO�VQ��AMTP�BTLJOH� UIFN�UP�IFMQ�
QSPOPVODF� +BQBOFTF�XPSET�BMTP�IFMQFE� UIBU� UIF�/*6�TUVEFOUT� BSF�BMTP� JOTFDVSF�BCPVU�PVS�
QSPOPVODJBUJPOT
8F�DPNNVOJDBUFE�UISPVHI�QBEMFU�BOE�FNBJM�BOE�JU�XPSLFE�pOF��

*�LJOEB�IPQFE�UIBU�UIF�:P6�TUVEFOUT�JO�NZ�HSPVQ�XPVME`WF�UBMLFE�NPSF
�PS�BU�MFBTU�FNBJMFE�NF�
JO�UIF�CFHJOOJOH�TP�*�IBE�UIFJS�FNBJMT��*�IBE�BO�JOTUBHSBN�UP�POMZ�POF�:P6�TUVEFOU
�BOE�XIJMF�
UIBU�XBT�TV⒏DJFOU�GPS�UIF�QSPKFDU��IF�DPVME�GPSXBSE�BOZ�NFTTBHFT�UP�UIF�PUIFST�JG�OFFEFE��*�GFMU�
BOYJPVT�XIFO�UIFSF�XFSF�CMBOL�TQBDFT�JO�PVS�QSFTFOUBUJPO�����EBZT�QSJPS�UP�PVS�MBTU�XPSL�EBZ�
*�GPVOE�DPNNVOJDBUJPO�XBT�CFUUFS�	GPS�CPUI�/*6�BOE�:P6
�UISPVHI�*OTUBHSBN��*�GPVOE�JU�EJ⒏DVMU�
UP�LFFQ�VQ�XJUI�PBEMFU
6TJOH�TPDJBM�NFEJB�UP�DPNNVOJDBUF�NPSF�GSFRVFOUMZ
*�UIJOL�XF�IBE�BMM�UIF�SFTPVSDFT�XF�OFFEFE�GPS�TNPPUI�DPNNVOJDBUJPO��.BZCF�XF�DPVME�IBWF�
DPNNVOJDBUFE�XJUI�FBDI�PUIFS�NPSF�PVUTJEF�PG�DMBTT
�CVU�PWFSBMM�*�GFFM�MJLF�XF�IBE�BMM�UIF�UJNF�
XF�OFFEFE�EVSJOH�DMBTT�UJNF�
*�UIJOL�DPOTJEFSJOH�UIF�:P6�TUVEFOUT`�XPSL�MPBET�	CPUI�TDIPMBTUJD�BOE�QBSU�UJNF�KPCT
�JU�XFOU�BT�
XFMM�BT�QPTTJCMF
�PWFSBMM��AT�UIF�HSPVQ� MFBEFS
� UIF�FOUJSF�QSPDFTT�IBE�B�TUFFQ� MFBSOJOH�DVSWF��*�
IBE�UP�EP�B�GBJS�BNPVOU�PG�VQ�GSPOU�SFTFBSDI�CFGPSF�NZ�HSPVQ�GFMU�UIFZ�VOEFSTUPPE�XIBU�UP�MPPL�
GPS|�5IJT�NJHIU�CF�B�DVMUVSBM�EJ⒎FSFODF�*�XBTO`U�BOUJDJQBUJOH�XIFSF�UIF�TUVEFOUT�TUSVHHMFE�UP�
SFTFBSDI�BOE�UIF�BEEFE�USBOTMBUJPO�NBEF�JU�NVDI�NPSF�EJ⒏DVMU�

LB
OH

VB
HF

SQFBL�TMPXFS�BOE�FOVODJBUF
�BMTP�LOPXJOH�+BQBOFTF�JT�WFSZ�IFMQGVM

*5
�S

VQ
QP

SU

.BLF�TVSF�UP�JOGPSN�/*6�TUVEFOUT�UP�VTF�UIF�PPXFSPPJOU�BQQ�OPU�UIF�XFCTJUF�UP�SFDPSE�B�WJEFP��
PBEMFU�DBO�CF�VTFE�UP�SFDPSE�BVEJP�XIJDI�DBO�CF�EPXOMPBEFE�CVU�JU�OFFET�UP�CF�BO�.P��GPSNBU��
SP� JU�NVTU�CF�UIF�BVEJP� UIJOH�PO�PBEMFU�� *�SFDPNNFOE�FBDI�SFDPSEJOH�CF�EPOF�TMJEF�CZ�TMJEF��
8F�IBE�TVQFS�HPPE�DPOWFSTBUJPOT�XIJDI�*�UIJOL�NBZ�CF�UIF�CFTU�XBZ�UP�FOTVSF�B�HPPE�QSPKFDU��
AMTP�.0.0�SPDLT��SIF�EJE�B�TVQFS�BXFTPNF�KPC�IFMQJOH�VT�DPNNVOJDBUF�XJUI�PVS�GFMMPX�:P6�
TUVEFOUT�TP�TIF�TIPVME�HFU�HPME�TUBST�BOE�GVMM�NBSLT�
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TaCle �　CPmmunicatiPn CPmments 	+aQanese 6niWeSsity StuEents
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T
CP

N
N
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JP
O

8F�USJFE�UP�LOPX�BCPVU�FBDI�PUIFS`T�IPCCJFT�PS�GBWPSJUF�UIJOHT�
BF�QSPBDUJWF�JO�USZJOH�UP�DPNNVOJDBUF�
(FU�UP�LOPX�FBDI�PUIFS�XFMM��*G�UIFSF�JT�TPNFUIJOH�UIBU�JOUFSFTUT�ZPV
�BTL�BCPVU�JU�BOE�FYQBOE�
UIF�DPOWFSTBUJPO�
UBML�BU�PUIFS�BQQMJDBUJPO
*U�JT�JNQPSUBOU�UP�EFDJEF�UIF�SPMF�TVDI�BT�XIP�JT�JO�DIBSHF�PG�XIJDI�QBSU�
DPNNVOJDBUJOH�XJUI�UIFN�PVUTJEF�PG�DMBTTFT�JT�HPPE�GPS�XPSLJOH�QSPHSFTT�TNPPUIMZ�
.BLF�VTF�PG�LJOF
�FUD�

LB
OH

VB
HF

*�XPVME�IBWF�MJLFE�UP�IBWF�CFFO�UPME�BU�UIF�FOE�PG�UIF�DMBTT�JO�+BQBOFTF
�OPU�JO�&OHMJTI
�BCPVU�
UIF�BWBJMBCJMJUZ�PG�BTTJHONFOUT�
*�DPVME�OPU�TQFBL�&OHMJTI
�TP�*�DPVME�OPU�IBWF�B�DPOWFSTBUJPO��*�GFMU�TPSSZ�GPS�.BUU�XIP�XBT�JO�
UIF�TBNF�HSPVQ�XJUI�NF��*�UIPVHIU�UIBU�JG�*�TUVEJFE�UP�TQFBL�&OHMJTI
�*�XPVME�CF�BCMF�UP�IBWF�B�
TNPPUI�DPOWFSTBUJPO�
*NQSPWF�NZ�&OHMJTI�TLJMMT

CP
OU

FO
UT

*�PGUFO�GFMU�TPSSZ�UIBU�*�EJE�OPU�IBWF�NVDI�LOPXMFEHF�PO�UIF�TVCKFDU���

*O�PSEFS� UP�BTL�TUVEFOUT�BCPVU� UIFJS� TBUJTGBDUJPO�SFHBSEJOH� UIF�QSPKFDU�PWFSBMM� BOE�
UIF�EJ⒏DVMUJFT� UIFZ�IBE�BOE�IPX�UIJT�QSPKFDU�NJHIU�B⒎FDU� UIFN�JO�UIF� GVUVSF
�B�TFU�PG�
RVFTUJPOT�XJUI���QPJOU�LJLFSU�TDBMF�XBT�VTFE��5IF�pSTU�pWF�RVFTUJPOT�EFBMU�XJUI� UIFJS�
PWFSBMM� JNQSFTTJPOT�PG� UIF�QSPHSBN� 	IPX�EJGGJDVMU�XBT� JU� UP�DPNNVOJDBUF�XJUI� GPSFJHO�
TUVEFOUT
�EJE�UIFZ�NBLF�OFX�GSJFOET
�XBT�JU�B�WBMVBCMF�FYQFSJFODF�PWFSBMM
�EJE�JU�EFFQFO�
UIFJS�VOEFSTUBOEJOH�PG�BSU
�XFSF�UIFZ�IBQQZ�UP�IBWF�QBSUJDJQBUFE� JO�UIJT�QSPHSBN
� 	SFF�
5BCMF��
��5IF�OFYU���RVFTUJPOT�EFBMU�XJUI�QSPHSBN� MPHJTUJDT�r�XBT� UIF� MFOHUI�PG� UIF�
QSPHSBN�TVGGJDJFOU
� BOE�EJE� UIFZ�IBWF� JOUFSOFU�PS� TPGUXBSF�EJGGJDVMUJFT� 	SFF�5BCMF��
��
5IF�pOBM���RVFTUJPOT�BTLFE�BCPVU� UIF�QPTTJCMF�PVUDPNFT�BOE�F⒎FDUT� UIBU� UIF�QSPHSBN�
NJHIU�IBWF�PO�UIFN�r�XIFUIFS�UIFZ�UIPVHIU�UIFZ�XPVME�TUBZ�JO�UPVDI�XJUI�UIFJS�HSPVQ�
NFNCFST
� JG� UIFZ�XBOUFE�UP�WJTJU� UIFJS�HSPVQ�NFNCFST`�DPVOUSZ
�PS� JG� UIFZ�XBOUFE�UP�
NFFU�UIFJS�QBSUOFST�JO�QFSTPO�TPNFUJNF�	SFF�5BCMF��
�

TaCle �　OWeSall ImQSessiPns PG COIL PSPgSam
SUSPOHMZ�
BHSFF

SPNFXIBU�
BHSFF

SPNFXIBU�
EJTBHSFF

SUSPOHMZ�
EJTBHSFF 505AL

*U�XBT�EJ⒏DVMU�UP�DPNNVOJDBUF�XJUI�TUVEFOUT�GSPN�PUIFS�DPVOUSJFT
ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� � ��

505AL �� �� � � ��
*�XBT�BCMF�UP�NBLF�TPNF�OFX�GSJFOET�UISPVHI�UIJT�QSPKFDU

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� �� ��

505AL �� �� �� ��
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5IJT�C0*L�QSPKFDU�XBT�B�WBMVBCMF�FYQFSJFODF��GPS�UIJT�DMBTT
ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� � ��

505AL �� �� � ��
*�UIJOL�UIBU�JOUFSBDUJOH�XJUI�QFPQMF�GSPN�PUIFS�DVMUVSFT�IFMQFE�NF�EFFQFOFE�NZ�VOEFSTUBOEJOH�PG�UIJT�

TVCKFDU
ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� ��

505AL �� �� ��
*�BN�IBQQZ�UIBU�*�XBT�BCMF�UP�QBSUJDJQBUF�JO�UIJT�DPMMBCPSBUJPO

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� � ��

505AL �� �� � ��

RFHBSEJOH� UIFJS� PWFSBMM� JNQSFTTJPOT� 	SFF�5BCMF��

� MFTT� UIBO�IBMG� PG� UIF�ANFSJDBO�
TUVEFOUT�GFMU�UIBU�UIFZ�IBE�DPNNVOJDBUJPO�EJ⒏DVMUJFT�	��PVU�PG���
����

�XIJMF���TUVEFOUT�
	���
�TPNFXIBU�BHSFFE�UIBU�UIFZ�IBE�EJ⒏DVMUJFT� JO�DPNNVOJDBUJPO��)PXFWFS
�UIF� MBSHF�
NBKPSJUZ�GFMU�UIBU�JU�XBT�B�WBMVBCMF�FYQFSJFODF�PWFSBMM�	���PVU�PG����TUVEFOUT
����
�XIJDI�
EFFQFOFE�UIFJS�VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�TVCKFDU�	���PVU�PG����TUVEFOUT
�����
�BOE�UIBU�UIFZ�
XFSF�IBQQZ�UP�IBWF�QBSUJDJQBUFE�	���PVU�PG����TUVEFOUT
����
�BOE�GFMU�UIBU�UIFZ�IBE�NBEF�
OFX�GSJFOET�XJUI� UIFJS�HSPVQ�NFNCFST� 	��PVU�PG����TUVEFOUT
����
��'PS� UIF�+BQBOFTF�
TUVEFOUT
� ���PVU� ��� TUVEFOUT� 	���
� GFMU� UIBU� UIFZ�IBE�DPNNVOJDBUJPO�EJGGJDVMUJFT� 	���
TUSPOHMZ�BHSFFE
����BHSFFE�TPNFXIBU
�BOE���EJTBHSFFE�	��

����PVU����TUVEFOUT�	���
�GFMU�
UIBU�UIFZ�IBE�NBEF�OFX�GSJFOET�UISPVHI�UIF�QSPKFDU
����PVU�PG����TUVEFOUT�	���
�GFMU�UIBU�
JU�XBT�B�WBMVBCMF�FYQFSJFODF
����PVU�PG����TUVEFOUT�	����
�GFMU�UIBU�JU�IBE�EFFQFOFE�UIFJS�
VOEFSTUBOEJOH�PG� UIF�TVCKFDU� 	+BQBOFTF�VLJZP�F

�BOE����PVU�PG����TUVEFOUT� 	���
�XFSF�
IBQQZ�UP�IBWF�IBE�B�DIBODF�UP�QBSUJDJQBUF�JO�UIF�QSPKFDU��0WFSBMM
�SFTQPOTF�UP�UIF�QSPKFDU�
XBT�WFSZ�QPTJUJWF�PWFSBMM�GPS�TUVEFOUT�JO�CPUI�DPVOUSJFT�

TaCle 6　ImQSessiPns PG lPgistics PG QSPgSam
SUSPOHMZ�
BHSFF

SPNFXIBU�
BHSFF

SPNFXIBU�
EJTBHSFF

SUSPOHMZ�
EJTBHSFF 505AL

5IF�MFOHUI�PG�UIJT�C0*L�QSPKFDU�XBT�KVTU�UIF�SJHIU�BNPVOU�PG�UJNF�	��XFFLT

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� � ��

505AL �� �� � ��
*OUFSOFU�BOE�TPGUXBSF�EJ⒏DVMUJFT�NBEF�UIJT�NPEVMF�EJ⒏DVMU�UP�DPNNVOJDBUF�F⒎FDUJWFMZ

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � �� �� � ��

505AL � �� �� � ��
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RFHBSEJOH�RVFTUJPOT�BCPVU� MPHJTUJDT� 	SFF�5BCMF��

�XIJMF���PVU�PG� UIF����ANFSJDBO�
TUVEFOUT� 	��
� BOE� �� PG� UIF� ��� +BQBOFTF� TUVEFOUT� 	���
� GFMU� UIBU� UIF� MFOHUI� PG� UIF�
QSPHSBN�XBT�OPU�lKVTU�SJHIUz
�UIF�MBSHF�NBKPSJUZ�GFMU�UIBU�UIF�MFOHUI�PG�UIF�QSPHSBN�XBT�
BQQSPQSJBUF� 	ANFSJDBO�TUVEFOUT����
� +BQBOFTF�TUVEFOUT����
�� *OUFSOFU�BOE�TPGUXBSF�
EJGGJDVMUJFT�XFSF�NPSF�QSPCMFNBUJD
�XJUI���PG� ���ANFSJDBO�TUVEFOUT� 	���
�BOE����PG�
���+BQBOFTF�TUVEFOUT� 	���
� GFFMJOH� UIBU� UIFZ�IBE� JOUFSOFU�BOE�TPGUXBSF�EJGGJDVMUJFT� UP�
TPNF�EFHSFF��5IJT�XBT�FWJEFOU� JO� UIBU���PG� UIF����HSPVQT�TVCNJUUFE�UIFJS�pOBM�HSPVQ�
QSPKFDU�BGUFS�UIF�BTTJHOFE�EFBEMJOF
�XJUI���HSPVQ�OPU�TVCNJUUJOH� JU�VOUJM� UIF�EBZ�PG� UIF�
pOBM�TZODISPOJ[FE�HSPVQ�C0*L�TFTTJPO
�FWFO�UIPVHI�UIFZ�IBE�CFFO�HJWFO�B�lXBSN�VQz�
BTTJHONFOU�PG�SFDPSEJOH�B�TIPSU�PPXFS�PPJOU�XJUI�BVEJP� JO�UIF�IPQFT�PG�BWPJEJOH�TVDI�
UFDIOJDBM�EJ⒏DVMUJFT��SPNF�PG�UIF�TUVEFOUT�XIP�IBE�USPVCMF�IBE�OPU�TVCNJUUFE�UIF�XBSN�
VQ�BTTJHONFOU
�BOE�GPMMPXJOH�VQ�PO�UIJT�DPVME�QSFWFOU�TPNF�PG�UIF�*5�EJ⒏DVMUJFT�JO�UIF�
GVUVSF
�BT�XFMM�BT�IBWJOH�TPNF�GVMM�DMBTT�TFTTJPOT�JO�XIJDI�HSPVQT�XIP�XFSF�QSPHSFTTJOH�
TNPPUIMZ�DPVME�IFMQ�UIPTF�HSPVQT�PS�TUVEFOUT�XIP�BSF�IBWJOH�QSPCMFNT�

TaCle �　ImQSessiPns PG PutcPmes PG the COIL QSPgSam
SUSPOHMZ�
BHSFF

SPNFXIBU�
BHSFF

SPNFXIBU�
EJTBHSFF

SUSPOHMZ�
EJTBHSFF 505AL

*�QMBO�UP�TUBZ�JO�UPVDI�XJUI�NZ�HSPVQ�NFNCFST�GSPN�PWFSTFBT
ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � �� �� � ��

505AL �� �� �� � ��
*�IPQF�UP�WJTJU�+BQBO�UIF�6�S��TPNFUJNF

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� � ��

505AL �� �� � � ��
*�XBOU�UP�WJTJU�:P6�/*6�BOE�NFFU�NZ�QBSUOFST�JO�QFSTPO�

ANFSJDBO�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT � � � � ��
+BQBOFTF�6OJWFSTJUZ�SUVEFOUT �� �� � ��

505AL �� �� �� � ��

'JOBMMZ
�SFHBSEJOH�UIF�PWFSBMM�HPBMT�BOE�PVUDPNFT�PG�UIJT�C0*L�QSPKFDU�	SFF�5BCMF��

�JU�
DBO�CF�TBJE�UIBU�JU�XBT�WFSZ�QPTJUJWF����PVU�PG����PG�UIF�ANFSJDBO�TUVEFOUT�	���
�BOE����
PVU�PG����PG�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT�	���
�QMBOOFE�UP�TUBZ�JO�UPVDI�BGUFS�UIF�QSPKFDU�XBT�
PWFS
����PVU�PG����ANFSJDBO�TUVEFOUT� 	���
�BOE����PVU�PG����+BQBOFTF�TUVEFOUT� 	���
�
IPQFE�UP�WJTJU�FBDI�PUIFS`T�DPVOUSJFT�TPNFEBZ
�BOE����PVU�PG����ANFSJDBO�TUVEFOUT�	���
�
BOE����PVU�PG����+BQBOFTF�TUVEFOUT� 	���
�XBOUFE�UP�WJTJU�FBDI�PUIFS`T�VOJWFSTJUJFT�BOE�
NFFU�JO�QFSTPO�TPNFUJNF�

57ୈ１部　SPARC 教育プログラム　論จ

■A COIL Project: an educational m
ethod using ICT to gain new perspectives, knowledge and deeper learning on culture through global com

m
unication with Am

erican students



̒．4UVEFOU�$PNNFOUT� 	"CPVU�"SU
�$0*-
�BOE�4VHHFTUJPOT� GPS�
*NQSPWFNFOU


SUVEFOUT�XFSF�BTLFE�BCPVU�IPX�UIJT�C0*L�QSPKFDU� JODSFBTFE�UIFJS�VOEFSTUBOEJOH�PG�
+BQBOFTF�BSU�PS�DVMUVSF�BT�B�XIPMF�	SFF�5BCMF��
�����ANFSJDBO�TUVEFOUT�XSPUF�DPNNFOUT�
BCPVU�BSU� 	�
�PS�DVMUVSF� 	�

�XIJDI�XFSF�WFSZ�TJNJMBS� JO�DPOUFOU��0WFSBMM
� UIF�ANFSJDBO�
TUVEFOUT� GFMU� UIBU�XPSLJOH�XJUI�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT�HBWF�UIFN�OFX�QFSTQFDUJWFT�PO�
+BQBOFTF�BSU
�BOE�IFMQFE�UIFN�UP�VOEFSTUBOE�IPX�VLJZP�F�BOE�PUIFS�BSUT�GPSNT�BSF�TFFO�
JO�UPEBZ`T�NPEFSO�+BQBOFTF�TPDJFUZ
�BOE�UIFZ�BQQSFDJBUFE�UIF�PQQPSUVOJUZ�UP�MFBSO�NPSF�
BCPVU�+BQBOFTF�NPEFSO�DVMUVSF�

TaCle � 　CPmments aCPut hPX QSPgSam incSeaseE unEeSstanEing PG +aQanese aSt 
	AmeSican 6niWeSsity StuEents
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*U�QSPWJEFE� JOTJHIU�UP�DPOUFNQPSBSZ�+BQBOFTF�DVMUVSF�BOE�IPX�UIFZ�WJFX�6LJZP�F�� *U�XBT�BMTP�
GVO�UP�pOE�DPNNPO�UIJOHT�UP�UBML�BCPVU��)BWJOH�TFWFSBM�QFPQMF�BOBMZ[F�B�QSJOU�QSPWJEFE�JOTJHIU�
JOUP�EJ⒎FSFOU�XBZT� UP� MPPL�BU� UIF�QSJOU�� *U�BMTP�QSPWJEFE�B�EJ⒎FSFOU�QFSTQFDUJWF�PG�XIBU�XBT�
JOUFSFTUJOH�BCPVU�UIF�QSJOU�GPS�TPNFPOF�XIP�EPFT�OPU�TUVEZ�BSU��
%PJOH� UIF�SFTFBSDI�BMPOHTJEF� UIF�:P6�TUVEFOUT�HBWF�NF�B� MBSHFS�WJFX�PO�NPEFSO�VLJZP�F�
QBSPEJFT��8IJMF�PVS�UPQJD�XBTO`U�UFSSJCMZ�OVBODFE�BT�GBS�BT�DVMUVSFT�HP
�JU�XBT�JOUFSFTUJOH�UP�TFF�
XIBU�XBT�DPNQMFUFMZ�VOLOPXO�UP�UIF�:P6�TUVEFOUT�	CVU�WFSZ�XFMM�LOPXO�IFSF

�BOE�XIBU�XBT�
QPQVMBS�HMPCBMMZ�

*U�NBEF�NF�IBWF�NPSF�SFTQFDU�BOE�VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�BSU�BT�B�XIPMF�

*�GFMU�MJLF�*�MFBSOFE�B�MPU�BCPVU�+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF�GSPN�BMM�UIF�PPXFS�PPJOUT�GSPN�UIF�EJ⒎FSFOU�
HSPVQT��RFTFBSDIJOH�UPQJDT�UPHFUIFS�BMMPXFE�NF�UP�TFF�NVMUJQMF�QFSTQFDUJWFT�PO�UIF�TBNF�TVCKFDU��
6N
�OPU�UIF�NPTU�TJODF�*`WF�BDUVBMMZ�CFFO�UP�+BQBO�CFGPSF�BOE�IBWF�B�S&AS�NJOPS�TP�UIJT�JTO`U�
NZ�pSTU�UJNF�EPJOH�UIF�DPMMBCPSBUJPO�

CV
MUV

SF

*U�XBT�OJDF� UP�HFU� UP� UBML� UP�OBUJWF�TQFBLFST�PG�+BQBOFTF�BOE�IBWF�B�DIBODF� UP�QSBDUJDF�NZ�
+BQBOFTF�BT�XFMM�
*U�JOUSPEVDFE�NF�UP�B�SBOHF�PG�UPQJDT�BCPVU�+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF�SFHBSEJOH�6LJZP�F
�CVU�BMTP�
JO�SFHBSE�UP�FWFSZEBZ�MJGF�
*�GFFM� MJLF�*�HFU�UP�VOEFSTUBOE�UIF�CFBVUZ�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF�XBZ�NPSF
�OPU�POMZ�GSPN�HBNFT�
BOE�BOJNBUJPO�CVU�BMTP�UIF�BSUXPSLT�GSPN�UIF�QBTU�UP�QSFTFOU�UJNF�
(FUUJOH� UP�IFBS�BCPVU� UIF�:P6�TUVEFOUT`� MJWFE�FYQFSJFODFT�BOE�VOEFSTUBOEJOH�PG� UIFJS�PXO�
DVMUVSF�BOE�BSUT�XBT�SFBMMZ�GBTDJOBUJOH��*�MJLFE�UBMLJOH�BCPVU�NVTJD�BOE�BOJNF�XJUI�UIFN
�JU�XBT�
DPPM�UP�TFF�XIBU�BSUJTUT�BOE�TFSJFT�BSF�QPQVMBS�GPS�UIFN�WT�IFSF�JO�UIF�XFTU��AMTP�MFBSOJOH�BCPVU�
IPX�LJNPOP�JT�VTFE�UPEBZ�XBT�JOTJHIUGVM�
5IF�C0*L�QSPHSBN�IBT�JODSFBTFE�NZ�VOEFSTUBOEJOH�PG�+BQBOFTF�BSU�DVMUVSF�CZ�HPJOH�JO�EFQUI�
JO�pOEJOH�JOUFSFTUJOH�JOGPSNBUJPO�PO�UIF�UPQJD�*�XBT�SFTFBSDIJOH�GPS�
*U�SFBMMZ�IFMQFE�NF�BQQSFDJBUF�IPX�XPNFO�JO�+BQBO�IBWF�HBJOFE�SJHIUT�PWFS�UJNF
�CVU�NPSF�UIBO�
UIBU� *� GFFM� MJLF�*�VOEFSTUBOE�IPX� JOqVFODFE�CZ�CIJOFTF�UIPVHIU�QIJMPTPQIZ�+BQBO�XBT� JO� UIF�
QBTU��'PS�CFUUFS�PS�XPSTF�

+BQBOFTF� TUVEFOUT`� DPNNFOUT�DPWFSFE� UIF� UPQJDT�PG� BSU�BOE�+BQBOFTF�DVMUVSF� 	SFF�
5BCMF��
�����PVU�PG����TUVEFOUT�XSPUF�DPNNFOUT�����DPNNFOUT�XFSF�BCPVU�IPX�UIFJS�
VOEFSTUBOEJOH�PG�VLJZP�F�BOE�+BQBOFTF�BSU�IBE�EFFQFOFE�UISPVHI�UIJT�QSPKFDU
�BOE�TFWFSBM�

58 地域活性人材育成事業・2023 年度　SPARC 教育プログラム論集・報告書 Vol.1



TUVEFOUT�FYQSFTTFE�UIFJS�TVSQSJTF�BU�IPX�NVDI�UIF�ANFSJDBO�VOJWFSTJUZ�TUVEFOUT�LOFX�
BCPVU�+BQBOFTF�BSU�BOE�FYQSFTTFE�BO� JOUFSFTU� JO� MFBSOJOH�NPSF�BCPVU� JU� JO� UIF� GVUVSF��
5IF����DPNNFOUT�SFHBSEJOH�+BQBOFTF�DVMUVSF�XFSF�WFSZ�TJNJMBS�r�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT�
XFSF� JNQSFTTFE�CZ� UIF�LOPXMFEHF� UIBU� UIF�ANFSJDBO� TUVEFOUT�IBE�BCPVU� +BQBOFTF�
DVMUVSF�BT�XFMM�BT�B�EFTJSF�UP�MFBSO�NPSF�BCPVU�JU�UIFNTFMWFT�JO�UIF�GVUVSF�

TaCle �　CPmments aCPut hPX QSPgSam incSeaseE unEeSstanEing PG +aQanese aSt 
	+aQanese 6niWeSsity StuEents
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*�VOEFSTUPPE�UIBU�+BQBOFTF�BSU�JT�LOPXO�BT�XPOEFSGVM�BSU�BSPVOE�UIF�XPSME��*`N�TP�QSPVE�UIBU�
*�LOFX�UIF�XPSET
�CVU�EJE�OPU�LOPX�UIF�EFUBJMT�PG�XIBU�XBT�JO�UIFN
�TP�*�XBT�BCMF�UP�MFBSO�NPSF�
BCPVU�TPNF�PG�UIFN�
*�XBT�WFSZ�TVSQSJTFE�CFDBVTF�*�IBE�OFWFS�LOPXO�UIBU�UIFSF�XFSF�TP�NBOZ�EJ⒎FSFOU�+BQBOFTF�
BSU�GBDJMJUJFT��*�BMTP�MFBSOFE�NPSF�BCPVU�CJKJOHB�BOE�LJNPOPT�UISPVHI�UIF�QSFTFOUBUJPO�
5IFSF�XFSF�NBOZ�UIJOHT�*�EJE�OPU�LOPX
�BOE�JU�XBT�EJ⒏DVMU
�CVU�*�XBT�BCMF�UP�MFBSO�NPSF�BCPVU�
6LJZP�F
�BOE�*�XBT�BMTP�BCMF�UP�FYQFSJFODF�IPX�JOUFSFTUJOH�QBJOUJOH�JT�BOE�IPX�JOUFSFTUJOH�BSU�JT�
0VS�HSPVQ�HBWF�B�QSFTFOUBUJPO�PO�6LJZP�F
�BOE�*�BN�HMBE�UIBU�XF�XFSF�BCMF�UP�MFBSO�NPSF�BCPVU�
JU�UISPVHI�UIJT�SFTFBSDI�
0SJHJOBMMZ
�*�EJE�OPU�LOPX�NVDI�BCPVU�UIF�IJTUPSZ�BOE�DVMUVSF�PG�6LJZP�F
�BOE�UIF�/*6�TUVEFOUT�
TFFNFE�NPSF� LOPXMFEHFBCMF��)PXFWFS
� *� UIJOL� *� HBJOFE� B� MJUUMF�NPSF� LOPXMFEHF� BT�XF�
SFTFBSDIFE�BT�B�HSPVQ��*�XBT�BMTP�BCMF�UP�VOEFSTUBOE�JU�GSPN�B�OFX�QPJOU�PG�WJFX�PG�B�GPSFJHOFS�
*�XBT�BCMF�UP�MFBSO�UIJOHT�BCPVU�+BQBOFTF�BSU�UIBU�*�EJE�OPU�LOPX�CFGPSF�
AU�pSTU�*�XBT�B�CJU�DPOGVTFE�XIFO�UIFZ�BTLFE�NF�XIBU�*�UIPVHIU�BCPVU�+BQBOFTF�BSU
�BOE�*�XBT�
BMTP�B�CJU�DPOGVTFE�XIFO�UIFZ�GPDVTFE�PO�UIF�NPSF�EFUBJMFE�BOE�DPSF�UPQJDT�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF
�
CVU�*�FOKPZFE�MFBSOJOH�NPSF�BCPVU�UIF�WBSJPVT�BTQFDUT�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF�
BFGPSF�UIJT�QSPKFDU
�*�LOFX�OPUIJOH�BCPVU�+BQBOFTF�BSU
�TP�UIJT�XBT�BO�PQQPSUVOJUZ�UP�MFBSO�BCPVU�
JU��AGUFS�XBUDIJOH�UIF�QSFTFOUBUJPOT�PG�UIF�PUIFS�HSPVQT
�*�CFDBNF�NPSF�JOUFSFTUFE�JO�MFBSOJOH�
NPSF�BCPVU�LJNPOPT�
*� UIPVHIU�BCPVU� UIF� GBDU� UIBU� PME� +BQBOFTF�BSU�XJMM� DPOUJOVF� UP�CF� MPWFE� JO� UIF� GVUVSF
� GPS�
FYBNQMF
�XIFO�JU�JT�GVTFE�XJUI�NPEFSO�BSU�
*�MFBSOFE�B�MPU�BCPVU�6LJZP�F�DVMUVSF�UIBU�FWFO�+BQBOFTF�QFPQMF�EP�OPU�LOPX�
*�LOFX�OPUIJOH�BCPVU�+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF��SP�*� MFBSOFE�B� MPU� UISPVHI�UIJT�QSPKFDU�� *�BMTP�
NBEF�OFX�EJTDPWFSJFT�UIBU�*�DPVME�OPU�IBWF�NBEF�XJUIPVU�JOUFSBDUJOH�XJUI�GPSFJHOFST
�TVDI�BT�
IPX�GPSFJHOFST�WJFX�+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF
�BOE�XIFUIFS�UIFSF�BSF�TJNJMBS� UIJOHT� JO�PUIFS�
DPVOUSJFT��5IFZ�IBE�B�QPTJUJWF�WJFX�PG�+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF��*O�PUIFS�XPSET
�*�SFBMJ[FE�UIBU�
+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF�BSF�XPOEFSGVM�
*� UIJOL� JU�IBT�EFFQFOFE�NZ�VOEFSTUBOEJOH�WFSZ�NVDI�� *�EJEO`U�LOPX�UIBU�6LJZP�F�IBE�NBOZ�
SPMFT�VOUJM�*�SFTFBSDIFE�BCPVU�JU
�BOE�*�BMTP�MFBSOFE�GPS�UIF�pSTU�UJNF�UIBU�UIFSF�BSF�IPNBHFT�UP�
6LJZP�F�BT�DPOUFNQPSBSZ�BSU�
*�IBE�OFWFS�CFFO�JOUFSFTUFE�JO�6LJZP�F�CFGPSF
�TP�*�MFBSOFE�B�MPU�PG�LOPXMFEHF�BCPVU�JU�
*�OPX�SFBMJ[F�UIBU�TPNF�UIJOHT�UIBU�*�IBE�QSFWJPVTMZ�UIPVHIU�XFSF�PG�UIF�QBTU�BSF�TUJMM�SFMFWBOU�
UPEBZ�
*�HBWF�B�QSFTFOUBUJPO�PO�6LJZP�F� UIJT� UJNF
� BOE�BMUIPVHI� UIFSF�XFSF�NBOZ�QBSUT� *�EJE�OPU�
VOEFSTUBOE�EVF�UP�MBDL�PG�LOPXMFEHF
�*�UIPVHIU�JU�XBT�JOUFSFTUJOH�UP�TFF�UIF�DPMMBCPSBUJPO�XJUI�
DPOUFNQPSBSZ�BSU�
*U�XBT� JOUFSFTUJOH�UP�TFF�UIF�EJ⒎FSFOU�XBZT�PG� UIJOLJOH�BCPVU�CFBVUZ�BOE�BSU�� *U�XBT�EJ⒏DVMU�
UP� FYQMBJO� UIF�EJGGFSFODFT� JO� TFOTJCJMJUJFT
� CVU� *� CFMJFWF� JU� MFE� UP�NZ�HSPXUI�CZ� USZJOH� UP�
DPNNVOJDBUF�CFDBVTF�*�XBOUFE�UP��)PXFWFS
� *�TUJMM� GFMU� UIBU� *�TIPVME�CF�BCMF� UP�FYQMBJO�NPSF�
BCPVU�+BQBO�TJODF�*�BN�+BQBOFTF�
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BZ� USBDJOH�UIF�IJTUPSZ�PG� UIF�CJSUI�BOE�USBOTJUJPO�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF
�XIJDI�*�IBE�UBLFO� GPS�
HSBOUFE
� *� DBNF� UP�VOEFSTUBOE� UIBU� JU� JT� TPNFUIJOH� UP�CF�QSPVE�PG
� IBWJOH�TVSWJWFE� UP� UIF�
QSFTFOU�EBZ�JO�BDDPSEBODF�XJUI�UIF�UJNFT�
*�CFDBNF�B�MJUUMF�NPSF�JOUFSFTUFE�JO�+BQBOFTF�DVMUVSF�
*�HBJOFE�LOPXMFEHF�BOE�JOUFSFTU�JO�UIF�DVMUVSF�
*� UIJOL� *�XBT�BCMF� UP� MFBSO�NPSF�EFFQMZ�� *� MFBSOFE� UIJOHT� *�EJE�OPU�LOPX�BOE�CFDBNF�NPSF�
JOUFSFTUFE�JO�+BQBOFTF�DVMUVSF�
*�XBT�TVSQSJTFE�UIBU�UIFZ�IBE�NPSF�LOPXMFEHF�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF�UIBO�+BQBOFTF�QFPQMF��*�BMTP�
EFDJEFE�UP�TUVEZ�NPSF�
*U�XBT�BO�PQQPSUVOJUZ�GPS�NF�UP�SF�MFBSO�BCPVU�+BQBOFTF�DVMUVSF
�BT�UIFSF�XFSF�NBOZ�UIJOHT�*�
LOFX�UIF�OBNFT�PG�CVU�EJE�OPU�VOEFSTUBOE�UIF�DPOUFOUT�PG�
*�XBT�BCMF�UP�HBJO�OFX�LOPXMFEHF�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF��*�XBT�BMTP�BCMF�UP�MFBSO�NPSF�BCPVU�PUIFS�
HSPVQT�BGUFS�TFFJOH�UIFJS�QSFTFOUBUJPOT�
*�UIJOL�XF�XFSF�BCMF�UP�EFFQFO�JU�
*�HBJOFE�B�MPU�PG�LOPXMFEHF�BOE�VOEFSTUBOEJOH
�BOE�*�BN�EFUFSNJOFE�UP�MFBSO�B�MPU�NPSF�JO�UIF�
GVUVSF�
8IFO�BTLFE�CZ�GPSFJHOFST�BCPVU�VLJZPF
�*�DPVME�OPU�GVMMZ�FYQMBJO�NZ�PXO�DVMUVSF��5IFSFGPSF
�*�
TUSPOHMZ�GFMU�UIBU�*�TIPVME�LOPX�BOE�MFBSO�NPSF�BCPVU�NZ�PXO�DVMUVSF�
&WFO�UIPVHI�*�BN�+BQBOFTF
�UIFSF�XFSF�NBOZ�UIJOHT�*�EJE�OPU�LOPX��*U�XBT�B�HPPE�PQQPSUVOJUZ�
GPS�NF�UP�MFBSO�NBOZ�UIJOHT�UIBU�*�EJE�OPU�LOPX�CFGPSF�
*`N�B�+BQBOFTF�TUVEFOU�CVU�*�EJEO`U�IBWF�UIBU�NVDI�LOPXMFEHF�
8F�MFBSO�BCPVU�IJTUPSZ�JO�UIF�DMBTT�
*�XBT� BCMF� UP�LOPX�BCPVU� +BQBOFTF� DVMUVSF
� FTQFDJBMMZ�,*NPOP� BOE�6LJZP�F�� *� GPVOE� UIBU�
JOUFSFTUJOH�BOE�XBOU�UP�LOPX�BCPVU�UIBU�FOFO�NPSF��
5ISPVHI� UIJT�PQQPSUVOJUZ
� *�XBT�BCMF� UP� MFBSO�NPSF�BCPVU� +BQBOFTF�DVMUVSF�� *� UIPVHIU� UIBU�
FWFO�UIJOHT�UIBU�*�IBE�OPU�CFFO�WFSZ�JOUFSFTUFE�JO�CFGPSF�XPVME�CFDPNF�NPSF�JOUFSFTUJOH�BOE�
FOKPZBCMF�JG�*�MPPLFE�BU�+BQBOFTF�DVMUVSF�GSPN�UIBU�QFSTQFDUJWF�CBTFE�PO�UIF�LOPXMFEHF�*�HBJOFE�
UISPVHI�UIJT�QSPKFDU�
*�CFDBNF�UP�CF�JOUFSFTUFE�JO�UIF�JNQPSUBODF�PG�KBQBOFTF�DVMUVSF
*�FOKPZFE�MFBSOJOH�BCPVU�+BQBOFTF�DVMUVSF�UIBU�*�EJE�OPU�LOPX�
*�MFBSOFE�BCPVU�OFX�+BQBOFTF�DVMUVSF�BOE�XBOUFE�UP�LOPX�NPSF�BCPVU�JU�
*�XBT�BCMF� UP� JODSFBTF�NZ�LOPXMFEHF�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF�CZ� MFBSOJOH�BCPVU� UIJOHT� *�EJE�OPU�
LOPX�
6OUJM�OPX
� *�IBE�POMZ�B�TIBMMPX�LOPXMFEHF�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF
�TVDI�BT�LOPXJOH�POMZ�OBNFT�
PS�QJDUVSFT
�CVU�UIJT�QSPKFDU�NBEF�NF�SFBMJ[F�UIBU�*�NZTFMG�EP�OPU�LOPX�NVDI�BCPVU�+BQBOFTF�
DVMUVSF��5IBOLT�UP�UIJT�QSPKFDU
�*�XBT�BCMF�UP�JODSFBTF�NZ�LOPXMFEHF�PG�BSU�BOE�DVMUVSF�
*�XBT�BCMF�UP�MFBSO�EFFQMZ�BCPVU�LJNPOP�DVMUVSF
�XIJDI�*�IBE�OPU�LOPXO�CFGPSF��*�XBT�BMTP�BCMF�
UP�FYQFSJFODF�WBSJPVT�BTQFDUT�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF�CZ�XBUDIJOH�UIF�QSFTFOUBUJPOT�PG�PUIFS�HSPVQT�
*�IBWF�BMXBZT�GFMU�UIBU�BSU�BOE�DVMUVSF�BSF�MPGUZ�UIJOHT
�CVU�*�IBWF�DPNF�UP�CFMJFWF�UIBU�BSU�BOE�
DVMUVSF�BSF�TUSPOHMZ�DPOOFDUFE�UP�PVS�EBJMZ�QSBDUJDFT�
5IFSF� BSF�NBOZ� UIJOHT� UIBU� +BQBOFTF� QFPQMF� EP� OPU� LOPX� BCPVU� UIFNTFMWFT
� BOE�NZ�
VOEFSTUBOEJOH�PG�UIFN�IBT�EFFQFOFE�

/FYU
� UIFZ�XFSF�BTLFE�BCPVU� UIF�C0*L�QSPKFDU� JUTFMG� 	SFF�5BCMF���
�� ���PVU�PG� ���
ANFSJDBO�TUVEFOUT�XSPUF�DPNNFOUT�BCPVU� UIF�C0*L�QSPKFDU�BT�B�XIPMF
�XJUI� UPQJDT�
SBOHJOH� GSPN� DPNNVOJDBUJPO� UP� QSPHSBN� DPOUFOU� UP� +BQBOFTF� DVMUVSF��RFHBSEJOH�
DPNNVOJDBUJPO
�XIJMF�TFWFSBM�PG� UIF�TUVEFOUT�NFOUJPOFE�FJUIFS� GFFMJOH�OFSWPVT�BCPVU�
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DPNNVOJDBUJOH�POMJOF�XJUI� UIF�+BQBOFTF�VOJWFSTJUZ�TUVEFOUT
�CVU� UIF�DPNNFOUT�XFSF�
QPTJUJWF�PWFSBMM
� GPDVTJOH�PO�IPX�UIFZ�XFSF�BCMF�UP�PWFSDPNF�UIFJS� JOJUJBM�OFSWPVTOFTT
�
TIZOFTT� PS� DPNNVOJDBUJPO� EJGGJDVMUJFT� UP� FOE� VQ�XJUI� B� TVDDFTTGVM� HSPVQ� QSPKFDU��
RFHBSEJOH�DPOUFOU
� �� TUVEFOU�IJOUFE� UIBU� UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT� JO� UIFJS�HSPVQ�XFSF�
OPU�JOUFSFTUFE�PS�LOPXMFEHFBCMF�BCPVU�UIFJS�UPQJD�BOE�TVHHFTUFE�UIBU�TPNF�TPSU�PG�QSF�
QSPKFDU�PSJFOUBUJPO�TIPVME�CF�EPOF�UP�QSFQBSF�UIFN��5IF�pOBM���TUVEFOUT�DPNNFOUFE�PO�
IPX�NVDI�UIFZ�FOKPZFE�XPSLJOH�XJUI� UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT
�FTQFDJBMMZ� UBMLJOH�BCPVU�
DVMUVSF�BOE� MFBSOJOH�BCPVU�IPX�+BQBOFTF�USBEJUJPO�TUJMM� JOqVFODFT�NPEFSO�EBZ�+BQBOFTF�
DVMUVSF�

TaCle 10　OWeSall CPmments aCPut the COIL PSPgSam 	AmeSican 6niWeSsity StuEents
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AU�pSTU
�*�XBT�GFFMJOH�B�MJUUMF�CJU�OFSWPVT�UP�CFHJO�UIF�C0*L�QSPHSBN�UIJOLJOH�BCPVU�UIF�MBOHVBHF�
CBSSJFS�CFUXFFO�NZ�:P6�HSPVQ�NFNCFST�CVU�NZ�FYQFDUBUJPOT�DIBOHFE�BT�TPPO�XF�CFHBO�UP�
LOPX�FBDI�PUIFS�BOE�DSFBUJOH�TJEF�DPOWFSTBUJPOT�UIBU�NBEF�UIF�QSPHSBN�GVO�
*� GFMU� MJLF� JU�XBT� B� CJU� EJGGJDVMU� UP� DPNNVOJDBUF� EVSJOH�XPSL� [PPNT�CFDBVTF� PG� UIF� MPVE�
CBDLHSPVOE�OPJTF�BSPVOE�UIF�:P6�TUVEFOUT��5IBU
�PO�UPQ�PG�UIF�OBUVSBM�RVJFUOFTT�PG�TQFBLJOH�B�
EJ⒎FSFOU�MBOHVBHF
�NBEF�PVS�JOTUSVDUJPOT�RVFTUJPOT�B�MJUUMF�CJU�TMPX��BTJEF�GSPN�UIBU
�UIF�QSPKFDU�
XFOU�TNPPUIMZ��PVS�SFTFBSDI�HPBMT�XFSF�TJNQMF�FOPVHI�UP�VOEFSTUBOE�BOE�FWFSZPOF�XBT�BCMF�UP�
pOE�TPNFUIJOH�UIBU�JOUFSFTUFE�UIFN�
*�UIPVHIU�UIBU�UIFSF�XPVME�CF�B�MPU�NPSF�DPNNVOJDBUJPO�QSPCMFNT�CVU�NZ�HSPVQT�&OHMJTI�XBT�B�
MPU�CFUUFS�UIBO�*�FYQFDUFE�
*�XBT�OFSWPVT�BCPVU�JU�BU�pSTU��5IF�JEFB�PG�DPNNVOJDBUJOH�PO�TVDI�B�CJH�QSPKFDU�XBT�JOUJNJEBUJOH�
UP�NF��LVDLJMZ
�DPNNVOJDBUJOH�EVSJOH�DMBTT�XBT�FBTJFS�UIBO�*�IBE�FYQFDUFE
�BOE�XF�IBE�QMFOUZ�
PG� UJNF�UP�CPUI�XPSL�PO� UIF�QSPKFDU�BOE�NBLF�TNBMM� UBML�XJUI�FBDI�PUIFS�� *U�XBT�B� GVO�BOE�
WBMVBCMF�FYQFSJFODF�PWFSBMM��
*`N�SFBMMZ�QSPVE�PG� UIF�TUVEFOUT� JO�NZ�HSPVQ��5IFZ�UPPL�TPNFUIJOH�UIBU�XBT�DIBMMFOHJOH�BOE�
UIFO�TUFQQFE�VQ�UP�XIBU�XBT�BTLFE�PG�UIFN��
*U�GFFMT�OJDF�UP�JOUFSBDU�XJUI�+BQBOFTF�TUVEFOUT�GPS�UIJT�DPMMBCPSBUJPO�BT�*�BN�DVSSFOUMZ�QSBDUJDJOH�
+BQBOFTF�GSPN�B�DMBTT�BU�/*6�
0WFSBMM� *�FOKPZFE� UIJT�QSPKFDU�DPMMBC�� *� MPWFE� UIF� JEFB�PG�DPMMBCPSBUJOH�XJUI�TUVEFOUT� GSPN�B�
GPSFJHO�DPVOUSZ��*�UIPVHIU�XF�XFSF�BCMF�UP�DPNNVOJDBUF�XFMM
�UIF�POMZ�JTTVF�NJHIU�IBWF�CFFO�
UIF�UJNF�EJ⒎FSFODF��*�UIPVHIU�XF�BMM�XPSLFE�XFMM�UPHFUIFS�
0WFSBMM
�JU�XBT�BO�JODSFEJCMZ�QPTJUJWF�FYQFSJFODF��*�FOKPZFE�NPTU�UIF�PQQPSUVOJUZ�UP�NFFU�BOE�HFU�
LOPX�NZ�HSPVQNBUFT��0VS�DPOWFSTBUJPOT�XFSF�B�MPU�PG�GVO��5IBOL�ZPV�TP�NVDI�
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UT *U�XBT�WFSZ�GVO�*�KVTU�XJTI�XF�DPVME�IBWF�IBE�B�MJM�NPSF�JOUFSFTU�GSPN�PVS�:P6�TUVEFOU�PO�UIF�

UPQJD�TP�*�SFDPNNFOE�NBZCF�IBWJOH�TPNF�QJDUVSF�DBSET�PS� JOGPSNBUJPO�BSPVOE�UIF�DMBTTSPPN�
UIF�XFFL�CFGPSF�TP�UIFZ�DBO�IFMQ�XJUI�UIF�EFDJTJPO�NBLJOH�UP�GFFM�NPSF�JODMVEFEd

CV
MUV

SF

*�FOKPZFE�UIJT�FYQFSJFODF�UIPVHI�UIFSF�XBT�TPNF�DIBMMFOHFT�XJUI�pHVSJOH�PVU�BTTJHONFOUT��.Z�
GBWPSJUF�QBSUT�XBT�UBMLJOH�UP�UIFN�BCPVU�QPQ�DVMUVSF�BOE�FOUFSUBJONFOU�
*�XBMLFE�JOUP�UIJT�QSPKFDU�WFSZ�PQUJNJTUJD��*�XBT�FYDJUFE�UP�NFFU�QFPQMF�GSPN�+BQBO�BOE�UP�TFF�
XIBU�UIFJS� MJWFT�XFSF� MJLF� JO�DPOUFNQPSBSZ�+BQBO��*�XBT�OPU�FYQFDUJOH�UIF�TUVEFOUT�UP�DIPPTF�
BO�VLJZP�F�QSJOU
�TP� *�XBT�QMFBTBOUMZ�TVSQSJTFE�UIBU� UIFZ�XBOUFE�UP� MFBSO�NPSF�BCPVU�VLJZP�F�
QSJOUT�BOE�UIFZ�IBE�DIPTFO�B�QSJOU�CFGPSF�NFFUJOH�'SBODFT�BOE�.ZTFMG��*�XBT�UIJOLJOH�JU�XPVME�
CF�EJ⒏DVMU�UP�BTTJHO�BSFBT�UP�XPSL�PO
�CVU�FWFSZPOF�IBE�B�TQFDJpD�BSFB�UIFZ�XBOUFE�UP�GPDVT�PO��
5IF�FOUJSF�QSPKFDU�XFOU�WFSZ�TNPPUIMZ
�CFUUFS�UIBO�*�DPVME�IBWF�FWFS�JNBHJOFE��
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AT�GPS�UIF�+BQBOFTF�VOJWFSTJUZ�TUVEFOUT
����PVU�PG����TUVEFOUT�XSPUF�DPNNFOUT� 	SFF�
5BCMF���

�XIJDI�DBO�CF�EJWJEFE� JOUP�UIF�UPQJDT�PG�DPNNVOJDBUJPO
�DVMUVSF
�DPOUFOU
�BOE�
&OHMJTI� MBOHVBHF�����DPNNFOUT�BCPVU�DPNNVOJDBUJPO�SBOHFE� GSPN�TJNQMZ�TBZJOH�UIBU�
UIFZ�IBE�FOKPZFE�UIF�C0*L�QSPKFDU�	��DPNNFOUT

�UIFZ�IBE�FOKPZFE�DPNNVOJDBUJPO�POMJOF�
	��DPNNFOUT
�BOE� MFBSOJOH�BCPVU�FBDI�PUIFS`T�DVMUVSFT�BOE�EBJMZ� MJWFT
�BOE�FYQSFTTJOH�
UIFJS�EJ⒏DVMUJFT�XJUI�USZJOH�UP�DPNNVOJDBUF�POMJOF�UISPVHI�;00.�	��DPNNFOUT
��5IF�
��DPNNFOUT�BCPVU� UIF�DPOUFOUT�PG� UIF�QSPHSBN�XFSF�BCPVU�FJUIFS� UIF�UJNF�EJ⒎FSFODF�
NBLJOH�DPNNVOJDBUJPO�EJ⒏DVMU�PS�BCPVU�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT� JO�FBDI�HSPVQ�BOE�IPX�
UIFZ�DPVME�IBWF�CFFO�BTTJHOFE�HSPVQT�EJ⒎FSFOUMZ�PS�XPSLFE�UPHFUIFS�NPSF�F⒎FDUJWFMZ��
5IF���DPNNFOUT�BCPVU�DVMUVSF�XFSF�HFOFSBMMZ�BCPVU� UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT�SFBMJ[JOH�
UIFJS�MBDL�PG�LOPXMFEHF�PG�+BQBOFTF�DVMUVSF�BOE�IJTUPSZ
�BOE�UIBU�UIF�MFBSOFE�BCPVU�BOE�
GFMU�QSPVEFS�PG�UIFJS�PXO�DVMUVSF�UISPVHI�UIJT�QSPKFDU�

RFHBSEJOH�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT`�DPNNFOUT�BCPVU�&OHMJTI�MBOHVBHF
�BMNPTU�BMM�PG�UIF�
���DPNNFOUT�NFOUJPOFE� UIFJS�EJGGJDVMUJFT� JO�IFBSJOH�BOE�TQFBLJOH� JO�&OHMJTI� UP� UIFJS�
ANFSJDBO�DPVOUFSQBSUT
�CVU�IBMG� PG� UIF� TUVEFOUT� 	�� DPNNFOUT
�NFOUJPOFE� UIBU� UIFJS�
EJ⒏DVMUJFT�XFSF�FJUIFS�PWFSDPNF�XJUI�IFMQ�GSPN�UIF�ANFSJDBO�TUVEFOUT�PS�UIBU�UIFZ�IBE�
NPUJWBUFE�UIFN�UP�TUVEZ�&OHMJTI�FWFO�IBSEFS
�XIJMF�UIF�PUIFS�IBMG�	��DPNNFOUT
�UBMLFE�
BCPVU�FJUIFS� UIFJS� MBOHVBHF�TLJMMT�OPU�CFJOH�TUSPOH�FOPVHI�PS� UIBU�DPNNVOJDBUJPO� JO�
&OHMJTI�UISPVHI�;00.�XBT�WFSZ�EJ⒏DVMU�GPS�UIFN�
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*�FOKPZFE�DPNNVOJDBUJOH�XJUI�UIF�C0*L�TUVEFOUT�WFSZ�NVDI
�CVU� JU�XBT�BMTP�EJ⒏DVMU�� *� GPVOE�
UIBU�JU�JT�FBTJFS�UP�DPOWFZ�NZ�JOUFOUJPOT�BOE�DPNNVOJDBUF�NPSF�TNPPUIMZ�JO�QFSTPO�SBUIFS�UIBO�
WJB�[PPN
�TP�*�XBOUFE�UP�NFFU�UIFN�JO�QFSTPO�

*�UIPVHIU�BCPVU�UIF�EJ⒏DVMUZ�PG�DPNNVOJDBUJOH�WJB�;00.�

*U�XBT�HSFBU�GVO�UP�VTF�;00.�UP�UBML�BCPVU�QSPKFDUT�BT�XFMM�BT�FWFSZEBZ�MJGF�

*�GPVOE�JU�EJ⒏DVMU�UP�DPNNVOJDBUF�BOE�DSFBUF�QSFTFOUBUJPOT�UISPVHI�;00.��5IFSF�XFSF�NBOZ�
EJ⒏DVMUJFT
�TVDI�BT�UIF�GBTU�QBDF�PG�PVS�VTVBM�DPOWFSTBUJPOT�BOE�OPU�CFJOH�BCMF�UP�VTF�OPO�WFSCBM�
DPNNVOJDBUJPO�NFUIPET�GSFFMZ�POMJOF�

AMUIPVHI�UIFSF�XFSF�UJNFT�XIFO�DPNNVOJDBUJPO�XBT�OPU�TNPPUI�BOE�HSPVQ�NFNCFST�IBE�B�
IBSE�UJNF�HFUUJOH�UPHFUIFS
�*�XBT�SFMJFWFE�UIBU�XF�NBOBHFE�UP�DPNQMFUF�UIF�QSFTFOUBUJPO��5IFSF�
XFSF�NBOZ�UJNFT�XIFO�DPNNVOJDBUJPO�XJUI�/*6�TUVEFOUT�XBT� JOUFSSVQUFE�CZ�UIF�WPJDFT�PG�
PUIFS�HSPVQT�UBMLJOH
�TP�*�GFMU�UIFSF�XFSF�TPNF�MJNJUBUJPOT�UP�IBWJOH�FWFSZPOF�XPSLJOH�UPHFUIFS�
JO�POF�DMBTTSPPN�

8F�XFSF�BCMF�UP�DPNNVOJDBUF�XJUI�FBDI�PUIFS�BOE�QSFQBSF�TNPPUIMZ��*�UIJOL�XF�XFSF�BCMF�UP�
UBML�GSFFMZ�BCPVU�FBDI�PUIFS�

AMUIPVHI�UIFSF�XFSF�UJNFT�XIFO�DPNNVOJDBUJPO�XBT�EJ⒏DVMU
� *�FOKPZFE�TQFBLJOH�XJUI� UIFN�
UISPVHIPVU�UIF�FOUJSF�FWFOU�

*�FOKPZFE�JU�WFSZ�NVDI�

*�FOKPZFE�JU�WFSZ�NVDI�

8F�XFSF�BCMF� UP� JOUFSBDU�NPSF�CZ�IFMQJOH�FBDI�PUIFS�WJB�FNBJM�BOE� JOTUBHSBN�XIFO�XF�IBE�
QSPCMFNT
�BOE�(SFH�XBT�WFSZ� GSJFOEMZ�BOE�LJOE
�XIJDI�NBEF�NF�XBOU�UP�DPOUJOVF� JOUFSBDUJOH�
XJUI�IJN�JO�UIF�GVUVSF�
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PSFQBSJOH�BOE�DPNNVOJDBUJOH�GPS�UIF�QSFTFOUBUJPO�XBT�EJ⒏DVMU
�CVU�BGUFS�JU�XBT�PWFS
�*�UIPVHIU�
JU�XBT�B�HSFBU�FYQFSJFODF�

*�FOKPZFE�UIF�PQQPSUVOJUZ�UP�UBML�OPU�POMZ�BCPVU�UIF�QSPKFDU
�CVU�BMTP�BCPVU�NZ�QFSTPOBM�MJGF
�BOE�
UP�VOEFSTUBOE�FBDI�PUIFS`T�QFSTPOBMJUJFT�

&WFSZPOF�XBT�WFSZ�GSJFOEMZ�BOE�XF�IBE�B�MPU�PG�GVO��8F�LFQU�JO�UPVDI�XJUI�FBDI�PUIFS�PVUTJEF�
PG�DMBTT�BOE�JU�XBT�B�WFSZ�QSPEVDUJWF�UJNF�

AMUIPVHI�JU�XBT�EJ⒏DVMU�UP�DPNNVOJDBUF�CFDBVTF�XF�XFSF�OPU�XPSLJOH�GBDF�UP�GBDF
�FBDI�QFSTPO�
IBE�B�SPMF�UP�QMBZ�JO�UIF�QSPKFDU
�XIJDI�NBEF�JU�B�HPPE�QSPKFDU�

CP
OU

FO
UT

*U�XBT�TP� GVO
�CVU�UIF�HSPVQ�NFNCFST�PG�PVS�VOJWFSTJUZ�XFSF�UIF�TBNF�QSFWJPVT�QSPKFDU�TP�*�
XBOU�UP�UBML�UP�PUIFS�TUVEFOUT�PG�NZ�VOJWFSTJUZ�

.Z�HSPVQ�XBT�CBTJDBMMZ�POMZ�NF�UBMLJOH
�TP�JU�XBT�IBSE�GPS�VT�+BQBOFTF�TUVEFOUT�UP�XPSL�XJUI�
FBDI�PUIFS��SP�*�IBE�UP�UBLF�B�CSFBL�	CF�BCTFOU
�PODF��*�GFMU�TPSSZ�GPS�TVDI�B�UIJOH�����*O�UIF�FOE
�*�
IBE�UP�VTF�B�USBOTMBUPS�GPS�BMNPTU�FWFSZUIJOH�*�TBJE
�TP�*�GFMU�CBE�GPS�UIFN�	UIF�/*6�TUVEFOUT


*U�XBT�EJ⒏DVMU�UP�NBLF�TMJEFT�EVF�UP�UIF�UJNF�EJ⒎FSFODF
�CVU�JU�XBT�B�WBMVBCMF�FYQFSJFODF�

CV
MUV

SF

*�EJEO`U�IBWF�NVDI�LOPXMFEHF�BCPVU�+BQBO�JO�UIF�.FJKJ�FSB
�TP�JU�XBT�EJ⒏DVMU�BU�pSTU
�CVU�BT�XF�
SFTFBSDIFE�UPHFUIFS�*�XBT�BCMF�UP�MFBSO�NPSF�BCPVU�+BQBO�NZTFMG�

*U�JT�HPPE�PQQPUVOJUZ�UP�MFBSO�BCPVU�KBQBOFTF�DVMUVSF�EFFQMZ�

SJODF� *�IBE�OFWFS�NBEF�B�QSFTFOUBUJPO�XJUI�ANFSJDBOT�CFGPSF
� JU�XBT�B�HSFBU�PQQPSUVOJUZ�
BOE�*�FOKPZFE�QBSUJDJQBUJOH�JO�UIF�QSPKFDU��*�BMTP�XBOUFE�UP�TIBSF�UIF�LOPXMFEHF�*�HBJOFE�IFSF�
BCPVU�+BQBOFTF�DVMUVSF�XJUI�DVSSFOU�:P6�JOUFSOBUJPOBM�TUVEFOUT��5IJT�DMBTT�JT�B�WFSZ�HPPE�DMBTT�
CFDBVTF�*�DBO�NBLF�HPPE�VTF�PG�&OHMJTI�CFDBVTF�UIFSF�BSF�NBOZ�DMBTTFT�UIBU�BSF�GPS� MFBSOJOH�
&OHMJTI�CVU�FOE�VQ�VTJOH�+BQBOFTF�

*� GFMU�UIBU�NZ�LOPXMFEHF�PG�+BQBOFTF�BSU�BOE�DVMUVSF�XBT� MFTT�UIBO�*�IBE�FYQFDUFE��)PXFWFS
�
UISPVHI�UIF�QSPKFDU
�NZ�LOPXMFEHF�JODSFBTFE
�BOE�JO�UIF�CSFBLPVU�SPPNT
�XF�BTLFE�FBDI�PUIFS�
RVFTUJPOT�BOE�MFBSOFE�BCPVU�UIF�EJ⒎FSFODFT�CFUXFFO�+BQBO�BOE�PUIFS�DPVOUSJFT�BOE�UIJOHT�UIBU�
XF�EJE�OPU�LOPX�NVDI�BCPVU�JO�+BQBO�

*�XBT�BCMF�UP�MFBSO�NPSF�BCPVU�+BQBOFTF�DVMUVSF�JO�EFUBJM�BOE�JO�EFQUI��*U�XBT�B�HPPE�BOE�GSVJUGVM�
FYQFSJFODF�GPS�NF�UP�DPNNVOJDBUF�JO�&OHMJTI�BOE�DSFBUF�B�QSFTFOUBUJPO�

&O
HM
JTI

*U�XBT�EJ⒏DVMU�GPS�NF�UP�FEJU�PVS�QSFTFOUBUJPPO�NBUFSJBM��BVU�UIBOLT�UP�FWFSZPOF�PG�NZ�UFBN
�XF�
DPPVME�NBLF�B�HSFBU�QSF[FOUBUJPO�� *�SFBMMZ�BQQSJDJBUF� GPS�TFFJOH�UIFN�BOE�XPSLJOH�XJUI�UIFN
�
BOE�UIJT�QSPKFDU�XBT�HSFBU�DIBODF�UP�FOIBODF�&OHMJTI�TQFBLJOH�TLJMM�QSBDUJDBMZ�

*�SFHSFU�UIBU�*�DPVME�OPU�TQFBL�XFMM�BOE�DPVME�OPU�DPNNVOJDBUF�

AMUIPVHI�*�XBT�BCMF�UP�QSPDFFE�XJUI�UIF�QSPKFDU�JUTFMG
�*�XBT�OPU�BCMF�UP�TQFBL�WFSZ�BDUJWFMZ�PO�
NZ�PXO�

*U�XBT�EJ⒏DVMU�UP�DPNNVOJDBUF�CFDBVTF�*�DPVME�OPU�IFBS�&OHMJTI�BOE�*�DPVME�OPU�TQFBL�JU�XFMM�
FJUIFS�

*O�BEEJUJPO�UP�UIF�EJ⒏DVMUZ�PG�DPNNVOJDBUJOH�JO�&OHMJTI
�*�GFMU� JU�XBT�NPSF�EJ⒏DVMU�CFDBVTF�PG�
NZ�PXO�LOPXMFEHF�PG�6LJZP�F��*�SFHSFUUFE�UIBU�*�XBOUFE�UP�JNQSPWF�NZ�PXO�&OHMJTI�BOE�NZ�
QPTJUJWF�BUUJUVEF�NPSF�

0WFSBMM
�TQFBLJOH�BOE�DPNNVOJDBUJOH�JO�&OHMJTI�XBT�EJ⒏DVMU�

*� GFMU� UIF�EJ⒏DVMUZ�PG�DPNNVOJDBUJOH�XJUI�QFPQMF� GSPN�PUIFS�DPVOUSJFT� JO�&OHMJTI�� *� GFMU� UIBU�*�
TIPVME�TQFBL�&OHMJTI�NPSF�BDUJWFMZ�

5IFSF�XFSF�B�GFX�PDDBTJPOT�XIFO�*�XBT�QV[[MFE�CFDBVTF�*�KVTU�DPVMEO`U�VOEFSTUBOE�UIF�MBOHVBHF�
XIFO�JU�XBT�B�GPSFJHO�MBOHVBHF
�CVU�UIBOLT�UP�UIF�LJOE�GPSFJHOFST
�*�IBE�B�WFSZ�FOKPZBCMF�[PPN�
UJNF�

5IFSF�XFSF�NBOZ�TJUVBUJPOT�XIFSF�JU�XBT�EJ⒏DVMU�UP�BDUJWFMZ�DPNNVOJDBUF�XJUI�GPSFJHOFST
�CVU�
PODF�*�HPU�VTFE�UP�JU
�*�GPVOE�JU�FOKPZBCMF�

63ୈ１部　SPARC 教育プログラム　論จ

■A COIL Project: an educational m
ethod using ICT to gain new perspectives, knowledge and deeper learning on culture through global com

m
unication with Am

erican students



+B
QB

OF
TF

�6
OJ
WF

ST
JUZ

�S
UV

EF
OU

T
&O

HM
JTI

5IJT�QSPKFDU�XBT�WFSZ�EJ⒏DVMU�GPS�NF�CFDBVTF�*�IBE�UP�DPNNVOJDBUF�XJUI�GPSFJHOFST�JO�&OHMJTI��
AMTP
�VOMJLF�UIF�MBTU�UJNF
�UIJT�UJNF�BMM�UIF�DMBTTFT�XFSF�DPOEVDUFE�POMJOF��SP�UIFSF�XFSF�NBOZ�
EJGGJDVMUJFT�� *� DPVME�OPU� SFMZ�PO�HFTUVSFT�PS� USBOTMBUJPOT
� BOE� JU�XBT�EJGGJDVMU� UP�LOPX� JG� UIFZ�
VOEFSTUPPE�NF�PS�OPU��5IFSFGPSF
�*�DPVME�OPU�TQFBL�BDUJWFMZ�CFDBVTF�PG�OFHBUJWF�UIPVHIUT�TVDI�
BT
�l8IBU�JG�*�EPO`U�HFU�UIF�NFTTBHF �BBTFE�PO�NZ�SFqFDUJPO�UIJT�UJNF
�*�XJMM�QVU�NPSF�F⒎PSU�JOUP�
NZ�&OHMJTI�TUVEZ�GSPN�OPX�PO�BOE�USZ�UP�TQFBL�XJUI�DPOpEFODF�
AU�pSTU�*�XBT�DPOGVTFE�CFDBVTF�*�EJEO`U�LOPX�XIBU�*�XBT�TVQQPTFE�UP�EP
�CVU�XJUI�UIF�IFMQ�PG�
NZ�HSPVQ�NFNCFST�*�NBOBHFE�UP�EP�JU��*�IBWF�IBE�TFWFSBM�PQQPSUVOJUJFT�UP�SFTFBSDI�+BQBOFTF�
DVMUVSF� JO�EFUBJM
�CVU�*�IBWF�OFWFS�IBE�UIF�DIBODF�UP�FYQMBJO�BOE�USBOTMBUF�UIFN�JO�&OHMJTI�PS�
SFBE�&OHMJTI�UFYUT�BCPVU�+BQBOFTF�DVMUVSF
�TP�JU�XBT�WFSZ�NFBOJOHGVM�GPS�NF�
*�XBT�B�MJUUMF�GSVTUSBUFE�CFDBVTF�NZ�&OHMJTI�TLJMMT�XFSF�QPPS
�CVU�*�XBT�NPUJWBUFE�UP�CVZ�B�GFX�
UIJOHT��*U�XBT�WFSZ�IFMQGVM�UIBU�UIF�GPSFJHOFS�XBT�QSPBDUJWF�JO�DPNNVOJDBUJOH�XJUI�NF�
*U�XBT�BO�PQQPSUVOJUZ�GPS�NF�UP�SFBMJ[F�IPX�QPPS�NZ�&OHMJTI�TLJMMT�XFSF�BOE�UP�USZ�IBSEFS��*�
XBT�HSBUFGVM�UIBU�FWFSZPOF�XBT�LJOE�BOE�IFMQFE�NF�JO�NBOZ�XBZT�
*U�XBT�NVDI�NPSF�EJ⒏DVMU�UIBO�BDUVBMMZ�NFFUJOH�BOE�EPJOH�TPNFUIJOH
�CVU�*�UIJOL�NZ�&OHMJTI�
CBTFE�DPNNVOJDBUJPO�TLJMMT�JNQSPWFE�
*U�XBT�JOEFFE�EJ⒏DVMU�UP�DPNNVOJDBUF�JO�B�TNBMM�BNPVOU�PG�UJNF
�CVU�*�XBT�WFSZ�IBQQZ�XIFO�*�
DPVME�DPOWFZ�XIBU�*�XBOUFE�UP�TBZ�UP�UIF�PUIFS�QFSTPO�
AMUIPVHI�JU�XBT�NPSF�EJ⒏DVMU�UIBO�*�FYQFDUFE�UP�VOEFSTUBOE�UIF�PUIFS�QBSUJDJQBOUT`�&OHMJTI
�XF�
XFSF�BCMF�UP�UBML�XJUI�FBDI�PUIFS�BCPVU�B�WBSJFUZ�PG�UPQJDT�BOE�MFBSO�GSPN�FBDI�PUIFS�

'JOBMMZ
�UIFZ�XFSF�BTLFE�GPS�TVHHFTUJPOT�PO�IPX�UIF�C0*L�QSPKFDU�DPVME�CF�JNQSPWFE�
JO� UIF� GVUVSF��5IF�ANFSJDBO�DPMMFHF�TUVEFOUT�IBE���DPNNFOUT� UIBU�DPVME�CF�EJWJEFE�
JOUP� UIF� UPQJDT� PG� HFOFSBM� DPNNVOJDBUJPO
� TVHHFTUJPOT� GPS� JDF�CSFBLJOH� BDUJWJUJFT
�
PWFSBMM�QMBOOJOH�BOE�QSFQBSBUJPO�BOE�*5�TVQQPSU�	SFF�5BCMF���
��5IF�PWFSBMM�HJTU�PG�UIF�
TVHHFTUJPOT�GPS�JNQSPWFNFOU�XFSF�UP�JODMVEF�NPSF�JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUJFT�JO�FWFSZ�DMBTT�
UP�JNQSPWF�DPNNVOJDBUJPO�XJUIJO�HSPVQT
�QSPWJEF�NPSF�DMFBS�JOTUSVDUJPOT�GPS�UIF�QSPKFDU�
BOE�NBLJOH� TVSF� UIF� UXP�QSPGFTTPST� MFBEJOH� UIF�QSPKFDU�XFSF�NPSF� DPOTJTUFOU� BOE�
DPIFSFOU�JO�UIFJS�EJSFDUJPOT
�BOE�QSPWJEF�CFUUFS�*5�TVQQPSU�GPS�CPUI�PBEMFU�BOE�UIF�PPXFS�
PPJOU�QSFTFOUBUJPOT�
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*� UIJOL� JU�XPVME�CF�HPPE�UP�QVU�NPSF�FNQIBTJT�PO�DPNNVOJDBUJPO�PVUTJEF�PG�DMBTT��:PV�DPVME�
FWFO�NBLF� JU�B�SFRVJSFNFOU�� *U�XBT�FBTZ� GPS�NF�UP� GPSHFU�BCPVU� UIF�QSPKFDU�VOUJM�DMBTT�NFU��
.PSF�DPNNVOJDBUJPO�QSPCBCMZ�XPVME�IBWF�IFMQFE�XJUI�UIBU��*U�XBT�BMTP�FBTJFS�UP�DPNNVOJDBUF�
UISPVHI�XSJUJOH�JOTUFBE�PG�TQFBLJOH�

*D
FC

SF
BL

JO
H�

BD
UJW

JUJ
FT

.BZCF� JODMVEF�TPNF�DVMUVSBM� UPVDITUPOFT�PO�UIF�:P6�FOE� GPS�TPNF�DPOWFSTBUJPO� JO� UIF�pSTU�
XFFL� MJLF�NZ�HSPVQ�UBMLFE�BCPVU� GBWPSJUF�BOE� MFBTU� GBWPSJUF� GPPE�� *�BMTP� UIJOL� MJLF� JO�HFOFSBM�
UIBU�:P6�TUVEFOUT�TIPVME�CF�UPME� UIBU� JU`T�OP�USPVCMF� JG� UIFZ�BTL�VT�BCPVU�QSPOVODJBUJPO��8F�
SFBMMZ�FOKPZFE�HPJOH�UISPVHI�QPQ�DVMUVSF�XPSET�BOE�FYQMBJOJOH�QSPOVODJBUJPO�BOE�IBE�B�GVO�UJNF�
MFBSOJOH�CBTJD�+BQBOFTF�HSFFUJOHT�

*�UIPVHIU�UIF�JOTUSVDUJPOT�P⒎FSFE�UP�VT�XBT�XFMM�FYQMBJOFE��*�MJLFE�UIF�JDF�CSFBLFST�P⒎FSFE�UP�VT
�
*�UIJOL�JU�NBEF�VT�PQFO�VQ�UP�FBDI�PUIFS��*�XPVME�P⒎FS�NPSF�JDF�CSFBLFST�UP�PQFO�VQ�NPSF��*�GFMU�
MJLF�JO�PVS�HSPVQ�XF�XFSF�TUJMM�B�MJUUMF�TIZ�XJUI�UBMLJOH�XJUI�FBDI�PUIFS��*�UIJOL�BO�JDF�CSFBLFS�
FWFSZ�XFFL�XPVME�IBWF�CFFO�OJDF�
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*U�TPNFUJNFT�GFMU�BT�UIPVHI�FBDI�QSPGFTTPS�IBE�EJ⒎FSFOU�HPBM��*O�TPNF�XBZ�UIFZ�XPSLFE�UPHFUIFS�
BOE�PUIFS�UJNFT�JU�GFMU�B�MJUUMF�EJTPSJFOUJOH��*�UIJOL�NBZCF�NPSF�EJTDVTTJPO�CFUXFFO�QSPGFTTPST�PO�
XIBU�UIFZ�BSF�FYQFDUJOH�GSPN�TUVEFOUT�DPVME�IFMQ�
*U�XBT�KBSSJOH�BU�UJNFT�XIFO�UIF�TDIFEVMF�XPVME�DIBOHF��*U`T�PLBZ�UP�SFNBJO�qFYJCMF
�CVU�IBWJOH�
B�TUSVDUVSFE�TDIFEVMF
�MJTU�PG�BTTJHONFOUT
�BOE�FYQFDUBUJPOT�CFGPSF�UIF�DPMMBCPSBUJPO�CFHBO�XPVME�
IBWF�CFFO�HSFBU�
)BWJOH�DMFBSFS�JOTUSVDUJPOT�PO�PBEMFU�BOE�SFEVDJOH�UIF�UFDIOJDBM�JTTVFT�PO�UIF�pSTU�EBZ�
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5IF�POMZ�UIJOH�*�XPVME�TVHHFTU�XPVME�CF�UP�VTF�POF�ESJWF�UP�TIBSF�pMFT�GPS�BMM�UIF�HSPVQT�TP�BMM�
PG�UIF�QPXFSQPJOUT�BSF�JO�POF�QMBDF�BOE�FBTJFS�GPS�FBDI�QFSTPO�UP�FEJU�UIF�QPXFSQPJOU�BOE�BMMPX�
GPS�B�NPSF�DPOGPSN�QSFTFOUBUJPOT�GPS�BMM�UIF�HSPVQT��
PBEMFU�XBT�HPPE� GPS� UIF�EBZT�XF�[PPNFE
�CVU� JU�EPFTO`U�HJWF�OPUJGJDBUJPOT�� *�IBSEMZ�HPU�BOZ�
FNBJMT�TP�JU�XPVME`WF�CFFO�OJDF�UP�IBWF�TPNF�TPSU�PG�HSPVQ�DIBU�PO�BO�BQQ�UIBU�DPVME�CF�VTFE�
PO�UIF�QIPOF��TPNFUIJOH�UIBU�XPVME`WF�CFFO�JOUFHSBUFE�XJUI�UIF�SFRVJSFE�TUBSUJOH�JOUSPEVDUJPOT�
CFDBVTF�FWFO�NZ�JOTUBHSBN�XBT�POMZ�DPOUBDUFE�CZ���UPUBM�QFPQMF�GSPN�NZ�HSPVQ��

'PS� UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT
� TVHHFTUJPOT� GPS� JNQSPWFNFOU�DPVME�CF�HSPVQFE� JOUP� UIF�
UPQJDT�PG�&OHMJTI� MBOHVBHF
� GBDF�UP�GBDF�DPNNVOJDBUJPO
� JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUJFT
�QMBOOJOH�
BOE�QSFQBSBUJPO�BOE� *5�TVQQPSU� 	SFF�5BCMF���
��0WFSBMM
� UIF�TVHHFTUJPOT�XIJDI�DPVME�
CF�FGGFDUJWF� JO� GVUVSF�C0*L�QSPKFDUT� JODMVEF�QSPWJEJOH�NPSF� JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUJFT� UP�
FODPVSBHF�NPSF�DPNNVOJDBUJPO�XJUIJO�HSPVQT�CPUI�EVSJOH�DMBTTSPPN�TFTTJPOT�BOE�EVSJOH�
UIF�EPXOUJNFT�CFUXFFO�DMBTTFT
�QSPWJEJOH�NPSF�DMFBS� JOTUSVDUJPOT� GPS�FBDI�TUFQ�PG� UIF�
QSPKFDU
�FYQMBJOJOH�IPX�UP�VTF�PBEMFU�BOE�IPX�UP�NBLF�PPXFS�PPJOU�QSFTFOUBUJPOT�XJUI�
BVEJP
�BOE�IBWJOH�BDUJWJUJFT� GPS�XIPMF�DMBTT�HSPVQT�TP�UIBU�TUVEFOUT�DPVME� JOUFSBDU�XJUI�
NFNCFST�PG�PUIFS�HSPVQT����TUVEFOUT�FYQSFTTFE�UIF�EFTJSF� GPS� GBDF�UP�GBDF� JOUFSBDUJPOT
�
NPTU� MJLFMZ�CFDBVTF���NPOUIT�QSFWJPVTMZ
� UIFZ�QBSUJDJQBUFE� JO�B�C0*L�QSPKFDU�XIJDI�
DVMNJOBUFE�XJUI�ANFSJDBO�VOJWFSTJUZ�TUVEFOUT�DPNJOH�UP�+BQBO�GPS����EBZT�BOE�pOJTIJOH�
UIFJS�KPJOU�QSPKFDUT�UPHFUIFS�IFSF�

TaCle 13　SuggestiPns GPS ImQSPWement 	+aQanese 6niWeSsity StuEents


+B
QB

OF
TF

�6
OJ
WF

ST
JUZ

�S
UV

EF
OU

T
&O

HM
JTI SJODF�XF�XFSF�DPNNVOJDBUJOH� JO�&OHMJTI�BMM� UIF� UJNF
� *� UIPVHIU� JU�IFMQFE�NF� JNQSPWF�NZ�

&OHMJTI� 	NBJOMZ�TQFBLJOH
�� *�NZTFMG� GFMU� UIBU� *�XBT�BCMF� UP�TQFBL�&OHMJTI�CFUUFS� UIBO�XIFO�*�
TUBSUFE
�TVDI�BT�CFJOH�BCMF�UP�IFBS�BOE�TQFBL�UIF�XPSET�*�XBOUFE�UP�TQFBL�

0
OM
JO
F�
WT

�'
5
'

*� UIJOL� JU�XPVME�CF�CFUUFS� JG�XF�DPVME�HP�UP�FBDI�TDIPPM�BOE� JOUFSBDU�XJUI�UIFN�UP�HFU� �NPSF�
JOWPMWFE��

.FFU�BOE�UBML�GBDF�UP�GBDF

*�IPQF�UP�NFFU�UIFTF�HJSMT�TPNFEBZ�

*�UIPVHIU�JU�XPVME�IBWF�CFFO�CFUUFS�JG�XF�DPVME�IBWF�EPOF�JU�GBDF�UP�GBDF�

5BMLJOH�POMJOF�EJEO`U�HP�XFMM
�TP�*�XBOUFE�UP�UBML�JO�QFSTPO�

*�XJTIFE�*�DPVME�DPNNVOJDBUF�EJSFDUMZ�XJUI�UIFN�
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*`E�MJLF�UIF�PQQPSUVOJUZ�UP�DPNNVOJDBUF�B�MJUUMF�SPVHIFS�
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SPNFPOF�EJE�OPU�BUUFOE�UIF�QSFTFOUBUJPO�� *�DPVME�OPU�DPOUBDU� UIFN�BOE�*�EJE�OPU�LOPX�XIBU�
UP�EP��*�XPVME�MJLF�ZPV�UP�UBLF�BQQSPQSJBUF�BDUJPO�BHBJOTU�UIPTF�XIP�EJE�OPU�QBSUJDJQBUF�JO�UIF�
QSFTFOUBUJPO�
*�XPVME�IBWF�MJLFE�UP�IBWF�JOUFSBDUFE�XJUI�NPSF�TUVEFOUT��*�POMZ�HPU�UP�LOPX�UIF�NFNCFST�PG�
NZ�HSPVQ�UIJT�UJNF
�TP�*�XPVME�MJLF�UP�TFF�B�TZTUFN�XIFSF�*�DBO�JOUFSBDU�XJUI�SBOEPN�TUVEFOUT�
*U�XBT� HSFBU� UIBU�XF�XFSF� BCMF� UP� JOUFSBDU
� DSFBUF
� QSFTFOU
� BOE� FWBMVBUF� FBDI� PUIFS`T�
QSFTFOUBUJPOT�JO�UIJT�XBZ
�FWFO�JG�JU�XBT�OPU�GBDF�UP�GBDF�
*�XPVME�MJLF�NPSF�UJNF�UP�UIJOL�BCPVU�UIF�QSFTFOUBUJPO�
SJODF�UIFSF�XFSF�UJNFT�XIFO�OFJUIFS�QBSUZ�GVMMZ�VOEFSTUPPE�XIBU�XBT�UP�CF�EPOF�BOE�UP�XIBU�
FYUFOU
�XF�GFMU�UIBU�JU�XPVME�CF�FWFO�CFUUFS�JG�UIF�EFBEMJOFT�BOE�EFUBJMT�PG�XIBU�XBT�UP�CF�EPOF�
XFSF�NPSF�TQFDJpDBMMZ�JOEJDBUFE�
*�UIJOL�UIBU�JG�XF�DMBSJGZ�XIBU�OFFET�UP�CF�EPOF�NPSF
�UIF�QSFQBSBUJPO�XJMM�HP�NPSF�TNPPUIMZ�
/PX�*�XPVME�MJLF�UP�GSFFMZ�GPSN�B�HSPVQ�
PMFBTF�NBLF�JU�DMFBS�JO�+BQBOFTF�XIFUIFS�IPNFXPSL�JT�SFRVJSFE�PS�OPU�
*�XJTIFE�*�DPVME�HFU�NPSF�DMBTT�UJNF�
*�XBOUFE�UP�UBML�UP�UIF�/*C�QFPQMF�GSPN�PUIFS�UFBNT
�OPU�KVTU�PVS�PXO�QSPKFDU�UFBN�
*�UIJOL�JU�JT�B�HPPE�JEFB�UP�DSFBUF�HSPVQT�CBTFE�PO�ZPVS�HFOSF�PG�JOUFSFTU
�FUD��RBOEPNMZ�BTTJHOFE�
HSPVQ�BDUJWJUJFT�MJLF�UIJT�POF�BSF�HPPE
�CVU�*�UIJOL�JU�XPVME�CF�NPSF�GVO�UP�EJWJEF�UIF�HSPVQ�CZ�
IPCCJFT�BOE� JOUFSFTUT� UP�FODPVSBHF�DPOWFSTBUJPO��5IJT�XPVME�BMTP�FODPVSBHF�DPNNVOJDBUJPO�
PVUTJEF�PG�UIF�DMBTTSPPN�
*�XBOUFE�UP�IBWF�NPSF�UJNF�UP�QSFQBSF
*�GFMU�UIBU�UIF�UJNF�GPS�UIJT�QSPKFDU�XBT�B�MJUUMF�TIPSU
�BOE�*�XPVME�IBWF�MJLFE�BU�MFBTU�UISFF�NPSF�
TFTTJPOT�
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*U�XBT�IBSE�UP�IFBS�EVF�UP�MBH�JO�[PPN
�FUD�
*U�XPVME�CF�OJDF�UP�IBWF�B�SFBDUJPO�CVUUPO�GPS�XIFO�ZPV�EJEO`U�IFBS�TPNFUIJOH�
5IF�QBEMFU�EPFT�OPU�TFOE�OPUJpDBUJPOT
�TP�*�IBWF�UP�DIFDL�FWFSZ�TUFQ�NZTFMG��*�XJTI�UIFSF�XBT�
TPNFUIJOH�UIBU�XPVME�OPUJGZ�NF�
*�XPVME�MJLF�UP�TFF�NPSF�EFUBJMFE�FYQMBOBUJPOT�CFDBVTF�*�EJE�OPU�VOEFSTUBOE�IPX�UP�SFDPSE�BOE�
UIFSF�XFSF�UJNFT�XIFO�*�GFMU�VOFBTZ�BCPVU�VTJOH�JOGPSNBUJPO�FRVJQNFOU�
*� UIPVHIU� JU�XPVME�CF�TNPPUIFS� JG� UIF�DMBTTFT�XFSF�IFME� JO�TFQBSBUF� MPDBUJPOT� GSPN� JOEJWJEVBM�
DPNQVUFST�JOTUFBE�PG�FWFSZPOF�HBUIFSJOH�JO�POF�DMBTTSPPN�CFDBVTF�UIFSF�XFSF�TPNF�QSPCMFNT�
XJUI�[PPN�OPU�XPSLJOH�QSPQFSMZ�PO�UIF�DPNQVUFS�
*�GFMU�UIBU�FBDI�QBSUJDJQBOU�TIPVME�LOPX�IPX�UP�VTF�PPXFSPPJOU�B�MJUUMF�JO�PSEFS�UP�NBLF�TMJEFT�
TNPPUIMZ�

̓．%JTDVTTJPOɿ1SPCMFNT�BOE�'VUVSF�*NQSPWFNFOUT

0WFSBMM
� UIF�QSPKFDU�XBT�BO�PWFSXIFMNJOH� TVDDFTT��5IF�VOJWFSTJUZ� TUVEFOUT� GSPN�
CPUI�DPVOUSJFT�XFSF�IBQQZ�UP�IBWF�QBSUJDJQBUFE
� MFBSOFE�NPSF�BCPVU�+BQBOFTF�VLJZP�F�
UISPVHI�UIF�QSPKFDU
�BOE�XFSF�JOUFSFTUFE�JO�NBJOUBJOJOH�DPOUBDU�XJUI�FBDI�PUIFS�BGUFS�UIF�
C0*L�QSPKFDU�FOEFE��A�TNBMM�OVNCFS�PG�TUVEFOUT�IBE�DPNNVOJDBUJPO�PS�*5�EJ⒏DVMUJFT
�
CVU� UIFTF�XFSF� GBJSMZ�NJOPS�BOE�NBOZ�DPVME�CF�BWPJEFE� UISPVHI�DBSFGVM�QMBOOJOH� JO�
GVUVSF�QSPHSBNT��RFHBSEJOH�UIF�VOCBMBODF�PG�DPNNVOJDBUJPO�JO�TPNF�PG�UIF�HSPVQT
�UIF�
JOTUSVDUPST�EJTDVTTFE�XBZT�UP�lQPMJDFz�TUVEFOUT`�DPNNVOJDBUJPO�XJUIJO�HSPVQT
�IPXFWFS
�
TJODF�UIF�PWFSBMM�HPBM�PG�C0*L�QSPHSBNT�JT�UP�JODSFBTF�UIFJS�JOUFSFTU�JO�GPSFJHO�DVMUVSFT�
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BOE� JODSFBTF� UJFT�XJUI�QFPQMF� BSPVOE� UIF�XPSME
� UIFZ� GFMU� GPSDJOH� DFSUBJO� UZQFT� PG�
DPNNVOJDBUJPO�DPVME�CF�DPVOUFS�F⒎FDUJWF��*O�UIF�GVUVSF
�UIJT�JTTVF�OFFET�UP�CF�BEESFTTFE�
NPSF�UIPSPVHIMZ�JO�UIF�QMBOOJOH�TUBHFT�UP�FODPVSBHF�UIF�OBUVSBM�qPX�PG�DPNNVOJDBUJPO�
UISPVHIPVU�UIF�QSPHSBN�

5IF�PWFSBMM� MFOHUI�PG� UIF�QSPHSBN� 	��XFFLT
�XBT�FGGFDUJWF�BT� JU�HBWF�TUVEFOUT� UIF�
DIBODF� UP�HFU� UP�LOPX�FBDI�PUIFS�BOE�CVJME�VQ� USVTU�CFGPSF�EJTDVTTJOH� UIFJS�HSPVQ�
QSPKFDUT� JO�EFQUI��SPNF�TUVEFOUT� 	QBSUJDVMBSMZ� UIF� +BQBOFTF�VOJWFSTJUZ� TUVEFOUT
� GFMU�
UIBU� UIFZ�OFFEFE�NPSF� UJNF� UP�QSFQBSF
� CVU� UIJT�XBT�NPTU� MJLFMZ�EVF� UP� B� MBDL� PG�
GSFRVFOU�DPNNVOJDBUJPO�XJUIJO�UIF� JOEJWJEVBM�HSPVQT�� *O�PSEFS�UP�BWPJE�UIFTF�LJOET�PG�
DPNNVOJDBUJPO�HBQT
� UIF�QSPGFTTPST�OFFE�UP� JODSFBTF� JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUJFT�UP� JNQSPWF�
DPNNVOJDBUJPOT�XJUIJO�HSPVQT
�BOE�HJWF�TVHHFTUJPOT�GPS� JDF�CSFBLJOH�BDUJWJUJFT� GPS�FBDI�
DMBTT�UISPVHIPVU�UIF�QSPHSBN
�SBUIFS�UIBO�GPS�UIF�pSTU�DPVQMF�PG�DMBTTFT�POMZ��*O�BEEJUJPO
�
UIFZ�TIPVME�LFFQ�USBDL�PO�HSPVQ�DPNNVOJDBUJPO�PO�B�XFFLMZ�CBTJT�BOE�TUFQ� JO�NPSF�
RVJDLMZ�XIFO�UIFSF�BSF�QSPCMFNT�

*O�PSEFS�UP�SFEVDF�UIF�OVNCFS�PG�HSPVQT�XIP�IBE�UFDIOJDBM�QSPCMFNT�	QSPCMFNT�VTJOH�
PBEMFU�PS�SFDPSEJOH� KPJOU�PPXFS�PPJOU�QSFTFOUBUJPOT
�FUD�

� UIF�TUVEFOUT�XFSF�BTLFE�UP�
NBLF�B�����TMJEF�PPXFS�PPJOU�QSFTFOUBUJPO�XJUI�BVEJP�EFTDSJCJOH�UIFJS� lQPXFS�TQPUz�r�
B�QMBDF�UIBU�SFMBYFE
�SFGSFTIFE�PS�SFpMMFE�UIFN��)BWJOH�EPOF�UIJT�JOEJWJEVBMMZ
�UIF�MBSHF�
NBKPSJUZ�PG�HSPVQT�XFSF�BCMF�UP�DPNQMFUF�BOE�TVCNJU�UIFJS�KPJOU�QSFTFOUBUJPOT�TNPPUIMZ�
BOE� JO�B� UJNFMZ�NBOOFS��)PXFWFS
� UIFSF�XFSF�TUJMM�B� GFX�TUVEFOUT�XIP�IBE�QSPCMFNT
�
TPNF�PG�XIJDI�DPVME�CF�BWPJEFE�CZ�NPSF�DMFBS�XSJUUFO�EJSFDUJPOT�PS�DPOTJTUFOU�GPMMPX�VQ
�
BOE�NBLJOH�TVSF�BMM�PG�UIF�HSPVQ�NFNCFST�XFSF�QBSUJDJQBUJOH�SFHVMBSMZ�BOE�IFMQJOH�FBDI�
PUIFS�

5IFSF�XFSF�BMTP�B� GFX� UIJOHT� UIBU� DPVME�CF� JNQSPWFE�CZ�FBSMJFS�QSFQBSBUJPO�BOE�
DPMMBCPSBUJPO�CFUXFFO�UIF�UFBDIFST��5IF�ANFSJDBO�TUVEFOUT
�CFDBVTF�UIFZ�IBE�BMSFBEZ�
TUBSUFE�UIFJS�DMBTT� JO�AVHVTU
�XFSF�NPSF�LOPXMFEHBCMF�BCPVU�BOE�QSFQBSFE�UP�EJTDVTT�
+BQBOFTF�VLJZP�F
�XIJMF�UIF�+BQBOFTF�TUVEFOUT�KPJOFE�UIF�pSTU�C0*L�KPJOU�TFTTJPO�PO�UIFJS�
pSTU�EBZ�PG�DMBTT�GPS�UIF�TFNFTUFS
�BOE�IBE�OPU� MFBSOFE�BCPVU�UIF�TVCKFDU� JO�QBSUJDVMBS��
PSFQBSJOH�TPNF�NBUFSJBMT�GPS�UIFN�PS�QSFQBSJOH�UIFN�GPS�UIF�QSPKFDU�BU�UIF�FOE�PG�UIF�
pSTU�TFNFTUFS�XPVME�IFMQ�UIFN�UP�TIBSF�UIFJS�QFSTQFDUJWFT�NPSF�F⒎FDUJWFMZ��*O�BEEJUJPO
�
TFWFSBM�TUVEFOUT�IBE�TVHHFTUJPOT�BCPVU�UIF�HSPVQT
�TBZJOH�UIBU�UIFZ�XBOUFE�UP�DIPPTF�
UIFJS�PXO�HSPVQT�PS�CF�EJWJEFE�CZ�JOUFSFTUT��'PS�GVUVSF�QSPKFDUT
�UIF�QSPGFTTPS�JO�+BQBO�
TIPVME�VTF�TPNF�DMBTT�UJNF�JO�UIF�pSTU�TFNFTUFS�UP�IBWF�TUVEFOUT�MFBSO�BCPVU�UIFJS�UPQJD�
BOE�QSBDUJDF�QSFTFOUJOH�JU�JO�&OHMJTI�UP�UIFJS�DMBTTNBUFT�CFGPSF�TUBSUJOH�UIF�QSPKFDU�JO�UIF�
GBMM�TFNFTUFS�

̔．$PODMVTJPO

'JOBMMZ
� UIF� GVUVSF�PG� UIF�C0*L�QSPKFDUT�BU�FBDI�VOJWFSTJUZ�TIPVME�CF�DPOTJEFSFE� JO�
PSEFS� UP�SVO�NPSF�TNPPUIMZ�BOE�BTTVSF�B�QPTJUJWF�FYQFSJFODF� GPS�BMM� UIF�QBSUJDJQBOUT��
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*O� +BQBO
� GPS� UIF� GJSTU� DPVQMF� PG� TFTTJPOT� UIFSF�XFSF�NBOZ� UFDIOPMPHJDBM� QSPCMFNT
�
QBSUJDVMBSMZ�XJUI�;00.
�CVU�VOJWFSTJUZ� *5�SFTQPOEFE� JNNFEJBUFMZ�BOE�DBNF�UP�DMBTT�
GPS�UIF�TUBSU�PG�UIF�TFTTJPO�PWFS�UIF�OFYU�GFX�XFFLT�VOUJM�UIF�QSPCMFNT�XFSF�BMM�TPMWFE��
*U� JT� UIJT�LJOE�PG�TVQQPSU� UIBU�OFFET� UP�CF�QSPWJEFE�PO�B�VOJWFSTJUZ� MFWFM
� SBUIFS� UIBO�
IBWJOH�UIF�DPMMBCPSBUJPO�CFUXFFO�UXP�QSPGFTTPST��*LFEB
�,��	����
�FYQMBJOT�UIBU�l*O�PUIFS�
DPVOUSJFT
�C0*L� JT�CFJOH�QSPNPUFE�BT�CBQBDJUZ�BVJMEJOH�8PSLTIPQT�PS�5SBOTGPSNBUJPO�
LBCT
�XJUI� UIF� BJN� PG� QSPWJEJOH� MFBSOJOH� PQQPSUVOJUJFT� GPS� UFBDIFST� UP� EFWFMPQ�
DPNQFUFODFT�UIBU�NFFU�UIF�OFFET�PG�OFX�GPSNT�PG�FEVDBUJPO
z�BOE�GPMMPXT
�l*O�DPOUSBTU
�
JO�+BQBO
�TVQQPSU�JT�QSPWJEFE�UP�FBDI�VOJWFSTJUZ�JO�UIF�GPSN�PG�HPWFSONFOU�HSBOUT
�BOE�
JU� JT�MFGU�UP�UIF�TFMG�IFMQ�F⒎PSUT�PG�FBDI�VOJWFSTJUZ�UP�SFBMJ[F�UIJT�FEVDBUJPOBM�QSBDUJDF��*U�
JT�EFTJSBCMF�UIBU�OBUJPOBM�BOE�JOUFSOBUJPOBM�DPPQFSBUJPO�JT�QSPNPUFE�JO�UIF�GVUVSF
�TP�UIBU�
PQQPSUVOJUJFT�TVDI�BT� UFBDIFS�DBQBDJUZ�CVJMEJOH� USBJOJOH�BSF�QSPWJEFE�NPSF� GSFRVFOUMZ�
BDSPTT�VOJWFSTJUZ�CPVOEBSJFT�z�BVJMEJOH� UIJT� JOGSBTUSVDUVSF� JT�DSJUJDBM� GPS� UIF�DPOUJOVFE�
EFWFMPQNFOU�PG�CPPSEJOBUFE�0OMJOF�*OUFSOBUJPOBM�&YDIBOHF�BU�B�VOJWFSTJUZ�XJEF�MFWFM�

3FGFSFODFT
CBSMJTMF
�%����SBFO[
� +�L�� 	����
�C0*L
�C0*LFS
�C0*LJOH��&OHMJTI�LBOHVBHF�LFBSOFST�

PBSUJDJQBUJOH� JO�CPMMBCPSBUJWF�0OMJOF� *OUFSOBUJPOBM�LFBSOJOH��5IF�SPVUIFBTU�ATJBO�
CPOGFSFODF�PO�&EVDBUJPO������	SJOHBQPSF
��%0*����������JTTO�����������������

CIV
�C����5PSJJ
�:�� 	����
�CPNNVOJDBUJOH�ADSPTT�CVMUVSFT�0OMJOF�� *OUSPEVDJOH�BOE�
CPNQBSJOH� UIF� *NQMFNFOUBUJPO�PG�5ISFF�7JSUVBM�SUVEZ�ACSPBE�PSPHSBNT��5IF�
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͸͡Ίに

��世لにおける೔ຊ社会はٸ଎にม化をしており、人ݮޱগおよびগࢠ高ྸ化時୅に
入った。それに൐い、大学における教育・ݚ究のあり方も大きくม化をしており、����年
の中ԝ教育審議会ʮզがࠃの高等教育のক来像ʯにおいては、教育とݚ究にՃえ、社会ݙߩ

ʢ地域社会・経ࡁ社会・ࡍࠃ社会等、広い意ຯでの社会શ体の発展へのد༩ʣが、第三の໋࢖
としてଊえていくべき時୅となっている、としたʢ文部科学ল
�����ʣ。そして、����年に
վਖ਼された教育基ຊ法では、ʮ大学は、学術の中心として、高い教ཆとઐ໳的能力をഓう
とともに、深くਅ理を探究して新たな知見を૑଄し、これらの成果を広く社会にఏڙする
ことにより、社会の発展にد༩するものとする。ʯと定められたʢ文部科学ল
�����ʣ。

ެ立大学については、大学審議会ʮ��世لの大学像と今後のվֵ方਑についてʯで、
ʮ౰֘自࣏体における設ஔ໨的にԊって、それͧれの地域のߋなる向上発展へのݙߩのため、
地域社会のさま͟まなཁ請等を౿まえつつ、より一૚教育ݚ究ػ能の教科に努めಛ৭ある
教育ݚ究を実ࢪしていくことがظ଴されている。ʯとあるʢ文部科学ল
�����ʣ。

大学のऔり૊Έཱݝޱࢁ

点として、ॅຽのڌ県།一の県立大学として、ʮ地域における知のޱࢁ、県立大学はޱࢁ
究するとともݚするઐ໳の学術を深く教तࢿ性๛かな地域文化の進展にݸびٴの૿進߁݈
に、高度な知ࣝٴび技能を有する人材の育成ฒびにݚ究成果の社会へのؐݩによる地域ݙߩ
活ಈを積極的に展開し、もっと人々が生き生きと暮らす社会のܗ成にࢿすることʯを໨的
に、地域のཁ๬に応えることができる、地域ܕݙߩ大学としてධՁがಘられることを໨ࢦし
ているʢޱࢁ県立大学
�����ʣ。

ところで、文部科学লが����年度に立ち上げたʮ地ʢ知ʣのڌ点੔උ事業ʯ௨শ、大学
C0CʢCFOUFS�PG�CPNNVOJUZʣは、自࣏体と連携しશ学的に地域をࢤ向した教育・ݚ究・
社会ݙߩを進める大学等を、文科লが支援した。ޱࢁ県立大学が申請した取り組みは、
、実的な地域課題に取り組みݱ県におけるޱࢁ高ྸ化が進Ήࢠ県内で།一採択され、গޱࢁ
地域のؾݩを生み出すڌ点として、県ຽの生活の質、20Lの向上にࢿする地域ݙߩ活ಈを
展開すべく、ෟଐ地域ڞ生セϯλーを中心的な૭ޱとして、学外ݚ究ػ関、企業、/P0、
地域ίϛϡχテΟ等とのަྲྀٴび連携を積極的に推進している。また、ެ開࠲ߨのॆ実等
に取り組Ήとともに、ೝ定؅・ࢣޢ؃理ӫཆ࢜等のスΩルアップや小中高等学校教員等の

地域ֶ・ࡍࠃจԽ࣮ફ論のߦࢼ
SPARC推進室

地域学（%9推進）୲౰
౦　࢙ٶ
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県立大学ޱࢁ関としての໾ׂを積極的に果たしているʢػमݚ�����ʣ。
上ड़の௨り、課題ղܾにࢿする様々な人材や情報・技術がूまる、地域ίϛϡχテΟの

中֩的ଘࡏとしての大学のػ能強化をਤることを௨し、地域ݙߩ活ಈを積極的に展開して
きたが、����年度には新たにSPARC事業が開࢝された。これは、ޱࢁ大学を主װ校に、
するݙߩ学ܳ大学がʮͻとや地域ʢまち・文化・教育ʣのXFMM�CFJOHにޱࢁ県立大学とޱࢁ
文系%9人材の育成ʯのため、各大学の強みを活かしつつ行う事業である。文系%9人材が
有する力を育成する教育プロάϥムはʮSPARC教育プロάϥムʯとݺばれ、ʮS5&A.人材
育成系ྻʯとʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻʯの二つのϑレームワークからߏ成されて
いる。

ʮ地域学ɾࡍࠃ文化࣮ફ࿦ʯの֓ཁ

ʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻʯ科໨の一つとして、ޱࢁ県立大学は、ʮ地域学ʢݱ行
ΧϦΩϡϥムではࡍࠃ文化実践論ʣʯを連携開設科໨ʢ試行科໨ʣとして、����年度よりఏڙ
しているʢ以Լ、地域学とするʣ。年度前ظに開ߨされたʮ地域学ʯのत業֓ཁは、ʮࡍࠃ的
な教ཆや行ಈ力を身に付けるためには地域に出て実践的な学びを行うことがඞཁとなる。
地域学・ࡍࠃ文化実践論では地域での学びのͻとつであるϑΟールυワークの手法にண໨
し、そのྙ理的・実践的な課題を理ղし、実ࡍに地域に出かけて地域ॅຽとަྲྀすること
で基ૅ的な知ࣝ・ଶ度・行ಈ力を育Ήことを໨的とする。ʯとし、۩体的な学習໨ඪとして、

ʮ地域に出て実践的な学びを行うためのϑΟールυワークの基ૅ的知ࣝとスΩルを理ղして
いるʯこと、そしてʮϑΟールυワークの基ૅ的知ࣝとスΩルを;まえて地域のಛ性やಛ৭
を理ղし、自ら課題をந出し分ੳした上で、他者に説明し౼論する力が身についているʯ
ことが掲げられている。ޱࢁ県立大学で学Ϳ学生たちは、ඞम科໨ʮプロジェクトԋ習ʯで
۩体的な地域課題に触れ、その課題をղܾするためのରॲ方ࡦを考࡯するPBLܕϑΟールυ
ワークを行うが、ຊクϥスのҐஔ付けは、実ࡍに地域に出る前に身につけておくべき基ຊ的
知ࣝの習ಘである。

SPARC事業でʮ地域学ʯがྩ࿨̓年度以߱にຊ֨࢝ಈを開࢝するときの֓ཁはここから
গしมߋし、ʮ行੓や企業、ຽ間団体などの事例を取りあげ、۩体的にどのような課題に
ରしてどのような人々が、どういうアイデアや手ஈを用いてղܾしようとしているのかに
ついて学Ϳ。ಛにデーλαイΤϯスやデジλルなどを活用して社会や暮らしのվળに向けた
新たな࢓組みͮくりを行っている事例にண໨する。ʯといった内༰が௥Ճされる。そこでの
学習౸ୡ໨ඪは次の̎点を想定している。
１ʣࡍࠃ的な教ཆや行ಈ力の基ૅ力となるʮ地域に出て実践的な学びを行うʯための基ૅ的

知ࣝや、ϑΟールυワークの基ૅ的スΩル、デーλを;まえて課題を発見する力、など
が身に付いている。

̎ʣ地域のಛ性やಛ৭について理ղし、自ら課題をந出しする力、主体的に行ಈしたり、
ҟなる立৔の人々と協働しようとするଶ度が身についている。
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ʮ地域学ʯのߦࢼ

今年度ຊत業をडߨした学生は、ޱࢁ県立大学ࡍࠃ文化学部で学Ϳ̎年生��໊、そして
学部で学Ϳ̎年生から̐年生までのࡁ૯合科学部、人文学部、経ࡍࠃ、大学教育学部ޱࢁ
��໊であった。ޱࢁ県立大学教員໊̕にՃえ、行੓や企業からの外部ࢣߨはޱࢁ県立大学
にてର面でत業を行い、その様ࢠはޱࢁ大学のϦϞート教室で学Ϳडߨ者のために഑৴
された。なお、ٛߨは࿥ըされ、L.S上にอଘされた。また、課題もશてL.Sを௨して
഑෍、ఏ出された。一連のٛߨで学んだことを౿まえ、άループワークを;PPNで行った。
１άループ໊̑から໊̒の学生が��のάループに分かれ、άループ間プレθϯテーγϣϯ
を行った。なお、࢖用したL.Sはޱࢁ県立大学の.PPEMFでߏஙした:P6�SPARC�L.S

ʢ௨শ8FCかるちΌーʣである。
����年度前ظに実ࢪされたクϥスの各ٛߨのテーマを表１にࣔす。第１回໨から第̓回

໨まではޱࢁ県立大学ࡍࠃ文化学部の教員がΦムχόスࣜܗでٛߨを行い、第̔回໨、
第̕回໨、そして第��回໨から第��回໨までは、地域の課題を理ղするために、行੓の
立৔と地域で展開する企業からの外部ࢣߨによるٛߨがあった。行੓からは、ޱࢁ県૯合
企ը部੓ࡦ企ը課とࢢޱࢁ૯合੓ࡦ部企ը経営課より外部ࢣߨをおটきし、ޱࢁ県とࢢޱࢁ
が考える地域課題についてٛߨがあった。地域で展開する企業・組織からは、੢ۜژ行と
、が展開するہ県૯合企ը部デジλル推進ޱࢁ会社C(Sίーϙレーγϣϯ、そしてࣜג
やま͙ち%9推進ڌ点ʮ:ʵBAS&ʯから外部ࢣߨをおটきし、ݱ実社会で実ࡍにある地域
の課題に向き合うࢣߨの情熱や経験ஊは、डߨする学生たちに大きなܹࢗとなった。また、
学生たちからの質問にもஸೡに回౴いただき、վめて地域が๊える課題について、実ײする
。会となったػ

第１回から第̓回までのຊ学教員によるٛߨでは、ٛߨ後の事後課題をL.S等にఏ出
させ、̎つの大学からఏ出された課題の採点を各教員が行った。また、第̔回から第��回
までの企業や行੓等からのٛߨについては事前課題をもらい、ࢿྉ等をಡんで課題をL.S
にఏ出させた。成੷ධՁについては、上هの小課題にՃえ、άループ学習のプレθϯテー
γϣϯ、最ऴレϙートとした。

त業ධՁについては、SPARC教育プロάϥムでٻめる力に合わせた質問ථを࡞成しʢ教学
*RλクスϑΥースチームʣ、��回の్中で１回の中間ධՁを行った。中間ධՁ結果について
はSPARC事業の連携教育プロάϥムҕ員会で報告するとともに、ཤम者にରしては教員
からのϑΥーυόックを行った。また、最ऴ回には໨ඪにରする自ݾධՁをؚめたत業ධՁ
を行い、結果については次年度の科໨վળに活かすこととした。

表１　地域学ɾ国際文化実践論講ٛのテーϚ
主な内༰ ୲౰者

第１回 ΦϦΤϯテーγϣϯ 県立大学教員ޱࢁ
第̎回 ϑΟールυワークを௨して地域課題を発見、課題ղܾ

のアイデアを出す
県立大学教員ޱࢁ

第３回 社会ௐ査の手法について 県立大学教員ޱࢁ
第̐回 量的ௐ査と質的ௐ査について 県立大学教員ޱࢁ
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第̑回 事前ௐ査について 県立大学教員ޱࢁ
第̒回 デーλαイΤϯスのࢹ点からの地域課題を分ੳする 県立大学教員ޱࢁ
第̓回 άローόルなࢹ点とローΧルなࢹ点から課題について

ଊえる
県立大学教員ޱࢁ

第̔回 地域の課題について考えるɿ行੓の立৔から ࡦ県૯合企ը部੓ޱࢁ
企ը課੓ࡦ൝ௐ੔؂ɹ
໦๕直様ؠ

第̕回 地域の課題について考えるɿ行੓の立৔から 部企ըࡦ૯合੓ࢢޱࢁ
経営課௕ɹݪٶঘن様

第��回 άループワークɿ実ࡍのデーλをௐべる 県立大学教員ޱࢁ
第��回 地域の課題について考えるɿ企業の立৔から ੢ۜژ行・पೆެ立大

学੢ۜژ行地域%9ڞ
ಉݚ究࠲ߨɹಸଜ޾一
࿠様

第��回 地域の課題について考えるɿ企業の立৔から 会社C(Sίーϙࣜג
レーγϣϯ୅表取క໾
社௕ɹ๛ౡࢠو様

第��回 地域の課題について考えるɿ組織の立৔から 県૯合企ը部デジޱࢁ
λル推進ہデジλル੓
課企ը൝主査ɹԬ࡚ࡦ
݈一様

第��回 άループワークɿプレθϯテーγϣϯ४උ 県立大学教員ޱࢁ
第��回 プレθϯテーγϣϯ 県立大学教員ޱࢁ

άϧʔϓϫʔΫͱൃද

第��回には企業や行੓からのٛߨをฉき、地域課題の発見とղܾҊを話し合うάループ
ワークを行い、第��回で発表を試みた。今年度は時間が୹かったため、άループワークで
出た意見をまとめ、他のάループとڞ有するのみの発表とした。̐つの教室に分かれ、
させ、教員໊̎ͣつを഑ஔして発表ࡏ県立大学生άループをࠞޱࢁ大学生άループとޱࢁ
を行ってもらった。त業ධՁからಘられた意見としては、他大学とのަྲྀをより活発に
やりたいというものが໨立ち、άループワークの回਺を૿やすこと、よりૣめに課題を設定
すること、大学間の学生の意見ަ׵のػ会を૿やすことなどが次年度の課題となった。

·ͱΊɾޙࠓのల๬

ʮ地域学ʯは、����年度前ظに開ߨされた、ޱࢁ県立大学がʮSPARC教育プロάϥムʯの
一環としてఏڙする科໨であり、ޱࢁ県立大学ではࡍࠃ文化学部̎年生をର৅としたඞम
科໨である。連携開設科໨として、ޱࢁ大学のϦϞート教室で学Ϳ��໊をՃえた��໊が
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डߨし、一定の教育成果をಘることができたと考えられる。一方で、今後の発展を展๬する
৔合、今年度のӡ用における課題を明֬にし、そのվળに向けた۩体的なରࡦを͡ߨな
ければならない。ຊ科໨の実ࢪにࡍして直面したॾ課題などを੔理する。
１ʣର面教室とϦϞート教室の違いに関わらͣ、学生のެฏ性をҡ࣋することはඞཁෆ可ܽ

である。ର面教室でٛߨをडけた学生にはྟ৔ײがあるが、ಉ時഑৴されたٛߨをもう
一方の学生たちにもよりクϦアなԻ੠でఏڙするといったϋーυ面を強化し、҆定した
学習環境を֬อすることが、第一にڍげられる。事前に接ଓテストを行ったࡍ、Ի੠
の問題はಛに֬ೝされなかったが、実ࡍに開ߨしてみると、ϦϞート教室ではٛߨの
Ի੠がฉき取りにくいといった問題がগなくなかった。また、ϦϞート教室から発言
するࡍにも、ର面教室でಉ様の問題が度々֬ೝされたことから、҆定したϥイϒ഑৴
に向けて、࢖用するίϯϐϡーλをಛ定して接ଓ֬ೝを行い、各教員や外部ࢣߨが
࣋ちࠐんだϊートύιίϯをܨいで഑৴することをආけるといったվળࡦのݕ౼をܧଓ
するඞཁは࢒っている。

̎ʣର面教室ではάループやϖアで話し合ったのちに直接ࢣߨに質問するػ会があったが、
ϦϞート教室では発言するػ会が୲อされていたにも関わらͣ、積極的に質問がدせ
られることは多くແかったことから、ϦϞート教室の学生にとってը面越しに質問を
することがෛ୲と͡ײられていたײは൱めない。ಉ時に、外部ࢣߨにとっても、໿��໊
の学生とはର面であったが、��໊の学生がϦϞート教室でडߨするといった、ෆ׳れな
環境でのٛߨへのෆ҆の੠もあった。そのࡍ、ϦϞート教室にいるΧ΢ϯλー教員の
໾ׂや、5Aのより積極的な活用、5Aとの事前協議等が重ཁである。

３ʣର面教室のޱࢁ県立大学生は̎年生だったが、取り上げたテーマやѻった話題にೃછみ
にくい৔面も֬ೝされた。ಛに、地域課題を考࡯する上でඞཁෆ可ܽなઐ໳的な౷ܭ
やデーλαイΤϯスの内༰は、文系学生たちにとってෛՙの高いものであったことが
考えられる。実ࡍに૯຿লのデーλを、Τクセルを࢖い੔理するάループワークでは、
Τクセルのૢ࡞にށ࿭う学生もࢄ見され、ϦϞート教室でडߨする学生たちはす͙に
質問できないといったことがߋなるࠞཚをটいていた。ԋ習をؚΉ内༰がある৔合、
より໖ີなܭըと഑ྀがඞཁになる。

̐ʣ学習者たちは、限られた時間ではあったがΦϯϥイϯでަྲྀするػ会があった。しかし、
そのػ会がগないといった意見がدせられ、άループワークをする活ಈはগなかった
ことは大きな課題である。しかし、ඞम科໨としてఏڙされているޱࢁ県立大学と、
あくまでも連携開設科໨としてఏڙされているޱࢁ大学とではཤम学生਺にࠩが出る
ことはආけられͣ、そのことがެฏなάループ分けができなかったことの大きなݪҼ
である。次年度以߱の試行においてもཤमࠩ਺にࠩが出ることが༧想され、ϝλόース
の活用など、新たな試みを௨し、学びの質向上にܨがることがظ଴される。

Ҿ༻文献
文部科学লʢ����ʣʮաڈの౴申におけるެࠃ私立大学についてのهड़ʯ

IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�DIVLZP�DIVLZP��HJKJSPLV������������������
QEG
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文部科学লʢ����ʣʮզがࠃの高等教育のক来像ʪ中ԝ教育審議会౴申ཁࢫʫʯ
IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�DIVLZP�DIVLZP��UPVTIJO�BUUBDI���������IUN

文部科学লʢ����ʣʮվਖ਼前後の教育基ຊ法のൺֱʯ
ɹIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�LJIPO�BCPVU��������������QEG
県立大学ʢ����ʣʮ事業の採択についてʯޱࢁ
ɹIUUQT���XXX�ZBNBHVDIJ�QV�BD�KQ�BV�BQ�NC�DPD�HBJZPV�
県立大学ʢ����ʣʮ見学のਫ਼ਆ�理೦・໨的�ϙϦγーʯޱࢁ
ɹIUUQT���XXX�ZBNBHVDIJ�QV�BD�KQ�BV�VB�BE�QPMJDZ�
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͸͡Ίに�ʕʕ�41"3$ۀࣄͱ1#-

����年݄̔、ޱࢁ大学を主װ校とし、ޱࢁ県立大学、ޱࢁ学ܳ大学の３大学で取りまと
めた申請ॻが文部科学ল事業ʮ地域活性化人材育成事業～ SPARC ～ʯに採択された。この
取組みではʮͻとや地域ʢまち・文化・教育ʣのXFMM�CFJOHにݙߩする文系%9人材の育成ʯを
໨的し、SPARC教育プロάϥムとして定めたڞ௨のϑレームワークを用いながら、３大学
のಛ性を生かした人材育成を進めていく。ޱࢁ県立大学での文系%9人材とはʮ地域社会の
未来をϦデβイϯし、人々の暮らしの%9推進にݙߩできる人材ʯを想定している１ʣ。

SPARC教育プロάϥムはʮS5&A.人材育成系ྻʯとʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻʯ
からなり、各大学のಛ௃ある科໨が഑ஔされる。ʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻʯの֩は
ຊߘで言ٴするʮ%9による課題ղܾʢPBLʣʯという໊前の科໨である。なお、����年度
は試行ظ間であるため、ޱࢁ県立大学ではࡍࠃ文化学部ࡍࠃ文化学科のઐ໳科໨のʮプロ
ジェクトԋ習*ʯʢର৅ɿ̎年生ʣ、３年生のʮ地域実習*ʯʮ地域実習**ʯʢର৅ɿ３年生ʣ
の中で、%9につながるようにデジλルを活用した地域課題のղܾを実践するάループを
設定した。

γϥόスにおいて、ʮプロジェクトԋ習ᶗʯのत業֓ཁはʮ地域またはઐ໳ྖ域における
プロジェクトを行い、プロジェクトの成果を地域またはઐ໳ྖ域にؐݩする。これにより、
多様な文化のՁ஋を෯広く理ղするための知ࣝと技術を、自らが暮らす地域ίϛϡχテΟや
働くϑΟールυで、ର話と協ௐに基ͮいたύートφーγップを育み、ݸ性๛かな地域文化
のৼڵと૑଄にࢿする力をཆうことを໨ࢦす。ʯとॻかれている。また、ʮ地域実習̞ʯでは

ʮΩϟϯύスを出てࠃ内外における実践的な経験を௨して、行ಈ力をつけさせることを໨的
とする。ʯとあり、ʮ地域実習**ʯではʮ地域実習ᶗをཤमした人が、その上のレベルを໨ࢦす
ための実習科໨であり、Ωϟϯύスを出てࠃ内外における実践的な経験を௨して、Ϧーμー
γップや主体的な行ಈ力をさらに৳ばすことを໨ඪとする。ʯとॻかれている̎ʣ。いͣれの
科໨でも、学生は地域社会や地ݩ企業・団体、地域課題との関わりを深め、プロジェクト
活ಈを௨͡て主体的に活ಈすることがٻめられる。

̍．41"3$�1#-のҐஔͮけ

����年度のプロジェクトテーマ��݅を表１にࣔす。この中でSPARC事業が໨ࢦすʮ%9

େֶʹ͓͚Δཱݝޱࢁ
ʮ%9ʹΑΔ՝୊ղ ʢܾP#-ʣʯのࢧԉମ੍のߏங

SPARC推進室
౳教育のIC5Խ୲౰ߴ

຤ຊ ఩༤
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による地域課題ղܾʯにつながる̓݅をSPARC�PBLとした。

表１．2023年౓の国際文化学ՊPBL一ཡ

� ʢ１ʣ時事問題プロジェクト
� ʢ̎ʣޱࢁ情報ܳ術セϯλーʢ:CA.ʣで地域からの文化発৴を学Ϳ
� ʢ３ʣ୆࿷とޱࢁとのつながりを学Ϳ・つくる
� ʢ̐ʣ৯べ物もిؾも自څをめ͟すѨ౦つばめ೶ԂϑΝームステイ
� ʢ̑ʣλイ・γϟϯテΟྈの中高生とのΦϯϥイϯަྲྀ
� ʢ̒ʣ地域の多世୅ަྲྀ・ྲྀަࡍࠃ団体のイベϯト支援
� ʢ̓ʣ౦部地域άローΧル人材育成ʮ&BTU :BNBHVDIJ 未来ϥϘʯの支援
ˑʢ̔ʣ体ײして学ͿʂϢχόーαル地域๷ࡂ
˒ʢ̕ʣ若者にಧく、新しいి力広報の開発
˒ʢ��ʣ地域を活性化させる8&BϝデΟアの開発を体験する
˒ʢ��ʣデジλルを活用した新ଔ採用者の関心をҾくίϯテϯπの࡞成
˒ʢ��ʣ地域のັ力を発۷し、デジλルύϯϑレットで発৴
˒ʢ��ʣ��प年イベϯトにおける਌ກ企ըの立Ҋと実ࢪ
˒ʢ��ʣ自社ϒϥϯυを活かした֗ͮくり

ʦ஫ʧ੕ҹʢˑ˒ʣはSPARC�PBL
ɹɹࠇ੕ʢ˒ʣは地ݩ企業と連携したSPARC�PBL

表１にࣔす地ݩ企業と連携したSPARC�PBLʢ̒݅ɿ˒ҹʣは、ޱࢁ県内の企業・団体
から課題ʢテーマʣをもらい、学生̑ô̒人が１年間のチームプロジェクトとして取り組Ήも
のである。෱԰ʢ����ʣのʮޱࢁϞデルのPBL方ࣜʯにۙく、ʮ୯Ґ化をඞਢ৚݅とする。
活ಈظ間は１年間とする。大学ଆにࢦಋ教員、ύートφーଆに૭ޱ୲౰者をࢦ定する。
ύートφーに活ಈඅ用を出してもらう。活ಈに関わるܖ໿ॻをަわす。最ऴ発表会を実ࢪ
する。ࢦಋ教員が学生のධՁを行うが、ύートφーの意見を参考にしてもよいʯなどの
ಛ௃がある３ʣ。ຊߘでड़べる支援体੍の੔උは、主にこのSPARC�PBLʢ̒݅ʣに関܎する
ものである。

̎．地ۀاݩͱ࿈�1$3"41ͨ͠ܞ#-にର͢るࢧԉମ੍の੔උ

生ڞ究、地域ݚ県立大学では、これまでにʮ地域実習*ʯʮ地域実習**ʯ、θϛ、ଔ業ޱࢁ
セϯλーʢ学外の企業・団体にରする大学ଆの૭ޱとなる部ہʣがॴ؅するPBLなど、
多くのPBLを実ࢪしてきた。それに൐い、PBLの実ࢪやӡ用に関する知見は஝積され、教員
向け̐ࢠ࡭ʣなども発行されている。

しかし、SPARC事業として地ݩ企業と連携を൐う新しいPBLを実ࢪしていくには、
それͧれの活ಈաఔにର応する支援体੍のߏஙと੔උがඞཁとなる。まͣ、SPARC�PBLに
ついてはSPARC推進室で重点的に支援することとし、SPARC�PBLの主୲౰をॿける教員

ʢච者ʣ、企業との関܎性ͮくりや૭ޱとなるίーデΟネーλー、関連する事຿手ଓきに
ର応する職員をSPARC推進室に഑ஔした。この三者で協議し、PBLを実ࢪする上での
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学内ルールとのすり合わせ、学外の企業・団体とのܖ໿手ଓきの४උなど、新しくSPARC�
PBLを進めていくための環境ͮくりを行った。����年度の取組みとして、ύートφー企業
との関ͮ܎くり、事຿手ଓきのԁ׈化に関する支援、PBL活ಈの環境੔උと情報ڞ有に力
を入れた。

̎．̍ ．ύʔτφʔۀاɾஂମͱのؔͮ͘܎りに͍ͭͯ
SPARC�PBLを実ࢪするためには、地ݩの企業・団体の協力がෆ可ܽである。݄̐から

࢝まるSPARC�PBLの४උとして前年度の��݄ࠒまでに、実ࢪするプロジェクトとಉ਺
のύートφー企業・団体からʮ次年度のPBLに協力するࢫʯのঝ୚をಘておくඞཁがある。
その後、ਖ਼ࣜなґཔやѫࡰの๚問後、１݄から݄̎຤にかけてPBL୲౰教員とڞに๚問し、
۩体的なプロジェクトのテーマ・想定する成果物・主な活ಈ内༰・શ体スέジϡール・ܖ໿
関܎の説明・協力ۚのఏڙなどのଧち合わせを行う。実ࡍの๚問ʢෳ਺回ʣにՃえ、ϝール
等で企業と୲౰教員૒方のཁ๬をすり合わせながら४උを進めていく。この内༰をもとに
各プロジェクトの֓ཁを࡞成し、݄̎຤までにࡍࠃ文化学科にఏ出する。３݄中に学科が
し、����年度新学年の݄̐౰初のΦϦΤϯテーγϣϯや第１回໨のत業で学生に࡮をҹࢠ࡭
഑෍し、学生とプロジェクトテーマとのマッチϯάを開࢝する。

試行１年໨となる����年度のύートφー企業・団体は̒社であり、ࢢޱࢁの࢈業ަྲྀ
スϖース.FHSJCBʢϝάϦόʣや大学Ϧーάやま͙ちのίーデΟネーλーのॿ力をಘて、
協力ґཔのަবを進めた。今後もύートφー・企業団体の਺を૿やしていくඞཁがある
ため、SPARC�PBLを説明するためのࢠ࡭を࡞成し、企業との話し合いの੮でఏࣔできる
ようにした。ࣥච時点ʢ����年１݄上०ʣで����年度のプロジェクト݅̕の協力先を֬อ
しており、それͧれの୲౰教員やSPARC事業の地域連携ίーデΟネーλーとともにৄࡉ
を٧めるための๚問を࢝めている。

̎．̎ ．खଓ͖౳のࢧԉに͍ͭͯ
SPARC�PBLに関わる事຿࡞業や教育活ಈをԁ׈に進めるため、ʮプロジェクトԋ習ʯの

૯合情報૭ޱとなる8FCαイトを開設したʢਤ１ʣ。؆୯に֘౰ϖージにアクセスできる
ようにશてのϖージにࡧݕ࿮を表ࣔさせるようにした。

図１．ߏஙしたWeCサイトのトップϖージ
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トップϖージにݸ��のΧテゴϦーを設けʢ表̎ʣ、そのԼにৄࡉϖージを഑ஔした。

表２．ߏஙしたWeCサイトの見出しと಺༰
見出し 掲ࡌ内༰

科໨について ʮプロジェクトԋ習ʯという科໨の֓ཁ
શ体のྲྀれ 年間スέジϡールと、໨҆となるスέジϡール
֮ॻ PBLを実ࢪするにあたり、ύートφー企業・団体と

ަわす֮ॻのͻな࡞、ܕ業手ॱ、ཹ意事߲、աڈの
トϥϒル

協力ۚの༧ࢉ化 ύートφー企業・団体からの協力ۚのडྖに関わる
手ଓき、学内手ଓきの࡞業手ॱ

੤໿ॻ 学生にఏ出してもらう੤໿ॻのͻなܕ、ఏ出された
੤໿ॻを企業にૹるまでの࡞業手ॱ

物඼ߪ入 協力ۚでの物඼ߪ入の手ଓき、աڈの事例に基ͮく
入可能�ෆ可のϝϞߪ

外部ࢣߨの೿ݣґཔ ୲౰教員向けの外部ࢣߨに関わる࡞業手ॱ
学外त業ಧ 学外活ಈで出ていくࡍに୲౰教員にఏ出してもらう

ʮ学外त業ಧʯのͻなࡌه、ܕ例
大学όスのར用 学外活ಈにおいて大学όスのૹܴをඞཁとするࡍに

୲౰教員にఏ出してもらうʮ大学όスར用ಧʯのͻな
例ࡌه、ܕ

आり上げόス・λクγーのར用 ຽ間企業のόス・λクγーをར用するࡍの࡞業手ॱ
ཱྀඅ申請 ཱྀඅを協力ۚで支෷うࡍの࡞業手ॱ
仮෷い ୲౰教員による立てସえが発生するࡍの࡞業手ॱ
त業支援 SPARC推進室で可能なत業支援の説明
SPARC合ಉ発表 SPARC事業としてޱࢁ大学・ޱࢁ県立大学・ޱࢁ

学ܳ大学との合ಉPBL成果報告会の説明
αイトマップ 各ϖージへのϦϯクू
連བྷ先 SPARC�PBLに関わる連བྷ先一ཡ

に大学にఏ出しなければならないࡍϖージでは、例えば、学生を学外に連れていくࡉৄ
ʮ学外त業ಧʯや、大学όスの申請ॻ�৐ं໊฽を࡞成するためのテϯプレートϑΝイルを
μ΢ϯローυできる΄か、ཱྀඅの申請に関わる手ଓき、プロジェクトを開࢝する前に先方
とަわす֮ॻに関する学内用�学外用の事຿࡞業をステップ・όイ・ステップで掲ࡌして
いる。たとえ年に਺回しか行わない࡞業であっても、この8FCϖージを見れば଺りなく進め
られるఔ度にマχϡアル化したʢਤ̎ʣ。
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図２． WeCϖージの例（֮ॻにؔする࡞業手ॱ）

学内の先行事例であるຊ学の地域ڞ生セϯλーの࡞業手ॱを౿ऻしつつ、SPARC�PBL
にదするようにมߋをՃえた。また、SPARC推進室での事຿ॲ理の経験や実ࡍに発生し
たアクγデϯトをもとにཹ意事߲やର応ࡦを௥هし、業຿のඪ४化につながるようにした。

̎．̏ 　学शڥ؀の੔උͱٕज़ࢧԉに͍ͭͯ
൚用性が高い物඼についてはSPARC推進室でߪ入し、ඞཁに応͡て各プロジェクトに

ିし出せるようにした。����年度ではϏデΦ੍࡞を行うプロジェクトが多く、ϏデΦΧϝϥ、
ワイϠレスマイク、三٭を中心にө像ثػを੔උしたʢ表３ʣ。

表３．ି出物඼一ཡ
物඼ ਺ݸ ൪ܕ

ϏデΦΧϝϥ ̎୆ )%R�C9���ʢSPOZʣ
三٭ ̎୆ (9�S������7JEFPʢSL*,ʣ
一؟レϑΧϝϥ ̐୆ &0S�,JTT�9��ʢCBOPOʣ
ワイϠレスマイク ̐組 BPPN9�%�PR0�%�ʢC0/*CAʣ
スマートϑΥϯ用ジϯόル ݸ̎ *OTUB����'MPXʢ*OTUB���ʣ
プロジェクλー １୆ %�P����ʢADFSʣ
会議用マイク １୆ :7C����ʢ:A.A)Aʣ

83ୈ̎部　SPARC 教育プログラムのࢼ行　ڀݚϊート

■
ࢁ
ޱ
ݝ
ཱ
大
学
に
͓
͚
Δ「
̙
̭
に
Α
Δ
՝
୊
ղ
ớܾ
̥
̗
̡
Ờ」の
ࢧ
ԉ
ମ
੍
の
ߏ
ங



ຊ学の学生はඞ携PCとしてϊートύιίϯをॴ有しているが、ө像ฤूをշదに行える
΄どの性能ではない。そのため、新たにಈըฤू用ύιίϯをಋ入し、ඞཁに応͡て
学生が自༝にར用できる環境を用意したʢ表̐ʣ。デスクトップύιίϯ��୆とϊート
ύιίϯ３୆にAEPCF CSFBUJWF CMPVEをイϯストールし、ө像ฤूʢPSFNJFSF PSP、
A⒎UFS &⒎FDUTʣ、ࣸਅՃ工ʢPIPUPTIPQʣ、イϥスト੍࡞ʢ*MMVTUSBUPSʣなどを࢖用できる
ようにしている。

表４．ө૾ฤ集用パιίン
物඼ ਺ݸ ൪ܕ

デスクトップύιίϯ ��୆ B5�*������AS�/�5./7.ʢアプϥイυʣ
ɹ0S� ɿ8JOEPXT �� )PNF
ɹCP6� ɿ*OUFM CPSF J�������
ɹϝϞϦ� ɿ��(B
ɹデΟスクɿ/7.F SS% �5B
ɹ(P6� ɿ(F'PSDF R59 ����5J �(B

デΟスプレイ ��୆ PSPLJUF 96B����)S6�B�)ʢJJZBNBʣ
ΩーϘーυ ݸ�� ,���ʢLPHJDPPMʣ
マ΢ス ݸ�� S*(/A56R& .���ʢLPHJDPPMʣ

ϊートύιίϯ ̑୆ (�5VOF P��*�(��B,�Aʢマ΢スίϯϐϡーλーʣ
ɹ0S� ɿ8JOEPXT �� )PNF
ɹCP6� ɿ*OUFM CPSF J�������)
ɹϝϞϦ� ɿ��(B
ɹデΟスクɿ/7.F SS% �5B
ɹ(P6� ɿ(F'PSDF R59 ���� LBQUPQ

表３、表̐にڍげたྨثػについて、΄とんどのϝーΧーはૢ࡞が؆୯であることをಛ௃
にڍげているが、学生が೔ৗ的に࢖用するثػではない。そこで、SPARC推進室から
プロジェクトの活ಈݱ৔に出向いてૢࢦ࡞ಋを行った。また、ಈըࡱӨにおいては企ըや
४උが極めて重ཁであるため、事前にֆίϯテやࡱӨܭըの࡞成についてもࢦಋを行った。
の推નにはࢣߨ外部、ࡍのটᡈによってର応した。そのࢣߨಋの一部については外部ࢦ
。業ަྲྀスϖース.FHSJCBʢϝάϦόʣなどから協力をಘた࢈のࢢޱࢁ

̎．̐ ．ίϯιʔγΞϜ࿈ڭܞ育ϓϩάϥϜҕһձの1#-࣮ࢪ෦ձͱの࿈བྷ
ຊߘの๯಄でもड़べたように、ʮ%9による地域課題ղܾʢPBLʣʯはޱࢁ大学・ޱࢁ県

立大学・ޱࢁ学ܳ大学で実ࢪするSPARC事業のபのͻとつであり、ڞಉ開設科໨にҐஔͮ
けられている。����年��݄にޱࢁ大学・ޱࢁ県立大学・ޱࢁ学ܳ大学でߏ成するʮ一ൠ社
団法人やま͙ちڞ૑大学ίϯιーγアムʯが設立され、そこに連携教育プロάϥムҕ員会
と企ըӡ営ҕ員会がஔかれている。前者の連携教育プロάϥムҕ員会の中にはݸผ۩体的
なプロジェクトをݕ౼するλクスϑΥースチームとともに、PBL実ࢪ部会が設ஔされてい
る。ච者はこのPBL実ࢪ部会のϝϯόーでもあり、３大学間の情報ަ׵や合ಉ発表会の企ը
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開࠵などの議論に関わっている。そして、そのݕ౼内༰をຊ学に࣋ちؼり、ࡍࠃ文化学部
のPBL୲౰教員に連བྷするなどを௨͡、SPARC事業とઐ໳科໨であるʮプロジェクトԋ習ʯ

ʮ地域実習ʯとの間のڮ౉しを行っている。

̏．࣍೥౓に向けͯ

ここまで、SPARC�PBLをԁ׈に進めるため、����年度にߏஙした支援体੍を紹介して
きた。SPARC事業として最初の年であるため、主にثػಋ入やマχϡアル࡞成の੔උが
中心となった。����年度຤に実ࢪした学生のत業ධՁや教員ධՁの結果をまとめ、վめて
活ಈのৼりฦりを行う༧定であるが、ݱஈ֊で以Լのような展๬が考えられる。

ʢ̍ʣϑΝΠϧڞ༗खஈのબఆͱΦϯϥΠϯπʔϧの活༻
プロジェクト活ಈでは学生間のϑΝイルڞ有、教員とのϑΝイルڞ有、ύートφー企業・

団体とのϑΝイルڞ有がඞཁになるʢもちろん、一ຊ化してもߏわないʣ。����年度実ࢪ
分においては各チームで工夫しており、ϝールでのఴ付ϑΝイル、大༰量ϑΝイルసૹ
αーϏスのར用、(PPHMFυϥイϒを用いたクϥ΢υストレージ上でのϑΝイルڞ有、
.BUUFSNPTUというチϟットγステム上でのϑΝイルڞ有、.JDSPTPGU 0OF%SJWFを用いた
PPXFSPPJOUϑΝイル�8PSEϑΝイルのڞಉฤू、CBOWBを用いたಉ時ฤू、;00.を
用いたΦϯϥイϯϏデΦ会議γステム、などがར用されていた。生成A*を取り入れたαー
Ϗスがٸ଎に਺を৳ばしており、PBLの実ࢪにおいてෆ可ܽなπールになる可能性が高い。
今後も情報ऩूを行い、有用なπールをPBL୲౰教員に紹介することが教育支援として
ඞཁである。

ʢ̎ʣٕ ज़ࢧԉの֦大ͱ࣭向্
����年度のSPARC�PBLにおいて、SPARC推進室にٻめられた技術支援はө像੍࡞に

関するものが多かった。PBL୲౰教員もө像ثػのѻいやө像੍࡞の進め方について経験
がগないことから、ૢߨ࡞習会の実ࢪや学外のࢦಋ者の活用に関するཁ๬があった。

また、SPARC事業の༧定どおりにʮ%9による地域課題ղܾʯが進めば、プロάϥϛϯά
ʢここではϊーίーυ・ローίーυを想定ʣを用いたγステム開発、Φープϯデーλを活用
した新αーϏスのఏҊ、生成A*を用いたίϯテϯπの੍࡞といった活ಈがプロジェクト
内で取り組まれるようになると思われる。学内ݯࢿを有ޮに活用するとともに、学外ࢣߨ
からࢦಋやॿ言がಘられるようにしておくඞཁがある。

ʢ̏ʣ学म໨ඪのୡ成ࢧԉ
学生の学मにରするຬ଍度は成果物の出来にもよる。高いୡ成ײをಘられるプロジェクト

テーマを用意したいと考える。ࡏݱは試行ஈ֊であるとはいえ、学生にとってはਖ਼ن科໨の
ͻとつである。学部学科のデΟプロマϙϦγーや科໨の学習໨ඪを;まえたプロジェクト
設定がٻめられる。また、その成果を発表やϙスλー、レϙートなどのܗでެ開し、学生
自身の実੷を自ら説明できるようにする࢓組みのॆ実がඞཁであろう。

����年度の成果物は企業等と連携したプロジェクト݅̒ܭにおいて、ಈը੍࡞が３݅、
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イベϯト実ࢪが̎݅、ۭきՈ活用のఏҊが１݅であった。࡞業自体について言えば、企業の
ઐ໳Ոや教員が手ॱやίπを教えれば、学生はす͙に上手にできるようになる。ࣔす手ॱ
をॱ൪にこなしていけば、それなりの成果物は׬成するのだが、学生自身の発想やఏҊ力、
地域活性化人材ʢ文系%9人材ʣとして有すべき能力を身につけることができているかが
ຊ質的に重ཁである。この点については、SPARC教育プロάϥムで身につける̒つの力
に関するルーϒϦックを用いた学生の自ݾධՁ結果を࢝め、成੷ධՁなどを౿まえながら
。していく౼ݕଓ的にܧ

小・中・高校で探究学習が活発化し、大学でもPBLの実践例が਺多く報告されてきて
いる。学内外で஝積された知見を取り入れながら、SPARC�PBLとしてޱࢁ県立大学の
文化学部で育成するʮ文系%9人材ʯにదした方法論を֬立し、他大学に発৴していくࡍࠃ
こともSPARC事業の中でظ଴されている事ฑでもある。����年݄̎��೔には３大学合ಉの
PBL発表会が༧定されており、PBLࢦಋに関する'%も企ըされている。����年度の試行
結果をもとに、学म໨ඪのୡ成に向けたޮ果的な方法論の֬立や支援のࡏり方をݕ౼し、
վળしていくことが次年度以߱の重ཁな課題である。

おわりに

以上、ޱࢁ県立大学でのSPARC�PBL実ࢪに関わり、����年度に੔උした支援体੍と今後
の展๬について考࡯した。SPARC�PBLにظ଴される教育໨ඪをୡ成するため、次年度も
教育支援のॆ実をਤっていきたい。

Ҿ༻文献
１ʣޱࢁ県立大学ʮ地域活性化人材育成事業～ SPARC ～ʯ

��IUUQT���XXX�ZBNBHVDIJ�QV�BD�KQ�BV�BQ�TQBSD�ʢ����年��݄��೔Ӿཡʣ
̎ʣޱࢁ県立大学ࡍࠃ文化学部ࡍࠃ文化学科γϥόスʢ����年度ʣ
３ʣ෱԰ར৴ʢ����ʣh大学教तよ、ॻをࣺてよ、֗ へ出ようɹʮプロジェクトܕ課題ղܾ学習ʯ

ʢPBLʣ進化論 ଠɦཅ出版
̐ʣޱࢁ県版PBLӡ用マχϡアル࡞成会議ฤʢ����ʣh 県版PBLӡ用マχϡアルޱࢁ

～新たなՁ஋を૑଄する人材の育成に向けて～ ɦޱࢁ県೶協ҹ࡮
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̍．͸͡Ίに

����年に大学設ஔ基४の大ߝ化と自ݾ点ݕ・ධՁγステムのಋ入等が大学審議会より
ఏ言１ʣされ、後者は౰初は努力ٛ຿であったが、����年からはٛ຿化されている。以߱、
第三者ධՁやೝ証ධՁ੍度もՃわり、����年からはೝ証ධՁが学校教育法においてن定
されている。����年には、三つのϙϦγーのࡦ定とӡ用に܎るΨイυϥイϯ̎ʣがެ表され、

ʮଔ業ೝ定・学Ґत༩の方਑ʢデΟプロマ・ϙϦγーɿ%Pʣʯ、ʮ教育課ఔฤ成・実ࢪの方਑
ʢΧϦΩϡϥム・ϙϦγーɿCPʣʯ、ʮ入学者ड入れの方਑ʢアυϛッγϣϯ・ϙϦγーɿAPʣʯ
が、大学ӡ営の教学部໳にとってのࢠࠎとなった。また、����年には、文部科学লから教育
マネジϝϯトࢦ਑３ʣが取りまとめられ、

ᶗɹʮ三つの方਑ʯを௨͡た学म໨ඪの۩体化
ᶘɹत業科໨・教育課ఔのฤ成・実ࢪ
ᶙɹ学म成果・教育成果の೺Ѳ・可ࢹ化
ᶚɹ教学マネジϝϯトを支える基盤
ᶛɹ情報ެ表

を基ૅとし、P%CAαイクルで大学ӡ営を考えていくࢦ਑となっている。
各大学は教学マネジϝϯトを֬立し、ద੾なP%CAなど点ݕ・ධՁを௨͡たվળを行って

いく。学௕のϦーμーγップのԼで、ʮ三つの方਑ʯに基ͮく体系的で組織的な大学教育を
点ݕධՁし、վળしていくには、そのもととなるධՁࢦඪ、すなわち、学Ґを༩える課ఔ

ʢプロάϥムʣڞ௨の考え方やୡ成度をଌるためのई度ʢアセスϝϯト・ϙϦγーʣがඞཁ
になる。アセスϝϯトϙϦγーは、アセスϝϯトプϥϯという用ޠに୅わり、教学マネジ
ϝϯトࢦ਑の用ूޠに次のように説明されている。ʮ学生の学म成果のධՁʢアセスϝϯトʣ
について、その໨的、学Ґプロάϥムڞ௨の考え方やई度、ୡ成すべき質的ਫ४ٴび۩体的
実ࢪ方法などについて定めた学内の方਑。ʯ

学生の学म成果のධՁを行うためには教学*Rがඞཁになる。教学*Rは、ࢦ਑のࡧҾの
中で、ʮ教学マネジϝϯトの基ૅとなる情報をऩूする上での基盤であり、学௕をは͡め
とする学内の理ղをଅ進するとともに、教学*Rを実ࢪする上でඞཁとなる੍度の੔උや
人材の育成を進めていくඞཁがあるʯとされている。ӳޠで*OTUJUVUJPOBM�RFTFBSDIといい、
これを取りѻう部ॺ等についてはʮ高等教育ػ関において、ػ関に関する情報のௐ査ٴび
分ੳを実ࢪするػ能ຢは部໳。ػ関情報を一ݩ的にऩू、分ੳすることで、ػ関がܭը立Ҋ、
੓ܗࡦ成、意思ܾ定をԁ׈に行うことを可能とさせるʯと説明されている。また、ඞཁに

教ֶ*Rのߦࢼʹ͍ͭͯ
SPARC推進室

จཧԣஅ෼野୲౰
޹藤 和ࠤ
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応͡て学内外にରしػ関情報のఏڙをわかりやすいܗでެ開するためのࢿྉ࡞成も行う。
このࢦ਑を;まえ、ຊ学においてもアセスϝϯトプϥϯをߏஙし、大学ӡ営と教育վֵを
行っている。

今回SPARC事業として、ޱࢁ大学、ޱࢁ県立大学、ޱࢁ学ܳ大学の３大学が連携して
SPARC教育プロάϥムを実ࢪするにあたり、各大学の%Pをࢹ野に入れつつ、そこでڞ௨で
育成するʮ文系%9人材ʯが身につける力をଌ定するため、SPARC教育プロάϥムڞ௨の
考え方やई度、ୡ成すべき質的ਫ४ٴび۩体的実ࢪ方法などについて定めた方਑ʢアセス
ϝϯトプϥϯʣࡦ定を試みているところである。

Ҋߟ育ϓϩάϥϜのΞηεϝϯτϓϥϯのڭ3$"41．̎

SPARC教育プロάϥムをߏ成する科໨や科໨਺は、ڞ௨のϑレームʢʮS5&A.人材育成
系ྻʯをߏ成する科໨܈と、ʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻをߏ成する科໨܈ʯʣを用い
つつ、各大学の教育のಛ৭を;まえ、３大学ごとにҟなっている。ҟなる科໨でߏ成され
ながら、ڞ௨で表１にࣔす̒つの力を育成することとしている。

表１　SPARC教育プログラムで਎につける࣭ࢿɾ能ྗ

SPARC事業の中で、連携教育プロάϥムҕ員会のもとで立ち上げられた教学*Rλスク
ϑΥースチームʢ以Լ、5'5ʣは、このSPARC教育プロάϥムのධՁが大きな໨的であり、
学生にରしては̒つの力が身についていることをࣔしてʮ文系%9人材ʯೝ定につなげる໾໨
を୲っている。5'5からのఏ言は連携教育プロάϥムҕ員会に上げていき、そこで協議
されたものがܾ定され、実ࢪされることとなる。

教学*R5'5では、この̒つの力が、どのఔ度身についたかを３大学でඪ४的にଌる
アセスϝϯトプϥϯのҊを࡞成することがٻめられている。そこで、まͣ初めに、̒つの
力をそれͧれ̑ஈ֊の౸ୡレベルでධՁするܗのルーϒϦックʢ表̎ʣをఏҊし、連携教育
プロάϥムҕ員会のঝೝを経て、����年度に試行した。ʮ地域学ʯʢ前ظʣ、ʮ%9֓論ʯʢ後ظʣ
で試行し、ʮ文系%9人材ʯには最ऴ的にレベル３以上を໨ࢦすようݕ౼をܧଓする༧定で
ある。
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表２　６つのྗにؔ܎するルーブリック

表̎のルーϒϦックでࣔした学生のஈ֊的な発ୡとୡ成度については、各大学が
SPARC教育プロάϥムの科໨܈の中で見ていくことになるが、その࢓組みͮくりもඞཁ
である。そこでࢦඪとなるのは、SPARC教育プロάϥムをߏ成する科໨の成੷ධՁ、学生
の自ݾධՁ、教員のৼりฦりධՁʢ成੷分෍、自ݾの科໨やSPARC教育プロάϥムの中の
Ґஔͮけと໾ׂにରするධՁなどʣである。さらに、３大学のそれͧれҟなるSPARC教育
プロάϥム科໨܈の中には、大学間でఏڙし合う連携開設科໨や、教育成果を合ಉで発表
し合うڞಉ開設科໨などがある。これらについてはत業ධՁなどでڞ௨のものを࢖うなど
をఏҊしている。

̏．तۀධՁのߦࢼに͍ͭͯ

アセスϝϯトプϥϯࡦ定に向け、学生用त業ධՁʢ表３ʣと、教員用त業ධՁʢ表̐ʣに
ついて、連携開設科໨の中で試行を行った。

アϯέートは、ຊ大学にಋ入された.PPEMF上で実ࢪされ、ಗ໊での回౴ࣜܗであった。
表３の設問ʢ１ʣ～ʢ３ʣとʢ̑ʣの回౴のબ択ࢶは、ʮᶃそう思うʯ、ʮᶄややそう思うʯ、ʮᶅ

どちらとも言えないʯ、ʮᶆあまりそう思わないʯ、ʮᶇそう思わないʯとした。また、設問
ʢ̐ʣの回౴のબ択ࢶは、ʮᶃ３～̐時間ఔ度ຢはそれ以上ʯ、ʮᶄ̎時間ఔ度ʯ、ʮᶅ１時間
ఔ度ʯ、ʮᶆ�� ～ ��分ఔ度ʯ、ʮᶇ��分未ຬʯとした。

設問ʢ̓ʣでは、表̎のルーϒϦックの中で、ʮ地域学ʯではʮᶆ地域のಛ性やಛ৭を理ղし、
自ら課題をந出できる力ʯをཆうことを໨的としており、次の̑つのレベルのうち、この
त業をडけて、今の自分にあてはまると思うレベル一つを回౴してもらった。

レベル１ɿ地域のಛ性やಛ৭について自ら考࡯した経験がগなく、課題を見出すことや
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ඞཁな知ࣝを身につけるػ会がগない
レベル̎ɿ地域のಛ性やಛ৭に一定のڵຯがあり、基ૅ的な知ࣝがԿかをあるఔ度理ղ

できるが、課題を見出すまでにࢸっていない
レベル３ɿ地域のಛ性やಛ৭に基ͮいて、課題を見出すことができ、課題を理ղするため

にඞཁな知ࣝを身につけている
レベル̐ɿ地域の課題を理ղするためにे分な知ࣝを身につけ、課題ղܾに向けてগなく

ても１つの道筋を見出すことができる
レベル̑ɿ地域の課題を理ղするためにे分な知ࣝを身につけ、課題にରするద੾かつ

ෳ਺のղܾࡦをࣔすことができる

表３　学生用授業評価Ҋ（தؒɾظ຤時）

教員用त業ධՁの質問߲໨では、त業回਺、ߨٳ回਺、ิߨ回਺等も回౴してもらうこと
とし、回౴の൑அ理༝としての意見を回ऩすることした。

学生用त業ධՁの実ࢪのλイϛϯάは、��回ʢ̎୯Ґʣのत業については、前半から後半
にҠる中間時に１回行い、３大学の学生の状況を見つつ、後半のत業վળに活かす。̔回

ʢ１୯Ґʣのत業については、中間時のत業ධՁは実ࢪしない。最ऴ回の学生用त業ධՁには
中間時とಉ͡त業ධՁを行い、教員用त業ධՁも実ࢪし、次年度のγϥόスվળやत業վળ
に活かすというఏҊを行った。

学生用त業ධՁ、教員用त業ධՁとルーϒϦックの自ݾධՁにՃえて、各科໨の成੷ධՁ
を௥ՃしたܗでアセスϝϯトプϥϯのҊを࡞成しているところである。
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表４　教員用授業評価Ҋ

Έࢼ学*3のڭ．̐

今回、連携開設科໨であるʮ地域学ʯで中間とظ຤時に学生त業ධՁアϯέートを実ࢪした。
ཤम者਺は、ޱࢁ大学��໊、ޱࢁ県立大学��໊の໊��ܭで、回౴者਺は、中間��໊ʢ回౴
཰�����ʣ、ظ຤�� ʢ໊回౴཰����ˋʣであった。

また、̑ஈ֊ධՁの質問߲໨について、中間とظ຤での回౴結果をࣔすʢਤ１～̒ʣ。
ʢ１ʣ理ղ度のม化は、中間で、ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちらとも

言えないʯが����、ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����、ظ຤で、
ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちらとも言えないʯが����、
ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����であった。

ʢ̎ʣ໨ඪୡ成度のม化は、中間で、ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちら
とも言えないʯが�����、ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����、ظ຤で、

ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちらとも言えないʯが�����、
ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����であった。

ʢ３ʣ४උ・工夫のม化は、中間で、ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちら
とも言えないʯが�����、ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����、
、����຤で、ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちらとも言えないʯがظ

ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����であった。
ʢ̐ʣत業時間外学習時間のม化は、中間で、ʮ３� ̐時間ఔ度、またはそれ以上ʯが�����、

ʮ̎時間ఔ度ʯが�����、ʮ１時間ఔ度ʯが�����、ʮ�����分ఔ度ʯが����、ʮ��分未ຬʯが
�຤で、ʮ３ظ、���� ̐時間ఔ度、またはそれ以上ʯが�����、ʮ̎時間ఔ度ʯが�����、

ʮ１時間ఔ度ʯが�����、ʮ�����分ఔ度ʯが�����、ʮ��分未ຬʯが����であった。
ʢ̑ʣຬ଍度のม化は、中間で、ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちらとも

言えないʯが����、ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����、ظ຤で、
ʮそう思うʯが�����、ʮややそう思うʯが�����、ʮどちらとも言えないʯが����、
ʮあまりそう思わないʯが����、ʮそう思わないʯが����であった。

ʢ̓ʣ学習ୡ成度学生自ݾධՁは、ظ຤時のみであるが、ʮレベル１ʯが����、ʮレベル̎ʯ
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が����、ʮレベル３ʯが�����、ʮレベル̐ʯが�����、ʮレベル̑ʯが�����であった。

図１　（１）ཧ解౓の変化

図２　（２）目ඪୡ成౓の変化

図３　（３）४උɾ工෉の変化
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図４　（４）授業時ؒ֎学習時ؒの変化

図５　（５）満଍౓の変化

ʪ質問ʢ̒ʣは自༝هड़のためলུʫ

図６　（̓）学習ୡ成౓学生ࣗݾ評価
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今回の学生用त業ධՁ結果の考࡯は、以Լのとおりである。
ʢ１ʣ理ղ度のม化

ʮそう思うʯ、ʮややそう思うʯを合わせたൺ཰が、�����から�����と����ϙイϯト
૿Ճしており、理ղ度がやや深まっていた。

ʢ̎ʣ໨ඪୡ成度のม化
ʮそう思うʯが���から�����へと૿Ճする一方で、ʮそう思うʯ、ʮややそう思うʯを

合わせたൺ཰は、�����から�����と����ϙイϯトݮগしている。学生શ体の理ղ度
や学習状況をみながら、ڵຯ関心が௿Լしている૚への新たな働きかけや、γϥόス
վળがඞཁであると思われるような܏向が見られた。

ʢ３ʣ४උ・工夫のม化
ʮそう思うʯ、ʮややそう思うʯを合わせたൺ཰が、�����から�����と�����ϙイϯト

も大きく૿Ճしており、ٛߨ内༰の४උ・工夫にຬ଍している結果であると考える。
ʢ̐ʣत業時間外学習時間のม化

ʮ̎時間ఔ度ʯが�����から�����と���ϙイϯトݮগしており、前半の各教員のٛߨ
にରしての小課題に取り組んでいる様ࢠがみられた。後半については、ʮ１時間ఔ度ʯ
までの学生が�����から�����と�����૿Ճしている。後半の課題をみると、主体的
積極的に取り組んでいる学生と、そうではない学生とのࠩがみられた。企業や行੓
からのήストスϐーΧーのٛߨであるため、これについては୲౰教員がどこかの時点
で介入を行い、学生へのϑΥローやެਖ਼な成੷ධՁにつながるということを࠶度प知
するなどのվળがඞཁである。

ʢ̑ʣຬ଍度のม化
ʮそう思うʯ、ʮややそう思うʯを合わせたൺ཰が、�����から�����と����ϙイϯト

૿Ճしており、ׂ̕の学生についてはຬ଍度が高かった。
ʪʢ̒ʣは自༝هड़のためলུʫ
ʢ̓ʣ学習ୡ成度学生自ݾධՁ

ʮレベル３ʯ以上が����であり、そのうち、レベル̐が�����、レベル̑が�����
であった。この科໨ではʮ地域のಛ性やಛ৭を理ղし、自ら課題をந出できる力ʯを
ཆうことを໨的とし、レベル３はʮ地域のಛ性やಛ৭に基ͮいて、課題を見出すことが
でき、課題を理ղするためにඞཁな知ࣝを身につけているʯであり、શ員がレベル３
にはୡしていると自ݾධՁしていた。また、レベル̐のʮ課題ղܾに向けてগなくても
１つの道筋を見出すことができるʯが半分の学生、レベル̑のʮ課題にରするద੾かつ
ෳ਺のղܾࡦをࣔすことができるʯがׂ̐である。学生たちがఏҊしたղܾࡦのධՁは
していないため、ԿかఏҊできればྑいと言ったೝࣝでいる。そのため、次年度には、
学生のఏҊにରするධՁࢦඪʢ自ݾやチームでݕ証ʣを入れ、自分たちでアイデアの
。証ができる力をཆうඞཁがあると考えるݕ

今後は後ظ開ߨのʮ%9֓論ʯの結果もՃえ、アセスϝϯトプϥϯҊのࡦ定を進める。連携
開設科໨については、大学ผ、科໨のஔかれたϑレームワークผ、科໨ผ、教員ผ等、Կの
ためにどの߲໨をどのように可ࢹ化するかを明֬にしないと、ຊ౰にඞཁな情報がຒもれて
しまう可能性もある。দాʢ����ʣは、教学*RにおいてμッγϡϘーυに表ࣔされるࢦඪ
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と,P*の重ཁ性をࣔしており̐ʣ、デーλを஝積したところで、Կを可ࢹ化するのか、Կを
有化するのか、どのようにར用するのか等、それを取りまとめない限り、γステム化はڞ
೉しいとしている。

今回の報告は、୯७ूܭを行ったものであるが、(PAや学生ௐ査の結果もՃຯして分ੳ
することもඞཁであり、教学*Rのར用やアセスϝϯトプϥϯに基ͮく学生ௐ査をࡦ定して
いる例もある̑
 ̒ʣ。

どちらにしても、デーλを஝積していくඞཁがあるため、ઐ用のデーλベースʢ以Լ、
%Bʣのߏஙは最重ཁ課題であるが、%Bのߏஙは、技術面だけでなく、デーλを؅理して
いる部ॺとの関܎性も重ཁであり̓ʣ、３大学でڞ有できるようにしなければならない。
๬ましいのは、.PPEMFがಋ入されているため、その࢓組みをར用できるのが、一൪ޮ཰が
いい。それにՃえて、%8)ʢ%BUB�8BSF�)PVTFʣのߏஙができれば、大学間でのデーλ
連携がޮ཰よくなると思われるが、セΩϡϦテΟ面でのରࡦも課題となる。

̑．おわりに

教学*Rを試みるにあたり、今回は、アセスϝϯトプϥϯやत業ධՁҊのࡦ定が大学間で
有化できており、5'5として方向性をより明֬にするための協議を重ねる΄か、ޮ཰的ڞ
にデーλが஝積されていけるしくみとすることが重ཁである。����年度݄̔に採択されて
以߱、����年度の試行に向けてݕ౼をٸいできたが、ࡏݱは試行をऴえて次のステップに
Ҡ行するஈ֊にある。学生ݸ人୯ҐでのධՁ、各大学ผのධՁ、３大学を取りまとめたධՁ
の結果が最ऴ的に出せるように、今後もݕ証していく༧定である。

஫
１ʣ文部科学লʀʮ学࢜課ఔ教育に関する主な౴申の経Ңʢฏ成３年以߱ʣʯ、ฏ成��年��݄ɹ

中ԝ教育審議会大学分科会大学教育部会、ʢࡧݕ��������ʣ、�IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�C@
NFOV�TIJOHJ�DIVLZP�DIVLZP������HJKJSPLV�BUUBDI���������IUN

̎ʣ文部科学লʀʮ三つのϙϦγーのࡦ定とӡ用に܎るΨイυϥイϯʢࢠࠎのૉҊʣʯ、ฏ成
��年��݄ɹ中ԝ教育審議会大学分科会大学教育部会、ʢࡧݕ��������ʣ、IUUQT���XXX�
NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�DIVLZP�DIVLZP������BUUBDI���������IUN

３ʣ文部科学লʀʮ教学マネジϝϯトࢦ਑ʯ、ྩ ࿨̎年１݄��೔ɹ中ԝ教育審議会大学分科会、
ʢ����年１݄̑೔ࡧݕʣIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�DPOUFOU����������NYU@EBJHBLVD������
������@���S�QEG

̐ʣদాַ ʢ࢜����ʣɽ教学*Rの໾ׂと実践事例ʕΤϏデϯスベースの教育質อ証をめ͟し
てʕɽ教育γステム情報学会ࢽ
���	�

���r���

̑ʣ઒ಹ部ོ࢘、ּ݈ݪ一、ௗࢠ๎ډʢ����ʣɽ教学*Rにおける学生ௐ査の手法開発ʕ量的
アプローチと質的アプローチをซ用した学業成੷ม化աఔのݕ౼ʕɽ立໋ؗ高等教育

究ݚ���
�������

̒ʣۙ ᖒ༏ࢠ、上ాஐՂ、৿Ҫ༟࢙、Ӭ౻ਗ਼ࢠʢ����ʣɽ学習成果の可ࢹ化に向けたアセス
ϝϯトプϥϯに基ͮく学生ௐ査のࡦ定ɽࢠߕԂ୹ظ大学لཁ
���
�������

̓ʣઙ野ໜʢ����ʣɽデーλベースのߏஙと*Rの課題ɽ高等教育ݚ究
���
�������
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ୈ３部

SPARC教育プログラムγϯϙδム・'%ɹ報告





2023 年５月 16 日に KDDI 維新ホールで３大学連携の地域活性化人材育成事業～
SPARC ～キックオフシンポジウムが開催されました。基調講演者は２名。一人目は山口
大学からの推薦で西岡満代氏が「社会が求める文系DX人材とともにパーパス都市経営で
実現するWell-Beingの高いまち」と題した講演を行いました。西岡氏は株式会社国際社会
経済研究所の研究主幹で、『未来をつくるパーパス都市経営』（日経BP、2023年１月発行）
の著者でもあります。

二人目は本学からの推進で古屋俊和【ふるや　としかず】氏が「未来を拓くChatGPTと
デジタルトランスフォーメーション（DX）人材が地域活性化にもたらす革新」と題した講演
を行いました（シンポジウムのチラシの仮題から一部変更）。古屋氏はQuantum Analytics
合同会社CEOで、データサイエンティストでもあります。

ここでは、古屋氏の基調講演の記録を掲載するとともに、その後に行われたシンポジウム
「文系DX人材って？～ひとやまちの豊かさのために～」で本学卒業生と在校生の発言記録を
お示しします。当日録音された記録を本人が確認し、一部修正を加えた形での掲載となり
ます。

̍ɽج�ௐߨԋʮະདྷΛ୓͘CIBU(P5ͱσδタϧ
τラϯスϑΥーϝーγϣϯʢ%9ʣ人材͕
地域活性Խʹ΋ͨΒֵ͢৽ʯ

2uantum AnalZtiDs߹ಉ会社C&0ɺσータαイエンティスト
古屋 俊和ࢯ

ຊ೔は、ʮ未来を୓くCIBU(P5とデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯʢ%9ʣ人材が地域
活性化にもたらすֵ新ʯというテーマでお話しします。

は͡めに、自ݾ紹介を݉ねてA*やCIBU(P5についてお話しし、今後ٻめられる人材に
ついて、最後に大学教育の意ٛについても触れたいと思います。

まͣ、自ݾ紹介についてですが、私は地方の大学で文系と理系の྆分野を学んだ後、A*
分野でのΩϟϦアをスλートさせました。この経験に基ͮき、গしৄしくお話させていた

ୈ̍અ

地域活性Խ人材育成事業ʙSPARCʙの
ΩッΫΦϑγϯϙδ΢ムのه࿥
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だきます。
私は、ޱࢁ県のྡ、広ౡ県ࢢޖという地方のߓொで育ち、����年にಉࢤ社大学文化情報

学部に入学しました。文化情報学部は、文化と科学の༥合を໨ࢦし、デーλαイΤϯスを
活用して文化を分ੳすることを学Ϳ学部です。私はこの学部で出会ったデーλαイΤϯス
にັྃされ、ݚ究に຅಄する೔々をૹりました。

究生活から、時間とおۚのない人生をなんとかしたいと思い、大学ӃではϏジネスもݚ
学べる、ژ౎大学の.BA課ఔに進学しました。そこではػց学習を活用した࢈ࢿӡ用に
ついてݚ究し、ಉڃ生だったޱࢁ県立大学のѨ部ਅ育先生から਺学など多くを学びました。

大学Ӄࡏ学中には౦ژの企業でイϯλーϯγップを経験しましたが、地方育ちの私に
とってຬ員ిंとڱいॅۭ間の生活には違࿨ײを֮えました。この経験から、地方でのब職
をر๬しましたが、ر๬するデーλղੳの職が関੢にはなかったため、結果として自身で
。業のきっかけとなりますى業の道をબびました。それが私の最初のى

����年に(PPHMFはデΟープϥーχϯάという技術を࢖ってೣのը像を生成しました。
このը像は、人間が಄の中で想像したೣの姿にࣅていてڻきました。この技術が発展すれば、
人間の想像力をίϯϐϡーλでݱ࠶出来るのではないかと思いました。その後、この技術を
究をݚ課ఔに進みデΟープϥーχϯάのظ究科ത࢜後ݚ౎大学情報学ژ、究したいと思いݚ
スλートしました。ݚ究をしていくとこの技術の発展可能性を֬৴し、大きな会社を࡞り
たいと思い、ݩ%F/Aの会௕、य़ాさんとڞに新しい会社の立ち上げにࢸりました。

この会社で、私は様々な企業さんとA*開発をしました。そして、໿̑年で上৔を果たす
ことができました。上৔によるΩϟϐλルήイϯで、私はおۚと時間を手に入れることが
できました。しかし、人生の໨ඪをୡ成しても、新たなক来にରするෆ҆が生͡、やがて
心からのॆ実や޾せを͡ײることはなく、೰みを࣋つ೔々に໭りました。

せとはԿかを考え࢝めたことから、෹教にਫ਼௨している方々と話をし、A*と෹教の޾
結合によるϒッμϘットの開発にࢸりました。このݚ究から、人が޾せを͡ײるॠ間は、
೰みやۤしみからղ์された時だけだということがわかりました。人間の೰みは多様ですが、
աڈのҒ人もಉ͡ような問題を๊えていたことを知りました。൴らがどのように೰みをղ
ܾしたか、そのϊ΢ϋ΢はʮ伝౷知ʯとして知られ、この知ࣝをもっているかどうかで人の
心࣋ちが大きくมわると͡ײました。例えば、೰みをղܾしても新たな೰みがඞͣ生͡る
ということを知っていれば、今ある೰みをແ理に取りআかなくてもྑいと考えられます。
このような経験から、ݱ୅の人々の೰みに向き合うαーϏスをఏڙする会社ʮࣜג会社
テϥόースʯを立ち上げました。

学生さんの多くはى業には大きなۚࢿがඞཁだと考えがちですが、実ࡍにはわͣかな
、ຊۚ���ԁから࢝めてࢿ、ຊۚでも成ޭする可能性があります。Τクα΢Οβーζはࢿ
̑年で最大���ԯԁのՁ஋を࣋つ企業に成௕しました。もし私がޱࢁ県でى業を考えると
すれば、一人で࢝めるのではなく、経ࡁ力のある地ݩの経営者の方からアυόイスをいた
だき、成ޭが見ࠐめる分野で一ॹに会社を立ち上げます。地方でのى業では、若者だけでは
なく、経験๛かな世୅とのίϥϘレーγϣϯを௨͡て、新しいαーϏスを૑出することが
大੾だと思います。若者は新しい技術やアイデアを࣋っており、γχア世୅はそのアイデア
を実行するための人຺や経験を࣋っています。地域のಛ性を活かし、新たなαーϏスを࡞る
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には若者とγχア世୅のίϥϘレーγϣϯはඇৗに重ཁです。

会社テϥόースで取り組んでいるϒッμϘットは、Ϣーβーの೰みをA*チϟットでࣜג
डけ、෹教の教えをもとに回౴するαーϏスです。このαーϏスはژ౎という地域のಛ性を
活かし、開発しております。このαーϏスはϦϦース後、೔ຊだけでなく世界໿��Χࠃの
ϝデΟアに取り上げられました。

会社をڞಉ૑業した۽୩੣࣊ʲくまがいɹせい͡ʳ先生は、ムーϯγϣットプロジェクトの
デΟレクλーとしてもご活༂されています。伝౷的な知恵と新しい技術であるA*を組み
合わせたϒッμϘットの事例は、文系%9人材育成のώϯトになるのではないでしΐうか。

次に、CIBU(P5について説明します。CIBU(P5はʮ生成ܕA*ʯの一例で、そのొ৔前
から多くの論文で஫໨されていました。CIBU(P5を開発した0QFOA*はA*ݚ究ػ関の中
でもಛに有໊です。CIBU(P5はレϙート࡞成、論文ࣥච、法཯૬ஊ、アイデア生成、プロ
άϥϛϯάなど、多ذにわたるλスクをこなすことができます。ここでશてをࡉかく説明
するのはආけますが、ご自身でௐ査することをおקめします。

CIBU(P5に関してよくࢦఠされる問題の一つに、ޡ情報をఏڙすることがあります。
実ࡍ、CIBU(P5がެ開されたࡍには、ʮCIBU(P5は৴用できないʯという意見もありました。
これは主にݹいόージϣϯである(P5ô���に関するޡղからきていますが、新しいόージϣϯ
の(P5ô�では大෯にਫ਼度が向上しています。(P5ô�は有ྉαーϏスで、ֹ݄໿����ԁがඞཁ
ですが、අ用が問題の৔合は、後΄ど紹介するマイクロιϑトのBJOH�CIBUをແྉでར用
できます。これにより、CIBU(P5のػ能を一定ൣғ内で体験することが可能です。

CIBU(P5は様々なλスクをこなすことができますが、ক来的にはさらに多様な、ࡏݱ
、能の一つにػ能が௥Ճされるでしΐう。今後、CIBU(P5が可能にするとされているػ
ը像からプロάϥϛϯάίーυを生成し、΢ェϒαイトやアプϦέーγϣϯを૑出すること
があります。例えば、手ॻきのϝϞをಡみࠐませることで、それを基に΢ェϒϖージを࡞成
するαーϏスがఏڙされることが༧想されています。

CIBU(P5の応౴は、Ϣーβーの問いかけ方、つまりプロϯプトΤϯジχアϦϯάにґଘ
します。໋ྩޱௐでʮΩϟッチίϐーをॻけʂʯと言うと؆ܿな回౴がฦってくる一方で、
ஸೡな言い回しを࢖うとより๛෋なアイデアがఏڙされることがあります。このようなର話
のඍົな違いは、CIBU(P5のϢーβϏϦテΟにおいて文系的なスΩルが重ཁになるとࣔࠦ
しています。

さらに、生成A*は文ষからը像やಈըを生成する能力を࣋つようになり、最ऴ的には
A*がөըを૑出することも可能になると言われています。実ࡍに、生成A*によって੍࡞
されたө像がすでにଘࡏします。しかし、この技術がϑェイクχϡースの生成やٗ࠮にར用
されるݥة性もあるため、最新のA*技術の࢖用には஫意がඞཁです。ࡏݱ、これらの
Ϧスクをどう੍限していくかについて活発な議論が行われています。

私たちは、技術にજΉݥة性をڪれて࢖用をආけるのではなく、それを理ղし、ద੾な
ରॲ方法を学Ϳことが重ཁだと考えています。ྺ࢙的に、ंやイϯλーネットが発明された

101ୈ３部　SPARC 教育プログラムγンϙδウム・'%　報告

■
第
̍
節

஍
Ҭ
׆
ੑ
Խ
人
材
ҭ
成
ࣄ
ۀ
Ỗ
̨
̥
̖
̧
̘
Ỗ
の
Ω
ỽ
Ϋ
Φ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ه
࿥



ときもಉ様のݒ೦がありましたが、これらの技術は社会に広くडけ入れられ、法的な࿮組み
が੔උされました。CIBU(P5などの生成A*も、その࢖用法に関する法੔උが進Ήにつれて
。するでしΐうٴී

CIBU(P5だけでなく、%9ʢデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯʣを進めるための様々な
πールが೔々ߋ新されています。プロάϥϛϯά知ࣝが΄とんどなくても、文ষを入力する
だけで多様なίϯテϯπを生成できるようになっていますので、օさんには積極的にこれら
のπールを࢖ってみることをおקめします。

A*のϏジネスにおけるద用ྖ域は೔々֦大しており、%9人材にとっては、どのように
A*を活用して業຿のޮ཰化をਤれるかが重ཁです。この点で文系スΩルがඇৗに໾立つ
でしΐう。一方で、A*ݚ究者にはࠔ೉が൐います。A*技術が発展し൚用性が高まるに
つれて、ݚ究ྖ域がڱまり、プロάϥϛϯάのඞཁ性が௿ݮしています。

また、今後ٻめられる人材は、技術や事຿ॲ理能力よりも、ίϛϡχέーγϣϯ能力が
重ཁです。今後、おۚがूまる人とは、人々が応援したいと͡ײる人物かどうかです。
つまり、人๬がްく、多くの人がその人の思想やՁ஋؍を応援したいという人材がՁ஋を
࣋つでしΐう。

最後に、限られた時間の中で触れたいのは、ʮ大学で学Ϳべきことʯについてです。大学
での学びはඇৗに重ཁだと私は思います。例えば、文理をԣஅする学問、デーλαイΤϯス
を学Ϳことのར点は、学問のશ体像を೺Ѳできることです。デーλαイΤϯスはந৅的な
学問Ώえに、様々な学問に応用可能です。デーλαイΤϯスをベースに多ذにわたる学問
を学Ϳことで、学問の成り立ちが見えてきます。例えば、学問のݯىをたどると、फ教に
࢝まり、そこから఩学や文学が生まれてきたことが理ղできます。経営学を学Ϳࡍも、എ後
にある経ࡁ学、文学、఩学、फ教学といった学問を理ղしなければ、経営学の深い理ղは
ಘられないでしΐう。さらに、このように学問を体系的に学Ϳことで、未知の課題が発生
したときに、どの学問分野から౴えをಋけばྑいのかが見えてきます。例えば、ある̎人
の人物の意見がର立しているときに、その人たちの意見が思想レベルでのର立なら、話し
合い、つまり論理によってղܾするのは೉しいと私は考えます。なͥなら、思想はफ教学で
論理は఩学です。फ教学は఩学の上Ґの֓೦で、फ教学は定ٛであり、なͥそう定ٛする
のかについて、議論することにあまり意ຯはありません。ただ、どれだけの人がその定ٛ
にࢍಉするかどうかでその定ٛのՁ஋がܾまります。

फ教とઓ૪はその意ຯで੾り཭せないଘࡏで、人ྨ࢙ͣっとઓ૪がなくならない理༝では
ないかと私は思います。ただ、もしA*が、શ人ྨがࢍಉする思想を࡞り出すことが出来
れば、ઓ૪もなくなるかもしれません。

今回のߨԋのλイトルですが、これはCIBU(P5を࢖用して࡞成しました。γϯϙジ΢ム
のテーマを伝えると、CIBU(P5がద੾なߨԋλイトルをఏҊしてくれたのです。これは
CIBU(P5が様々な৔面で活用できる一例です。これで私の話をऴわります。ごਗ਼ௌありが
とうご͟いました。
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԰ढ़࿨ʢ;る΍　ͱ͔ͣ͠ʣݹ
ɹ2VBOUVN�AOBMZUJDT合ಉ会社C&0、デーλαイΤϯテΟスト
ɹژ౎大学大学Ӄଔ業。
ɹA*ίϯαルテΟϯά会社であるࣜג会社Τクα΢Οβーζ૑業。
ɹ෹教ʷA*を࢖ったチϟットϘットαーϏスを手ֻけるࣜג会社テϥόースを૑業。
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ご紹介に༬かりましたࣜג会社߂法のҪ上と申します。
営業部で働いている、いわΏる営業マϯです。よろしくおئい
いたします。

このγϯϙジ΢ムで、ଔ業生からのίϝϯトをٻめられ
ました。ޱࢁ県立大学のࡍࠃ文化学科のଔ業生で、ઐ໳では
アジア文化論ݚ究室に入っていました。学科でษ強したことは
主として、イϯυ఩学、ࡍࠃ協力、/P0といった文系だったので、%9ʢデジλルトϥϯス
ϑΥーϝーγϣϯʣというものには社会に出てから触れたことになります。大学時୅は
/P0活ಈにᬏ進していたみたいなܗです。そんな私がどのような会社に入ったかです。

গしだけ、会社紹介になります。ࣜג会社߂法は広ౡ県広ౡࢢにある企業で、もともとは、
みなさんごଘ͡でしΐうかʕʕྠసػというҹػ࡮ʕʕのൢചをするいわΏる事຿系の会社
になります。そこから事業をどんどん֦大していき、ࡏݱ���प年໨になるのですが、今の
会社ではυΩϡϝϯトιϦϡーγϣϯ、*5ιϦϡーγϣϯ、ΦϑΟス環境ιϦϡーγϣϯ

ʢいわΏるΦϑΟスのことをશてワϯストップでղܾしますといったαーϏスʣを行って
います。私はそのような会社にۈめているのです。

ですので、ご想像のとおり、঎材がたくさんあります。営業マϯはຖ೔ຖ೔ώイώイ言い
ながら঎材に関する知ࣝを取り入れなければなりません。その中に%9の঎材というのも
取りѻいがあります。ιϑト΢ェアやアプϦとか、そういった内༰の঎材ですね。私たちが
取りѻっている঎材は、いわΏるB�UP�BʢBVTJOFTT�UP�BVTJOFTTʣです。B�UP�CʢBVTJOFTT�UP�
CPOTVNFSʣではないので、ফඅ者となるみなさまにはわかりにくいかもしれません。

そのような事຿用඼の中で、ฐ社が一൪おಘ意様として௕いお付き合いをさせていただく
ところは学校です。そこでຊ೔は、߂法という会社と学校という関܎で、事例をご紹介
したいと思います。もともとൢചしているҹػ࡮や0Aثػのൢച営業でお٬様となる学校
に関わっております。それからثػのϝϯテφϯスでの関りがあり、೔々の活ಈの中で、
ຖ೔、ʮ٧まりましたʯʮイϯクがӮれましたʯʮイϯクがありませんʯʮ今೔ޕ後までに࣋って
きてくださいʯといったཁ請をडけてۦけͣり回っております。

その中で時୅のྲྀれを͡ײております。学校の*C5化のお手伝いが業຿の中にՃわって
きています。学校ݱ৔の೰みごととして、いわΏる(*(Aスクールߏ想などで*C5化をٻめ
られている。ここが%9の分野につながり、私が社会人になって初めて出会っていく分野

̎ɽ�γϯϙδ΢ムʮจ9%ܥ人材ͬͯʁ
ɹɹʙͻͱ΍·ͪの๛͔͞のͨΊʹʙʯ

จԽ学Պଔ業ੜࡍࠃจԽ学部ࡍࠃ
株式会社߂法　井上 沙織ࢯ
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になるんですが、実ࡍの教育ݱ৔では%9でղܾできることがたくさんあります。
例えば、ʮࢠどものプϦϯトಧきませんʯとかʮ഑෍しているプϦϯトอޢ者さんにಧいて

いるかෆ҆なんですよ、Ҫ上さんʯというような事຿職員や先生方、教಄先生などの言༿
を࢕うことが多々あります。学校からϝルマΨで഑৴しても、ϝールアυレスをお࣋ちで
ないอޢ者の方もいらっしΌいますし、ϝールを開けてみない方もおられます。ʮアϯέート
のฦ事がอޢ者から来ません。ʯʮそもそもి話応ରで、ຖேຖேֻかってくるんです。ʯ
こういった学校のお೰みを、今でもたくさんお࢕いします。

そこでฐ社の࣋つ঎材、いわΏる%9ですね。アプϦだったり%9の঎材だったりを
ご紹介するんです。学校の事情にもよりますが、例えば、ʮ学校だよりをプϦϯトではなく、
デーλで౉したらいいのではʯ、ʮϖーύーレスしていきましΐう、イϯクのফ໣඼୅ݮり
ますʯ、ʮ出ܽ連བྷもアプϦでしましΐうよ、アプϦでできるんですよʯ、ʮベルマーク活ಈ
がアプϦでできるの知ってますかʯといったような঎材を࣋っていきます。そうすると、
学校の先生や事຿職員の方々から、こういう言༿をฉきます。ʮいや、ちΐっとそこまで
は考えてないかなʯ、ʮまあ、今のままでいいかなʯ。

ここで、文系の%9人材、いわΏる%9を進めていく中で文系が出さないといけない力
というものがٻめられてくるのではないかと思います。こういったお٬様に౰たった時、
私たちが考えるのは、૬手の立৔や状況をಉ͡ࢹ点から想像することです。先生方ご自身が
アプϦを࢖いこなすことはできるのか、ࢴഔ体で行う教育方਑をҡ࣋している教育ҕ員会
や自࣏体からのӨڹがあるのではないか、学校のトップの方਑はどうか。また、Ψϥέー
しか࣋っていないՈఉやՈఉ間の֨ࠩがあることをෆ҆ࢹしているのではないか、スマϗ
のݸ人情報をѻうのがාいのではないか。そういったお٬様ʢ学校ʣのෆ҆にՃえ、学校が
関܎するอޢ者様のෆ҆ʕʕお٬様のお٬様のෆ҆ʕʕを想像しないといけないと言われて
ます。

このෆ҆にدりఴう姿੎というのは、課題ղܾの࣋ؾちにدりఴったり、理ղしたり
しようとする姿੎です。今の学校ݱ৔やอޢ者のาんでいる方向性や進み方などを࡯؍し
想像し、そこから一ॹにղܾࡦを考えるという姿੎ですね。ىこりうる未来を想像して
いかないといけないと思います。

そして次に考えることは、学校の新しい取り組みをʮお ʢۚ঎材の支෷い୅ۚʣʯを࢖って
ಈかすための、いろいろなステップを౿Ήということです。まͣ、૬手の話を܏ௌし、
ຯを࣋ってฉき、教育ҕ員会や学校の೰みってԿなんだろうか、ここですれ違っているڵ
ことってԿなんだろうかと考える。次に、ʮ入ࡳʯと言われるいわΏるެ׭ிの༧ࢉや支出
のしくみ、ߪ入のܗଶを取るために、いろいろ質問してॻ面を࢓上げる。入社してす͙は、
そういったところへの質問力を付けていって、౰事者がԿをしたいのかを明֬な言༿に
したり、%9化への道ఔを明֬にしたりするための支援もしていました。ʮొ৔人物શての
人と向き合って、そのݱ৔に行って、൐૸して行きましΐうʯということを、社内でも
すごく言われています。

こういったܗで、文系の私でも%9推進を進めていくような࢓事をしている༁ですけれ
ども、このγϯϙジ΢ムのお話をडけた時に、ʮ文系・理系ʯという言༿のところで今一度
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ʮʁʢはてなʣʯと考えてみました。そして、課題ղܾのためには、理系のデジλルπールと
文系のఏҊ力や思いがඞཁではないかと思いました。これは、私の೔々の業຿の中で͡ײて
いることでもあります。

これが課題ղܾにܨがるのであれば、理系のデジλルπールは、やはりΤϯジϯであって、
文系のみなさんにٻめられているところ、それはϋϯυルなのではないかなと考えました。
ϋϯυルをѲってよりྑい未来に、より多くの人を連れて行くことが、文系%9の力の発ش
するところなではないかなと思っています。

では、どんな力を学生さんに身に付けてཉしいかと考えると、やっͺり学生の時、どんな
ことにもڵຯを࣋って、知りたいということをたくさん࣋って、自分から情報ऩूをして
いくことかなと思います。自分から積極的に、主体的に情報ऩूをすると、先を行く学生
の活ಈにಌれたり、ଚܟするϝϯλーの方を໛฿したり、そういったܗになりがちです。
ただ、それだけにとどまるのではなく、この事৅、この知ࣝをʮ自分だったらどう考えるかʯ
というようなࢹ点を࣋っていただくのがいいのかなと思います。

なので、%9推進において文系人材ができることとして、私が最後にお伝えしたいと思う
のは、まͣԿもないものとか、きっかけを࣋たない人をࢹ野に入れ、θロを１にすること
なん͡Όないかなと思っています。%9の大きな力は１から���にしたり、���を���にしたり
する。そんなすごく大きな力を、デジλルπールは࣋っていると思うんですが、まͣはθロ
の࢝まりをたくさんֻけ合わせることが文系の人にはできるん͡Όないかなと思います。

というところで、私のお話になります。ごਗ਼ௌありがとうご͟いました。

ʪύネルデΟスΧッγϣϯ後のҪ上さんの௥هʫ
%9は経ࡁ的な、あるいは社会的な理༝でఏএされ、新ܕίロφ΢イルスによるӨڹで

化してࡏݦめられるようになりました。しかし、物事の%9における課題はશてがٻ଎にٸ
いるわけではないと思っています。%9がٻめられるࡏݦ的な事৅は΄んのණࢁの一֯に
す͗ͣ、જࡏ的な課題を理ղすることがඞཁになります。そうでなければデジλル化、*5
ιϦϡーγϣϯといったことばと、%9の定ٛがҟなることに意ຯがແくなってしまうの
だと、౰γϯϙジ΢ムで学ばせていただきました。

私たちの%9化ఏҊはお٬様の業຿をࠜఈから෴し、ときには働き方そのものをมえる
きっかけとなりಘます。そのため%9や*5πールのご紹介の前にまͣ、お٬様の理೦や
事業、環境、人、業຿ϑロー、時には人間関܎などに౿みࠐΉこともあります。さま͟まな
人とίϛϡχέーγϣϯを取り、࡯؍し、Ձ஋؍をすり合わせることで٬ސ体験をまったく
新しく૑出します。そして、文系%9人材は、%9のきっかけや道のりを࡞り出すことが
できる人だとղऍしています。大学ࡏ学時の学びは多くあり、その中でも人やՁ஋؍に
さま͟まなίϛϡχέーγϣϯπールʢޠ学やफ教、文化理ղなどなどʜʣを࢖って向き
合うことが大ม力になりました。���ສ人、���ສ人といった多くの人々を一度にର৅にして、
人間を޾せにできるかもしれない%9。それをڗडする私たちにとってのՁ஋؍や生き方
は、ܾして大きな਺ࣈのմではなく、ま͗れもなく１のू合であることをڳに、一人一人と
大੾に向き合っていきたいと思います。

地域ڞ生を୲う社会人として、三大学によるʮSPARC教育プロάϥムʯの成ޭ・発展を
心よりおفり申し上げます。
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県立大学̐年の内౻です。今೔のΩックΦϑγϯϙޱࢁ
ジ΢ムを基ௐߨԋからฉかせていただいています。੢Ԭさんと
ԋをฉいて、まͣ、%9ʢデジλルトϥϯスߨ԰さんの基ௐݹ
ϑΥーϝーγϣϯʣに関する技術ってこんなに進んでいるんだ、
と思いました。実ࡍのޮ果というのはまだ͡ײられていなく
て、分かっていなかったことも多かったというのが཰直な
԰さんにまͣ質問させていただきݹ、想でもあります。今回、時間に限りがありますのでײ
たいと思います。

今回の話をすごく؆୯に言うと、ʮXFMM�CFJOHな֗を、%9を活用して実ݱしましΐうʯと、
ʮそこで文系%9人材がඞཁですよʯということですね。では、文系%9人材ってԿなのと
言うと、ʮデジλル技術の知ࣝやスΩルをもとに、多くの人の生活やϏジネスをよりྑい
ものにมえていくことのできる人材のことをࢦすʯと。

%9人材とฉくと、デジλルに関܎がある人というところまでは分かるんですけど、
ʮมֵ意ࣝʯというのが最も重ཁなΩーワーυだと思いࢸりました。そこで、ʮมֵ意ࣝʯを
もつ若い人たちを大学で育てていくわけですが、ここで๻の中で̎つの考えるべきϙイϯト
があると思います。一つ໨は、大学において、経営者໨ઢʢى業Ո໨ઢかもしれませんがʣ
に立てることのできるมֵ意ࣝのある人間をຊ౰に育てることができるのかというٙ問
です。実は、これは第一部の基ௐߨԋをฉく中で、自分の中ではղܾしました。

二つ໨は、企業はมֵをडけ入れる体੍を੔えられるのかというٙ問です。ޱࢁ大学
ଔ業生のύネϦストのお話でもありましたように、新入社員や若い職員のఏҊやアイデア
が実ݱできなかったり、上࢘にडけ入れられなかったりということがあります。ຖ೔の業຿
が๩しա͗て、なかなか組織がม化できない、มえられないといった話もありました。強ௐ
したいことは、ともかく%9人材とはʮ୯にデジλルに関する知ࣝやスΩルがある人ʯでは
ないということです。例えば、高ྸ化が進Ήޱࢁ県においてܾ定ݖのある人間というのは、
上の世୅の方が多いと思うんですよね。その上の世୅の方がどれだけそのมֵにର応できる
のか、どれだけมֵをٻめているのか、というのをおฉきしたいと思います。そこがมֵ
意ࣝを࣋たないと、Կもมわらないと思うからです。

มֵに౿み੾れるような意ࣝやଶ度を࣋っている人が、ܾ定ݖのある立৔に立っている
のかというのが、学生からのૉ๿なٙ問なんです。%9人材とともによりよい社会にして
いくためには、企業体質の見直しもඞཁではないかというのが๻の質問で、それについて
おฉきしたいです。

̏ɽ�γϯϙδ΢ムʮจ9%ܥ人材ͬͯʁ
ɹɹʙͻͱ΍·ͪの๛͔͞のͨΊʹʙʯ

จԽ学Պ̐年ࡍࠃจԽ学部ࡍࠃ
内藤　海͞Μ
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˞2VBOUVN�AOBMZUJDT合ಉ会社C&0、デーλαイΤϯテΟストɹݹ԰ढ़࿨ࢯの回౴
%9ʢデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯʣがඞཁかどうかについては、もし企業が%9

なしでଘଓ可能なら、わ͟わ͟実ࢪするඞཁはないと思います。例えば、ژ౎の࿝ฮ企業は
%9を考ྀせͣとも঎඼がചれるし、࿝ฮཱྀؗには人が๚れます。しかし、%9を行わない
とࢢ৔から取り࢒される企業もあります。他社が%9を進めてίストݮ࡟し、より҆Ձに
঎඼をఏڙできるようになると、生࢈性の௿い企業はརӹを࢒せなくなるかもしれません。
そのため、こうした企業には%9へのײػةがあり、経営者もそのඞཁ性を͡ײているで
しΐう。かつて手ࢴをॻいていた人々が、ਝ଎なίϛϡχέーγϣϯのためにύιίϯを
学びϝールを࢖うようになったのとಉ͡です。Կかと理༝を付けて、%9に൓ରする੎力
はあると思いますが、最ऴ的には多くの企業が%9化を進め͟るをಘないྲྀれになるかと
思います。

経営૚がچ世୅で、若者が意思ܾ定できない状況は企業ではよく見られます。その中で、
私のようにಠ立して自分の会社を立ち上げるというબ択も、若い人にはྑい経験になるで
しΐう。ى業は大มですが、そのաఔで企業経営の೉しさを理ղするとಉ時に、௕年生き
すると思います。すると、その会社のどういう業຿なら%9ײって来た企業のੌさを実࢒
をಋ入しやすいのか、چ世୅の経営者とى業した若者は理ղし合えるのではないかと思い
ます。ですので、内౻さんがى業するというબ択ࢶを考えてみるのもྑいのではないで
しΐうか。

ʪύネルデΟスΧッγϣϯ後の内౻さんの௥هʫ
このたびは、このようなو重なػ会を௖き、ँײしています。基ௐߨԋをഈௌし、さま

͟まな意見とٙ問を๊きました。中でも、ࢍ൱྆論をݺびそうな質問をさせていただき
ました。私の質問は、ಛに企業の組織文化にରして൷൑的な見ղをࣔしたものでした。この
質問は学生がे分な४උと知ࣝを࣋っていることを前ఏとしていますが、それが実ࡍに
ୡ成されているかはٙ問です。

以Լの内༰は、私ݸ人の経験に基ͮく見ղです。すべての学生に౰てはまるとは限りま
せん。私はࡏݱϑΟϯϥϯυにཹ学しており、पғにはϤーロッύ各ࠃからのཹ学生が
います。൴らは೔ৗ的に様々な話題で議論を行い、੓ࡦにෆຬがあればデϞストレーγϣϯ
を実ࢪすることもあります。つまり、൴らは೔々、意見を࣋ち、表ݱすることに׳れて
います。また൴ら・൴ঁらにはক来のϏジϣϯがあり、それにۙͮくために大学でษ強して
います。

一方、೔ຊの大学では議論がඞཁな৔面で੩かな時間がଓくことがあります。私は、೔ຊ
の学生が自分の意見を表ݱすることにରしてۤ手意ࣝを࣋っているように͡ײています。
またক来のϏジϣϯを࣋たͣに、໨ඪのない生活をૹる学生もいます。それをཪ付けるかの
ように೔ຊでは大学生活をʮ人生のՆٳみʯと表ݱしたりすることもあります。

これには文化の違いもあるとは思いますし、どちらにもྑしѱしはあるとは思います。
しかし、গなくとも%9人材においては、まͣ意見を࣋つことは最重ཁ事߲です。意見や
知ࣝがなければ、その先のมֵをఏҊすることはできません。%9人材を໨ࢦす学生は
もちろん、より多くの学生が、自分の意見を࣋ち、表ݱすることにରしてۤ手意ࣝをなく
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していくことが重ཁだと考えています。そしてその中でมֵ意ࣝを࣋つような学生が૿えて
いけば、よりྑい社会の実ݱにۙͮくのではないかと考えています。
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山口県立大学の学術交流協定大学である韓国の慶南大学校では現場密着型地域人材育成
事業を実施しています。これは、本学が実施している地域活性化育成人材事業SPARCに
通じるものがあることから、国際文化学部では2023（令和５）年２月１日に学部FDを実施
しました。

韓国では国家をあげて政策的に大学におけるグローバル人材の育成やデジタル変革、
文化創出、企業等と連携した実践教育などを進めています。

ここでは、慶南大学校から本学を訪問した３名の講演記録を掲載しています。講演は
韓国語で行われ、実習助手の木下　瞳先生により翻訳されたものです。当日の通訳も木下
先生が担当しました。

一番目の講演で紹介されるイルモリ教育でのPBLに特化した実践的な教育課程については、
武蔵野大学のデータサイエンス学部の革新的な教育課程や方法にも見ることができます。
二番目の講演で説明されるイルモリPBL教授法については、本学が試行する企業と連携
したDXによる課題解決PBLの授業デザインから評価、担当教員の研修まで重要な示唆と
参考モデルを与えてくれます。三番目の講演ではPBL授業の具体的な運営事例をもとに、
地域課題に実践的に取り組み、ブレンディッドラーニングを用いるモデルに学ぶことが
できます。

̍ɹݱ�৔ີணܕ地域人材育成 教育ܞ࿈ݚֶ࢈
՝ఔΠϊϕーγϣϯ'%

จԽ学部長ࡍࠃ
西田 光一

学ܳ大学の３大学が連携して行うʮ地域活性化人材育成ޱࢁ、県立大学ޱࢁ、大学ޱࢁ
事業～ SPARC ～ʯでは、人間中心のࢹ点から%9を実践し、ͻとや地域の課題ղܾのため
にݙߩできるʮ文系%9人材ʯを育成することとしている。

ຊ学のSPARC事業では、ࡍࠃ文化学部の࠶ฤを行うこととしており、࠶ฤ後の学部
ΧϦΩϡϥムのݕ౼を進める中、ʮ%9による地域課題ղܾPBL系ྻʯの科໨܈をSPARC
教育プロάϥムの大きなபのͻとつにҐஔ付け、そのत業科໨にʮ%9による地域課題ղܾ

ୈ̎અ

地域人材育成ܕ৔ີணݱ 教育՝ఔܞ࿈ݚֶ࢈
Πϊϕーγϣϯ'%の報告
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ʢPBLʣʯを入れている。
学生には、SPARC教育プロάϥムのू大成ともҐஔ付けられるʮ%9によるPBLʯの

त業を௨͡て、デジλル技術を活用した課題ղܾに取り組んでもらうܭըだが、୲౰教員
にはޮ果的なプロセスをߏஙすることがٻめられている。

その一ॿとするため、ຊ学の学術ަྲྀ先であるؖࠃのܚೆ大学校から෭૯௕をは͡め୲౰
の先生方をおটきし、ܚೆ大学校の先進的なPBLの実践をڞ有するγϯϙジ΢ムを開࠵し、
このػ会に、PBLで育Ήべきࢿ質・能力の議論を深めるとともに、त業ӡ営のあり方や活ಈ
ධՁについて情報ަ׵を行った。

最初の発表では、ܚೆ大学校࢈学෭૯௕のᇙ׮ࡏʢΧϯ・ジェάアϯʣ先生から、ʮ課題
ղܾ力を育てるܚೆ大学校イルϞϦ教育ಛ性化課ఔʯと題して、新人より経ྺ社員を޷Ή
事をॲ理する能力ʣを学生に身に付けてもらう࢓の企業風土を紹介した上で、イルϞϦʢࠃؖ
ためのPBLのඞཁ性について話していただいた。ଓいて、L*/C���事業団イルϞϦ教育
ຊ部௕のజԸඣʢチϣϯ・΢ϯώʣ先生は、ʮイルϞϦPBL教त法の理ղとӡ営աఔʯと
題して、ܚೆ大学校で実ࢪしているイルϞϦPBLの体系と۩体的な進行աఔ、ධՁなどに
ついて説明していただいた。最後にイルϞϦ教育ϝϯλー教तのཥᚸඣʢイ・ジϯώʣ先生
が、ご自身の୲౰されたܚೆ地域における学校๫力ରࡦに関わるPBLの実例について、
۩体的に紹介していただいた。いͣれの発表もPBLत業のඞཁ性とޮ果的なत業ӡ営の
ためのཹ意点、ධՁ方法など大มࣔࠦに෋んだ内༰であった。

ຊγϯϙジ΢ムの実ݱにはݸ人間のަྲྀにも支えられたことを申しఴえたい。ࡍࠃ文化
学科の໦Լಏ実習ॿ手は、ຊ学の学部̐年にࡏ੶時、ؖࠃのণࢢݪのイϯλーϯγップに
参Ճし、今回来学のజԸඣ先生から、ࢢޱࢁとಉ͡地域課題を๊えるণࢢݪの地域活性化
に向けた取り組みについて学んだことがあり、今回の௨༁୲౰によってԸに報いたܗに
なった。ຊ学のඇৗࢣߨۈをされている๿ݡच先生にも௨༁をご୲౰いただいた。هして
ܭ申し上げたい。また、ຊγϯϙジ΢ムをきっかけに、����年��݄຤に、ຊ学からँײ
໊̐をؖܚࠃೆ大学のγϯϙジ΢ムにট଴していただいた。࠶ฤ後の学部でも、このような
૬ྲྀަޓを௨した学びのػ会をଓけていくܭըを立てている。

ຊγϯϙジ΢ムの開࠵にซせ、ܚೆ大学校とຊ学との間で࢈学連携を௨͡て教育ݚ究の
進展をめ͟し、૬ޓ協力体੍をߏஙするための֮ॻをక結した。今後、PBLの教त法やධՁ
方法等に関する事߲や、࢈学連携ަྲྀのための教育、ݚ究、セϛφー、ಛผߨԋ、ワーク
γϣップ等のڞಉӡ営、さらには教育ݚ究事業の開発などの分野において̎大学間のߋなる
ަྲྀの活発化がظ଴される。
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私は大学で࢈業工学をઐ߈しました。私は೔ຊでߨԋをする
ことについて、ඇৗにۓுしています。学問的先進ࠃである
೔ຊで、私がお話しするようなことがあるだろうかとۓுして
います。

今೔のλイトルは、ʮ課題ղܾ力を育てるܚೆ大学校イル
ϞϦ教育ಛ化課ఔʯです。

ここで３つの話題をఏڙします。１つ໨は、ٻ人とٻ職೉についてのお話です。ؖࠃは
者܎職関ٻにࡍ化により、若者はब職先のෆ଍を心഑しています。しかし実ࢠ଺とগఀؾܠ
に話をฉくと、会社で࢖える人材がいないといいます。ٻ職者は行きたい会社がなく、ٻ職
関܎者にとっては࢖える人材がいないということです。

̎つ໨は、経ྺのある社員が޷まれるというお話です。企業は経ྺのある社員を޷みます。
企業はब職してす͙ઓ力になる人材を޷Ήため、新入社員にとってڱき໳となっています。
では、企業はなͥ経ྺのある社員を޷Ήのでしΐうかʁɹब職するために大学に入りଔ業
したのに、؊心の企業の方は、なͥ新入社員を޷まないのでしΐうかʁ

３つ໨は、イルϞϦʢ࢓事೴、自಄力ʣについてのお話です。私が中小企業の୅表に
会って学生のब職についておئいする時、企業から次のような話をよくฉきます。ʮઐ߈は
あるఔ度でいいから、人間性のよい学生を推નしてください。ʯʮษ強೴とイルϞϦʢ࢓事೴ʣ
は違います。ʯษ強೴とイルϞϦʢ࢓事೴ʣ、このような表ݱは೔ຊにもあるのでしΐうかʁ

。೔、೔ຊにイルϞϦという言༿があるかฉいてみたところ、ʮないʯということでしたࡢ
ษ強೴というのは学校でのษ強ができるかどうかを表すので、この言༿は೔ຊでも௨͡る
でしΐう。一方で、イルϞϦʢ࢓事೴ʣというのは、会社での࢓事ができるかどうかを表し
ます。ษ強ができるようにؤுるのは、結ہは会社で࢓事ができるようになるためのはͣ
ですが、ษ強಄とイルϞϦはผのものということになります。

今から、大学と࢈業ݱ৔の３つのϛスマッチであるʮٻ人೉とٻ職೉ʯ、ʮ経ྺ社員のબ޷ʯ、
ʮษ強೴と࢓事೴との違いʯについてお話し、このようなϛスマッチを大学のत業でどの
ようにղܾしていくべきかについてお話します。

まͣイルϞϦʢ࢓事೴ʣについて説明します。ؖࠃでは学校で成੷がྑい時、ʮษ強೴が
あるʯという表ݱを࢖います。これにରして、職৔や社会で࢓事のできる人をʮ࢓事೴が

̎ɹ�՝୊ղܾྗΛ育ͯΔܚೆେֶߍΠϧϞϦ
教育ಛԽ՝ఔ

学෭૯長࢈ߍೆ大学ܚ
ᇙ׮ࡏ（Χン・δΣグΞン）
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あるʯと言います。結ہ、ษ強೴というのは新しい知ࣝを習ಘするのにඞཁな能力であり、
。事をॲ理する能力のことです࢓事೴というのは࢓

私たちは、大学で学Ϳ究極の໨的は学生に知ࣝを伝ୡすることだけでなく、学生が実ࡍ
の࢓事や生活において知ࣝを活用できるようにすることであり、知ࣝの習ಘとともに、
知ࣝの実践的ద応と活用が重ཁだと考えています。このような؍点で考えると、果たして
今までの大学の教育課ఔのままでよいのか、知ࣝの習ಘを௒えてݱ৔で࢓事をॲ理する
能力にきちんとస׵できているだろうかと൓লしなければならないと思います。

もしも私たちの教育方法にイルϞϦʢ࢓事೴ʣを育成する部分が଍りていないとしたら、
私たちはどうすべきでしΐうか。教育方法の中にPBLʢPSPCMFN�PSPKFDU�BBTFE�LFBSOJOHʣ
教育があります。みなさんもよくごଘ知だと思います。PBL教育は、実ࡍの問題について、
プロジェクト基盤で学生がݸผ学習と協ಉ学習をもとにղܾҊを用意する学習者中心の教育
学習方法です。学習がきちんとされているかを֬ೝするための手ஈとして、問題中心の学習
が行われています。よってPBLの教育は、前にड़べたϛスマッチを؇࿨する１つのྑい
手ஈになると考えています。

PBLत業についてよくごଘ知だとは思いますが、一ൠ科学実験のような科໨があると
したら、ある状況について問題をఏࣔします。例えば、ʮύιίϯにίーώーがこ΅れて
いた。そのίーώーは一体だれがこ΅したのか。ʯこのような知ࣝをར用する問題をఏࣔ
し、学生の学びをଅ進するのもPBL教育になると思います。

アϝϦΧの大学についてগしお話します。アϝϦΧのϘストϯにΦーϦϯ工科大学が
あります。����年に設立された、学部生શ体で���໊の工科大学です。ޱࢁ県立大学は
一学年໿���໊とฉきました。アϝϦΧの最もֵ新的な大学で、��世لの最も理想的な大学
としてධՁされています。

この大学の最もֵ新的なところは、１年生から̐年生まで、ஈ֊的にプロジェクト中心
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のत業を行っているところです。すべてのत業をプロジェクト基盤でやっているとฉいて
います。よってଔ業するࠒになると、課題ղܾの問題がますます高レベルになってきます。
最後には੡඼化されるレベルにまでなるそうです。このようにプロジェクトのレベルが次第
に上がっていきます。

したがってこのような܇࿅をडけたଔ業生は、世界的な企業であるマイクロιϑト、
アマκϯ、ϑェイスϒックのような企業へのब職が؆୯にできるようになります。ؖࠃでも、
最༏ल工科大学がΦーϦϯ工大をベϯチマーΩϯάしています。

ここからは、私がݸ人的にイルϞϦ教育で実験した内༰についてお話します。私もػց
工学部の学生に、ػց工学について、基ຊݪ理を最もよく伝える方法はないかと思って取り
組みました。

そして次のような投ੴثを設ܭし੡࡞する、プロジェクト基盤のत業を࡞ってみました。
ຯを࣋つような問題ڵଘのत業とは違ってこのत業で最も大事にしているのは、学生がط
を࡞ること、そしてػցの設ܭと੡࡞にֵ新的なཁૉが入っていることです。最初に学生
には、ୡ成しなければならない໨ඪをࣔします。त業は以前のत業と違い、直接教える
テΟーチϯάのत業は最小限にݮらし、教員の໾ׂをίーチϯάという໾ׂにมえました。
したがってٛߨ室でのٛߨがなくなるようなస׵をしました。大事なことは、̐年生など
とチームが࡞れるようにしたことです。そして̎ि間のू中学習をしました。

最初࢝まったとき、学生たちのษ強する様ࢠが見られました。以前のٛߨ室でのษ強とは
違う様ࢠです。ΦーϦϯ工大のような学習の風ܠが見られるようになりました。一連のत業
がऴわったあと、学生にत業のײ想をฉきました。学生の大部分から、ʮ自ら問題をղܾ
するのはとてもよかったʯ、またʮ他の学生の考えを理ղするのに໾に立ったʯといった൓応
がありました。最後の೔には成果を発表する大会を開き、学びの成果をڝい合いました。
学生たちが大会の४උのために໷஗くまで࢒って௅ઓしようとする様ࢠを見ることができ
ました。以前のत業では見られなかった姿ですが、そのような学生像を見ることができる
経験をしました。

これは、̎ϲ݄ఔ度のू中学習をしたものです。̑つのઐ߈がूまり、知ࣝ的に、理ղ、
設ܭ、੍御、人工知能を༥合させるプロジェクトを࡞って試行したものです。૬౰レベルの
高い成果物が出ました。学生のײ想には、ڞಉ学習についてのこと、自ら問題をղܾする
ことの面നさ、他ઐ߈にରしての理ղ度が高まったこと、などが多くڍげられました。

そこでPBL教育、イルϞϦ教育こそが、զ々の大学が進Ήべき道であることを֬৴する
ようになりました。企業からすると、ݚ究成果を上げているので、その成ޭ可能性を見て、
このようなPBL基盤、イルϞϦ教育が大学教育をվળすることができると考えています。
そのためには組織がඞཁで、イϯϑϥߏஙがඞཁです。それから੍度を࡞り、ඞཁなプロ
άϥムをӡ営し、これらについての広報および֦ࢄがඞཁとなります。
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ここからは、զ々の組織と੍度について、そしてそれらのߏங方法についてご説明します。
第一に、ઐ߈教育課ఔにイルϞϦ教育ಛ性化課ఔのための੍度を用意しました。今年から、
શ学科に設ஔすることになりました。

第二に、最もϙイϯトとなる部分なのですが、教育課ఔのཤम体系を次のようにߏங
しました。まͣ１年生の課ఔにアυベϯチϟーデβイϯという科໨をඞमで入れています。
次にઐ߈科໨では、ઐ߈PBLが४උされています。各ઐ߈でPBLत業を３教科以上४උ
しています。それからΩϟップストーϯデβイϯ、つまりଔ業࡞඼のようなものがあります。
そして最後にݱ৔実習があります。
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このようにして、これらのすべてのγステムが、イルϞϦ教育において一؏性のある
ものになるように努力しています。このようなPBL教育基盤のイルϞϦ教育γステムの
ために、教員がत業をมえなければなりません。よってイルϞϦ教育ຊ部をつくり、ઐ୲
組織を໊̕でߏ成しています。次の説明者のజԸඣ先生が、そのイルϞϦ教育のຊ部௕を
しています。

次は、イルϞϦ教育のための教育環境、イϯϑϥߏஙについてです。チームで問題ղܾが
できるような環境にมえました。これらは੓෎の༧ࢉをར用して࡞りました。次は、教員
たちがPBLत業をするために、教त法やプロάϥムを࡞り、ワークγϣップに参Ճして
いる様ࢠです。最後に、イルϞϦ教育を高度化するために、࢈業界から直接課題をडけ、
問題ղܾすることができるように、地域でおޓい協力できるγステムを࡞りました。

まとめになります。この部分はもともと௕いಈըを用意したのですが、時間の関܎上
গしだけご説明いたします。私たちが、このような教育をしたら、Կかྑい結果が出なけ
ればならないのです。

ʪಈըで説明ʫɹこの学生はػց工学科の私のࢦಋする学生でした。学校へのద応ができͣ
学࢜ܯ告ʢ３回ଓけてडけるとୀ学ʣをԿ度かडけていました。私が面ஊをしたところ、
ຯがあるのかฉくと、ίϯϐϡーλーڵຯがないことが分かり、Կにڵց工学にはશくػ
プロάϥϛϯάにڵຯがあると言っていました。試しにやらせてみると、明らかに࠽能が
あり、ຊ人も自৴を࣋つことができました。ฌ໾から໭って来たあと、工学科のत業をもう
１回やってみたらどうかと言い、ίϯϐϡーλープロάϥϛϯάをやらせてみたら、高い
点਺を取ってきました。そしてイルϞϦ教育に参Ճして、自ݾ主ಋܕの、自ら活ಈできる
学生にม化していく様ࢠを見ました。この学生は、ؖࠃで最も大きいݱ୅自ಈंの会௕の
ٛ理のଉࢠがӡ営している会社にब職し、高い年เをもらいながらよく働いています。その
他にも多くのイルϞϦ教育をडけた学生がब職において自৴を࣋つ姿や成௕している姿を
֬ೝできました。

զ々はまだイルϞϦ教育を࢝めてからそれ΄ど௕く経っていません。学校のいろいろな
γステムや環境をมえている最中です。ຊ೔私がお話した内༰は、私たちが今まで地域࢈業
などと࢈学਌࿨の教育をするために、大学の教育課ఔをもう一度見直して、それらを有ػ的
に連結し、学生たちが自ݾ主ಋܕの௅ઓ意ࣝをもって、どんな問題でもාがらͣ௅ઓできる、
そういった学生に育てるのが໨的だと考えています。そうした学生たちがब職し、大学の
ϒϥϯυ力を高めることで、༏लな学生の༠கにつながり、それが大学の教育を高め、
そして地域によい人材をഐ出することが、大学の໾ׂだと考えています。ここまでが私の
発表内༰です。

私が今೔最もײ໏をडけたのは、多くの先生方がこの৔に参Ճしてくださったことです。
生֔๨れられないと思います。೔ຊのこのਅ᎜さやਅ݋な࣋ؾちにँײしています。

今೔のߨԋが、গしでも໾に立てたらと思っています。ありがとうご͟います。

116 地域活性人材育成事業・2023 年度　SPARC 教育プログラム論集・報告書 Vol.1



こんにちは。ただいま紹介いただきましたイルϞϦ教育
ຊ部௕のజԸඣと申します。私たちは、大学のۭいた時間を
活用してίϛϡχテΟをつくり、このࢿྉを࢖って学生たちに
त業のΦϦΤϯテーγϣϯをしたりしています。私のߨԋの
前に、ᇙ෭૯௕がイルϞϦʢ࢓事೴ʣについて説明しました
ので、私は۩体的にイルϞϦ教育課ఔのӡ営について説明し
ます。私たちはՆٳみとౙٳみにݚमをしています。

どのような人をイルϞϦʢ࢓事೴ʣがあるというのでしΐうか。例えば、࢓事のྲྀれをૣく
理ղできる人、セϯスのあるݣؾいができる人、໨ඪを׎えて結果を出せる人、このような
人をイルϞϦがあると言います。

イルϞϦ教育ಛ性化課ఔについてもう一度まとめます。１年生～̎年生の時はアυベϯ
チϟーデβイϯ、̎年生から̐年生の時はイルϞϦPBL教科໨、３年生は試࡞඼までつくる
Ωϟプストーϯデβイϯ、ݱ৔実習に取り組みます。それにより企業と地域社会がٻめる
問題ղܾ能力、チームワーク力、ίϛϡχέーγϣϯ能力、クϦΤイテΟϒ思考のある人材
を育てます。前にごཡになったように、最も重ཁな点は、１年生から̐年生まで最௿̑科໨
以上の問題ղܾܕ教科໨に参Ճすることです。イルϞϦ教育ಛ性化教科໨のೝ定基४はࢿྉ

̏ɹΠϧϞϦP#-教त๏のཧղͱӡӦաఔ
イルϞϦ教育ຊ部長ߍೆ大学ܚ

ṄԸඣ（νϣン・ウンώ）
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の௨りです。みなさんで参考ࢿྉをごཡになってください。

最後に重ཁなϙイϯトが、イルϞϦPBL教科໨をどのようにӡ営しているかということ
です。ઐ໳科໨の知ࣝを活用して、࢈業界と地域社会の多様な問題をղܾする能力をཆう
のが問題基盤教科໨です。私からօさんにクイζを出したいのですが、教育ֵ新において
最も重ཁなものはԿでしΐうかʁɹ୭も౴えませんので自分で౴えますが、最も重ཁなのは
教員のֵ新だと思います。

教員は各ઐ໳分野で๛෋な知ࣝを࣋っています。ですが学生を教えるというのはผの
問題です。教員のֵ新がなければ学生のֵ新はありません。教員のֵ新がなければ教室
のֵ新もありません。教員に、教育にରするֵ新的なマイϯυがあるかどうかによって、
学生の問題ղܾ能力に重ཁなӨڹを༩える可能性があるといえます。イルϞϦPBLは、
PSPCMFN�BBTFE�LFBSOJOHを意ຯしています。もう１つ、PSPKFDU�CBTFE�LFBSOJOHも意ຯして
います。最も重ཁなことは、問題から࢝まり、協力して問題ղܾしていくաఔと、学習者
主ಋで行われるということです。

イルϞϦPBL教科໨は、ຖ学ظ初めに学生から申請をडけ付けます。審査をして、説明
し、ঝೝできるように支援しています。１科໨౰たり��ສԁの支援をしています。もちろん
支援ۚについては、私的なことでは࢖えません。材ྉඅなどで࢖ったりできます。

そしてもう一つ、イルϞϦPBLのಛ௃は、ඞͣ地域社会の企業や/(0、自࣏体のように
地域社会と連携するということがඞཁです。もう１つ大事なことは、֖વ性̡ がいͥんせいʳ

ʢその事ฑが実ࡍにىこるか൱か、ਅであるか൱かの、֬実性の度合ʣの高いγφϦΦを४උ
しなければならないということです。֖વ性の高いγφϦΦというのは、学生がଔ業後に
実ࡍの職৔で経験することを前もって体験してみるということですね。

イルϞϦPBLは��ि間のうち̑ि以上਱行することになります。イルϞϦPBLは̒
ステップで進行します。１つ໨はγφϦΦを௨して問題をఏࣔして、̎つ໨に問題を֬ೝ
し、学生がチームで学習課題をಋき出します。３つ໨に、ݸผ学習でࢿྉをऩूします。
̐つ໨に、問題のղܾҊをಋき出します。̑つ໨は、ݱ৔関܎者をট଴して、Ҋを発表
します。̒つ໨は、学習結果を੔理して૬ޓධՁの時間をとります。
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イルϞϦPBL教科໨の手ଓきには、次のスϥイυのように��のステップがあります。
この中で私が最も重ཁだと考えているのは̑൪と̓൪です。

なͥかというと、教育のֵ新はまさに教員のֵ新につながるからです。よって̑൪の
ワークγϣップについては、ඞͣՆٳみとౙٳみに教員をूめて、̎೔間ݚमをします。
ऴ೔行います。教員はこういった知ࣝがなければよいत業ができないからです。

そして̓൪のテΟーチϯάΧϑェは、学ظが࢝まってत業をやってみると、とてもਏくて
大มな時ظがあります。よって教員ಉ࢜がूまって、ྭまし合ったり、๙め合ったり、応援
しあったりします。そして೉しい点や、༏लな事例についてڞ有する時間を࣋ちます。これ
がイルϞϦ୲౰教員のテΟーチϯάΧϑェになります。

イルϞϦPBL手ଓきの��のステップについてৄしくみていきます。

まͣ、त業開࢝前に参Ճおよびݸ人情報活用ಉ意ॻがඞཁです。ඞͣ学生に、アクテΟ
ϏテΟのあるत業については、ࡱӨしたり、自分がࣸったりすることについてಉ意するか
をチェックしてもらいます。

̎つ໨に、PBLは、実ࡍのチーム学習がඇৗに重ཁです。学生たちは課題を一ॹに਱行
するチームを࡞ります。チーム活ಈで最も重ཁなのは、̑൪໨の࿮にあるチームのنଇと
いうものです。学生の中には一生໋ݒ取り組Ή学生もいれば、ద౰にやる学生もいます。
ద౰にする学生のことをؖࠃではʮແ௞৐ंʯと言います。そのような学生のためにਏい
思いをしないように、学生ಉ࢜のنଇをܾめています。例えば、学生が஗ࠁしたりܽ੮
したりするとマイφスになるので、大学のਖ਼໳をࡱってڞ有したり、学校に行く్中の
様ࢠをڞ有したりしています。このようなチームの活ಈのنଇをܾめてڞ有したりさせて
います。

そして３つ໨は、先΄ど申し上げたように、֖વ性の高いγφϦΦを࡞成してڞ用します。
そして̐つ໨は問題分ੳで、PBLの最も֩心的な部分です。後΄どཥᚸඣ先生の事例発表が
あります。ᶄでは事実֬ೝ、状況൑அ力、状況分ੳ力が大事です。そしてᶃで、この問題
をどのようにղܾしていくかॻきます。そしてᶅでは、その問題をղܾするために学習の
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̐つの実践ܭըを立てます。したがって問題分ੳγートをどれだけஸೡに、పఈして࡞成
するかによって結果物がมわってきます。よってこのஈ֊での教員の໾ׂは大きいです。
それから学生たちのチーム活ಈについて、チームのレベルに合わせていろいろアυόイスを
してあげます。そして最後に教員がチームϏルデΟϯάについてϑΟーυόックをします。
活ಈ時間によってそのϑΟーυόックがมわってきます。

それから、最後に発表についてධՁをするのですが、学生も他の発表者についてධՁを
します。発表するධՁの߲໨がここにॻいてあります。また、教तも学生もおޓいにධՁを
します。そしてチームの中でެਖ਼をอつためにチーム内で学生ಉ࢜おޓいにධՁをします。
߲໨ごとに̑点ຬ点中の点਺とそれについてのίϝϯトをॻきます。例えば、この学生は
チームスλデΟに਺回しか来なかったとか、学生自らが点਺を報告するという;うにして
います。

最後にPBLをӡ用した後にল࡯を行います。果たしてこのPBLは学生にとってどんな
意ຯがあったのか、学習内༰と自分のม化について੔理させます。最後のཝをみるとʮ一言
トークʯというものがあります。Ωーワーυ一つをڍげてその理༝をॻくようにさせます。

教員も自ݾল࡯を行います。学習者がत業にڵຯをもつようಈػを༠発し、自༝なงғؾ
をつくれたか自分自身に問う質問になります。１൪から̐൪までল࡯をしたあと、一言
トークをॻきます。例えばこうです。ある教員は、今回のPBLत業は自分にとって׽方ༀと
ಉ͡であったと言いました。PBLを࢝めたときはຊ౰にਏくて大มだった。׽方ༀをҿΉ
ときのように、初めはとてもۤかったけれど、त業を௨して学生が成௕する姿を見ると、
学生にとっても、自分自身にとっても成௕のػ会となったと言っていました。後ろにある
。に行われたγφϦΦがありますので参考にしてくださいࡍྉには、実ࢿ
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新しくなったޱࢁ県立大学で、この৔に立てて大มޫӫに
思っています。PBL教科໨のӡ営事例について発表することに
なり、新઱な࣋ؾちです。վめてँײをお伝えしたいです。

私がӡ営している科໨は、学校๫力༧๷および生徒理ղ
です。PBLのӡ営をする前、この科໨は教員中心、理論中心
のٛߨ方ࣜでӡ営されていました。学生は、ൣࢣ大学の学生
として、教ࢣを໨ࢦしている༧උ教ࢣになります。よって理論的なことも重ཁではあります
が、実ࡍに教育γステムの中でत業を設ܭし、開発することも重ཁです。

ところでこの科໨はܚೆ大学生にとってඞमになります。なͥなら、学校๫力は学校の
クΦϦテΟと深く関わるからです。私がこのٛߨを୲౰し࢝めた����年から今まで、教員
中心ではなく、学習者中心のPBL科໨としてӡ営しています。

私がPBLत業をするようになった理༝は、次のとおりです。ܚೆ地域の学校๫力発生཰
はશࠃで三Ґ、地方では第一Ґです。つまり、ؖࠃの中でι΢ルよりも深ࠁであるという
ことです。ࢢ୯Ґではશࠃ一Ґということになります。

表でごཡいただけるように、小学校の学校๫力の発生཰がだんだん૿えています。教育を
௨͡て学校を८る問題の多くはݮগしましたが、学校๫力はますます深ࠁになっています。
もはや学校は҆શな৔ॴではありません。҆શな学校を࡞るために、શての༧උ教ࢣがඞͣ
ཤमし学ばなければなりません。

らすことができるか、༧๷できるか、私たちݮೆ地域の学校๫力の発生を、どうすればܚ
はどんな໾に立てるか。そこに重点をஔいて、ますます高まる地域の学校๫力の発生཰を
Լげ、༧උ教ࢣとして知ࣝと༧๷・ରॲ能力を習ಘさせるඞཁがあります。

そこで私たちはޮ果的な༧๷・ରॲ能力を習ಘすることを௒えて、༧උௐ査をし、地域
社会にد༩するために実ࡍ教育をするようになりました。これがPBLをӡ営しながら学生
たちが取り組Ή課題となります。

PBL教科໨では、Կよりも、学生が地域の問題をʮղܾすべき課題ʯとしてೝࣝすること
が大事です。PBLは課題中心学習ですので、学生に問題をೝࣝさせγφϦΦをఏࣔして
います。ຊ教科໨のγφϦΦは、チーム୲౰教ࢣによって࡞られています。

地域の教ࢣから学校๫力と関܎する問題について報告をडけ、それをもとに私たちが
γφϦΦを࡞成します。前学ظにӡ営したPBLӡ営科໨を中心に内༰をಡんでみたいと思い
ます。

̐ɹΠϧϞϦP#-Պ໨のӡӦ事ྫ
イルϞϦ教育ϝンター教तߍೆ大学ܚ

ཥᚸඣ（イ・δンώ）
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1#-໰୊γφϦΦのྫࣄ
・私は第一ঁࢠ中学校学校๫力ઐ୲ߏػ業຿を୲う教ࢣだ。学校ではٛ຿的に一学ظに一度

は学校๫力༧๷教育を実ࢪしている。ઐ୲ߏػ業຿を୲౰するのはこの̎学ظが初めて
で、今は業຿を೺Ѳ中である。ところで、一学ظに一度ٛ຿的に実ࢪしている学校๫力
実ଶௐ査で、զが校の生徒の言ޠ๫力のඃ֐と、Ճ֐経験を明かした生徒の਺がࡢ年に
ൺべ૿Ճした。よってઐ୲ߏػでは生徒の学校๫力、ಛに言ޠ๫力にରする教育プロά
ϥムを試行することにした。

・教಄先生ɿʮ先生、今度の��݄３ि໨に、学生に学校๫力༧๷教育として言ޠ๫力に
関するプロάϥムを進めればと思います。先生にはઐ୲ߏػのいろんな先生と一ॹに、
言ޠ๫力関連の学校๫力༧๷プロάϥムの開発をおئいします。先生にもこれは意ຯの
ある時間とत業のػ会になるでしΐう。त業時間は１時間ʢ��分ʣ分त業でӡ営するように
します。४උしてください。ʯ

・私ɿʮはい、かしこまりました。ʯ
・教಄先生ɿʮॿけがඞཁなら、いつでもԿでもお話ししてください。ঁࢠ中学生のಛ性とか

活用できるࢿྉがԿであるかもগし知るඞཁがあります。ʯ
・私ɿʮはい、しっかり४උします。ʯ
・教಄先生ɿʮはい、ظ଴しています。ではत業が��݄３ि໨だから、��݄１ि໨まで教त・

学習課ఔҊを४උして、どのようにत業をするのか私に説明してください。そして̎ि
໨はत業時に࢖用するࢿྉがあれば、੍࡞して見せてください。ؤுってみてください。
そして教育がऴわった̐ि໨は、教育のޮ果とプロάϥムに参Ճした先生のײ想とその
間のաఔを表す結果報告ॻの࡞成、それをઐ೚ߏػの先生たちとڞ有する時間を࣋つよう
にします。ʯ

˞参考事߲ɿ一クϥス学生਺ɿ��໊ɹར用可能ػ材ɿύιίϯʢイϯλーネット可ʣ、ిࢠ
൘、プレθϯλー、スマートϑΥϯなどࠇ

この教科はिに̎時間ͣつӡ営されるものです。̎୯Ґの科໨でPBLによりӡ営している
ため、ධՁの方法は૬ରධՁではなくઈରධՁです。

学習໨ඪは次のとおりです。
ɹ１ɽ学校๫力の֓೦とछྨについて説明できる
ɹ̎ɽ学校๫力の発生ݪҼについて説明できる
ɹ３ɽ学校ڃผ性ผの੨গ年の発ୡஈ֊について説明できる
ɹ̐ɽ学校๫力༧๷ٴびରࡦに関する手ଓきが紹介できる
ɹ̑ɽ学校๫力の༧๷プロάϥムが開発できる
ɹ̒ɽ開発した学校๫力༧๷プロάϥムがࢪ行できる

先΄ど申し上げた、問題分ੳٴび学習の手ଓきの部分で、学生たちは事実を見つけ、これ
を問題としてೝࣝします。それは、४උஈ֊において大事な୺ॹʢてがかりʣとなります。
そして学生の考えを、ϒレーϯストーϛϯάをར用して、思いつくまま自༝に、クϦΤイ
テΟϒにいろいろな話へと展開していきます。

γφϦΦ上にݱれる事実を、先生方も見つけてみられてはどうでしΐうか。推ଌではなく
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実ࡍの問題を見つけて、その事実をॻいてみる。たとえば、学校๫力に関する֓೦、学校
๫力はなͥ発生するのか、Ճ֐者の心理はなんであるか、ඃ֐者の体験ஊ、学校๫力に
関するөը・υϥマ、ܳ能人の学校๫力体験など、体験を明かしたඃ֐者たちの๫࿐、உࢠ
生徒とঁࢠ生徒の学校๫力の違いはなんであるか、学校の教ࢣはどうするべきか、਌はどう
するべきか、こういったものにରする法的ॲ理はどうするべきか、ॲേのレベルはどのఔ度
であるか。こういったものを基४として、学生たちはରॲ能力を身につけることができます。

൴ら・൴ঁらがそういった事実、学校๫力のྦྷܭ、๫力に関する人物のಛ性、ঁࢠ生徒
の言ޠ๫力のݪҼ、౰事者の໾ׂ、ޮ果的な教育プロάϥムの開発、教育ഔ体੍࡞などの
学習課題を見つけ、൴ら・൴ঁら自身が、課題ղܾを۩体的に進めていくաఔについて、
実践ܭըを立てるようになります。

学生たちは大学をଔ業してから、組織のنଇを࡞ったり、組員への໾ׂを༩えたり、プロ
άϥムに関するテーマをܾめてϝデΟアを࡞ったり、課題を۩体的に਱行したりするよう
になると思います。このように実ࡍの教育ݱ৔に出ると、自分であらΏる課題を実行し、
աఔを࡞り、結果物を出すඞཁがあります。よって学生たちはこれらに関連するテーマに
ついて、त業の中で۩体的なܭըを立てて実践を行います。このようなत業を上手く進める
ためには、त業のงғؾが׮༰的でなければなりません。よってPBLत業では、΄かの
どの時間よりも最初の１回໨のत業が大事です。

第１回໨のत業では、त業શൠにରするΦϦΤϯテーγϣϯ、そして学習者のಈػ༠発、
そういったもののためにアイスϒレーΩϯά技法をར用したり、学生が自༝に参Ճできる
ϝϯチϝーλʢPCやスマϗで参Ճ者からのレスϙϯスをूめることができる8FCαーϏスʣ
をར用したりʜ。このπールは೔ຊにもあるでしΐうかʁɹत業で࢖っている方がいるか
わかりませんが、ݱ৔を൓өしたアプϦέーγϣϯのことです。こういったものを௨して、
することができます。学生は自分自身の学習にରする情熱ݱ的に携ଳで自分の意見を表֮ࢹ
を表すことができますし、一ॹに参Ճした学生は、能ಈ的に自分の໾ׂをしっかりやって
いるといったҹ৅をडけ取れます。

私は、त業の中で私がٛߨしなければならない理論的な部分と知ࣝ、基ຊ的なことに
ついては前もって௕ٳظみの間にಈըをࢿྉとして࡞っておきます。学生はत業に来る前
に、理論的なことについては前もってಈըを見てから参Ճします。つまり、ϒレϯデΟϯά
ϥーχϯάです。そうしては͡めて、त業に学生が積極的に参Ճすることができます。私は
このようにٛߨをしますが、学生は自ら、学習するべきࢿྉをたくさん探してくるように
なります。よって、さらに深く、よりײ໋࢖を࣋って課題を਱行するようになります。

学校๫力に関するഎܠ知ࣝについて、学校๫力を༧๷するプロάϥムを੍࡞するաఔで、
多くのল࡯をҾき出します。今スϥイυにあるこのաఔは、त業以外に学生がूまって課題
を਱行している৔面です。

このようなաఔを௨して、学校๫力の༧๷と関܎する多様なࢿྉを࡞ることになります。
時にはアχϝやήームプロάϥムを࢖ったりもします。ロールプレイもやったりします。
このようなաఔを௨して、ήームを࡞ったりもしています。࡞ったࢿྉを見ながら発表を
ऴえた後は、学校の೔ఔに合わせて実ࡍの学校ݱ৔に出て教育します。
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この৔面は、ίロφ以前に学生たちが地域に行って、ຊ人たちが開発したプロάϥムを
実ࡍに試行している৔面です。これは、ίロφظ間中でݱ৔に出られないときに、ಈըを
੡࡞して学校にఏڙしたものです。このಈըによって学校๫力の༧๷教育を実ࢪしました。

このようなत業を実ࡍに学校で実ࢪしたとき、中高生のຬ଍度はඇৗに高かったです。
なͥかというと、学校๫力にରする教育は、中学校ではࣜٛߨで面നくなく、຾かったそう
ですが、学生が࡞ったプロάϥムはクϦΤイテΟϒで、ήームもあってとてもָしかった
そうです。これらを௨して、生徒たちも学生たちも多くのことを学Ϳػ会となりました。

高校生たちが自らこのようなࣸਅを私たちにૹってくれました。実ࡍの学校に๚問して
教育する学生の໾ׂは大きいです。

教ࢣによる学生へのධՁも重ཁな໾ׂです。私が次のような方法で学習者中心のධՁを
しました。શ体のׂ合を見たときに、出੮��ˋ、中間やظ຤のようなචه試験は１回、課題
は多様な課題を出して��ˋ、発表��ˋ、中間に知ࣝを点ݕするਵ時テストをします。こう
いったものを活用して、त業のաఔを見てධՁしています。

ධՁ方法もたくさんあります。ධՁࢦඪ、それに܎るのもෳࡶで時間がかかります。
よって私はそういったものを、L.Sγステムʕʕޱࢁ県立大学ʕʕにもあると思いますが、
そこに学生がࢿྉをఏ出し、それを見てධՁしたりしています。他にもಈըをアップしたり、
実ࡍ学生の能力ධՁを見たり、त業に関するアϯέートをさせたりします。自らチームの
ධՁにもL.Sγステムを活用します。すると学生はत業にରするいろいろな意見をॻいて
くれました。

学校๫力に関するPBLत業をཤमした学生たちは、３つのʮຯʢ미ʣʯのあるत業である
とධՁしていました。त業が࢝まる前にʮڵຯʢ흥미ʣʯを࣋ち、त業の中でʮ面നみʢ재미ʣʯ
を͡ײ、त業をฉいたあとにはʮ意ຯʢ의미ʣʯが࢒ります。۩体的な例をڍげると、त業が
࢝まる前は、課題がとてもෛ୲で大มでしたが、त業が進Ήにつれて、त業が଴ちԕしく
なり、学習へのظ଴が高まり、त業を進める中で学生が自ら࡞り出す面നみを見つけ、त業
がऴわった後は、多くの成௕や発展をもたらしてくれるという意ຯを͡ײました。
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このようなことから、PBLは教ࢣと学習者૒方が成௕し発展できる、先΄どのڵຯと意ຯ
を表すものではないかと思います。ごਗ਼ௌありがとうご͟いました。
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ᶗ．͸͡Ίに

����年度に、ޱࢁ県立大学はޱࢁ大学ฒびにޱࢁ学ܳ大学とڞにʮ人間中心のࢹ点から
%9ʢデジλルトϥϯスϑΥーϝーγϣϯʣを実践し、ͻとや地域の課題ղܾのためにݙߩ
できる人材ʢ文系%9人材ʣʯを育成するための３大学協働事業を開࢝したʢޱࢁ県立大学
����ʣ。また、この取組は、文部科学লʮ地域活性化人材育成事業SPARCʢSVQFSFNJOFOU�
PSPHSBN�GPS�ADUJWBUJOH�RFHJPOBM�CPMMBCPSBUJPOʣʯの̒年間ʢ����年度～ ����年度ʣのॿ成
をडけて実ࢪするものであるʢ文科লB�����
�地域活性化人材育成事業SPARC����ʣ。

このSPARC事業推進の一ॿとすべく、ஶ者らは、����年��݄��೔から��೔の間にؖࠃ
学協力人材ཆ成ؖ೔࢈����されたʮ࠵ೆ大学校ʢ,ZVOHOBN�6OJWFSTJUZʣを会৔として開ܚ
ΧϯϑΝレϯスô地域ֵ新中心の大学支援体系ʢR*S&ʣ地域定ॅ人材ཆ成のための大学ࡍࠃ
教育ֵ新ôʢ主࠵ɿܚೆ大学校L*/C���事業団ʣʯに出੮した。ؖࠃからは、主࠵のܚೆ
大学校の他にؖࠃΤネルΪー工科大学や׽ཅ大学校等、೔ຊからはஶ者らのޱࢁ県立大学
と広ౡम道大学のݚ究者がߨԋ者に໊を連ね、参Ճ者のԆべ૯਺は���໊を௒えていたと
推࡯される。このΧϯϑΝレϯスにおいて、ஶ者ら３໊がSPARC事業の取組に関連した
内༰のট請ߨԋを行い、ύネルデΟスΧッγϣϯࣜܗの౼論にも参Ճした。ຊߘでは、この
ΧϯϑΝレϯスへの参Ճからಘられた情報を報告するとڞに、SPARC事業の推進にࢿする
ஶ者らの考࡯等についても言ٴすることとする。

なお、ޱࢁ県立大学とܚೆ大学校とのަྲྀについては、����年にࢠঁޱࢁ大学ʢޱࢁݱ
県立大学ʣにॴଂされていたࣉ内文ݿʢே઱૯ಜや内ֳ૯理大ਉ等をྺ೚したࣉ内ਖ਼ؽの
ऩଂࢿྉʣのؖࠃ関ࢿ܎ྉをܚೆ大学校にدଃした経Ңに࢝まり、����年には学術ަྲྀ
協定をక結し、それ以߱��年以上の௕ظにٴͿものであるʢ۽ຊ����
県立大学ޱࢁ�
����ʣ。྆大学ともに、地域と連携した教育実践に基ͮき、地域にݙߩできる人材のഐ出を
໨ࢦしているʢྛら����ʣ。����年݄̎１೔には、SPARC事業の一環としてޱࢁ県立大学で
開࠵されたߨԋ会ʮݱ৔ີணܕ地域人材育成࢈�学ݚ連携教育課ఔイϊベーγϣϯʯに、ܚೆ
大学校の３໊のݚ究者をট請し、PBLʢPSPCMFN�BBTFE�LFBSOJOHあるいはPSPKFDU�BBTFE�
LFBSOJOHʣܕत業の取組事例、त業ӡ営や活ಈධՁについて情報ަ׵を行ったʢޱࢁ県立

ୈ̏અ

͍ͯͭʹͱのγϯϙδ΢ムߍೆେֶܚࠃؖ
ʮ2023ྗڠֶ࢈人材ཆ成ؖ೔ࡍࠃΧϯϑΝレϯスʯ
の報告

᤽田典子１）ɼ木下　瞳１）ɼ林　炫情１）ɼ吉村耕一̎）

１）山口県立大学ࡍࠃจԽ学部ࡍࠃจԽ学Պ
̎）山口県立大学SPARC推進室
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大学����ʣ。このような྆大学間の関܎性が、今回のؖ೔ࡍࠃΧϯϑΝレϯスにおけるަྲྀ
に結びつくとڞに、SPARC事業の推進にも޷Өڹをもたらしていると考えている。

ᶘ．ΧϯϑΝϨϯεୈ̍೔໨

第１೔໨は、ܚೆ大学校࢈学෭૯௕のΧϯ・ジェάΝϯࢯの開会એ言にҾきଓき、基ௐ
セッγϣϯが行われたʢਤ１ɼਤ̎ʣ。第１ԋ題は、φム・άϯムϯࢯʢݩᅵޫデジλル
大学校૯௕ʣによるʮ地࢈学協力教育を௨͡た地域定ॅ人材のཆ成ʯであった。ؖࠃの地域
社会が๊える若者ݮগと人材ෆ଍の問題、地域社会の࣋ଓと発展のために大学へのظ଴が
গなくないݱ状、地࢈学ʢ自࣏体・࢈業体・大学ʣ協力による人材育成のඞཁ性、地域と連携
した経験学習へのγϑトのඞཁ性とその事例が報告され、地域人材ཆ成には大学のॆ実に
基ͮき、自࣏体と大学間のްく強いネットワークを実ݱすることが重ཁであることがࣔさ
れた。第̎ԋ題は、ච者の一人٢ଜによるʮ地域活性化人材育成事業SPARCとޱࢁ県立
大学の取り組みʵ人間中心のࢹ点から%9を実践し、ͻとや地域の課題ղܾのためにݙߩ
できる人材育成ʵʯであった。ޱࢁ県における若者定ணݮগの状況、その地域がٻめる人材
像、ެࠃ私立の３大学が地域と連携して人材育成に取組ΉSPARC事業の体੍、ޱࢁ県立
大学の新たな取組ʮ地域社会の未来をϦデβイϯし、人々の暮らしの%9推進にݙߩできる
人材育成ʯの紹介、さらに۩体的な教育方法の一つとしてʮ%SʢデーλαイΤϯスʣ�%9
による地域課題ղܾPBLʯが報告された。

第３ԋ題は、Χϯ・ジェάΝϯࢯʢܚೆ大学校࢈学෭૯௕ʣとύク・΢ϯジϡࢯʢܚೆ大
学校L*/C���事業団௕ʣによるʮ企業がཉしがる人材ཆ成のための新しいアプローチʵイル
ϞϦʢݱ৔中心ʣ教育ʵʯであった。大学教育と࢈業ݱ৔のधཁとのϛスマッチの問題、
イルϞϦʢݱ৔で༩えられた࢓事ができる能力ʣこそがٻめられていることと、ܚೆ大学校
におけるイルϞϦʢݱ৔中心ʣ教育の教育プロάϥムの内༰と体੍等がड़べられ、さらに
PBLܕ教育の重ཁ性とその質の؅理についても紹介された。第̐ԋ題は、ཏ੕ਔࢯʢ広ౡ
म道大学෭学௕ʣによるʮଔ業生の地域定ॅをଅ進する広ౡम道大学の࢈学׭連携ٴび
協力ʯであった。広ౡम道大学におけるΩϟϦア教育支援、ब職支援と学生による地域ݙߩ
活ಈの事例が紹介された。ԋ題発表後には、Ωム・ιϯϤルࢯʢܚೆ大学校໊༪੽࠲教तʣ
を࠲௕としてશ体౼論が行われた。

ΧϯϑΝレϯス開࠵中の展ࣔスϖースでは、ܚೆ大学校の࢈学協力教育ʢݱ৔中心教育
ಛ性化課ఔ、ݱ৔中心PBL教育ʣによる学生の成果等が展ࣔ・発表されていたʢਤ３̰ɼ̱ ʣ。
人工知能やロϘット等の先୺技術をར用したものが多く、例えば、ʮ人工知能による人物
ೝࣝと人物紹介γステムʯは、ొ࿥されたΧϯϑΝレϯス参Ճ者を人工知能でೝࣝし、人の
ࢹ؂غロϘットがその参Ճ者の人物紹介を行うγステムであった。ʮෆ法ゴϛແஅ投إ
ロϘットʯは、人工知能学習をར用してゴϛを投غする人とそうでない人を۠ผすることを
可能にするものであった。また、ΧϯϑΝレϯスの発表会৔では、各人のスマートϑΥϯ
でಉ時຋༁アプϦを࢖用する試みがなされた。これは、ߨԋ者の発したԻ੠の文ىࣈこしを
行い、その上で຋༁を付けてϢーβーのスマートϑΥϯにϦアルλイムで表ࣔするもので
あり、ؖޠࠃと೔ຊޠの྆方でߨԋが行われたຊΧϯϑΝレϯスでは、多くの参Ճ者に活用
されていたʢਤ３̲ʣ。
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ᶙ．ΧϯϑΝϨϯεୈ̎೔໨

第̎೔໨は、PBL等の教育事例の報告を中心として、PBLセッγϣϯが行われたʢਤ
̐ɼਤ̑ʣ。第１ԋ題は、ジϣϯ・΢ϯώࢯʢܚೆ大学校L*/C���事業団イルϞϦ教育
ຊ部௕ʣによるʮܚೆ大学校イルϞϦʢݱ৔中心ʣPBLとӡ営事例ʯであった。ܚೆ大学校
のݱ৔中心PBLの推進のաఔとして、社会ݱ৔のधཁ、PBL֦ࢄのための教育課ఔฤ成・
教育方法開発、ӡ営マχϡアル、質向上のための'%ʢ'BDVMUZ�%FWFMPQNFOUʣやೝ定
੍度について紹介され、PBLत業のӡ営事例についても報告された。第̎ԋ題は、Ωム・
ΪϣϯࢯʢؖࠃΤネルΪー工科大学教育ֵ新セϯλー௕ʣによるʮ人工知能時୅、教育の
ม化ɿؖࠃΤネルΪー工大Ϟデルʯであった。ؖࠃΤネルΪー工科大学における取組と
して、SFMG�%FUFSNJOBUJPO�5IFPSZʢ学習者の学習ಈػをଅ進させ、学習者が自ら学習の主体
になるようにすることʣに基ͮく教育方਑、S5&.ʢTDJFODF
�UFDIOPMPHZ
�FOHJOFFSJOH�BOE�
NBUIFNBUJDTʣ教育の実践、*ORVJSZ�BBTFE�LFBSOJOHの教育方法、世界で最もֵ新的と言われ
ているϛネルό大学ࣜを参考にした教育ʢ教त中心ではなく、学生౼論中心のत業Ϟデルʣ
について紹介された。

第３ԋ題は、ච者の一人であるྛによるʮ多文化ڞ生社会の教育課題ղܾのための׭学
地域連携PBLʵ外ࠃ人ࣇಐ生徒のためのΦϯϥイϯ೔ຊࢦޠಋʵʯであった。ޱࢁ県に
おけるཹࡏ外ࠃ人のݱ状と外ࠃ人ࣇಐ生徒の教育的課題についてड़べられ、ޱࢁ県立大学
が׭学地域連携として実ࢪしているΦϯϥイϯ೔ຊࢦޠಋ支援事業ʮてごQSPKFDUʯが紹介
された。第̐ԋ題は、ච者の一人᤽ాによるʮޱࢁ県立大学地域連携PBLʵҹ࡮会社と
ෆಈ࢈会社を例にʵʯであった。ޱࢁ県立大学において、SPARC事業の一環として実ࢪ
されているʮ%S�%9による地域課題ղܾPBLʯの̔つの実例ʢి力広報、地域๷ࡂ企ը、
8&BϝデΟア開発、伝౷৭による঎඼開発、ίϯテϯπ࡞成、社内地域਌ກ企ը、地域
ັ力発৴、֗ͮくり企ըʣが紹介された。

第̑ԋ題は、ύク・ώϣϯϛࢯʢ׽ཅ大学校&R*CA�*CʵPBLセϯλー෭セϯλー௕ʣ
によるʮ大学ʵ地域間の*CʵPBL࢈学ϒϦッジϞデルを௨͡たマッチϯάܕ人材ཆ成教育
の事例ɿ׽ཅ大&R*CA事例を中心にʯであった。*C�PBLʢ*OEVTUSZ�DPVQMFE�QSPCMFN�
CBTFE�MFBSOJOHʀ大学ô࢈業間連携を௨͡て社会とݱ৔にͮؾいた問題ղܾと協力を໨ࢦす
ֵ新的な大学教育Ϟデルʣと*C�PBLのѥܕであるݱ৔౷合ܕʢ企業・ػ関等のݱ৔から
問題を直接にఏڙしてもらうかݱ৔のཁٻで発生した問題をत業で活用し、問題のղܾ
աఔの中でݱ৔からධՁ・ϑΟーυόックがఏڙされるものʣの説明がなされた。さらに、
�ཅ大学校におけるPBLӡ営方法として、঎工会議ॴとの.06ʢ.FNPSBOEVN�PG׽
6OEFSTUBOEJOHʣ協定に基ͮく取組や企業�大学୲౰者間のマッチϯάのしくみについても
報告された。第̒ԋ題は、イ・ジϡϯΪϣϯࢯʢܚೆ大学校ػց工学部教तʣによるʮΦー
Ϧϯ工科大学๚問هɿ教育ֵ新ݱ৔に行くʯであった。工学教育における世界的Ϧーμー
と考えられているΦーϦϯ工科大学ʢ'SBOLMJO�8��0MJO�CPMMFHF�PG�&OHJOFFSJOH
�ถࠃマα
チϡーセッπभʣの࡯ࢹ報告であった。ΦーϦϯ工科大学の教育理೦のಛ௃はΦーϦϯ・
トϥイアϯάルとݺばれ、ʮ工学ʯ、ʮܳ術・人文社会科学ʯとʮϏジネスʢ企業Ոਫ਼ਆをؚΉʣʯ
の３ཁૉの重ࢹである。また、ΦーϦϯ工科大学はஉঁൺ཰が΄΅１ɿ１であり、ಸྑ
大が工学部開設にあたり、そのΧϦΩϡϥムを参考にしたことでも知られているࢠঁ
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ʢ小ྛら����ɼ༄ᖒ����ɼࣛౡ����ʣ。ԋ題発表後には、Ϣϯ・ώϣϯΪϡࢯʢণݪ大学校
教तʣを࠲௕としてશ体౼論が行われ、੝会のうちにด会となったʢਤ̒ʣ。

Ⅳ．大学における地域活性化人材育成の動向

ຊ๜の各地域にॴࡏする大学は、地域の֩となり地域活性化にݙߩすることがظ଴されて
いるが、地域社会が学生にظ଴する能力とはԿかがෆ明֬であり、大学ଆもそれをఏࣔ・
ཆ成できていないというࢦఠがある。より高度な地域連携と教育վֵを強力に推し進める
ことにより、地域と大学が一体となって分野ԣஅ的に課題ղܾに௅Ή地域人材の育成が
能し、地域社会と大学間の連携をػめられている。そこで、大学が地域の中֩としてٻ
௨͡て地域がਅにٻめる人材を育成することを໨的とした࢝まった事業がʮ地域活性化
人材育成事業SPARCʯである。SPARC事業では、ෳ਺の大学間の連携のみではなく、企業
ならびに地方ެڞ団体等をؚΉ地域社会とのີな連携による取組がٻめられているʢ文科ল
̱�����ʣ。ච者らのޱࢁ県立大学は、ۙྡの̎つの大学との有ػ的な連携体੍をߏஙし、
さらに地域の࢈業界ฒびに自࣏体等と連携して地域がٻめる人材育成の取組を開࢝した
ところであるʢޱࢁ県立大学����ʣ。一方、ؖࠃでは、大౷ྖ主࠻の人材ཆ成ઓུ会議が
発଍され、૯合的・体系的な人材ཆ成੓ࡦがࠃՈ的レベルで؅理されるܭըがある。その
֩心課題の一つとしてʮ地域主ಋの人材ཆ成の基盤ͮくりʯが掲げられ、その実ݱのために、
大学支援行੓・ࡒ੓のݖ限を地方自࣏体にҕ೚・Ҡৡし、地域発展と連携したઓུ的支援
で地域と大学のಉ൐成௕がਤれるように、地域ֵ新中心の大学支援体系ʢR*S&ʣのߏ想が
ࣔされているʢྛ����ʣ。また、これより前から、地域と大学のڞ生発展をϏジϣϯと
して࢈学連携の支援ൣғ֦大、࢈学連携の多様化やಛ性化、࢈学連携の࣋ଓ的可能性向上
を௨͡て、多様な࢈学連携先ಋϞデルを૑出・֦ࢄさせようとするؖࠃ教育部のʮ࢈学連携
先ಋ大学ʢLFBEFST� JO�*/EVTUSZ�VOJWFSTJUZ�CPSQPSBUJPO��L*/Cʣʯがあり、ܚೆ大学校は
����年度からこのL*/C事業に採択され、事業を推進しているʢྛら����ʣ。さらに、ؖࠃ
ΤネルΪー工科大学や׽ཅ大学校でも࢈学連携を推進するための体系的な取組がなされて
いることが、ຊΧϯϑΝレϯスにおけるߨԋ内༰から知ることができた。

地域がٻめる人材や地域を活性化しうる人材を育成するための教育方法として、ຊΧϯ
ϑΝレϯスでϑΥーΧスされたのが、地域と連携したPBLܕ教育であった。地域と連携
したPBLには、第一に、地域の企業・ػ関等のݱ৔と大学とのマッチϯάがෆ可ܽで
ある。今回のߨԋで紹介された大学の多くでは、ࠃや地方自࣏体等の支援をಘて、࢈業界等
との࣋ଓ可能なマッチϯά体੍がߏஙされ、ܚೆ大学校の言うところのʮݱ৔中心PBL
教育ʯが実ݱされていた。PBLܕ教育のաఔで、学生にとってはক来の職৔ީิかもしれ
ないʮݱ৔ʯにおいて課題ղܾを経験することがو重な学びになるはͣである。第二に、
学生の主体的な学びをଅ進して学生の成௕をଅ進し、地域がٻめる人材をഐ出するような
教育方法の工夫が重ཁである。今回のߨԋで各大学の様々な工夫が紹介されたが、その中
でもෳ਺のߨԋ者が強ௐしていたのが、PBLܕ教育におけるࢦಋ的立৔の大学教員の姿੎
をʮ5FBDIJOHからCPBDIJOHʯにγϑトすることと、PBLܕ教育のվળや質อ証のために
成果を可ࢹ化してධՁするඞཁがあるということであった。前者については、ຊ๜でも、
が大学教育や次世୅άローόルϦーμー育成におけるίーチϯάの重ཁ性をఏএしてݪੁ
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いるʢੁݪ����ɼੁݪ����ʣ。後者については、ੴҪやউӜらが学मϙートϑΥϦΦ等に
よる地域連携PBLのධՁを報告しているʢੴҪ����ɼউӜ����ʣ。このように、ຊ๜の一部
でもPBLܕ教育の手法についてのݚ究や実践がஅย的にはなされているが、ຊΧϯϑΝ
レϯスでؖࠃのෳ਺の大学から報告されたのは、PBLܕ教育の開発、ӡ営からධՁ、վળ
までを体系的に推進する取組であり、ݱ時点ではまだ参考にすべき点が多くある。

Ⅴ．おわりに

県立大学が、大学間の連携ฒびに地域社会との連携を௨͡て取組んでいるSPARCޱࢁ
事業では、大学が地域における人材育成の中֩としてػ能していくことがظ଴されている。
地域連携によるPBLܕ教育は、SPARC事業の教育プロάϥムの中でಛに中心的な໾ׂを
୲うものとしてҐஔ付けられており、ຊΧϯϑΝレϯスにおける多くのߨԋでも中心的な
話題として報告された。中でもಛචすべきは、PBLܕ教育を向上させる̎つのϙイϯトで
あり、第一にʮݱ৔中心のPBL教育ʯの実践と、第二にはʮ5FBDIJOHからCPBDIJOHʯへの
教育とSPARC事業の取組がຊ๜におけるܕಋのγϑトであった。地域連携によるPBLࢦ
一つの大学教育վֵϞデルとなることが๬まれるが、そのためには、大学がおかれた地域
のݱ৔をしっかりと見つめてີに連携していくことڞに、ܚೆ大学校等のؖࠃやΦーϦϯ
工科大学のถࠃ等をؚめて広く世界の先進事例に໨を向けることが大੾である。
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文　献
～県立大学ɽ地域活性化人材育成事業ޱࢁ SPARC ～ɼશࠃ初ʂެࠃ私立大学協働による

%9人材育成ɼ����ɽIUUQT���XXX�ZBNBHVDIJ�QV�BD�KQ�BV�BQ�TQBSD�ɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����
年��݄��೔ʣ

文部科学ল̰ɽྩ࿨̐年度大学教育࠶生ઓུ推進අʮ地域活性化人材育成事業～SPARC～ʯɼ
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����年��݄��೔ʣ

地域活性化人材育成事業SPARCɽޱࢁ大学・ޱࢁ県立大学・ޱࢁ学ܳ大学による文系%9
人材の育成についてɼ����ɽIUUQT���XXX�ZBNBHVDIJ�TQBSD�KQɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年
��݄��೔ʣ

ೆܚঘೆ道ʗܚʗࠃྉʯについてɿؖࢿʢ؆ᗪʗ法஽ྨʣ܎関ࠃଂʮؖچݿ内文ࣉຊक༤ɽ۽
大学校へのدଃのహ຤ɽޱࢁ県立大学学術情報���
��������
�����ɽ
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���ೆ大学校との学術ަྲྀのาみɼ����ɽIUUQTܚ・ࠃ県立大学ɽ学術・教員ަྲྀɹؖޱࢁ
XXX�ZBNBHVDIJ�QV�BD�KQ�FWFOUT�QPTU����IUNMɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年��݄��೔ʣ

ྛ�⅘情ɼਫ୩༝ඒࢠɼజ�Ը㚭ɽ大学と地域社会連携プロάϥムに関するւ外ௐ査報告ɿ�
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�
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IUUQT���XXX�ZBNBHVDIJ�QV�BD�KQ�FWFOUT�QPTU����IUNMɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年��݄��೔ʣ

文部科学ল̱ɽྩ࿨̐年度�大学教育࠶生ઓུ推進අ�地域活性化人材育成事業～SPARC～
ެืཁྖɼ����ɽIUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�DPOUFOU����������NYU@EBJHBLVD������������@
�����QEGʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年��݄��೔ʣ
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�
����ɽIUUQT���TQBQ�KTU�HP�KQ�LPSFB�FYQFSJFODF������UPQJD@FL@���IUNMɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����
年��݄��೔ʣ
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� ����ɽIUUQT���MJODUISFF�OSG�
SF�LS���ɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年��݄��೔ʣ
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ΦーϦϯ・Χレッジɽ工学教育����	�
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������

༄ᖒ੟ࢠɽࠃ立ঁࢠ大で૬次͗ň工学ŉ分野の学部新設のなͥô今य़にಸྑঁࢠで��年度に
お஡のਫが設ஔへôɼ౦༸経ࡁΦϯϥイϯɼ�����

IUUQT���UPZPLFJ[BJ�OFU�BSUJDMFT���������ɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年��݄��೔ʣ
ࣛౡ�Ѹɽঁ性に最ద化した工学教育設ܭで社会にඞཁな人材育成を୲うʗಸྑঁࢠ大学

工学部ɼϦクルート進学૯ݚɼ�����
IUUQT���TPVLFO�TIJOHBLVOFU�DPN�IJHIFS���������QPTU������IUNMɹʢ最ऴӾཡ೔ɿ����年��
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������
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実践の可能性と課題ɽ支援ର話ݚ究�̑�	�

������
������
ੴҪխষɼਞ内༤次ɼউӜ৴޾ɼ௕Ԭૉ඙ɽPBL実践における学म成果の可ࢹ化手法に

関する実践と考࡯ɽ関܎性の教育学����	�

������
������
উӜ৴޾ɽ地域連携PBLにおける学म成果の可ࢹ化についてɽ৓੢大学教職課ఔセϯλー
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図１．１日目プログラム

図２．１日目セッションの様子
ａ）開会宣言，ｂ）著者（吉村）の講演，ｃ）全体討論
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図４．２日目プログラム

図３．展示の様子と翻訳アプリ
ａ）展示会場の著者ら，ｂ）人工知能による人物認識と人物紹介システム， 

ｃ）発表会場での同時翻訳アプリ
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図６. 閉会時集合写真

図５．２日目セッションの様子
ａ）総合討論，ｂ）著者（藏田）の講演，ｃ）著者（林）の講演
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おわりに

次のステップへ
SPARC 推進室長　岩野 雅子

地域活性化人材育成事業～ SPARC ～への申請・採択後、想像していた以上に身の回りの
世界が広がることとなりました。

第一に、学内に新しい教職員が入り、他大学の教職員ともつながって、人のネットワーク
が広がりました。SPARC推進室は時限付きのプロジェクト実行・支援組織ですが、最初の
１年半で学部教育の先生方とより深く強く連携していく基盤ができつつあります。

第二に、３大学間の話し合いを重ねる中で、各大学固有の風土やきまり事、物事の進め方
や考え方の違いを越えて、一つのゴールに向かって合意点を見つけようという知恵の出し
合いができるようになってきました。そこから、これまでにない大学教育の可能性が
広がってきたと思います。自大学だけではできなかったことも、できるようになるという
道筋が見えてきています。

第三に、企業等と連携した地域学やPBLのあり方を話し合う中で、今まで出会って
こなかったような企業・団体等を見つけたり、表面的には見えていなかったものも覗けたり
できるようになってきました。地方の中小企業の経営者が新しいことに次々と取り組み、
取り入れていることや、思いもよらない分野で世界と直接つながって事業を展開している
状況は、外からだけでは見えません。

第四に、高校の探究学習の成果発表会では、生徒たちがすでに高度なレベルにあることを
知りました。県レベルの審査に立ち会い、理科の実験上の課題設定や仮説証明、社会科に
おける地域課題の発見、人文系のテーマなどを掲げ、実践的に実証するためにチーム内で
アイデアを出し合い、結果をわかりやすく他者にどう伝えるかを工夫していました。自ら
設定したテーマに主体的、積極的に取り組み、発表チームを応援したり質問を投げかけたり
する熱量のすごさを垣間見て、その上に立つ大学教育でのPBLはどうあるべきかについて
考えさせられました。

第五に、大学教育に関する議論、新しい教育環境の紹介、情報技術を活用した教育手法等
に触れ、これからの情報化社会の中で学び、働き、暮らす若者の未来を想定するプロセス
において、多くの大学で様々な取り組みが行われていることを知りました。私たちの前を
行く大学の事例を参考にさせていただきながら、私たちのうしろ姿を参照したいと言われる
ようになれればと思います。

この出版物を世に出すにあたり、学内外の多くの方々にご支援、ご協力をいただきました
こと、心から御礼を申し上げます。これから次の一年間の新たな試みの後、次の号でその
成果が報告できるよう努力したいと思います。
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